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シンポジウム「日本の細石刃文化」開催にあたって

1953年 12月 26日、長野県野辺山高原の矢出川遺跡において、由井茂也・

芹沢長介•岡本勇らの手によって、日本列島で初めて細石刃文化が発見された。

以来、本 2003年で 50年、矢出川に落とされた最初の点から、今日では北海道

から九州におよぶ 1792個所の細石刃文化遺跡の存在を知るに至った。

私たち八ケ岳旧石器研究グループは、矢出川遺跡における細石刃文化発見の

年から 40年目にあたる 1993年、野辺山高原においてシンポジウム『細石刃文

化研究の新たなる展開』を開催した。 40周年シンポは、地域の様相や様々な研

究の課題を討論していただく場になった。それから早くも 10年の歳月がなが

れ、このたび 50周年の記念シンポジウムを開催する運びとなった。今回は、

同じ佐久地域ではあるが、会場を八ケ岳山麓から浅間山麓に移し、本 2003年

に新しくオープンした浅間縄文ミュージアムにおいてシンポジウムをおこなう

こととなった。

20世紀末、旧石器遺跡捏造という重大な事件を我々は経験し、大きな痛みと

反省を促されることとなったが、半世紀におよぶ細石刃文化研究の道程を振り

返って勇気付けられ、 21世紀の研究の道を切り開いてゆくことに思いを新たに

するのである。

本シンポジウム開催にあたっては、多忙な日常をぬってご寄稿いただいた全

国の研究者の皆様、参加者の皆様に厚く御礼を申し上げる次第である。
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凡例

① 本文中、遺跡一覧表の石器組成においては、紙面の都合上重要な器種の点数の

みを掲載した。したがって、例えば剥片などの出土点数を省いてあるが、表中、

遺物の出土点数の総計は実数となっているため、合計に食い違いが生じている

ものもある。ご注意願いたい。属性の詳細については、付録のデータ記録をご

参照いただきたい。

② 各地域において、遺跡分布図のNo.と遺跡一覧表のNo.は対応する。

③ 各遺跡の報告書等の出典については、南部九州地域・北部九州地域・南関東地

域については、膨大なため印刷表示せず、附属のデータ記録に収録した。

④ 北海道東部と西部地域において、名寄地域と旭川地域の下記 18遺跡について

表記載・分布図記載の重複がある。ご注意いただきたい。

（下記が重複遺跡、番号は北海道東部のNo.を例示）

18 : 旭岡 1、19: 末広 8、20: 射的山、 22 : 桜岡 2、23: 桜岡 5、28: 北瑛、

29 : 日東、 31: 嵐山 2、32 : 旭東 1、33 : 朝日 1、34: 日進 2、35: 東町、

36 : モサンル、 37: 西町 1、38: 高瀬、 39: 北町 C、40: 佐藤、 42: 桜ヶ丘

⑤ 列島各地域の遺跡分布基本図は、 1/200万に統一した。

それ以外の詳細分布図は、縮尺を統一していない。

⑥ 石器の図は、スケールの明示がない限り、 1/2で掲載している。
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1 研究の経過
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1 9 9 5年

北海道東部の細石刃石器群

吉崎昌ーにより北見市豊田遺跡で北海道最初の旧石器が確認される

吉崎昌ーによる湧別技法の提唱

白滝団体研究会による学際的な調査、編年案の提示

加藤晋平による常呂パターンの提唱

鶴丸俊明による細石刃核型式の整理

千葉英ーによる北海道の旧石器編年の提示

長沼孝による美利河技法の提唱

嶋木遺跡で占相とされる細石刃核が出土

木村英明による社会行動論的研究の提示

1 9 9 5年～ 倶オ）北海道埋蔵文化財センターによる白滝遺跡群の調査

1999年 日本考古学協会釧路大会での集成

山原敏朗

北海道東部における細石刃石器群の調査研究は、質、量ともに豊富な資料の存在を背景に数多く行われてきた。

本地域の旧石器時代研究の大部分は細石刃石器群とこれに関連する研究といっても過言ではないが、上述の項に

はその影響が比較的長期にわたっていると思われるものを抜粋して示した。以下、 90年代後半までについて、若

干の補足をしたい。

1970 年代前半までにおいては吉崎昌ーによる白恋鄭亦群を中心とした調査研究、大井晴男・加藤晋平•藤本強

らによる常呂川流域の調査研究が著名である。もちろん、他の研究者やグ）レープの調査も数多く行われているが、

両研究グ）1,-プはその継続性において他⑪形~ヴ）1,-プと⑪皇いを際立たせており、長期にわたって蓄積さ

れた成果の厚みが後の当該地域研究に及ぼした影響の強弱になって現れているように思われる。

この時期の議論において、今一度注目すべきものを一つあげるとするならば、それは「細石刃核・彫器」論争

俣島 1984)の経緯と思われる。この論争の重要性については幾つかあげられるが、一つにはある石器に対し、

細石刃核か彫器かということを議論するにとどまらず、例えば大井睛男がいうようには井・久保 1972)、技術

形態学的に「峠下型細石刃核」と認識されている一つの石器に対し、細石刃核と彫器という別器種侶IJ形式）に

分離させて理解する視点に対しての議論にまで及んでいるところにある。同様なことは「広郷型細石刃核・多面

体」や「4型精麟脚訪器蜘暉細石刃民に関してもいえ、これらの石器は、一つの石器に対し器種

あるいは形式を設定することでさえ単眼的理解だけで解決できるほど実態が単純なものではないことを示してい

る。これらの石器を検討する場合、一定の技術形態学的特徴を有する石器＝一形式・一器種という理解だけでは

その石器の本質を把握できないのではないかという疑問を生じさせることは筆者一人ではないと思われ、別の視

点も加味された新たな分析概念を模索すべく思考の転換が必要と思われる。さらに、この議論は細石刃の本質と

は何かという当該期の根本的命題（鶴丸2002)に極めて近い位置で行われており、それが先送りにされている状

況は、裏を返せばそれについての議論が今日に至るまであまり深化していないということもできるであろう。

また、この論争やその周囲で示されている多様な思考の表出状況は、秩序的関係を有しない構成員が無から生

み出す過程で生じやすい錯綜性を例示していると思われるが（秩序的関係を有する構成員ならば公表される前に
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一定の整理が行われるであろう）、それ故に感じるのが学問的議論の純粋性である。今日的にはそれらの見解の結

果的是非を評価するよりも、むしろ当時の研究姿勢自体を学ぶべきと考える。

なお、現在では鶴丸俊明に代表されるような細石刃核型式の整理で概ね理解の一致をみているものと認識して

いる（鶴丸 1979)。ただし、その「細石刃核」型式の幾つかについては、仮説共有の状態のまま今日まで至って

いるともいえ、必ずしも明瞭な解答が提示されたうえでの理解の一致ではないことを付言しておく。

鶴丸の細石刃核型式の整理以後、上述のような錯綜状況は沈静化するが、おそらくそれは同世代の研究者に一

定の共通認識が育ちつつあり、鶴丸の整理は多少の小異はあれ、彼らを代表したものになっているためと理解し

ている。それとともに、鶴丸の整理が細石刃核としたものに技術的な系統性の枠組みを持たせたことで、そのよ

うな説明力沐足気味であった従来の見解より説得力のあるものであったことも大きいように思われる。鶴丸の整

理は、概ね同じ認識に立って細石刃核型式（または製作技術型式）群を序ダ此、系統化する議論を可能にさせた

といえ、以降の当該期議論はそのほとんどが編年的問題へと移行していく。

細石刃石器群の編年的問題については、研究当初から細石刃核・彫器論争と並ぶ主要課題の一つで、吉崎昌一

を核に議論されてきたといえる。しかし、吉崎自身が幾度か自らの編年案を大きく修正してきたことに象徴され

るように、しばらくはその方向性さえなかなか見出せない状況が続いていた。その最大の原因が層位的事例の少

なさに起因することについては従来から指摘されてきたが、別の原因としては出土した遺物群の一括性に対する

認識の問題であったと思われる。遺跡環境によっては土地の反復利用力濡i頻度化する可能性や平面的な分布のま

とまりが考慮され始めるとともに、 遺物群の一括性に対する問題力哩魚く意識され始め、 遺存状況のよい、あるい

は平面分布の把握が可能な石器群を選択的に分析対象とする方法が一般化していく過程で、徐々にある種の方向

性が生じてきたことは、その認識が編年的議論に大きく影響していたことを裏付けていると思われる。

このような認識のもと編年的議論に一応の方向性を得たのは、 80年代に入ってからと思われ、その代表的な見

解が千葉英一の編年案であろう（千葉 1985)。千葉の編年案は、序列が想定可能な細石刃核型式によって指標さ

れ、それまでの調査成果を考慮しながら簡潔に整理された形で提示されている。千葉と同様な見解は他にもみら

れるが、その明解さ故に 90年代前半までは北海道の代表的な編年案として取上げられてきた。丘岱した鶴丸の整

理が細石刃核やその技術についての共通理解を持たせたものならば、千葉の見解は、それに賛同するかどうかは

ともかく、以降彼の編年案を踏まえて議論されていることからみても、この方面での議論的枠組みに一定の整理

をつけ、編年的問題の議論に交点を持たせたものといえる。

道南の美利河 l遺跡の調査は、峠下型細石刃核が細石刃石器群の古相に位置づけられることをほぼ確定させ、

千葉の編年案の一部を追証するとともに、従来までに提示された細石刃核母型製作技術とは異なる技術（美利河

技法）が存在することを接合資料によって明らかにした。この「美利河技法」は、それまで提示されてきた細石

刃核型式と細石刃（核母型）製作技術型式が必ずしも対応しないことを示して細石刃核・彫器論争以来の活発な

議論に発展したが、 視点を少し変えれば70年代以降の議論対象が細石刃核型式や細石刃（核母型）製作技術関連

に集中していることを端的に示しているといえ、それ故に議論が活発化したとも考えられる。それは、 美利河 l

遺跡での成果を踏まえ、新たな分析概念として提示された木村英明のテクノ ・コ ンプレックスにしても

(Kimura! 991)、概念的には石器群の総合性まで発展させること力,pJ能ではあるものの、その提示例を見る限り意

識はあくまで細石刃（核母型）製作技術を中心としていることからもうかがえる。もちろん、他の重要な視点や

見解も提示されてはいたが（加藤・桑原 1969、松沢 1973、藤本 1982、鶴丸 1985等）、必ずしも継続的な議論に

なっているものばかりとは限らない。ある意味、他の対象を犠牲にしてこれに集中していたともいえるが、 一方

で同時代の報告書の記述内容で推し量れるように、 70年代初頭までみられたような各石器・技術の比較的等質的

な目配りが自然消滅的に失われてしまったようにも思われる。もっ とも、山田晃弘や白石典之等の論文は石器群

の総合性を重要視しており、そうした点は評価できるが（山田 1986、白石 1993)、やはり細石刃（核母型）製作

技術関連に比較すれば他の対象項目は分析がやや粗く、彼らの意図とは裏腹に細石刃製作技術関連以外の研究成

果の蓄積が相対的に進んでいないことを体現している。
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このような経緯の中で、白滝産黒曜石の動きと荒屋型彫器の石材選択性に着目して当該期の集団関係を理解し

ようとした材寸英明の論文は、加藤晋平による常呂パターンの提唱（加藤・桑原 1969)以来の北海道独自の遺跡

間関係論として評価される（木村 1995)。遺跡間関係をどう理解するかは常呂パターンという概念が身近で提示

されていたが故に、どの研究者も胸中に有していたことと思われるが、それを中心的視座に置いた本格的な論文

叩嘩叫k久しくなかった。ただし、集団関係論の前提には一集団の領域規模を推測、規定する必要があると思

われることから、とくに東部地域内での集団領域については、さらなる説明が必要であろう。当時の自然環境を

考慮すると、例えば白滝地域を核とした集団が湧別川流域及びその近隣という狭い面積のみを行動領域にしてい

たとは想定し難い。

90年代後半から今日までの研究は、それまで単発的であった細石刃、彫器、掻器、舟底形石器、尖頭器等に視

点が向けられ、細石刃核やその母型製作技術以外に分析対象が拡大される傾向がみられるが、その背景には石器

群の総合的理解という視点が実際には消化不良をおこしており、総合的理解のために必要な等質的で詳細な検討

の即時実行が困難であるという現実に直面していることを最近⑪形翌勅ゞ実感しているためと思われる。換言す

れば、当該石器群の総合的理解のためは、個々の石器や技術の分析または一石器群の中での総合的分析を当該期

石器群の総合的体系化を追及する作業と同時並行で行わなければならない作業であることを認識しているためと

思われる。とはいえ、鶴丸が指摘するように（鶴丸 2002)、資料の質、量と相反し研究者の少なさが根本的問題

であることは確かである。

2 遺跡の分布

北海道東半部は大規模黒曜石原産地を上流域にかかえる湧別川、常呂川、十勝川の各流域に遺跡が多く分布し

ていることが周知されている。このうち、湧別川では上流域（白滝遺跡群）に、また常呂川では中流域に遺跡が

集中している状況がうかがえるが、これらば凋査または凋査成果の公開が各流域の一定地域に集中しているため

で、必ずしも遺跡分布の実態を表しているわけでゆない。常呂川流域の場合、黒曜石原産地に所在する置戸町の

遺跡数が一覧表では少ないが、実際は白滝遺跡群と同様、当該期の遺跡が濃密に分布しているとみて「甜塵いない。

一方、十勝川流域では湧別川や常呂川流域と比べ、黒曜石採取地から離れた場所での遺跡の発見例が多い。また、

上述の2流域より相対的に平野部の面積が広いことが特徴としてあげられ、そうした地理環境の相違が遺跡分布

や石器群の内容を特徴付ける可能性があろう。

白滝産黒曜石原産地の所在する山塊の北側に位置する地域でも確認された遺跡の数が増加している。忍路子遺

跡や札滑遺跡等の細石刃核型式の指標遺跡が所在する西興部村の東隣にある滝上町は白滝村に南接し、多くの遺

跡が存在することが最近紹介されている（曲悲 2001)。白滝や置戸の黒曜石原産地からオホーツク海側に抜ける

）レトとして注目すべき地域といえる。なお、同様なことは懺戸町に南接する陸別町でもいえ、内容は不明瞭な

がら多くの遺跡が存在することが知られている（後藤 1994)。

この他、天塩川上流域や石狩川上流域でも遺跡が比較的集中している。このうち、天塩川上流域の下川町には

チャート産地があり、遺跡の多さはそれとの関連によると思われる。ただし、出土した石器には黒曜石製も多く、

黒曜石原産地等から北方に向かう内陸）レート上での非黒曜石石材の補給地と位置づけることも可能であろう。旭

川周辺は石狩川の支流が多く合流する地域であるとともに白滝、置戸地域から道央方面に向かう）レート上にあた

る。今後は、それぞれの地理的環境を踏まえて地域間関係またば即姉り関係を理解していく必要があろう。

なお、遺跡一覧表で取上げた遺跡は、「細石刃文化期の遺跡」ではなく、「細石刃石器群が発見された遺跡」を

基準としている。また、細石刃・細石刃核との関連で問題となる「舟底形石器」が発見された遺跡も含まれてい

ることをお断りしておく。

3 細石刃技法と石材

細石刃製作技術についてはこれまで幾度か整理されてきた（鶴丸1979、木村 1983、千葉 1985等）。使用される
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名称に若干の相違はあるものの、ほ固司様な認識と理解される。鶴丸の整理においては、北海道の細石刃核形式
は、削片系と非削片系に大別され、前者では札滑型、白滝型、忍路子型、蘭越型、峠下型、後者では幌加型、広

郷型（射的山型）、懺戸型①葉山型）、勢雄型等が設定されており、多くの場合それらの型式が生じる細石刃製

作技術に技法（技術型式）の名称が付けられている。これらを細石刃核とする見解は筆者も概ね同様の認識であ

るが、勢雄型とされた対象資料はピエス・エスキーユ的使用によるものと思われるため、筆者ば囲石刃核とぱ認
識していない。これらに加えて、美利河1遺跡で提唱された美利河技法の議論において、札滑型細石刃核＝湧別

技法の関係が成立しないことが弧凋されており、美利河技法で生じた札滑型類似の細石刃核は美利河型と呼称さ

れている（千葉1993)。

さて、丘述したように、細石刃核・彫器論争は明解な説明が提示されて決着したわけではない。そのため、こ

れに関する筆者なりの認識を示しておくと、彫器の場合、その主要な刃部が彫刻刀面の側縁部であり、しかも刃

部再生が行われる頻度が高いという認識を前提とする限り、最終剥離面は側縁に接する剥離面となることが多い

ことが想定される。実際、彫刻刀面が複数の面を形成していたとしても、彫器と分類される石器ではそうした切

り合い関係であることが非常に多い。一方、細石刃核は両側縁に鋭利な刃部を有する細石刃を剥離するための石
核である以上、一般的な石刃核と同様、剥離の進行に伴う打点位置の移動はジグザグ状になることが想定される

ため、最終剥離面は必ずしも彫器のような偏向性は示さないと考えられる。つまり、一つの見方ではあるが、両

者の区分は樋状剥離面同士の切り合い関係の状況からある程度は可能なのではないかと考えられ、そのような視

点から再度観察した場合、細石刃核として分類した鶴丸の整理は概ね妥当なものと理解される。

石材については本地域が大規模な黒曜石産地を複数抱えていることもあり、黒曜石が使用されることが一般的

であるが、特定の黒曜石原産地と一定の製作技術との関係をうかがわせる状況も看取される。例えば、十勝地域
においては、近在に十勝三股の黒曜石原産地があるものの、札滑型またはそれに類似する細石刃核や尖頭器等、

とくに大型の両面調整の石器類では白滝産黒曜石が多用される傾向にある（山原 2003)。また、広郷型は常呂川

流域に濃密に分布することが知られているが、白滝遺跡群中の上白滝2遺跡sb9においては置戸産の黒曜石で製

作された広郷型が含まれており、そのつながりの強さを傍証している（長沼ほか 2001)。これらの現象は黒曜石

原石の性状に起因する製作上の有利さが目的製作物別に存在したためと推測されるが、それも含め当該集団の行

動戦略が石材産地と遺跡の距離という要因を超えた枠組みで運用されていたことを示している（木村1995)。
以下、幾つかの技術的問題については私見を補足的に記しておきたい。

向曲調整母型の形態と綱石刃剥離の技術的関係にについて

吉崎昌ーが湧別技法を提唱した際に、細石刃核母型は両面調整の尖頭器形態を想定していたが（吉崎 1961)、
実際その母型とみられる両面調整の石器は対称形の尖頭器のような形態ではなく、少なくとも一方の端部は辺を

形成するように製作された非対称で「不整形な」形態とみてよいであろう。母型とみなされる両面調整石器のう

ち、辺を有する側では、辺の一方はやや角張り、他方は角を有しない形態となっているが、この場合やや角張っ

ている端部の若干下位から削片剥離が行われているとみなされる。また、削片剥離の加撃部と想定される部分に
は、挟りや縁辺の潰しが観察されることがあり（筑波大学遠間資料研究グ）j,,--ガ漏1990、山原 1998b)、これらは

削片剥離の前処理として施されていると理解される。

仮に、対称形尖頭器形態を母型として想定した場合、削片剥離自体が非常に困難な作業であると推測され、一

定の成功率が確保できるとは思えない。たとえ、丘岱したような前処理で末端まで抜けるような削片剥離が可能

であったとしても、削片剥離直後の形態は打面と作業面となる縁辺との角度が鋭角となるため、削片剥離直後に

大規模な器体変形を伴った稜成形の加工が施されることを想定しない限り、剥離角自体ば囲石刃剥離に適したも
のとはいえない状況になろう。そうした問題を意識してか、鶴丸の模式図では打面形成後に先端部を大きく除去
することが想定されているが（鶴丸 1979)、管見の限りそのような剥片は観察しておらず、稜付きの剥片はあく
まで、小型の稜付き石刃の範疇におさまるものである。そ柿攻、細石刃剥離にあたっては、削片剥離直後に補正

的な調整が多少施されるにしても、稜付き細石刃剥離開始段階から概ね箇当な剥離角を有する状態であったと考
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えられる。つまり、辺を有する端部は製作段階から細石刃剥離作業箇所としてあらかじめ設定され、従って削片

剥離もまた、細石刃を剥離する上で適正な剥離角となるように事前に想定されて行われていたと考えられる。換

言すれば、不整形とされる母型形態は削片剥離直後からの細石刃剥離が可能な形態という想定に基づき製作され

た形態と思われ、その意味では定型的な形態と理解される。このような母型形態は、居辺 17遺跡でみられるよう

に一部の忍路子型細石刃核母型でも同様で、峠下型もまたそれに準じると推測される。

このように考えた場合、湧別技法の二次削片は最初の削片剥離で適正な剥離角や打面形状が形成されなかった

場合に行われたものと理解することが可能であり、必ずしも細石刃核最大幅＝打面幅を求めるもの（鶴丸1979)

ではなく、また素材供給を第一義的な目的とするもの（筑波大学遠間資料研究グ）レープ編 1990)でもないと思わ

れる。後者についていえば、原産地から離れると削片素材の石器は急減（削片自体も減少する）するため、たと

え原産地付近でそうした素材が多くみられるとしても、それはあくまで原産地付近での現象といえ、広域的に行

われる行為ではないと思われる。

なお、両面併面）調整の細石刃核やその母型において、その側面に石刃状の縦長剥片を剥離した痕跡を残す

もの力時にみられる。面的な加工を行う場合、剥離が巧く面の中央の稜を超えなければ加工の進行とともに中央

部の厚みが相対的に増し、同一方向からの剥離では中央部の厚みを減じることは非常に困難となる。また、その

ような細石刃核から剥離された細石刃では平行な両側縁を有するものが得られにくい。そのため、細石刃核側面

にみられる石刃状⑬従長の剥離痕は、器面の稜付近の厚さを減じることが第一義的な目的で、目的的に剥離され

たものではないと筆者は理解している。

幌加技法について

幌加技法は元来、モーランによって提唱された舟底形石器の製作技術であるが (Moran,R. E. 1967)、細石刃製作

技術としても次第に使用されるようになり（鶴丸 1979)、現在ではむしろ後者の枠組みにおいて理解されている

場合が多いと思われる。「舟底形」の細石刃核が長期間維持される北海道の地域伝統からみれば、幌加技法は「舟

底形」形態の細石刃核出現以降は常時行使されうるものといえ、本地域に関する限り特定の時期的位置づけはで

きないのでゆないかと思われる。実際、これまでの調査例をみてもその可能性は高い。石材利用の効率性を高め

るため加工前の母岩形状に応じて選択的に行使されていたことが推測され、それ故に他の技術との共伴が成立す

るものと考えられる。ただし、共伴する他雌冊石刃核型式に関連して、幅や高さ等一部の属性には異同が生じて

いる場合もみられる。なお、この型式を最古型式とする見解もあるが、美利河技法や蘭越型細石刃核が真に最古

かということも含め、細石刃出現の背景を今以上に熟慮しなければその是非を判断することは困難であろう。

一方、舟底形石器は、筆者の場合、一般的にみられる大きさの細石刃を剥離することが想定できない規格を有

する「舟底形」の石器に対して呼称している。最近の調査例からみると、相対的に甲板面幅の狭い粗製舟底形石

酔 l還の精麟底型石器は特徴的な尖頭器や周縁加工左刃彫器もしくは一部⑬珊石刃核型式に伴う可能性が高

い。小型の精製舟底形石器の場合1~数条の細長い剥離痕が端部にみられるものもある。これらは幅と高さにお

いて非常に規格化されており、幅でみると 5mm前後と 10~15mmの2種類が少なくとも存在するようであるが、両

者は共伴せずに出土する場合がほとんどである。

粗製品と精製品との関係についていえば、筆者は粗製の舟底型石器は小型精製品の未成品であると理解してい

る（山原 1999)。その理由としては、精製品における甲板面のリングの状況からは相対的に大型の粗製品のそれ

と変わらない大きさの素材を利用していると推測されること、粗製品に破損品が多く、しかもそれらは幅を減じ

る途中で破損している状況が多くみられること等による。また、細長い剥離痕がみられる小型の精製品は一種の

核であり、微小な石刃状剥片を得ることが目的の石器と推測している（山原 1999)。一種の核とする理由として

は、剥離痕の残り方が他の石核類のそれと同様で、刃部調整のような剥離痕ではないことに加え、幅5mm前後の

ものについては、そこから剥離された微小な石刃が専用の押圧具の使用を想定しない限り剥離することが困難と

思えるような打点部の特徴をみせるためである。もっとも、細石刃核とするには剥離された石刃状の剥片が小さ

すぎるため、一般的な大きさ⑬珊石刃と同様な植刃としての利用を想定することが困難であるという批判が予想
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されたことから一種の核という表現を使用しているが、技術系統上は幌加技法とする細石刃核製作技術に絡むも

のとして理解される。そ柿攻、幌加支法による石器製作技術は、両面調整の石器や石刃の製作技術と同様のレベ

ルでの素材または母型製作技術として認識する必要があると思われる（山原2002)。

蘭越型畑石刃核の形成過程と石刃剥離から細石刃剥離への移行現象について

柏台 l遺跡では石刃剥離の進行に伴う石刃核の小型化の過程で「細」石刃剥離に転じ、 最終的に蘭越型の細石
刃核が生じる工程が接合資料から復元されたが（福井 ・越田 1999)、それはこれまでに想定された蘭越技法の枠

組みを越える製作工程であったといえる。その成果を踏まえたうえで、寺崎康史は出土した蘭越型類似の石核を

並べ、小型化する様相を漸移的に理解している（寺崎 1999)。しかし、こうした過程を理解するにはまず、一石

器群での脈絡で理解しなければならないと思われ、そのようにみた場合、柏台 l遺跡では石刃剥離段階と「細」

石刃剥離段階との間には一種の間隙が存在するように筆者には理解され、必ずしも等質的な「細」石刃化過程を

踏んでいるようには思われない。というのも筆者にはその「間隙」の中で石核の器面調整が変質しているように

思われるし、剥離された石刃類も個体別ごとに検討し、石刃類を同一方向（幅広の打面方向）から剥離されたも

のに限定すると、幅の値が漸移的に変化しているようにはみえず、 一定の「谷間」が存在するように思われるか
らである。つまり、当該集団が石刃と「細」石刃とを意識的に区分していると推測されるが、この課題について

は剥離技法の変化等の検討も合わせて行う必要があろう。

こうした同一石核のリダクション過程において看取される石刃から「細」石刃剥離への移行現象は、奥白滝 l
遺跡の紅葉山型においてもみられるものである。しかし、蘭越型は基本的に作業面が固定されて剥離が進行する

のに対し、紅葉山型では打面調整や再生作業に合わせ、頻繁に作業面を 90度あるいは 180度転移させながら進行

している。前者のあり方は細石刃石器群の一般的様相といえるが、後者のあり方はむしろ石刃鏃石器群の石刃剥

離工程と類似しているといえ（山原 2000)、同一視するものではないと思われる。とはいえ、これら同一個体の

リダクションの過程で生じる「細」石刃剥離への移行現象は、細石刃とは何かということを今一度議論する必要

があることを暗示していると思われる。

4 組成の特徴

北海道の細石刃石器群は、掻器、彫器を一般的に組成しており、石器群によっては、それぞれが 100点以上出
土することもある。また、打面の小さい石刃を得ることを目的としている石刃技法を伴うことが多いため、筆者

はこれらをもって本地域の細石刃石器群の基本的な組成と理解している（寺崎・山原 1999)。しかし、石器群に

よって組成状況は大きく変化し、画ー的な出土状況ではないことから、背後に複雑な要因が存在することは想像

に難くない。

彫器は周縁加工左刃彫器が当該石器群に最も一般的にみられるもので、これらは刃部となる彫刻刀面が背面側
に位置するものと、側面～腹面側に位置するものとに大別される（山原 1997a)。前者は黒曜石製のものが多いの

に対し、後者では非黒曜石製（多くは頁岩）のものが顕著といえ、他の石器が黒曜石製で全て占められていたと

してもこの種の彫器だけは非黒曜石製のもの力瑚成に加わる状況が少なくない。 北海道東半の黒曜石石材主体の

地域における両者のこのような石材利用の相違は、周縁加工左刃彫器を少なくとも二つに区分する必要があるこ

とを示しており、従来から理解されてきた頁岩と周縁加工左刃彫器の密な関係は側～腹面型に該当することにな

る。周縁加工左刃彫器は細石刃関連資料を伴わない尖頭器や舟底形石器を有する石器群も含め、細石刃出現以降

の石器群に多くに伴うものではあるが、広郷型もしくは白滝型細石刃核を有する石器群においてはそれ（とくに
側～腹面型）が占める割合が減少し、かわって形態加工がほとんどなく刃部が｛賄象とほぼ並行するものや交叉形
あるいは右刃のものが多くみられる傾向にある（日本考古学協会釧路大会 1999年度実行委員会 1999)。紅葉山型
を伴う石器群では奥白滝 l遺跡等最近調査された白滝遺跡群の資料をみる限り、周縁加工左刃彫器を伴わない可

能性が高く、無形態加工で刃部が仰賑と並行するもの妍半っている（長沼他 2002)。研究の比較的早い段階で型

式設定された幌加型彫器は、いまだ詳細な説明がないものの、 筆者は大型石刃を素材にした背面型で緩斜刃の左
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刃彫器と理解している。幌加型彫器は大型石刃を素材としているが攻に、それを得ることが可能な石材供給と技

術力を背景に有していなければ製作できないものであると思われることから、広範な地域で一般的に出土する想

定は困難である。大型石材の量が相対的に少ないと推測される十勝地域で現在まで確認されていないことがそう

した見解を生じさせているのであるが、白滝や置戸地域においても出土例が蓄積されているとは必ずしもいえな

いため、かなり特殊な条件の下で製作されていた可能性も否定できない。

掻器もまた彫器とともに一般的に組成される石器であるが、一石器群内における彫器と掻器の分布はあまり重

複しないことから、従来から負の分布関係にあるという指摘が提示されている傭・田原 1975)。筆者も十勝地

域の事例からそうした現象を微地形との関連で検討したことがある（山原 1997b)。幾つかの例外はあるものの、

こうした関係は現状においても多く確認されることから、概ね肯定されるものと思われる。掻器はとくに忍路子

型細石刃核を伴う石器群において出土量が著しく多い。もちろん他の石器群においても出土量が多いものはみら

れるが、この石器群の場合、むしろ多量に出土することが一般的現象ともいえる。また、札滑型や峠下型の一部

には刃部が両面から調整された刃角の小さい掻器が伴う。

他に一般的に組成する剥片石器としてば削器があり、一石器群における出土量は決して多くはないものの、錐

形石器も組成に含まれることが稀ではない。削器についてぱ調査報告者によって認定基準の相違が大きく、組成

比較の精度を下げる要因になっている石器ではあるが、加工の規模が大きく定型性の認識することが可能な削器

はそれほど多くないようである。錐形石器ば埠む鳴代のそれでは回転による顕著な磨珀良がよく観察されるが、

当該期においては同様の磨耗痕は現状では確認していない。

また、忍路子型や広郷型等の細石刃核型式には有舌尖頭器、尖頭器石斧、舟底形石器を伴うことが知られて

いる。一方で、これらば珊石刃関連資料を伴わずに出土する場合もみられる。有舌尖頭器を指標とする石器群で

いえば、細石刃の関連資料の有無によって時期差と考える見解もあるが、筆者はその組成差が時期差となる根拠

を見出すことができないため、否定的である（山原1998a)。なお、舟底形石器は、広郷型に伴う可能性は高いも

のの、忍掛仔型に伴うかどうかは微妙で、少なくとも北海道東半⑪遺存状態が良好な遺跡の調査例においては確

認されていない。

5 編年

北海道においては層位的な事例が少ないため、必ずしも確定的な編年が成立しているとはいえず、新たな事例

で修正され続けている状況である。しかし、断片的な出土事例を積み重ねると、ある程度雌影平関係は見出すこ

とが可能である。

従来どおり、細石刃核関連を指標として取上げると、美利河l遺跡の出土状況、及び恵庭a火山灰層下位から

出土した柏台l遺跡の状況から、少なくとも峠下型や蘭越型、美利河技法が古い段階で出現していることは明瞭

であろう。一方で恵庭a火山灰層の上位力¥i; ~j暁遺跡にみられるように峠下型、と札滑型（湧別技法）がセット

で存在しており、両型式の組み合わせは緑丘B遺跡の他、幾つか⑪即和？も確認される。忍路子型もまた恵庭 a

火山灰層上位からの出土例しかみられない。忍路子型や広郷型には有舌尖頭器や石斧を伴うことから、以前から

相対的に新しいと理解されてきたが、現状においてもそれを覆す事例は見当たらない。これらを考慮すると、峠

下型、蘭越型→点下型、札滑型→忍路子型、広郷型（ただし両者の関係は不問）という変遷枠は概ね妥当な見解

かと思われる（寺裔1999)。

このうち、他の細石刃核型式とも共伴する峠下型は、古相と新相で細別される特徴を有していることが朋箇さ

れている（寺崎1999、山田 1999)。また、蘭越型とみなされる残核形態は柏台l遺跡の接合資料から復元された

製作工程以外で生じる可能性も否定できず、そのことも含め古い段階にのみ限定されるものかどうかは検討の余

地があり、加えて大陸側では峠下型とともに蘭越型の出現頻度が高いとする木村英明の指摘が妥当ならば（木村

1988)、それを考慮した検討も必要であろう。

忍混仔型と広郷型との関係、及び白滝型や紅葉山型の位置付けについては、それらを伴う石器群全体の様相を
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一層踏まえて議論する必要がある。このうち、紅葉山型はこれらより古く位置づける見解とより新しく位置づけ

る見解に別れるが、筆者は後者の見解に賛同する。紅葉山遺跡における広郷型との共伴の是非はともかく、即仔

な接合資料が得られた奥白滝1遺跡の資料からみると、「石刃」の大きさこそ異なるものの、製作工程のシステム

や技術的諸属性が、石刃鏃石器群のそれに類似すると理解されること、またそのことも含め類似資料は国内では

なく、むしろ丸陸の新石器寺代資料に求められると考えられるためで、古く位置づけられる可能性は極めて低い。

忍掛仔型と広郷型とは一定の技術的特徴を共有するものの、現状において確実な共伴例はみられない。両細石

刃核を伴う石器群においては主体的に使用される原石形状が大きく異なるため、石材の相違により生じた一種の

「常呂パターン」的関係で同時性のある石器群と理解する研究者も少なくない。ただし、一定⑬支術的特徴を共

有するとはいえ、石刃技法に関する属性の一部や組成される石器の型式レベルまた頃冊別型式レベルでの諸特徴

からみると、むしろ異なる様相の方が多いといわざるを得ず、そうした相違の中には石材や機能に起因する相違

とは考え難いものもみられる。「常呂パターン」的関係とするならば、その点についての明瞭な説明がなければ説

得力に欠ける。

白滝型は湧別技法という製作技術的共通性から札滑型との関連が指摘され、また忍掛仔型との規格や器面調整

の共通性から札滑型以後、忍掛仔型以前と理解されてきたように推測される。しかし、組成の項で述べたように、

この種の細石刃核が伴う石器群では周縁加工左刃彫器よりも他型式の彫器が目立つため、周縁加工左刃彫器の以

降の継続性からみると、この位置づけは非常に不可解な現象となる。一方で、白滝型に類似する細石刃核を有す

る函館市石川 1遺跡では札滑型を有する石器群との共通性を示す石器群であり、新潟県樽口遺跡の様相も含めて

考えると、従来どおりの見解を追認させているようにもみえる。また、最近調査された元町2遺跡や中本遺跡の

石器群の様相をみると、広郷型との関係を強調する必要がある。つまり、組成される他の石器の諸特徴口奇一的

な共通性や系統性がみられないのが、理解を困難にさせている。このようにみると、比較的新しい時期に出現し

た型式であると理解することは妥当と思われるが、それ以上の理解については現状において非常に困難な資料と

いえる。

編年的議論の視点に関していえば、これまでの経緯は製作工程を主とする技術的系統関係だけではこの問題が

解決できないことを示しているように思われる。製作技術は石材環境や消費過程での変異も生じやすく、また、

技術を行使した集団が一系統の新古関係にある集団とも限らないため、技術的異同＝編年的関係とするリスクは

大きい。しかし、一方でそれらを超えた同時性のある共通枠の存在もまた否定できない。分析の対象枠を拡大し、

編年的指標（それ以前に石器群のグ）Ir-プ化）が可能となる技術的要素や石器型式の特徴を多く見出すことが必

要であろう。

細石刃石器群の時期区分は未だ統一的な区分に意見が収紋してはいないが、忍路子型や広郷型に有舌尖頭器や

石斧等の新出の石器が組成されることから、時期区分の基準にされていることが多い。筆者は細石刃石器群出現

をもって北海道の後期旧石器時代後半期としているが、その枠組みにおいて自身もまたこれら新出の石器が組成

される時期凶路を後半期後半とし、それ以前⑬珊石刃石器群を後半期前半として区分している（寺崎・山原1999)。

さらに、前半期は恵庭a火山灰層下位から出士する峠下型、蘭越型、及び美利河技法を伴う石器群を前半期古相、

上位から出土する峠下型、札滑型を伴う石器群を新相として理解している。

加えて、前半においては押圧剥離の使用が細石刃剥離や彫器の削片剥離等細長い剥片の剥離に限定される可

能螂lされるのに対し、後半においては両面調整の石器吋珊石刃核における器面調整等の仕上げ段階にも押

圧剥離が導入されているとみなすことができるため、器面調整における押圧剥離の導入が剥離技法からみた場合

の画期になるのではないかと推測している。その脈絡において、白滝醇囲石刃核や小型精製舟底形石器もまた新

相の石器と理解することが可能であるし、凶降の石器時代の様相も含めてみると、押圧剥離の採用枠が段階的に

拡大していくと理解することも可能であろう。

6 様相
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周縁加工左刃彫器からみた様相

ここでいう周縁加工左刃彫器は、いわゆる荒屋型彫器及びそれに類似する特徴を有する彫器を指しているが、

本州島の資料から提唱された荒屋型彫器の定義を厳密に運用すると、北海道においては周縁加工左刃彫器群の一

部を指しているに過ぎないことから、とりあえずこの名称を使用している。また、周縁加工左刃彫器は掻器に比

べ素材の加工方法や技術に多様性がみられるばかりでなく、北海道島の後期旧石器時代後半期石器群において、

最も一般的にみられる石器の一つであるため、細石刃石器群の枠組みを超えた検討が可能な資料群である。

周縁加工左刃彫器のうち、刃部が側～腹面型に位置するものでは素材の選択、規格、形態加工の状況、刃部に

関する属性等で石器群ごとの特徴がみられ、とくに黒曜石製のもので把握しやすい。ここでの詳細な検討はでき

ないが、十勝地域の刃部側～腹面型の資料で定量的に検討すると、前半の新相段階（峠下型、札滑型）の石器群

（暁幽祢第 1地点、南町2遺跡スポット 3、上似平遺跡A・D・Eブロック）、後半期の忍路子型を伴う石器群はこ

空遺跡、居辺 17遺跡）と一部の有舌尖頭器石器群（稲田 l遺跡）、細石刃を伴わず舟底形石器や扁平な尖頭器を

伴う石器群（落合遺跡、南町 1遺跡）では明瞭な相違がみられ、それは平面形態だけを取上げても比較的理解し

やすい。加えて、有舌尖頭器石器群の別の一群（札内N遺跡）ではこれらとは異なる独自の特徴を有する資料群

を伴うため、周縁加工左刃彫器からみると、以上4つの石器群グ）レープに区分することが可能で（山原 2003)、

他の石器の型式学的異同や技術的特徴の異同とも概ね整合する。北海道東半全域に視野を拡大しても、同様な様

相が看取されるため（山田 1999、高倉2000、長沼他2001・2002)、この種の彫器が石器群理解のための指標的役

割を担う可能性は高いと考えられる。加えて、十勝地域での明瞭な出土例がみられない前半古相段階（美利河 l

遺跡I群、北進遺跡等）においても、丘述のものとは異なる特徴を有していることから、北海道全域では少なく

とも細石刃石器群出現以降の石器群を5グ）I,-プに区分することがこの種の彫器からみれは可能と考えられる。

この場合、本州でみられる「荒屋型」彫器はその特徴が前半期新相に伴うこの種の彫器群に相対的に近く、とく

に東北北部の資料は非常に類似しているといえる。また、大陸側においては北海道とある程度共通する枠組みが

存在するようにも看取され、細石刃製作技術や尖頭器類だけでなく、この種の彫器の動向にも注意を向ける必要

があると思われる。

さて、この種の彫器の機能についてば卵即亦第 1地点出土の黒曜石製資料の使用痕の観察からその主要刃部が

彫刻刀面と素材腹面側が接する縁辺であること、また刃部背面型と側～腹面型とでは線条痕や微細剥離痕の様相

が異なるため両者が異なる機能を有し、とくに後者の場合骨角等のより硬質のものを対象にしていたのではない

かと推測した（山原 1997a)。このうち、主要刃部が彫刻刀面と素材腹面側が接する縁辺であることについては、

使用痕が観察される部位が他の資料においても同様であることから、現状においてもその認識を変更する必要は

ないと思われる。

なお、広郷型を有する石器群では、背面型は一般的にみられるものの側～腹面型は少なく、かわって刃部が側

縁とほぼ並行するものや交叉形で形態加工がほとんどないものが多いという様相がみられる。しかし、同様な刃

部耀斗角を有するこれらが側～腹面型の機能の代替的役割を担っていると考えれば、機能的相違を背景とするニ

つの刃部形態の共存が後半期の彫器の一般的な様相であると理解することが可能である。また、全体的にみると

背面型は相対的に前半で少なく、後半で増加する状況がうかがえる。

北海道において、周縁加工左刃彫器の出現は細石刃石器群として議論の余地のある数例を除けば、細石刃の出

現と概ね軌を一にしているとみなされる。しかし、そ⑬終焉ば妥半期後半における様相暉石刃を伴わない石器

群にも多量に出土する状況がみられる一方、幾つかの細石刃を伴う石器群では伴わないか、もしくは出土量が一

般的に少ない）をみる限り、ある時期一斉に製作されなくなったのではなく、段階的に使用が限定されていく過

程において製作されなくなったものと推測される。加えて、この種の彫器が骨角器製作の一翼を担っていたとす

れば、その出現は骨角器製作の変革とも重なり、またその終焉は欠なる骨角器製作の変革によるものと推測され

るが、後半の出土状況を考慮すると、その終焉は必ずしも細石刃を用いた植刃器と軌を一にするようなものでは

ないことを意味していると思われる。
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細石刃石器群の展開

北海道における細石刃石器群は柏台 l遺跡の出土状況により、本州より古い段階から成立していたことが確認
されたが、この石器群の様相は基本的に従来の一般的な細石刃石器群の枠内で理解可能なものである。しかし、
それまで最古段階⑬冊石刃核とされてきた嶋木遺跡の資料は、それらとは様相を異にする。細石刃の認識方法に

よって細石刃核自体の認識方法も変わるとは思われるが、少なくとも細石刃石器群とする場合、細石刃の量産性
とそ琺見格に統→生のある栂兄をもって函繭されるものと思われるため、細石刃核とするかどうかの是非はとも

かく、嶋木遺跡の石器群を細石刃石器群としで呼称することには無理があると認識する。また、越川遺跡で細石

刃様石器と呼称された資料は、その報告で推測する限り、空港南A遺跡下層で出土したものと同様のものと思わ
れる（明石 1982)。空港南A遺跡の場合、一般的な細石刃とはやや異なり加撃力が非常に強かったと推測される
ため、偶発的とみなすことも可能ではあるが、ここで虞央い範囲の試掘坑からまとまって出土しているため、一

概には断言できない。結論は出せないが、これまでのものとは異なる資料が存住する可能性をうかがわせる。

細石刃石器群のうち、前半においては細石刃に伴う他の石器組成が相対的に単純なこともあり、石器群間の関

係も比靭瑚四屋しやすい。木村英明の集団関係論において、それが明瞭に表現可能なのはこの時期に焦点を当て
ていることも要因の一つとしてあげられる。しかし、後半⑬囲石刃石器群は有舌尖頭器や石斧等の新出の石器が
組成されることに加え、それら力躙石刃を伴わずに出土する場合もみられることが問題を一層複雑にさせている。
当該期は集団関係論以前にまず多様な内容の石器群を体系的に整理し、これらの石器群間関係の基本的認識の枠

組みを共有していく過程が必要であり、それなくしては集団関係論自体の議論がかみ合わない。

後半の細石刃石器群においてまず、問題となるのが有舌尖頭器石器群と細石刃石器群との関係である。忍路子

型や広郷型に有舌尖頭器が伴うことは以前から指摘されてきたが、細石刃を伴わない有舌尖頭器石器群の理解に

ついては見解が分かれる。筆者は一石器群に属する石器や技術q固々の樹敗の異同から、細石刃を伴わない一部
の有舌尖頭器石器群もまた忍路子型を製作した集団に帰属すると理解している。とくに、周縁加工左刃彫器の諸
特徴における類似性と他の石器群のそれとの異差性をみると、この両者を時期的に分離することは非常に困難と

思われる。また、稲田1遺跡等幾つかの石器群では細石刃核は有しなくとも少量の細石刃を伴う石器群がみられ、

大空遺跡では隣接する集中域においてとも口珊石刃を有しがらも一方でば冊石刃核が、もう一方では有舌尖頭器

がそれぞれみられる等の出土状況をみても、両者ば要やかな負の関係にあると理解され、丘岱の関係を想定せざ
るを得ないと思われる。

広郷型を伴う石器群では、従来前期白滝文化の所産として理解されてきた大型石刃を有する石器群が、この石
器群に帰属すると認識されつつある（出穂1995、寺崎1995、山原1998a等）。大型石刃剥離技術の可視的特徴（と
くに打点設定部付近の前処理）から推測される剥離技法が一般的な石刃剥離技術以上に高度なものであるという
推測、及び大型石刃剥離技術の可視的特徴を含めて組成される石器の特徴が広郷型のそれと共通するためである。
加えて、川西C遺跡で出土した恵庭a火山灰層下位の石刃石器群が前期白滝文化とされたものとは全く異なって

いたことも、その認識を追証したといえよう。忍路子型を伴う石器群との関連が想定される資料以外の有舌尖頭
器石器群（札内N遺跡や東麓郷l遺跡等）と比較すると、有舌尖頭器を含めた尖頭器類や石斧、及び上述の大型
石刃関連資料において、広郷型に伴う石器群にもみられる特徴を有している。

これらに加え、最近では従来あまり議論の対象にあげられなかった舟底形石器や左右非対称の扁平な尖頭器を
指標とする石器群の調査例が多くなり、この石器群も考慮しなければ、細仁ガ仁器群の展開だけでなく、北海道

の旧石器時代の終末を理解することが困難な状況になっている。十勝地域中央部の資料でみる限り、忍路子型関
連の石器群と舟底形石器を有する石器群とでば時期差と理解するのが適当と考えられるが（山原 2002)、これら

に広郷型関連がどう絡むかはこの地域に調査例がないため不明療である。ただし、総体的にみるとその特徴ぽ麦
者に近いように思われる。なお、モサン）随靭応後者の石器群グ）レ—プに含まれるが、これらが本州で提唱され
た御子柴•長者久保文化と同じ石器群グ）レ—プとして認識できるものとは思えない。
筆者の見解はともかく、これらの石器群に白滝型や紅葉型を伴う石器群を含めると、後半の石器群の多様性と

-10-



その複雑さは理解されるものと思われる。また、このような状況から後半においては、少なくとも単系的な時間

軸で石器群を列挙することは困難であるといえ、「常呂パターン」的石器群間関係を有する集団が複数存在してい

た可能性をも視野に入れなければならない。筆者店過去に忍路子型と広郷型とを時間軸で解釈したこともあった

が（山原 1998a)、その視点からみると、より新しい要素がみられるからといって即それが石器群の新古関係にな

るとば限らないことにもなるため、自身の当時の見解もまた当該期全体を見通したものではなかったと現在では

認識している。

なお、後半の諸石器群のほとんどは本州の縄文時代草創期に相当する時期に位懺づけられるものと考えられる

が、以上のような様相からみると、本州と同じ変遷をたどるとば限らないといえる。もちろん、本地域が北東ア

ジア全体の動向に沿っていることは明瞭ではあるが、一方でそれとも異なる「地域」としての視座は必要である。

しかし、これまで⑪形鵡h向をみると、本地域はl頃げジア的視野と日本的視野の狭間に埋没する危険性をはら

んでいるといえ、それ故、当該期の検討にあたっては草創期の概念や枠組みにとらわれずに本地域の「移行期」

を独自のものとして認識し、その継続性を以降の時期も含めて理解していくこともまた必要であろう。付言すれ

ば、北海道東半部において、石器群の内容が多様で画一化していない状況は当該期だけでなく縄文早期に相当す

る時期にもみられるものである。

おわりにかえて

時間的制約と石器群の多様な内容から、ここでは幾つかの課題を述べるにとどまってしまった。これまで提示

されてきたすべての事項に言及することができなかったことを深くお詫び申し上げる。ただ、基本的な研究課題

については上述したことに含まれていると思われ、それぞれの課題について議論が活発化されればこの地域の研

究もより進展するであろう。そのためには、何より、研究者の育成と研究環境の整備が必要ではなかろうか。
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表 1 北海道東部の細石刃石器群一覧表
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表2 北海道東部の細石刃石器群一覧表
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表3 北海道東部の細石刃石器群一覧表
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北海道西部の細石刃文化

寺崎康史•宮本雅通

1 研究の経過

1954年黒松内町樽岸遺跡の発掘調査は北海道における本格的なl日石器時代の研究の幕開けとなった。翌55年には

ニセコ町西富遺跡が発掘調査され、これが北海道における最初の細石刃の発見となる G'r.玉・大場1957)。この調

査が郷土史研究的側面が強いのに対して、荒屋型彫器の系統的研究という極めて強い目的意識のもとに1958・59年

に調査されたのが、芹沢長介・吉崎昌ーらによる蘭越町立川遺跡である。調査により荒屋型彫器が有舌尖頭器に伴

うことが新たに確認され、北海道の細石刃石器群の複雑性を顕わすこととなった（吉崎1960)。その後、各地にお

いて地元の研究者により調査が行われるようになる。倶知安町峠下遺跡（名取・松下1961)、旭川市射的山遺跡（佐

藤1961)、名寄市内の遺跡及び下川町モサン）頃間；（山崎1963、1964、1979)などが挙げられる。モサン）瑾靭阻：

東北大学により1964・65年に発掘調査が実施された（岩本1972、芹沢1983)。

1970年代に入っても学術調査が主流であり、 1972・73年には千歳市祝梅上層遺跡の発掘調査（吉崎1977)、1975

年には赤井川流域の分布調査（上野・宮塚1976)、また翌76年には赤井川村都遺跡の発掘調査が行われ（木村1978)、

蘭越型細石刃核の剥離技術研究が進んだ。

1970年代の終わりから80年代には状況が一変し、開発事業に伴う調査事例が急増することとなる。 1979年のモサ

ン）頃！跡（上野編1981) にはじまり、 1981年千歳市メボシ川 2遺跡の調査（田村198~) 、 1983年今金町美利河 1 遺

跡（長沼編1985)、知内町湯の里4遣跡 0:1B編1985)、1985年下川町桜ヶ丘遺跡（鈴木編1986)、1986年木古内町

新道4遺跡（千葉ほか1988)、函館市石川 1遺跡（長沼編1988)、鷹栖町嵐山2遺跡（西田編1988)、名寄市日進

2遺跡（鈴木編1988)というように行政機関による調査が実施された。なかでも北海道埋蔵文化財センターが調査

を行った美利河1遺跡、新道4遺跡、石川 1遺跡では良好なプロックの発見に加え、頁岩という接合作業が行い易

い石材を用いているなどの好条件が揃っていたこともあり、当該地域⑬冊石刃文化研究を進展させる契機となった。

1990年代から現在に至っても、開発事業に伴う行政発掘によって細石刃石器群の発見が相次いでいる状況に変わ

りはない。 1990年千歳市丸子山遺跡（田村編1994)、1992年八雲町大関校庭遺跡（三浦・柴田1993)、1993年今金

町神丘7遺跡、 1994~95年・ 1999年長万部町オバルベツ2遺跡（佐藤編2002、大島他編2000)、1996・97年下川町

西町1遺跡（今井編1999)、1996・97年千歳市オサツ16遺跡はこ島編1997)、1997・98年千歳市柏台1遺跡（福井

編1999) 、 1999年上川町日東遺跡（長沼•佐藤編2000) 、 2000年旭川市桜岡 5遺跡~田他編2001)、2000・01年

今金町ピリカ遺跡（寺崎編2001・2002)、2002年千歳市オルイカ 2遺跡（阿部編2003)が主なものである。この中

でも柏台1遺跡の調査は、恵庭a降下軽石堆積物 (En-a)の下位より細石刃石器群が出土し、その出現が今から約

2万年前に遡ることを明らかにしたことで貴重なものとなった。学術調査では今金町美利河1遺跡K地点が國學院

大學により1996年より継続して行われている（宮尾1997)。1996・97年には札幌国際大学によって射的山遺跡が調

査された。 2002年からは北海道大学によって旭川市桜岡6遺跡が調査されている。

2 遺跡の分布

北海道西部において細石刃関連資料が認知された遺跡は64ヶ所を数える。このほか、単発的に彫器やスクレイパ

ーが出土あるいば彩農された報告がいくつかあるが、今回はこれに含めていない。前回の集成時点（寺崎・長沼19

93)と比べ、石狩低地帯の千歳市周辺において新たな遺跡の追加が目立つが、これは高速道路等の建設に伴う緊急

調査によるものである。開発の及ばない地域においては新たな遺跡の追加は低調であるが、潜在的には膨大な数の

遺跡が存在していると予想される。
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渡島半島南部では、湯の里4、新道4、石川 1の3遺跡が津軽海峡に注ぐ河川流域に立地し、現海岸線から比較

的近距離に位置する。渡島半島北部では、美利河1遺跡が太平洋側と日本海側の分水嶺付近に立地し、大関校庭、

上八雲1遺跡は山間部に立地する。尻別川流域では、上流域と中流域とで二つの分布のまとまりがあり、いずれも

河川の合流点付近に立地する。余市川・赤井川流域は黒曜石原産地の遺跡群で、都遺跡は赤井川と余市川の合流点

付近の舌状台地上に立地する。また、都遺跡の北、赤井川カルデラの東壁に遣跡が点在する。石狩低地帯は、約4

万年前の支笏火砕流堆積物によってそのほぼ全域が覆われ、なだらかな丘陵地形が形成された。その火砕流台地を

北流する千歳川流域に遺跡が集中する。これらはほとんどがEn-aの上位が風化したローム層中より発見されている。

柏台1遺跡はEn-aの下位からの出土であり、本道における細石刃石器群の出現年代を大幅に古く遡らせた。石狩川

上流域では、石狩川及びその支流の形成する段丘上に遺跡が立地する。北見峠を挟んで東側にはすぐ白滝遺跡群が

広がっており、これら黒曜石原産地遣跡群との密接な関係が予想される。天塩川上流域では、支流の名寄川流域の

河岸段丘上に遺跡が立地する。なお、オバルベツ2遣跡はこれまで見てきた細石刃石器群の分布傾向とは異なり、

現海岸線から近距離の海岸低地に面した低い段丘面上に立地する。天瑞寺裏や静川5、湯の里4、新道4遣跡も同

様に現海岸線から近い点で共通している。

3 細石刃技法と石材

当該地域には峠下技法による峠下型、美利河技法による美利河型、蘭越技法による蘭越型、湧別技法による札滑

型と白滝型、幌加技法による幌加型、忍路子技法による忍路子型、広郷技法による広郷型、紅葉山技法による紅葉

山型の8つの細石刃製作技法と 9つの細石刃核型式が知られている。

峠下技法：峠下型彫器として峠下遺跡においてはじめて注意された（名取•松下1961) 。その後、訓子府町増田

遺跡において、素材準備から細石刃剥離に至る工程が復原された（小野他1972)。以下に、鶴丸 (1979、1989)の

説明を要約する。①通常、片面調整伝器が素材として用いられ、非調整面からの側方剥離により打面が確保される。

したがって、断面はD字形をなす。②打面は、素材の調整面を表に、非調整面を裏にして置いた場合、右から左に

向かって形成される場合が大多数である。通常は他端に抜けない、短い打面である。③細石刃剥離は加撃面形成点

側で行われるが、細石刃剥離面は石核原形の形状を反映して非調整面側にねじれる場合が多い。峠下型細石刃核は、

湯の里4、新道4、上八雲1、美利河1、ピリカD地点、オバルベツ2、目名5、峠下1、都、ユカンボシElO、

キウス7、オサツ16(A地却、西町1、北町C、モサンル、桜ヶ丘、東町、天瑞寺裏遺跡にあり、最も数量が多

く、かつ広範囲に分布するものである。新道4遺跡の接合資料により美利河技法と同一の技術体系に含められてい

ること力硼らかになった。石材には渡島半島部では頁岩が用いられることが多いが、湯の里4の1点、ピリカD地

点では黒曜石が用いられている。特にピリカD地点では13点の峠下型細石刃核のうち12点が黒曜石で占められる。

黒松内低地帯以北では黒曜石が用いられることが多いようである。

美利河技法：美利河1遣跡出土の4点の接合資料により提唱され（長沼編1985、長沼1990)、新道4遺跡の豊富

な接合資料により追認された（千葉ほか1988、千葉1993)。1次素材には礫もしくは剥片を用いる。この場合、将

来の打面相当部を見越した形状のものが選択される。打面相当部及び下縁から対向する調整により全体を舟形に整

形する。打面相当部には長軸に対して直交する横位の調整が施される。断面四角形の平形の第1次削片によって打

面が準備され、水平な打面が得られるまで2枚目以降の削片がとられるが、この過程においても打面及び下縁側か

ら器衛調整が行われる。細石刃剥離が進行する過程においても器衛調整は行われ、残核形状は相似的に小さく、し

かも精緻な両面調整になっていく。このため、残核のみの観察では美利河型の認定は困難である。上記2遺跡以外

の美利河型の明確な類例はオバルベツ2 <ffill地点）、柏台1(A地区）にある。いずれも頁岩製である。美利河

型の可能性があるものとしては、都遺跡第3地点（上野・宮塚1976)、同邸.29D地点（木村1978)出土のものな

どがある。

蘭越技法：蘭越型細石刃核は吉崎昌ーによって提唱され（吉崎1960)、木村英明によってその技術工程が明らか

にされ、蘭越技法と認識された（木村1978)。この技法の工程はさらに、柏台1、オバルベツ2の接合資料によっ
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て確実なものとなった。 1次素材には礫もしくは剥片が用いられ、打面部と作業面を予め設定し、背縁、下縁を交

互剥離あるいは片側剥離により作り出したものが2次素材として準備される。横断面形は作業面側が厚く、背縁側

が尖る卵型をなす。打面調整・側面調整→打面再生→目的剥片剥離を繰り返し、徐々に器体は相似的に減少する。

打面再生は例外なく作業面側から行われ、しばしば背縁稜まで取り込むものがある。柏台1の接合資料によると得

られた目的剥片の大きさは、長さで2~12cm、幅で'O.5~2. 5cmの開きがあるとされ、我々が便詔内に分類するところ

の石刃と細石刃が連続して量産されていたこととなる。蘭越型細石刃核は、湯の里4、富里、美利河1、オバルベ

ツ2、切111、昆布西1、西富、都、柏台1、静川5、旭岡 1、西町 1遺跡にある。美利河1の2点と都遺跡例を

除いて、すべて頁岩が用いられている。

湧別技法：吉崎 (I961)によって提唱されたこの技法は、おおよそ以下の手順による。両面調整石器を用意して

2次素材とする。この素材を数回連続的に縦割りにする。 1次削片とし舟形削片、 2次以降の削片としてスキー状

削片が剥離される。縦割りによって生じた平坦面を打面として、一端もしくは両端において細石刃剥離を行う。湧

別技法によりながらも残核として白滝型と札滑型の2種類の細石刃核がある。白滝型は、打面を形成した打点側に

擦痕を付し、その部分で細石刃剥離を行う。白滝型は峠下1、瑞穂、丸子山、旭岡 1、射的山、日進2、日東、モ

サンルにおいて知られており、丸子山、日進2、日東の例以外はすべて表面採集資料である。すべて黒曜石が用い

られている。

札滑型には擦痕が付けられず、白滝型よりも大形である。また、打面形成後に側面調整が施されることがある。

札滑型は学校平、モサンルにおいて採集されている。発掘調査では神丘7において頁岩製の札滑型が2点、オルイ

カ2遺跡においては黒曜石製の札滑型が破損例も含めて4点出土している。

白滝型と札滑型を区別する際、打面に付けられた擦痕の有無がその分類基準となっている。黒曜石製以外の石質

で打面に擦痕が付いた細石刃核は今のところ知られておらず、擦痕の目的が滑り止めである可能性が高い。もしそ

うであるならば、擦痕が付けられる必要のなかった黒曜石以外の石質を用いた場合、擦痕のない白滝型があっても

良いこととなる。逆に擦痕の目的を考慮せず、擦痕が付けられることを白滝型の必須条件としたならば、黒曜石以

外の白滝型は存在しないことになるであろう。石川 1遺跡では頁岩を石材とした石核原形に削片が接合する湧別技

法の過程を示す良好な資料が得られている。石川 1の細石刃核はその器体の調整が精緻で薄く、大きさの点からす

ると札滑型というよりはむしろ白滝型といえる。湧別技法に関しては、札滑型か白滝型かの分類基準を形態はもと

より石材の点からも再検討しなければならないであろう。

忍路子技法：忍路子型彫器として吉崎により注意され、端野町吉田遺跡の調査において細石刃核としての機能が

考えられるようになった⑯藤ほか1970)。嵐山2及びオサツ16(B地切の接合資料からすると半月形を呈する

両面調整石器が2次素材と考えられる。断面は凸レンズ状をとる。つぎに、直線状の側縁側に長軸に平行するよう

に断面三角形の削片を剥離して打面を形成する。細石刃剥離は、石核の短軸方向を中心に行われるが、必~に応じ

て打面再生が行われるためその角度によって長軸方向に向かうこともある。大関校庭、ピリカE、立川 1、都、中

島松6、茂漁4、メボシ川2、祝梅上層、丸子山、オサツ16(B地点）、嵐山2、モサンル、西町 1において出土

している。大関校庭以外はすべて黒曜石製である。

広郷技法：多面体彫器、射的山型彫器といわれていたものが、道東部の間村・吉村遺跡の資料分析により細石刃

核としての機能があったと考えられるようになった傭l藤ほか1971)。その後、鶴丸により整理され、最初の発見

地である広郷遺跡の名称が用いられ、その細石刃剥離手順は以下のように説明される（鶴丸1979、1989)。石刃の

端部に左下がりに側方剥離を行って打面とし、石核原形とする。細石刃剥離は石刃の側縁を削りとるように石核の

中心部に進む。両端に打面をもつ例も多いが、その時にも同様な手順を踏むため、両側縁に細石刃剥離面が形成さ

れる。この場合、極端に剥離が進んだものは、棒状の残核となる。日東遺跡においては細石刃核に細石刃が接合す

る資料が得られている。その他に美利河1、ピリカE、富田、射的山、母子里3、モサンルにおいて出土、採集さ

れている。美利河1、ピリカEのみ頁岩で、他は黒曜石が用いられている。

幌加技法：舟底形石器製作技術としてモーランによって規定されたものである。剥片の剥離面、もしくは礫の打
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割面を確保し、その面から周辺部を剥ぎ落として加撃面の形状を整え、必要に応じて下端からの調整も加えて底縁

を形成し、舟形の石核原形とする。細石刃剥離は一端もしくは両端で行われる。湯の里4、新道4、富里B、桜岡

5などで出土し、頁岩と黒曜石が用いられている。

紅葉山技法：留辺蕊町紅葉山遺跡で初めて出土した頃§本1964)。白滝村奥白滝1遺跡石器プロック 7~10より

良好な接合資料が多数得られており、これによると石刃剥離の延長上で細石刃剥離が行われていることが明らかと

なっている（長沼ほか編2002)。峠下1、昆布西1採集のものがこれに分類される。いずれも黒曜石製である。

4 組成の特徴

ここでは、最近15年間に報告書が刊行された遺跡の中で代表的なものを取り上げ、その石器組成を概観する。

湯の里4遺跡 平面分布の上で異なる二つの石器群が区分され、 A群は有舌尖頭器、尖頭器、両面調整石器、掻器、

彫器等、 B群は細石刃、峠下型細石刃核、彫器、錐器、舟底形石器、台形石器等からなる。また、蘭越型細石刃核

及びかんらん岩製の玉、琥珀製の垂飾が1ヶ所からまとまって出土した。調査区全域からは中～小形の石刃核が多

数出土している。峠下型細石刃核は比較的大形のものに属す。掻器は石刃あるいは縦長剥片を素材に刃部裏面に加

工されるものもある。

新道4遺跡細石刃、細石刃核、削器、掻器、彫器、石刃等からなる。細石刃核の製作に関連する資料が非常に多

く、細石刃核の製作跡と考えられる。彫器、掻器類は非常に少ない。細石刃核店峠下型、美利河型、幌加型が出土

しているが、接合資料により峠下型と美利河型が同一母岩から製作されていることが明らかとなった。また最長30

cmにも達する長大な石刃が作られており、そのような石刃と細石刃核とが同一母岩の関係にある例もある。削器や

掻器等の素材には、長狭な石刃が用いられている。

石川 1遺跡細石刃、細石刃核、尖頭器、両面調整石器、彫器、掻器、錐器等からなる。細石刃核は両面調整素材

を縦割りする湧別技法による。接合資料により両面調整石器の調整剥片が掻器や削器の素材として利用されている

こと加明らかとなった。両面調整石器はそれ自体、削器と石核の二つの役割を果たすものと想定されている。彫器

の素材は縦長剥片もしくはポイントフレイクが利用され、いわゆる荒屋型に通ずる。錐器はすべてメノウ製で、両

極技法による削片から作られている。尖頭器については豊富な接合資料が得られており、原石段階からその製作過

程が復元されている。なお、本石器群には石刃技法を示す資料は顕著ではない。

美利河1遺跡 A地点では屑位的に上下関係のある複数の石器群が確認され、下層より峠下型、蘭越型細石刃核の

石器群、上層より広郷型細石刃核、有舌尖頭器、大形尖頭器の石器群が発見された。下層の峠下型細石刃核は比較

的小形の部類に属す。新道4遣跡の所見から、この小形峠下型のグ）レープに美利河型細石刃核の一群が共伴する可

能性が指摘され（千葉ほか1988)、分布の上からもその蓋然性が高い。蘭越型細石刃核を含むプロックからはかん

らん岩製の玉が発見され、湯の里4、柏台1遺跡の例ともあわせ、蘭越型細石刃核と玉製品とは密接なセット関係

にある可能性が高い。一方、 D地点においてば珊石刃、峠下型細石刃核、彫器、掻器、尖頭器、両面調整石器、石

刃等からなる、まとまった石器群が出土した。またこれには、石刃の裏面を舌状に加工した尖頭器や石刃の裏面末

端部にのみ加工された石器等、特異な石器が含まれている。

オバルベツ2遺跡長万部町教育委員会及び北海道文化財保護協会による調査区から細石刃、細石刃核、掻器、彫

器、削器石刃、石核、砥石、垂飾等が出土した。細石刃核は蘭越型、峠下型、美利河型があり、蘭越型と峠下・

美利河型とは地点を違えて分布する傾向が認められる。蘭越型細石刃核の打面再生削片が多数みられ、石核調整の

進行とともに頻繁に石核高が減じられていく様子が窺える。美利河型、峠下型細石刃核の石器群に伴って滑石製の

垂飾が出土している。

オルイカ 2遺跡細石刃、札滑型細石刃核、両面調整石器、彫器、掻器、削器、石核等からなる。掻器は幅広の剥

片を素材するものが多く、形状はいわゆる角二山型に類する。両面調整石器は素材、形態とも石川 1遺跡出土例と

の類似が指摘されている。細石刃関連資料は黒曜石が、彫器及び掻器は頁岩が利用されており、石材と石器器種と

の間に明瞭な選択性がみてとれる。

- 28-



オサツ16迦跡 A地区ば点下型細石刃核を伴う石器群で、石刃素材の彫器掻器等が組成する。 B地区では1プロ

ックから膨大な量の細石刃、忍路子型細石刃核、彫器、掻器が出土した。忍路子型細石刃核は一方の側縁が直線的

な両面調整石器を素材に石核長軸方向に打面が作出されるタイプのものである。掻器は石刃が利用されるが概して

寸詰まりで、忍路子型細石刃核に伴う特有の形状を成している。緑色片岩製の磨製石斧片がこれに伴っている。

細 1攀蘭越型囲石刃核を伴う石器群、美利河型細石刃核を伴う石器群、掻器を主体とする不定形剥片石器群

の3つの石器群力憎捌された。蘭越型細石刃核を伴う石器群と美利河型のそれが平面分布を異にするという傾向は、

ここにおいても認められる。蘭越型細石刃核を伴う石器群には、細石刃、彫器、掻器、削器、琥珀玉、顔料及びそ

の関連遺物が含まれる。豊富な接合資料が得られており、蘭越技法の剥離過程が細かく解明されている。彫器及び

掻器は石刃を素材とするもので、形状は美利河1、オバ）K ツ2と共通し細長い。なお、顔料の原料はマンガン鉱、

鉗等で、焼成の後に粉末化され利用されたらしい。黒色のものは美利河産のピリカ型マンガンとされている。

日高麟『細石刃、広郷型細石刃核、掻器、彫器、削器、石刃等からなる。掻器及び彫器は大形厚手の石刃が用い

られている。細石刃核に細石刃が多数接合した接合資料が得られており、広郷型において初めて技術的な復元が試

みられている。石材についてみると、細石刃関連資料はすべて黒曜石が用いられているが、掻器や石刃の一部には

珪岩、メノウ製のものも散見される。

5 編年と様相

道央部には恵庭a降下軽石堆積物 (En-a)が分布しており、千歳市及び恵庭市周辺の発掘調査では細石刃石器群

ば~n-a最上位の風化土層より出土するのが一般的であった。これまでに祝梅上層、メボシ川 2、丸子山上層、オサ

ツ16遺跡から忍路子型が、キウス7、ユカンボシElO、オサツ16遺跡から峠下型が、丸子山上層から白滝型がそれぞ

れ確認されている。最近ではオルイカ2から札滑型細石刃核が出土している。しかし、 1997年の柏台1遺跡の調査

において細石刃石器群がEn-aより下位の火山灰質シルト層から出土したことにより、層位によるある程度の序列化

が可能となった。柏台1遺跡においてEn-aの下位より出土したのは蘭越型細石刃核と美利河型細石刃核であった。 E

n-aの降下年代は17,OOOy. B. P. と推定されており、それ以前の年代であることは確実である。

美利河1遺跡においてもテフラが絡んではいないが、層位的な石器群の把握がなされており、広郷型細石刃核石

器群より下層に蘭越型細石刃核石器群、峠下型と美利河型が組み合わさった石器群が発見されている。このように

峠下型と美利河型が共伴する例は新道4遺跡やオバルベツ2遺跡でも確認されており、峠下型＋美利河型のセット

関係は認められて良いだろう。ただし、この場合の峠下型は小形のもので峠下1類（寺崎1999)としたものである。

以上の事例によって、今のところ最も古相の細石刃石器群といえるのは蘭越型細石刃核石器群と峠下1類＋美利

河型細石刃核石器群であるが、両者の関係については不明である。ともに14C年代は2万年前後である。

峠下型はEn-a最上位の風化土層から出土しており、これらば点下1類よりも大形の峠下2類と思われる。本道に

おいてば点下型は長期間、かつ広範囲に存続するもののようである。帯広市暁遺跡でば点下2類に札滑型が共伴し

ており、両者が十勝地方においては同時代性を有していたことが考えられる。道西部においてば未下2類を代表す

る石器群は湯の里4遺跡B群であり、裏面基部加工の施される荒屋型彫器が伴う。オルイカ 2遺跡では札滑型細石

刃核に同様の彫器が伴っており、峠下2類との時間的近似性を物語っている。オルイカ 2の石器群は札滑型細石刃

核石器群の特徴を良く表しており、石刃技法を伴わない、両面調整の際にできる剥片などから彫器、削器などを製

作する両面調整石器群といえる。同様の石器群は石川 1からも得られており、縦長剥片はあるものの石刃は顕著に

認められず、オルイカ2同様の彫器、削器あるいは両面調整石器を有している。いずれにしても、峠下2類、札滑

型、白滝型ば峙間的には近似したものと考えられる。幌加型もこれらの細石刃核に客体的に伴うものであろう。さ

て、北海道において両面加工の尖頭器がどの段階から出現するのかについて論者のひとりは以前、湧別技法（白滝

型）と連動して尖頭器が出現するものと述べたことがあるが（寺崎1999)、ピリカ遺跡D地点より峠下2類細石刃

核に伴って有舌尖頭器、石刃素材の舌部を有する尖頭器が出土したことから、再考の必要がある。

忍路子型と広郷型細石刃核石器群には有舌尖頭器・局部磨製石斧が確実に伴出するようになる。しかし両者の時
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間的な前後関係については不明である。道西部において発掘調査による出土事例のない紅葉山型については今後の

資料の増加を待ちたい。

6 研究の課題

北海道においては層位的な事例に乏しく、編年作業が思うように進まないのが現状である。道央部においては去

域テフラを含むロームの堆積状態が良好で柏台1遺跡のようなEn-a下位の細石刃石器群の発見例も今後期待できる

が、層厚15~30cmのEn-a上位風化ローム層中での文化層の重複の可能性は低いであろう。こうした状況の中では、

細石刃核の原材の選択から残核に至るまでの技術研究をさらに推し進め、石器組成を考慮し、各細石刃石器群の特

徴を抽出、比較することが重要となってくる。この場合の技術研究の基礎は接合資料による工程の復原に求めるべ

きであろう。技’研究と同時に、早急に進めなければならないのは鶴丸俊明の指摘があるように細石刃そのものの

微視的な研究である（鶴丸2001)。細石刃をはじめとする使用痕分析が今後一層重要となってこよう。

柏台1遺跡ではEn-a下位から細石刃石器群と同時に、 「不定形剥片石器群」とされた一群が発見されている。調

査者は14C年代と層別遺物出土量から後者を古いとしながらもその判断には慎重である。同様の問題はオバルベッ

2遺跡にもあり、ブロック 3ではナイフ形石器が出土したが、これは北海道における東北系のナイフ形石器の初め

ての発掘事例となった。ここにおいても細石刃石器群との明確な前後関係はとらえられていない。今金町神丘2遺

跡の広郷型ナイフ形石器も含めて、ナイフ形石器と細石刃石器群との時空的関係の究明が課題である。

最後に石材についてであるが、 3の細石刃技法と石材のところでもわかるように、 9つの細石刃核型式の中で、

美利河型、白滝型、紅葉山型については出土例が少なく不明なところがあるものの、その他については頁岩でも黒

曜石でも同様な技法を用いて細石刃が製作されている。このことは北海道では西部と東部の石材環境を超えて、互

いに石器製作技術が連動していたと考えられる。北海道東部、中央部においても渡島半島部の頁岩が用いられてい

ると推定されるが、石材ネットワークの解明のためには、秦 (2003)が東北地方において行っているような頁岩の

産地推定方法の開発が望まれるところである。

末筆ながら、本稿の図版作成には藤田征史氏にご協力いただいた。記して謝意を申し上げる。
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東北北部地域の細石刃文化

川口潤

1 研究の経過

1 9 6 0年代秋田県東成瀬村大柳沼採集の黒曜石製細石刃石核の紹介（豊島 1967) 

197 1~ 大台野遺跡研究グ）レープによる岩手県大台野遺跡の調査および報告。細石刃石器群 (Ie文化層）

を検出（菊池 1975他）。

1975~ 秋田県協和町教育委員会による米ケ森遺跡の第4次、第5次調査および報告。細石刃、細石刃石核

を検出頃原他 1977)。

1977~ 青森県立郷土館による青森県大平山元Il• 皿遺跡の調査。 Il遺跡で大平山元技法A・Bを提唱、 m

遺跡では野岳休場型細石刃石核を検出（三宅他 1980・81) 

1980年吹越遺跡採集の細石刃の紹介（角鹿 1980)。

1 9 8 1年 青森県教委の分布調査により木造町丸山遺跡において黒曜石製細石刃石核を採集。翌82年、福田

友之氏の踏査により同遺跡から頁岩製細石刃石核を採集（福田他 1989)。

1981年秋田市教委による下堤D遺跡の調査。荒屋型彫刻刀形石器を伴う石器群検出（菅原 1982)。

1989~ 青森県内諸遺跡出土の黒曜石を産地同定。細石刃関係の資料はいずれも県内産との同定結果が得ら

れる。漢困他 1989、福田 1990)。

1989年 青森県蟹田町教委による大平山元Il遺跡の発掘調査。湧別技法関連資料を検出（横山 1992) 

1990年秋田県教育委員会による八竜町鴨子台遺跡の調査。両面調整石器から得られた稜付き削片を検出。

（秋田県教育委員会 1992) 

1992年秋田市教委による狸崎Bの発掘調査。細石刃石器群検出（秋田市教委 1992)。

1993年岩手県玉山村大橋遺跡採集の細石刃の紹介（高橋他 1993)。

1993~ 岩手県埋文センターによる金ヶ崎町柏山館跡遺跡の発掘調査。細石刃石器群検出（菊池他 1996)。

タール状の付着物のある細石刃も 1点確認っ

1993~ 岩手県埋文センターによる湯田町峠山牧場 I遺跡A地点の発掘調査。細石刃の文化層を含む7枚の

文化層を確認（高橋他 1999)。

1 9 9 8年 青森県立郷土館による木造町丸山遺跡の調査。湧別技法関連の石器群検出。げこ湯 2000) 

1998~ 青森県五所川原市教委による隠川 (2)遺跡の発掘調査。 1点の荒屋型彫刻刀形石器を検出。（山口

2000) 

1999年岩手県埋文センターによる滝沢村大崎遺跡の発掘調査。細石刃を 1点検出（中川他 1999)。

2001~ 岩手県埋文センターによる早坂平遺跡の発掘調査。 To-H下位から荒屋型彫刻刀形石器を含む細

石刃石器群検出。（北村他 2002)

2 遺跡の分布

A 青森県津軽半島脊稜山脈の東側に蟹田川左岸の河岸段丘上に立地する大平山元Il遺跡・皿遺跡、西側に丸

山遺跡、隠川 (2)が所在する。各遺跡の標高はそれぞれ約25m、30m、15m、50mである。

吹越遺跡は下北半島南部の陸奥湾沿岸の標高約10mの砂丘地帯において検出されている。
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B 秋田県 鴨子台遺跡は八郎潟北岸に近い成合台地と呼ばれる標高35m前後の海成段丘上、米ケ森遺跡は雄

物川支流の荒川流域の君ケ野段丘上に立地する。下堤D遺跡、狸崎遺跡は共に御所野台地上に立地す

る。前者は台地北部、後者は標高約35mの台地南西部に位置する。

C 岩手県 大台野遺跡は奥羽山脈の西縁に位置し北上川水系最大の支流である和賀川に合流する鬼ケ瀬川と支

流の細内川が形成した標高約280mの段丘上に位置する。峠山牧場 I遺跡A地区は和賀川右岸の標

高約300mの中位段丘面上に、柏山館跡遺跡は井沢川支流永沢川に挟まれた標高約75mの中位段

丘面に位置する。大崎遺跡は北上川右岸の標高約190mの丘陵上で確認され、大橋遺跡の資料は北

上川支流の丹藤川上流部に作られた標高約700mの岩洞湖畔で採集したものである。早坂平遺跡は

川井川と遠別川によって形成された標高220~240mの河岸段丘上に位置する。

岩手県内の細石刃文化期の遺跡は東北北部の中にあっては概して標高が高い傾向にある。また、早

坂平遺跡の確認により、荒屋型彫刻刀形石器の分布が太平洋側にも及ぶことがわかった。

3 細石刃技法と石材、組成の特徴

A 青森県

大平山元II遺跡 a、b、Cの各石器文化が認識されている。 IIa石器文化は舟底形石器、尖頭器、彫器、

ナイフ形石器、掻器、削器、石錐等で構成される。舟底形石器はホロカ技法によるとされる。 IIb石器文化は

片面加工の尖頭器で特徴付けられる。 IIC石器文化は尖頭器、彫器、石核、扇形削片等で構成される。石器製

作技術の分析を通じて大平山元技法A、Bが提唱されたが、後者は湧別技法の母体となった可能性が指摘され

ている。石材のほとんどは頁岩である。 1989年の調査で頃冊石刃剥離を行わないままに繰り返しスキー状

削片を剥離した接合資料が複数検出されている。

大平山元Ill遺跡 a、b、C三つの石器文化が確認されている。皿a石器文化は野岳休場型の範疇で認識で

きる皿罹石醐珊石刃石核で特徴付けられるが、表採によるものであり、石器組成は不明である。後の分析によ

ると、黒曜石は県内折腰内産との結果が得られている凜胴他 1989)。illb石器文化は大平山元技法A、Bに

よる石器を保有し、 IIC石器文化に対比できる。石材は頁岩主体である。

丸山遺跡非削片系黒曜石製と削片系珪質頁岩製の細石刃石核が1点ずつ採集され、 1998年の県立郷土館が

疇した発掘調査でも湧別技法との共通性が伺われる資料が出土している。削片系の細石刃石核、削片、掻器

削器等が組成する。黒曜石製の細石刃が1点出土したが、採集で得られたような非削片系の細石刃石核は検出

されなかった。削片系のものは採集資料に加えて新たな細石刃石核や削片を得ることができたが、細石刃は検

出することができなかった。他時期の遺物の混入が考え難いことから、限定された一時期の石器組成がある程

度把握できた例として貴重である。黒曜石は大平山元m遺跡同様県内折腰内産との結果が得られている頃料

1989他）。細石刃石核には稜付き削片を素材とした物が含まれるようである。

横浜町吹越遺跡 黒曜石製細石刃5点と頁岩製細石刃9点を含め、 20点の資料が採集されている（角鹿

1980)大きさは長さ 4.5cm、幅1cmを超えるものを含んでおり、細石刃としてみると比餃的大形の部類に属す

る。石錐、彫刻刀形石器様の石器もみられる点は注意される。ただ、石刃鏃文化に属するものではないかとの

見方も表明されており（加藤 1993)、再検討の余地が残る。黒曜石は県内深浦産？との結果が得られている

（福田 2000)。

B 秋田県

下堤D遺跡細石刃、彫刻刀形石器、削器、両面調整石器等で構成される。石材は全て頁岩である。両面調

整石器とされたものは湧別技法によるものと思われる。細石刃が剥離された痕跡はないが、検出された2点は

ともに削片が剥離された後の姿を留めている。

狸崎B遺跡細石刃が組成する I群石器は、細石刃、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、掻・削器からなる。

鴨子台遺跡細石刃は出土していないものの両面調整石器から得られた稜付きの削片、掻器2点等8点の関
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連資料が得られている。全て珪質泥岩・頁岩である。

C 岩手県

丸預随跡 I e文化層として認識された石器群は、細石刃、細石刃石核、掻器等で構成される。石材は頁

岩が主体を占める。検出された 1点の細石刃石核も頁岩製であるが、両設打面の所謂半円錐形のものであり、

湧別技法によるものではなさそうである。荒屋型彫刻刀形石器も検出されていない。

大崎遺跡 88点出土した旧石器時代遺物の中に細石刃が1点含まれている。

大 55点の細石刃が採集されている。石材は頁岩、粘板岩、チャートである。

柏山館遺跡 II a (上）文化層で 11点の細石刃、チョッパー、ハンマーストーン、台石各1点等が確認さ

れている。細石刃の内 1点にはタール状物質が付着していたが、分析の結果はアスファルトではなく、ニカワ

ということであった。

峠山牧場 l遺跡A地区 旧石器時代の石器集中区が 31箇所確認され、第1から第7までの文化層に区分さ

れている。細石刃を含むのは第6文化層であり、 2つのブロックからなる。細石刃6点と船底形の細石刃石核

2点が出土している。石材は珪質凝灰質泥岩と珪質泥岩である。細石刃以外にも豊富な資料に恵まれており、

台形様石器主体の第1. 第2文化層、掻器を特徴的に保有する第3文化層、ナイフ形石器主体の第4. 第5文

化層、局部磨製石斧を保有する第7文化層が確認されている。東北北部の旧石器文化の編年を考える上で重要

な遺跡であるにば登いないが、「特に第3~第5文化層の分離を確定するには、それぞれの文化層と同様の石器

群を単独で検出した類例を探し、検証していく研究が必要であろう。」（会田 2000)との指摘もある。細石刃

を含む文化層ではないが、分析に供された61点の黒曜石の内、 60点は深浦産で、 1点のみが男鹿産のもので

あった債肝斗 1999)。

早坂平遺跡約2万点の石器が出土しており、その中に細石刃関連資料が含まれる。細石刃、細石刃核、荒

屋型彫刻刀形石器はTo-Hの下位から出土している（北村他 2002)。

4 編年

東北北部地区における細石刃石器群を年代的に位置づけるには、まだ資料的制約が大きい。

資料数が多い大平山元遺跡群は、 II遺跡、皿遺跡ともそれぞれ三つの石器文化に区分されているが、層位や分

布からそれを裏付けるのは困難で、概念的な区分である感が否めない。大平山元遺跡群では近年の発掘調査で北

海道系のテフラも検出されつつあるが、位置的にテフラの堆積に恵まれない地域であることから、テフラを指標

とした編年は組みにくい。

岩手県にはテフラとの関係が四握できる遺跡がある。峠山牧場 I遺跡A地区では8枚の文化層が識別され、 A

Tとの関係も把握されている。ただ、 40cm足らずの層厚の中で区分された文化層なので、再検討の余地も残さ

れているように思われる。早坂平遺跡では十和田八戸火山灰 (To-H)を含む層とその直下から「荒屋系細石

刃石器群」が出土している（北村他 2002)。To-Hの年代は、それに埋積された埋没樹木が各地で検出され

ている青森県で多数測定されている。 AMSによる放射性炭素年代測定値では12,380士110~13,080土60BPと

の結果が得られており（谷口他 2001)、今後はウイグルマッチングでより正確な年代が得られる可能性もある。

青森県長者久保遺跡の石器群はこうした埋没樹木の下位から出土したものであり、「荒屋系細石刃」と「長者久保

石器群」は、どちらもTo-Hの下位であると言うことはできるが、現段階では層位的にそれ以上言及すること

はできない。

削片系と非削片系の関係では青森県の様相が興味深い。青森県で削片系細石刃石器群に関連する資料が出土し

ているのは大平山元遺跡群と丸山遺跡である。どちらの遺跡も削片系が珪質頁岩製、非削片系が県内産黒曜石製

である。それぞれの遺跡に異なる二者⑬珊石刃製作技術と石材が存在することになる。この二者の編年的位置づ

けを探る材料は乏しいが、両者が共存していた可能性は否定しがたいようにも思われる。
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5 様相

青森県の様相を概観してみる。細石刃文化関連の資料は、大平山元II・皿遺跡、丸山遺跡、吹越遺跡、隠川 (2)

遺跡等で出土している。大平山元II・皿遺跡では、舟底形石器や大平山元技法Bによる石核が確認されている。

技法Bは湧別技法の母体となったとの見解も示されているが、両遺跡からば勇別技法そのものを示す細石刃や石

核は出土していない。湧別技法に関連した接合資料は、大平山元II遺跡の 1989年の調査でも複数得られている

（横山 1992)。それらは向面調整のプランクから複数本のスキー状削片を剥離する点では湧別技法と共通するも

のであるが、細石刃は剥離していない。この時の調査では他に荒屋型の範疇で捉えられる彫刻刀形石器も出土し

ており、石器製作技術だけではなく、石器組成の面からも湧別技法との共通性が伺われる。荒屋型彫刻刀形石器

は隠川 (2)遺跡の調査でも 1点出土している（山口 2000)。

1998年に県立郷土館が実施した丸山遺跡の発掘調査で出土した資料も湧別技法との共通性を伺うことができ

るものである。細仁jJ仁核、削片、掻器削器等が出土しているが、削片系頁岩製の細石刃は検出されていない。

青森県内の削片系細石刃関連資料は湧別技法と共通する要素が強いものの、典型的な湧別技法とは異なった様相

を示し、それにより剥離された細石刃は確認できていない。大平山元II遺跡のように細石刃剥離にまで至らない

ものと、丸山遺跡のように細石刃石核に細石刃剥離痕が見られるもの⑬囲石刃が検出されない遺跡がある。調査

上の問題である可能性もなくはないが、遺跡内に細石刃がほとんど残されないという特徴を読みとることもでき

そうである。

丸山遺跡発掘調査の契機となったのは採集された2点の細石刃石核であった。 1点は珪質頁岩製の削片系、も

う1点は黒曜石製の非削片系のものである。それ以前に大平山元皿遺跡でも丸山遺跡同様黒曜石製の非削片系細

石刃石核が採集されており、野岳・休場型の範疇に属するものとして西南日本との関連が指摘されている~宅

1981)。大平山元遺跡群でも削片系細石刃関連資料が出土していることから、丸山遺跡の発掘調査ではそうした

異なる二者⑬支術、形態の細石刃関連資料の関係を把握することに主眼がおかれた。調査の結果、両者を明確に

区分する根拠は得られておらず、共存していた可能性も比定できない。こうしたありかたも青森県の特徴の一つ

と言えるのかも知れない。黒曜石の原産地が注目されるところであったが、その後の分析で両遺跡とも県内産黒

曜石を使用したものであることが判明した（福田 1990)。

これら以外に細石刃文化関連の資料として紹介された石器が青森県内にはいくつかある。今別町山崎遺跡から

は湧別技法の可能性が考えられる黒曜石製の削片と頁岩製の舟底形石器が報告されている（畠山、小笠原他1982)

が、これらば支術的、層位的に再検討の余地がある。また、蓬田村瀬辺地遺跡採集の石器が「細石刃様石片」と

して報告され伏高 1972)、県立郷土館の風韻堂コレクションに納められている。実見したところ、平面形は

細石刃的であっても、剥離面の構成や剥離の方向から判断すると細石刃とは言えないように思われる。

6 研究の課題

バイカル湖周辺から、サハリン、北海道を経由して本州に入ってきたと考えられる細石刃石器群をしばしば「北

方系細石刃石器群」という（佐藤 2002他）。「北海道から本州に入ってきた」と簡単に言い放っても特口叡澗殷

なく受け止められがちだが、いつどのように入ってきたかは明確ではない。

北海道の細石刃文化が本州に波及したのは少なくとも最終氷期最寒冷期を過ぎてからのことであろう。その最

終氷期最寒冷期ですら陸続きとはならなかった可能性の高い津軽淘峡を、「北方系細石刃石器群」はどのように越

えてきたのであろうか。陸橋がない場合でも氷橋の存在は十分想定しうる。しかし、北海道と東北北部の細石刃

文化の様相を較べると、容易ならざる存在として津軽海峡が横たわっていたことを伺い知ることができる。

北海道の細石刃文化期の遺跡は、その最南端の新道4遣跡や湯の里4遺跡に至ってもあくまで北海道的である

のに対し、東北北部の遺跡では少なからず北海道的要素が欠落する。それが端的に表れるのは黒曜石である。

例えば函館市の石川 1遺跡で検出された黒曜石は白滝産であり、それより南の木古内町新道4遺跡の黒曜石は

赤井川産である。最南端の知内町湯の里4遺跡の黒曜石は十勝産75%、白滝産13%、赤井川産6%である（寺
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崎・長沼 1993)。これに対し、青森県内の旧石器時代遺跡から出土した黒曜石は、細石刃文化期のものも含め

全て深浦をはじめとした県内産の黒曜石である。岩手県でも峠山牧場 I遺跡A地点で分析に供された黒曜石は1

点が男鹿産で他は深浦産であった。

青森県内に限って黒曜石の動向をみると、旧石器時代から縄文時代草創期・早期にかけては深浦産が主体であ

り、縄畑請前期中葉以後に出来島産（木造町）黒曜石の利用が認められるようになる。県内産黒曜石が海峡を

越えて北海道に渡るのは縄文時代早期中葉以後、逆に北海道から海峡を越えてもたらされた黒曜石を確認できる

のはそれより後の縄苅甜炉早期末ことであり、旧石器時代の例は確認できていない。最初に洵峡を越えたのは本

州側からが早期中葉の深浦産であり、北海道側からが早期末の赤井川産ということになる（福田 1999他）。

白滝産黒曜石に着目してみると、細石刃文化期には石川 1遺跡や湯の里4遺跡など北海道南端の遺跡でも確認

することができる。以後縄丸甲tにおいても早期中葉の函館市中野A・B遺跡、中期後半の松前町寺町貝塚など

晩期の遺跡に至るまでその利用を追跡することができる（福田 1999)。即ち、白滝産黒曜石は、細石刃文化期

以後縄文時代各期にわたって繰り返し北海道南端にまで供給されつづけていたのである。にも関わらず津軽淘峡

を越えて青森県に白滝産が入り込んだのを確認できるの頃蓮灯封胡前期中葉のことである。一旦入り込んだ後は

各期にわたって追跡することができるが、細石刃文化期を含めた縄文前期前葉以前はそれを確認することはでき

ない。一方、目を北に転じると、白滝産を始めとした北海道産黒曜石は、細石刃文化の段階でも宗谷海峡を越え

たサハリンのソコ）汎訪伐や間宮海峡を越えた沿海州の遺跡でも確認することができる。サハリン南部のアゴンキ

5遺跡では完新世に至っても北海道産黒曜石が多く出士するという（木村 1998)。宗谷海峡では海峡成立以前

においても以後においても人や物の動きが一方的なものではなかったことがわかる。

他県の例は調べを尽くしていないが、こうした黒曜石の動向を見る限りにおいて、細石刃文化期の津軽淘峡は

間宮海峡や宗谷海峡に較べると大きな障壁だった可能性が考えられる。

細石刃製作技術をみても、新道4遺跡や湯の里4遺跡までば点下型が明確に存在し、蘭越型の要素も湯の里4

遺跡まで確認できる。所謂立川ポイントも湯の里4遺跡で出土している。これに対し、本州側では札骨型・白滝

型や幌加型の範疇で認識しうる資料はあっても、蘭越型、オショロッコ型、美利河型などは確認できない。一部

資料に峠下型を見いだす見方もあるが（加藤 1990、栗島 1993)、さらなる検討が必要であろう。

このようにみると、ーロに「北海道から本州に入ってきた」といっても、北海道から本州に波及したのは極め

て限定的な一群になるのではないだろうか。海峡を越えた群と越えなかった群の違いは何を意味するのであろう

か。その違いの要因力餌澗を示唆するものであるならば、それぞれの年代を究明する必要もでてこよう。あわせ

てその背景も考慮しなければならない。

細石刃文化期における海を挟んだ地域間の黒曜石の流通という点では、神津島産黒曜石の動向も気になる。本

州における神津島産黒曜石の存在は、陸橋や氷橋が考えがたいがために舟に結びつけて考えられることが多い。

しかし、舟の存在を想定するには、舟の製作技術や航海技術など検討しなければならない課題も多岐にわたる。

かつて、青森県内の縄文時代早期の遺跡の黒曜石が神津島産と同定され、後にそれが新たに発見された原産地で

ある北海道豊泉産の黒曜石であることが判明したことがある頃料＠＠）。伊豆半島周辺に神津島産類似の未知の

原産地が埋もれている可能性も少なからずあるのではなかろうか。旧石器時代の舟が想定できるのであれば、細

石刃文化期の津軽海峡を挟んだ地域間の黒曜石や石器製作技術の往来はより緊密なものであってもいいように思

われる。

ところで、各地の氷床や湖底堆積物等の分析から、更新世から完新世に向かう過程の中で温暖期を挟んで数度

の大きな寒の戻りがあったことが判明している。そうした気候の変動は、津軽淘峡を取り巻く環境にどのような

影響を与えたのであろうか。少なからず顕れたと思われるその影響と、細石刃石器群や黒曜石の動向がどのよう

に関連するのか、或いは関連しないのか。関連するとすればその年代はいつ頃かも検討しなくてはならない。

また、最古ドリアス期より前の年代測定値が得られている大平山元I遺跡や長者久保遺跡と細石刃石器群との

関係も究明すべき大きな課題の一つといえよう。
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8下堤D(1地区）

図 東北北部地域の細石刃文化遺跡の分布
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東北地方南部の細石刃文化

大場正善

1 研究の経過

(1911年に山形県寒河江市西覚寺で楔形細石刃核、 1918年に同市米沢でファーストスポールが採集される。）

1958年 山形県朝日村越中山遺跡A地点の発掘調査の際、同Dで削片系の楔形細石刃核が採集される。この

ことにより、東北地方における細石刃文化の存在が加藤稔により確認される。

1960年～ 山形県各地で、細石刃文化関連の遺物が採集される（朝日町小松野遺跡、新庄市山屋B遺跡、

最上町月楯遺跡、越中山遺跡D、同E、鶴岡市杉ヶ沢A 〔高坂〕遺跡）。

1964年 『山形県史考古資料篇』と『山形県の無土器文化』で、山形県各地で採集された旧石器遺物の集成。

1970年 山形県大石田町角二山遺跡の発掘調査。削片系細石刃石器群の遺物が大量に出士する。

越中山Sの第 1次発掘調査。

1971年 越中山Sの第2次発掘調査。第 1・2次調査で、ホロカ技法をもつ細石刃石器群が確認される。

1973年 山形県小国町湯ノ花遺跡の第 1次発掘調査。

1978年 福島県会津若松市小石ヶ浜遺跡で採集されたホロカ型細石刃核、荒屋型彫刻刀形石器などが『福島考

古』 19で紹介される。

1979年 湯ノ花の第2次発掘調査。

1980年 山形県西川町月山沢遺跡の発掘調査。細石刃、ファーストスポール、槍先形尖頭器が出士する。

1981年 東北歴史資料館で「旧石器時代の東北」展の開催。東北地方の旧石器文化が集成される。

1982年 山形県総合学術調査報告『最上川』で、山形県内の細石刃石器群が集成される。

福島県石川町薬師堂遺跡の発掘調査。細石刃、ホロカ型細石刃核、ナイフ形石器などが出土する。

1983年 越中山S'の第1次発掘調査。細石刃、尖頭器、エンドスクレイパーなどが出土する。

湯ノ花の第3次発掘調査。

1985年 湯ノ花の第4次発掘調査。採集資料と第1~4調査で細石刃、楔形細石刃核・ホロカ型細石刃核、ス

ポール、尖頭器、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、エンドスクレイパーなどが確認される。

1989~93年 福島県福島市学壇遺跡群の発掘調査。細石刃、楔形細石刃核、スポール、荒屋型彫刻刀形石器

角二山型スクレイパー、ナイフ形石器、尖頭器などが出土する。

1991年 『東北地方の細石刃文化の展開』で、加藤稔により東北地方の細石刃文化期編年案が提示される。

1992年 山形県寒河江市金谷原遺跡で細石刃、楔形細石刃核、舟底形石器などが採集される。

1994年 山形県寒河江市高瀬山遺跡1期地区の発掘調査。ホロカ型細石刃核などが出土する。

1998年 宮城県古川市名生館遺跡の発掘調査。細石刃、荒屋型彫刻刀形石器などが出土する。

福島県白河市一里段A遺跡の発掘調査。楔形細石刃核が出土する。

1999年 福島県会津若松市笹山原No.12遺跡の発掘調査。上層で細石刃、楔形細石刃核？、エンドスクレイ

バーなどが出士する。

2001年 笹山原No.27で多量の細石刃、剥片の木口を作業面にした細石刃核、楔形細石刃核ブランク、スポ

ール、荒屋型彫刻刀形石器などが採集される。

2002年 笹山原No.27の発掘調査。

2003年 笹山原No.16の発掘調査。ファーストスポールが出土する。
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2 遺跡分布と遺跡群の分布傾向

東北地方南部の細石刃文化遺跡は 45ヶ所を数えるが、北海道や関東・中部地方などに対して少なく、その分

布密度も低い。多くは日本海側に偏り、とくに珪質頁岩を多く産出する寒河江川と最上川は東北地方南部でもっ

とも遺跡が集中する。太平洋側では珪質頁岩があまり産出しない地域にも遺跡があるが、その数は極端に少ない。

i 宮城県

酬鵡： 1遺跡花山村大穴山遺跡儒 1図）は、迫川流域の長崎川と草木川に挟まれた台地に立地する。こ

こでは、細石刃核と思われるもの 1点が採集されている。

鳴瀬川・江合川流域： 1遺跡古川市名生館遺跡（玉造柵擬定地、第2図）は江合川南岸の高位段丘南東、岩出

山町と古川市の境界付近に位置する。ここでは官衝跡から北西に約 320m離れた 98年度の調査地で、肘折ー尾

花沢軽石層 (H-O:約 10000年前）下位のソフトローム層から、珪質頁岩製の荒屋型彫刻刀形石器を含む4点

の石器が、ほかに、同一時期とみられる石器2点が出土している。また名生館では、以前の調査でH-0下位か

ら頁岩製の剥片が、表土層から珪質頁岩製の彫刻刀形石器などが出土している。

ii 山形県

月光川・荒瀬川流域： 2遺跡鳥海山南麓、月光川北岸の遊佐町宮山坂F遺跡（第3図）では、珪質頁岩製の細

石刃、楔形細石刃核、荒屋型彫刻刀形石器などが採集されている。また、荒瀬川南岸の八幡町八森遺跡では、東

山型ナイフ形石器群と神子柴長者久保石器群の出土した場所から約 30m離れた地点で、珪質頁岩製の荒屋型彫

刻刀形石器1点が出土している。

赤川流域： 10遺跡庄内平野南端部の、梵字川と赤川の東岸に形成した立石段丘群には、学史的に有名な越中山

遺跡群がある。越中山での細石刃文化遺跡は8ヶ所が確認されている。細石刃文化遺跡は、高位段丘 (GtI面：

K、M、0、Q、S、S地点）と中位段丘 (GtII面： D、E地却に立地する。ただし、高位段丘に立地する K、

0、Q、S地点から採集された資料は、本来、 S地点のものであった可能性がある。なお、 M 地点の正確な場所

については、不明である（加藤 1978)。

S地点（第 10図）では、発掘調査で珪質頁岩製のホロカ型細石刃核をもつ細石刃石器群が、礫群とともにま

とまって出土している。 E地点（第5図）では黒耀石製で打面に擦痕をもつホロカ型細石刃核が、 Q地点（第9

図）では舟底形石器が採集されている。 D地点（第 4図）では珪質頁岩製の楔形細石刃核が、 M(第 6図）、 0

地点凜7図）ではファーストスポールが採集されており、削片系細石刃石器群の存在を伺わせる。 K<ffiB図）、

M、S地点では荒屋型彫刻刀形石器が、 D、E、S地点（第11図）では槍先形尖頭器とともに確認されている。

越中山の対岸に位置する朝日村上野山遺跡（第 22図）では、楔形細石刃核と考えられるものが採集されてい

る。赤川下流域の庄内平野南部丘陵に位置する鶴岡市杉ヶ沢 A (高坂）遺跡（第 21図）では、ナイフ形石器、

エンドスクレイパーなどとともに頁岩製の舟底形石器1点が採集されている。

戸前川流域（新庄盆地）： 1遺跡新庄盆地を西流する戸前川北岸の新庄市山屋B遺跡（第 12図）では、ナイフ

形石器、尖頭器などとともに珪質頁岩製の楔形細石刃核1点が採集されている。

小国川流域（最上盆地）： 1遺跡小国川南岸の最上町月楯遺跡（第23図）では、頁岩製の稜柱形細石刃核 1点

が採集されているが、そのほかの遺物は採集されていない。

寒河江川流域： 7遺跡遺跡数は多いものの、発掘調査でまとまった資料が出土した遺跡は少なく、多くは採集

により確認された遺跡である。

寒河江川南岸の西川町月山沢遺跡頃~13 図）では、発掘調査で尖頭器とともに細石刃、ファーストスポール

が出土。このほか、楔形細石刃核、スポールが採集されている。石材は珪質頁岩が大半で、一部に玉髄がある。

同川北岸の西川町弓張平公園（第25図）では頁岩製のスポールが、同川南岸の寒河江市西覚寺・米沢遺跡（第

27図）では、明治・大正時代に珪質頁岩製のファーストスポールと楔形細石刃核ブランクが採集されている。同
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川北岸の西川町朴木清水遺跡では、珪質頁岩製のホロカ型細石刃核が採集されている（第26図）。

釦ゴII淘或： 8遺跡 当該地域でもっとも遺跡が集中する地域であるが、寒河江川流域と同様にまとまった資料

が出土した遺跡は少ない。最上川中流域東岸の大石田町角二山遺跡（第 17~19図）は、丹生川と朧気川に挟ま

れた尾花沢 I段丘面の西先端に位置し、遺跡の眼下に最上川をのぞむ。ここでは、発掘調査でH-0下位の粘土

層から、削片系細石刃石器群の遺物が大量に出土し、表面採集資料を合わせれば 6000点近くに上る。この遺跡

では、集中的な石器製作が行われているが、遺跡は石材が入手できる場所から若干離れた地点に立地する。湧別

技法による楔形細石刃核のほかには、剥片の木口を作業面にした細石刃核、稜柱形細石刃核が若干ある。また、

多数の荒屋型彫刻刀形石器と角二山型スクレイパーが出土している。石材は大半が珪質頁岩・頁岩で、一部に黒

耀石、鉄石英などがある。なお、ここでは礫群が確認されている。

同川北岸の寒河江市金谷原遺跡（第 15図）では、頁岩製の細石刃、楔形細石刃核、舟底形石器、ファースト

スポールなど力屯渫され、試掘調査でも細石刃が出土している。渋谷孝雄によれば、東根市東根城跡の 2001年

度発掘調査では楔形細石刃核が出土しているという。

最上川と寒河江川の合流点付近にある寒河江市高瀬山遺跡 1期地区（第 16図）では、上層から頁岩製のホロ

カ疇石刃核が出士している。また、寒河江川より北に位置する最上川西岸の河北町奥土入遺跡（第 28図）で

は、珪質頁岩製のホロカ型細石刃核が、最上川と朝日川の合流点付近、現在の上郷ダムの北岸に位置する小松野

遺跡（第30図）では、石刃と頁岩製の舟底形石器が採集されている。

立谷川流域： 1遺跡 山寺を流れる立谷川と紅葉川の合流点付近に立地する山形市所部遺跡（第29図）では、珪

質頁岩製のスポール、角二山型スクレイバー、尖頭器などが採集されている。

荒川流域： 1遺跡 小国盆地の東縁、荒川流域の田沢川西岸の河岸段丘上に立地する小国町湯ノ花遺跡（第 20

図）では、ナイフ形石器と尖頭器とともに、荒屋型彫刻刀形石器を組成しない細石刃石器群がまとまって出土し

ている。この遺跡で採集・出土している細石刃核には楔形、ホロカ型、剥片の木口を作業面にしたものがあり、

そのうち黒耀石製の楔形・ホロカ型細石刃核には、打面に擦痕をもつ。この遺跡は、石材が入手できる場所から

離れた位置にあり、ナイフ形石器・尖頭器石器群も同様に、遺跡内で石器製作が行われた痕跡はわずかである。

石材は珪質頁岩、頁岩、黒耀石、玉髄がある。なお、ここでは礫群と炉址が確認されている。

iii 福島県

浜通り地方： 3遺跡夏井川流域の好間川南岸に立地するいわき市屋敷前遺跡（第32図）では、頁岩製の荒屋型

彫刻刀形石器2点が出土している。また、真野川と上真野川との合流点から南に約 1.4km離れた鹿島町真野土城

跡（第31図）では、頁岩製のファーストスポール1点が採集されている。

阿武隈川流域： 3遺跡阿武隈川の上流域東岸の石川町薬師堂遺跡（第36図）では、切出形ナイフ形石器ととも

に頁岩製のホロカ型細石刃核（報文中では円錐形の細石刃核：柳田 1992)の細石刃石器群が発掘調査により出土。

中流域南岸の福島市学壇遺跡群（第 34・35図）ではナイフ形石器、有樋尖頭器、尖頭器、局部磨製石斧など

とともに細石刃、楔形細石刃核、スポールを利用した細石刃核、荒屋型彫刻刀形石器、角二山型スクレイバーを

もつ削片系細石刃石器群が発掘調査で出土している。石器集中ブロックはV区とVI区で 62ヵ所検出され、とく

にVI区23号ブロックでは細石刃とスポールがまとまって出士している。石材はほとんどが珪質頁岩である。

中通り地方南端に位置する一里段A遺跡（第33図）では、珪質頁岩製の楔形細石刃核 1点が出土している。

猪苗代湖周辺・阿賀川流域： 6遺跡猪苗代湖西岸の大野原段丘に立地する、会津若松市笹山原遺跡群 <No.8・

12・16・27)に集中する。とくに笹山原No.27遺跡儒41図）では、非在地産の珪質頁岩製と在地産の白色凝

灰質頁岩製の細石刃、剥片の木口を作業面にした細石刃核、楔形細石刃核プランク、スポール、荒屋型彫刻刀形

石器、角二山型スクレイパーなどが大量に採集されている。荒屋型彫刻刀形石器の総数は、 100点を越えている。

ただし、遺跡は以前のほ場整備により破壊されたことが、2002年の発掘調査で確認されている（浅川・高原2002)。

頁岩製のホロカ型細石刃核、荒屋型彫刻刀形石器などが採集された小石ヶ浜遺跡（第・37図）は、笹山原 No.27

- 74-



の付近と考えられる。また、赤井川の笹山原No.12付近の川底からは、頁岩製のホロカ型細石刃核が採集されて

いる。ほ場整備は、笹山原No.27から No.12付近まで及んでいるものとみられる。

笹山原No.8北地点儒38図）では、細石刃が採集されている。笹山原No.12(第40図）では発掘調査によ

り、上層の浅間板鼻黄色軽石層 <As-YP:約 13000~14000年前）に相当する層位から、頁岩製の細石刃、楔

形細石刃核？、エンドスクレイパーなどが出土している。會田容弘によれば、笹山原No.16の2003年度の発掘

調査でファーストスポールが出土しているという。

会津盆地西縁の北端、阿賀川南岸の会津坂下町鍛冶山遺跡 (ffi39図）では、 2号墳の墳丘盛土から珪質頁岩製

の荒屋型彫刻刀形石器1点が出土している。

3 細石刃技法と石材

湧別技法とホロカ技法 東北地方南部の細石刃技術は、湧別技法とホロカ技法の2つの技法が基盤となる。その

主要な石材は珪質頁岩であり、これについで黒耀石とわずかに玉髄がみられる。珪質頁岩の原産地から離れた場

所に位置する名生館、真野土城、学檀などでも、固執して珪質頁岩が用いられている。

角二山の湧別技法の接合資料には、大型の盤状剥片を素材とし、細石刃核の下縁のみ両面加工を施して、未加

工部分に打面を作り出しているものがある。笹山原No.27の楔形細石刃核プランクにも完全に両面加工されてい

ないものがみられる。学壇の楔形細石刃核プランクは入念に整形されたものではなく、またスポールを細石刃核

に利用したものがある。当該地域の湧別技法には、技術的に柔軟なものであったことが考えられる。

越中山Sでは、ホロカ技法の良好な接合資料が得られている。越中山Sの細石刃石器群は、当初、新潟県川口

町荒屋遺跡との類似性から「荒屋技法」との関連性が指摘されてきた（上野・加藤 1973)。しかし、その見解は

石井浩幸により、ホロカ技法をもつ細石刃石器群であると修正されている（石井1986)。

東北地方南部の湧別技法は、細石刃剥離の過程で頻繁に側面調整を施していることが多い 0Jo藤 1991)。その

ため、笹山原No.12の細石刃核のように楔形かホロカ型か判断に迷うものが少なからず存仕する。それは、細石

刃核の打面が側面調整に大きく切られることから、打面作出がスポールの剥離によるのか素材剥片の主要剥離面

なのかよく判らず、細石刃核型式の決定は、残核形態からの判断だけでは危険をともなうだろう。

黒曜石と繍石刃技術越中山E、角二山、湯ノ花では黒耀石製の細石刃核がある。湯ノ花の楔形・ホロカ型細石

刃核と越中山Eのホロカ型細石刃核には、打面に擦痕がみられる。当該地域では、打面に擦痕が施されることが

白滝型細石刃核に限定されることはなく、細石刃技術そのものと黒耀石との間に密接な関わりがあったのかもし

れない傭嘩 1991)。會田によれば、湯ノ花の黒耀石製細石刃の打面を顕微鏡観察した際に、擦痕が認められる

という。なお、新潟県朝日村樽口遺跡の報告では、湯ノ花採集の黒耀石製石器の産地同定が行われ、秋田県男鹿

産との結果が得られている償困~・東村 1996) 。

その他の技法 このほか、稜柱形細石刃核、剥片の木口を作業面にした細石刃核がわずかにみられる。これらは、

湧別・ホロカ技法をもつ細石刃石器群に混じって出土していることがほとんどである。角二山では、稜柱形細石

刃核に珪質頁岩と黒耀石が用いられている。笹山原No.27では、剥片の木口を利用した細石刃核が多い。

細石刃石器群の技術構造角二山と越中山Sの母岩別分析・接合資料では、細石刃以外のトゥール生産に関わる

細石刃石器群の技術構造（山田 1986)が解明されている。角二山では細石刃核が準備される過程で剥離された剥

片や、スポールがトゥールの素材として供給されている（宇野・上野1975、剣持 1979、桜井 1992)。学壇でも

調整剥片とそれを素材にした角二山型スクレイパーが接合し、これらと同一母岩のスポールがあることから角二

山と同じ技術構造が伺われる（西村ほか 1995)。ホロカ型細石刃核の接合資料が得られた越中山Sでも、一つの

母岩が消費される過程でトゥー）ぽ助ゞ生産されたことが明らかになっている（石井 1986)。

当該地域の細石刃文化の技術構造は、細石刃技術の中に取り込まれていることが多い（橋本 1993)。しかし、

必ずしもすべてがそうであるとは限らず、角二山で屯圃石刃技術以外口紺長剥片剥離技術が存在し、湯ノ花でも

北海道の細石刃石器群や、青森県蟹田町大平山元II遺跡、新潟県下田町中土遺跡などと同様に石刃技術がある。
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笹山原No.27遺跡の採集資料 これまで、在地産の多種類石材を用いた湧別技法石器群は確認されてこなかった

（山田 1999)が、笹山原No.27の発見により覆されることになる。笹山原No.27で採集された資料からは、少

量の非在地産と見られる珪質頁岩製の細石刃石器群とともに、大量の在地産と考えられる白色凝灰質頁岩製の細

石刃石器群が確認されている（會田2001、浅川・高原2002)。珪質頁岩製の石器は小型で精巧に作られているの

に対して、白色凝灰質頁岩製の石器は大型で粗雑である。剥離コントロールの難しい白色凝灰質頁岩の材質によ

るものかもしれないが、いずれにしても在地と非在地の石材に違いがみて取れる。ただし、採集資料からの見解

であるため、両者の関係はどういったものであるのかは、不明である。なお、在地の石材を利用した楔形細石刃

核は、その大半がスポールを剥離した段階で終わっている。

4 組成の特徴

東北地方南部の細石刃石器群は、基本的な石器組成として荒屋型彫刻刀形石器、角二山型スクレイパーと、サ

イドスクレイパー、尖頭状スクレイパー、石錐などがある。ただし湯ノ花、月山沢では、荒屋型彫刻刀形石器と

角二山型スクレイパーがない。細石刃核や荒屋型彫刻刀形石器は単独で出土することが多いが、角二山型スクレ

イパーは単独でみつかることは少ない。細石刃石器群が礫器、局部磨製石斧、有舌尖頭器、土器と共伴した例は、

いまのところない。

角二山と湯ノ花のスポールは、彫刻刀形石器などのトゥール素材であり、擦痕をもつものもある。とくに湯ノ

花のものは、スポールの腹面に擦痕がある。そのため、スポールは細石刃剥離の副産物ではなく、 トゥールの素

材に用いられ（桜井 1992)、スポー）只そのものが何らかの作業に使用されたのであろう。

越中山 S'、月山沢、学壇では尖頭器が細石刃石器群とともに出土し、また越中山 D・E、山屋B、湯ノ花、笹

山原 No.27では、尖頭器が採集されている。さらに湯ノ花、学壇では石刃素材のナイフ形石器、彫刻刀形石器、

エンドスクレイパーなどとともに出土している。

5 編年

東北地方の細石刃文化期編年は、当該地域が層位的に恵まれない地域であるために、北海道の細石刃技術伝統

と東北地方のそれとを対比することによって位置づけようとした（上野・加藤1973、矢島1979)。加藤稔は、東

北地方の細石刃核の型式分類をして、北海道の細石刃核諸型式との対比を行い、東北地方の細石刃文化期編年を

提示している (1]1]藤 1990• 1991)。その中で加藤は、峠下技法に対比するものと考えている「類峠下技法」を見

出し、東北地方の細石刃文化は湧別技法の波及以前に展開し、杉久保型ナイフ形石器をもつ集団と融合した、と

考えている。したがって、東北地方の湧別技法の前半段階にいたっても、依然としてナイフ形石器、神山型彫刻

刀形石器がともなうものとみている。また、石井浩幸は、その初期に新潟県関川村荒川台遺跡にあるような稜柱

形細石刃核にナイフ形石器を組成するものとし、その後、角二山から越中山Sへと変化していくものと考えてい

る。また、後半段階では月山沢、越中山 S'、高瀬山 L(第 16図）のように、石器組成に占める尖頭器の割合が

高いものとみている（石井 1993)。しかし、北海道の細石刃編年と対比する意識が強く、ー型式内での変異を一

つの型式として認めてしまうきらいがあると思われる。また、型式設定された資料の多くが、採集品であること

にも考慮しなくてはならない。さらに、「類峠下技法」とされる石核が出土した福島県東村谷地前 C遺跡は、ナ

イフ形石器文化期後半段階に位置づける意見がある（柳田 1992)。

上述した通り、東北地方の細石刃技術は湧別技法とホロカ技法を基調としており、おおむね北海道からの波及

が考えられる。しかし、少なくとも峠下・蘭越・オショロッコ・広郷技法の波及はないものと考える。そのため、

当該地域での細石刃文化の波及は湧別技法出現以降の、ごく短期間に限定されるものだろう（橋本1993)。

いずれにしろ石器群の出土層位、テフラ層序との関係、石器群の直接的な上下関係が明らかになってこそ、編

年研究が成り立つものと考える（山田 1999)。細石刃文化の編年についても、例外ではない。現段階でテフラ層

序との関係が明らかものは角二山、名生館でH-0(町田ほか 1984)の下位からと、笹山原 No.12でふ;-yp 
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（町田ほか 1984)相当から出土している。したがって、東北地方南部の細石刃文化は、少なくとも約 10000~

14000年前のあいだに展開したものと推測する。

6 様相

当該地域の細石刃文化は湧別・ホロカ技法を技術基盤とし、これに荒屋型彫刻刀形石器、角二山型スクレイパ

ー、サイドスクレイパー、尖頭状スクレイパー、石錐などを組成する。ただし、湯ノ花、月山沢では荒屋型彫刻

刀形石器、角二山型スクレイパーがみられない。稜柱形細石刃核と剥片の木口を作業面にした細石刃核は、いま

のところ削片系・ホロカ技法をもつ細石刃石器群とともに出土することが多く、関東以西にあるような、矢出川

技法を主体とした細石刃石器群はない。珪質頁岩以外の在地の石材を用いた削片系細石刃石器群は、笹山原No.27

のみである。また、湯ノ花、越中山Eでは、白滝型または擦痕をもつホロカ型細石刃核がある。湯ノ花の北方約

15kmに位置する樽口では、白滝型細石刃核をもつ細石刃石器群がまとまって検出されている。また、両遺跡で

は、男鹿産の黒耀石が使われていることからも、石材流通や技術的な交流があったものと想定される頃粁斗・東

村 1996)。ただし、これらの石器群の関係については、層位的な裏づけがないため、時期差、集団差、場の性格

の違いなのかは不明である。細石刃文化の前段階や後続する段階についても、不明であるといわざるを得ない。

湯ノ花では、細石刃石器群とナイフ形石器石器群が平面分布の上で分かれており、両石器群で共有した母岩も

みられない。しかし、垂直分布では両者はほぼ同一のレベルから出土している。したがって、両者の共伴関係に

ついては不明であり、同じことは学壇でもいえる。

当該地域の細石刃文化の遺構は3例のみで、湯ノ花の調査以降、検出例はない。越中山Sでは、プロックのそ

ばに礫群が検出され、その周辺からは多数のエンドスクレイパーが出土している。角二山では、台石とともに4m

~6mの範囲に分布する礫群が検出され、その周辺からは大量の細石刃が出土している。石器の平面分布からは、

2つの機能が推定されている。湯ノ花の礫群は、 1X3rnの範囲に分布し、大半が焼けており、焼土や炭化物も検

出されていることから、炉址と推定されている。

7 研究の課題

東北地方南部地域の細石刃文化研究は、停滞しているといわれて久しい。 1993年のシンポジウム以降（石井

1993)、10年が経過しているが、名生館、笹山原No.12、一里段Aなどでの検出、笹山原No.27での採集以外

の成果はあまりない。それゆえに当該地域の細石刃文化の編年、遺跡・遺跡群構造、石材、環境、生業などに対

する研究は、依然として進んでいないのが現状であろう。細石刃石器群の技術全体が復元されたものは少ないた

め、東北地方の細石刃石器群の技術復元も、今後の課題として残る（石井1986)。当該地域はいまだ資料蓄積の

段階にあるといっても過言ではない。

そのような中にあって、笹山原No.27での採集には目を見張るものがある。遺跡自体は破壊されているが、今

後猪苗代湖周辺で同じような遺跡が発見され、発掘調査により在地、非在地の石材を用いた細石刃石器群の関係

が明らかになることを期待する。

太平洋側、とくに宮城県での検出例は少ない。笹山原No.27のような在地の石材に適応した石器群の存在が予

想される一方で、いまの現状が当該地域の細石刃文化の本来的な姿なのかもしれない。

（謝辞） 今回、本稿の執筆にあたり、資料見学、情報提供、意見交換などで多くの方々から、ご援助とご教示

をいただきました。末筆でありますが、記して謝意を呈します。また、東北地方南部地域の細石刃文化について、

取りまとめる機会を与えていただきました諏訪間順・堤 隆両氏に、厚く御礼を申し上げます。

會田容弘•石井浩幸・大川貴弘・鹿又喜隆・川崎利夫・黒坂雅人・小林貴宏・酒井英一•佐川正敏・渋谷孝雄・

鈴木雅・須田良平・高原要輔・武田純子・藤原妃敏・三浦実・水戸部秀樹・山田晃弘・大石田町立歴史民俗

資料館・致道博物館・東北歴史博物館・福島県立博物館・山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館（敬称略）

-77-



引用・参考文献ほ数の都合上、すべてを揚げていない）

細認 2001「福麟会醗松嘩山原No.16鵬『第15回東北日本の旧石器文化を語る舒躙、 pp.144~149。

疇司・収詔根IJ 2002「笹山原No.12遺跡」『笹上原遺跡群発掘凋査報告書』 3、pp.69~109。

刃 1999「名生錮郎亦」『名生館遺跡・下草古城本丸跡ほか』宮城具文化財調査報告書181集 pp.l~缶。

石井浩幸 1986「越中山遺跡群における細石器文化⑬彩知『由勾考古学』 20、pp.33~50。

石井浩幸 1987「細石器文化の技術基盤と展開」『山大史学』 6、pp.14~38。

石井浩幸 1991a「越中血齢輝羊における細石器文化⑬彩輝」『山形考古』 4-4、pp.31~47。

石井浩幸 1992b「山形県寒河江市金谷原遺跡の細石刃石器群」『古代文化n43-12、pp.34~40。

石翔佳芦 1993「東北地方轍即湘応刃文化」湘応刃文化研究の新たなる展開I一列島諸地域における細石刃文化の様相ー』pp.322

~353。

上•力嘩稔 1973 「東i頃坊と細石苅輝とその1頃道との閲塑について」『1頃道考古学』 9、 pp.25~50。

宇野修平 1987「寒河江川流域の先土器文化」翔林寸山の歴史と文化』、 pp.74~98。

宇•上野秀一 1975「角二山遺跡」『日本の旧石器文化』 2、pp.96~111、雄山閣

柏倉亮吉 1964『山形県の無土器文化』山形県文化財調査報告書14。

加藤稔 1969「旧石器峙代」『山形県史資料編』 11・考古資料、 pp.16~37。

加藤稔 1975 「越中山遺跡」『日本の旧石器文化』 2、 pp.112~137、雄山~

加藤稔 1982「コメント 山形の細石刃核について」湘§中山かわら版』 6、pp.24~34。

加藤稔 1989「東北日本の細石刃核ー「湧別技法＝角二山型」以前の諸型式について一」『伊東信雄先生追悼記頷倫文集』、 pp.25

~49。

カ嘩稔 1992陳北日本の旧石器文化l、雄山閣考古学選書35、雄山閣，

加藤稔 1991「東北日本の細石刃文化の展開」『山形県立博物館研究報告』 12、pp.13~邸。

加藤稔•石井浩幸 1993 「越中山遺跡S'地切開査予報」『山形考古』 5-1、 pp.12~21。

加藤稔ほか 1982「最上川・荒川流域の細石刃文化」『最上川』山形県総合学術調査報告書、 pp.768~819。

剣持みどり 1979「角二直叫サ拍器群の構造『山形考古』 3-2、pp.9~26。

酒井忠ー・加藤稔 1973嗚中山遺跡の研究序説l。

紐 1992「細位J七器郡螂櫛昏山醗角コ通鰤畑析ー」『加藤稔胞譴鵬埠論文尉、 pp.441~462。

佐 fr1976頃館町史、 pp.195。

高•浅川文雄 2002 「福島県会津若松市笹山原No.27 遺跡」『第 16 回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集l 、 pp.93~96。

東北歴史資料館編 1981『旧石器時代の東北』。

東北歴史資料館編 1985『江合川流域の旧石器一宮城尉工合川流域旧石器峙代遺跡分布調査報告書ー』東北歴史資料館資料集14。

西村博之ほか 1995『学幽齢輝羊ー南福島ニュータウソ郵阪文化財発掘眺釦報告ー』福島市埋蔵文化財報告書第67集。

碑 1993疇・日雄妬器文イ暉噂状と鵬園『剋息 24、pp.1~22。

醐妃敏 1985「日本の旧石器ー第9回ー ー東北 (3)-」『考古学ジャーナル』 259、pp.28~31。

鰯輝 1987「鍛湘且廿土の彫刻刀形石器」『鍛油1J2号墳l会津坂頂攻化財調査報告第12集、 pp.31。

藤 1999『福島県の旧石器時代遺跡』福島県立博物館調査報告書第34集。

宮城縣墳寧躙窟形硼編 1983『名併薗譜m』多負噴贋漣罷粥嶺醐査報告書第8冊、 pp.49。

矢 1979「東北地方の細石器文化」暉妊没学』 47、pp.51~茄。

柳田俊雄 1992f"j!iiJ武隈川流域における旧石器明tの石器群とその出土層位について」『加藤稔先缶覇顧埠論文如、pp.129~156。

山田晃弘 1999「東北地方」吃濫文化研究n7、pp.11~20.

渡部光一ほか 1978「会津若松市小石ヶ浜遺跡の石器」『福島考古』 19、pp.15~20。

藁科哲男・東村武信 1996「第12節石材産地分析を行った旧石器明切荘i器について」 『奥三面ダム関醇齢柄講醐査報告書W尊

口遺跡』、 pp.186~188。

- 78-



， 

゜ 60 ＇ 'I"""' 
' 

大穴山
16 上野山（遺跡群） 31 所郎

名生館
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八森
19 月山沢

34 真野土域

山屋B
20 お仲問林

35 本町

月絹
21 朴木清水

36 屋敷前

7 杉ヶ沢A(高坂）
22 稲沢山

37 学壇（遺跡群）

越中山 D地点
23 西覚寺・米沢

38 薬師堂

越中山 E馳点
24 金谷原

39 一里段A

10 越中山 K地点
25 高瀬山L

40 小石ヶ浜

II 越中山 11l11点 26 高瀬山1期
41 笹山原No.8 北珀点

12 越中山 0地点 21 角二山 42 笹山原No.12 

13 越中山 Q埠点 28 奥土入 43 笹山諏No.16 

＂ 
越中山 S嬌点 29 東根域 “ 笹山原No.27

15 越中山 s・ 地点 30 滝 45 鍛冶山

図 東北地方南部の細石刃文化遺跡の分布
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CT1 . . 
高瀬山遺跡1期地区第1区 ~ 

第16図 高瀬山L遺跡・ 1期地区第1区（石井1985、齊藤・水戸部2002)
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第31図真野土城跡（松本1986)
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表 東北地方南部の細石刃文化遺跡一覧表

！ 

I 
絹 成 ！ I I I I I 

NO. i 遣跡名 l守 細核石l，削器 掻器＇彫醤鍾 斧打製石1製局石部斧磨ナイフ 尖頭器 有頭器舌尖I：石鏃 • ！削片 醤土 I1総計 I i遺構 充掘 1I 饂高 地域 i年代 ！文献懇石器

1大穴山 11 I ！ i I 11 I 170迫)II流域 I 佐編藤纂fil委fi且l976、花山村市史
会1918

2I 名生館 I , 1 I 1 I ＇ I ！ 
i i I, ' I 6 有＇ 1•3~45 江合/II流域 H--01' 宮城凩多天賀野顛域跡Ill虞査研究所

＇ I 1983、 1999I 

3宮山坂F 8 11 2 I 14 83月光/II流城 (.ft海山隋麓） 佐薩禎宏1982

4八森 I I I 42~38 荒瀬/II流域 lI 佐藤禎宏・大/II貴弘2003

5山屋B I 0 ! 0 

゜
11 多数 135戸前/II流域（新庄盆地） 1加薩稔1964

6月楯

＇ I 
I 21s,1、111/11流減（最上盆地） 柏含亮吉1964

7杉ヶ沢A(高坂） I ! 3 5 

゜
S8 JOO赤/llilll域（庄内平野南郁丘陵）

柏倉亮吉1964.小野一彦
1979 

8越中山 D地点 2 2 I I 0 I ？ 105赤/II流域
加藤稔ほか198!、石井浩
幸1991

9越中山 E地点 2 I 2 2 I I 多数 有 25赤JII流域 加薩稔ほか198!

10越中山 K地点 I I 有 130赤)II流域 石井浩幸1991a

II越中山 Ill!!点 21 I I S 3 多数 135赤!II流減 1石井浩幸1986

12越中山 0地点 3 I 

゜
I 多数 llS赤）II流域 酒井井忠浩一・加蘊 稔1973.

石幸1986

13越中山 0地点 I 多数 有 129赤/II流域 石井浩幸1986

14越中山 S地点 79 5 10 17 4 2 2 多数 圃群l 有 130赤川流域 I"'加-汗藤・・工・・稔ーほ・皿か.. 1982 .. 、石』,.井.浩、

15越中山 s・ 地点 s 4 3 I I I s 170 有 129.5 赤,,,流域 加藤稔•石井浩幸1993

16上野山（遺跡群） I 

゜ ゜
多数 70~120 赤川流域 石井洛幸1991a

17弓歪平公園内

＇ 
多数 ？寒河iI/11流蟻 山形l11教背委貝会1993

18弓張平L I 多数 有 560寒河江川流域 加蘊稔ほか198!

19月山沢 I 9 I 10 I 多数 有 9~315 寒河江川流域 山井浩形凩幸教百委員会1980、石
200% 

20お仲間林 I I I 2 I 多数 有 !84寒河lIJII流減 加藤稔199!

21朴木清水 I I 130寒河江川流域 宇野修平1987

22稲沢山

＇ 2 340寒河江川流域 上野秀一・加藤稔1973

23西覚寺・米沢

＇ I 2 160寒河江川流絨 加蘊稔ほか)98%

Z4金谷犀 0 4 0 0 

゜ ゜
， 117最.l:)llilll誠 石井浩幸1991b

25高瀬山L I I I I 3 2000以上 有 100騒上/II流域 石井浩幸1985

26高瀬山1期 I 多数 有 110騒上/II流減 齊藤主税・水戸椰秀樹lOOl

21角二山 1212 9 6 32 29 2 I I 31 5763 ●群I 有 77.5 最上川流誡（尾花沢盆鑓 H-0下 宇銅ほ野持か修み19平どり・桜上19野井79秀美、加枝一藤19719952稔. 
8!, 枝

!8臭土入

＇ I 180最上/II流減 字野修平1967

29東根城 I I 有 125最上川流域

30穐 I I 1001 最上川流域 柏倉亮吉1964

31所部

゜ ゜
I 多数 2901 立谷川流域 山口博之1991

32小松野 I 

＇ 
190最上）II流減 柏倉亮吉1964

33潟ノ花 30 I 2 10 12 ! 2 8 多数 纏群I.! 有 160荒/II流減 加上-藤野19秀82稔一ほ・加か藤1982稔,門197脇3蔚

“真野土城 I I 20浜通り 松本茂1986

35本町 I I I 有 21浜通り 宮198岡7町史市史編纂委員会

36屋敷前 2 2 有 35浜通り いわき市教存委員会1988.
同1999

37学壇（遺跡群） 0 0 0 0 0 0 

゜゚ ゜゚ ゜゚
10436 有 0~190 阿武隈/II流域 西村博之ほか1995

38薬傾堂 2 2 0 

゜ ゜
2 

゜ ゜
156 有 0~215 阿武際川流減 松本茂ほか1982

39一里段A I I 有 381阿武111/11擁誡 石本弘ほかZOO!

40小石ヶ浜 ! I I 3 ， 9猪苗代爛 渡部光一ほか1978

41笹山犀No.8 l % 3 520猪酋代潤 羅原妃敏1999

42笹山原No.12 4 I 3 I I II 有 525猪苗代湖 As-YP相 阿部 司・小島克則!000

43笹山原No.I& I I 530猪苗代湖

44笹山原No.21 0 0 0 0 

゜ ゜゚ ゜
多数 530猪苗代湖 會浅川田容文弘纏22000021、高且要111・

45鍛冶山 I I 有 230阿賀/lliill減 古)II利惹•藤原妃敏ほか
1987 
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中部地方北部地域の細石刃文化

立木宏明

1 研究の経過

中部地方北半の細石刃文化の研究経過について、年代ごとに遺跡の発見史を中心に記載する。

1950~1960年代

中部地方北半の細石刃文化について、初めて報告がなされたのは1953年、芹沢長介氏・麻生 優氏による野尻湖

畔樅ヶ崎遺跡出土の「船底形石器」として記載（芹沢・麻生1953)された細石刃石核⑥跳鳥 1976、菅沼・野尻湖

人類考古グ）レープ1994)および駒井和愛氏が報告した新潟県上越市五智海岸周辺出土遺跡出土の黒曜石製細石刃石

核圏井1953・1954)である注I)。芹沢・麻生両氏による論考ではヨーロッパの例を引いて「corescraper」の一種

とし、 1951年に相沢忠洋氏によって発掘された枡形遺跡rn (相沢1956)の石器との類似を指摘して「この特色ある

石器は無土器文化のある時期のtypetoolとして考えられるようになるかもしれない」と結んでいる。この指摘が芹

沢氏らによる以降の細石刃遺跡探求の端緒の一つとなったと考えられる。

また、駒井氏はこの石器の発見と氏が蒙古高原で採集した石核と似たチャート製の石核が桐生の近くから発見さ

れた注3)のをあわせ、 「我が国にも欧亜に弘布している細石器文化があったことが証明されるに至った」と述べてい

る圏井 1954)。駒井氏が戦前の蒙古高原での成果を基に「細石器文化」の追求を戦後に国内でも行っていたこ

とを示す重要な報告である。

また、 1954年春には戦前、神田五六氏により採集された信濃川流域の飯山市安田神社遺跡の黒曜石製細石刃石核

が芹沢・麻生両氏により注意され（麻生・戸沢・ 1956)、1955年夏には飯山市オリハンザ遺跡の細石刃が樋口昇ー・

麻生両氏によって確認されている（麻生・戸沢1956)。1957年には中川成夫・芹沢長介両氏を中心とした新潟県中

魚沼郡地域（妻有郷）の考古学的調査によって十日町市愛宕山遺跡の船底形石器が報告されている（中川・芹沢他l

958、菅沼2003)。このように単品資料を中心に資料の蓄積がはかられた。

1957年 8 月には星野芳郎•井口通泰両氏によって荒屋遺跡が発見され（星野•井口1968) 、 1958年に芹沢長介氏

を中心として荒駆遺跡の第1次調査が実施されている（芹沢 1959)。荒屋遺跡の発見により矢出川遺跡と異なる

細石刃石核の形態と荒屋型彫器の有無などが確認された。 1950年代までの経緯を見ていくと芹沢氏らによる細石刃

遺跡の探求は千曲川上流域の矢出川遺跡炉f沢1964、芹沢・柳沢1982)から始まり、野尻湖近辺を経由し千曲川・

信濃川を下る形での流域研究も意図されたようである。

1962年には荒屋遺跡と同様の石器群を探求していた長岡市立科学博物館の中村孝三郎氏により、下田村中土遺跡

が発見され、 1964年8月に調査された（中村1965a、新潟石器研究会1996)。＜しくも1964年4月には滝沢浩氏に

より「本州における細石刃文化の再検討」と題された論文中（滝沢1964)に荒屋遺跡を検討する中で触れ「荒屋遺

跡は、本州において、孤立した遺跡であることを再認識したい。」と述べられた直後である。 1963年には野尻湖底

総合調査第二次の際に杉久保c遺跡が調査され細石刃が1点出土し、既出資料として荒屋型彫器3点、掻器1点な

どが出土している⑤鴻1976)。1968年には荒屋遺跡から魚野川の直線距離で約6.5km上流で荒屋遺跡の発見者であ

る星野芳郎•井口通泰両氏により堀之内町月岡遺跡が発見され114) 、同年、中村孝三郎氏により発掘調査が行われた

（中村・小林1975)。それと前後して中村氏による細石刃遺跡を目的とした調査が、 1963年には六日町上ノ台遺跡

（佐藤他1989、小熊編1998)、1969年に下田村藤平遺跡（中村他1972)、1971年に三島町千石原遺跡（中村他1973)

で行われている注5) 0 

1968年には荒屋遺跡出土石器をもとに大塚和義氏が「荒屋技法」が提唱したは：塚1968)。その後、大塚氏の提
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唱をめぐって多くの議論が行われており、技法研究のケーススタデイーとして重要な論文となった 0k塚1997他）。

1970年代初頭までに調査された遺跡の中でも荒屋遺跡と中土遺跡は細石核の型式学的な変遷の標準遺跡とされ、

多くの論考に記載されている（麻生1965、中村1965b他）。

1970~1980年代初頭

この年代においては発掘調査例は少ないが当地域で継続的な分布調査の成果やそれらをもとにした論考が発表さ

れているに条商業高校社会科クラプ考古班 1971・1980、三条ジュニア考古学クラプ 1973、中村1978、佐藤 I 

981、中島1982)。1981年に発表された佐藤雅ー氏の論考では五十嵐川流域の旧石器編年を関東地方との石器群編年

との対比で行っており、地域流域編年をいち早く行った事例で注目される（佐藤1981)。1976年には小矢部市日の

宮遺跡から単独出土ながら細石刃石核が1点出土している（上野他1978、山本1992)。全国的な視野にたった研究

としては小林達雄氏による「システム論」による研究成果が公表されている（小林1970)。

1979年には織笠昭氏により中部地方北部の細石器文化の様相比較が荒屋・月岡・中土遺跡の3遺跡の細石核型式

と石器組成および石器制作技術の観点から詳細に述べられている。この報告の中では未報告であった荒屋遺跡の1

次調査資料の一部（扁平石核等）が精密な実測図として公表されたことが特筆される。

1979年以降に森嶋稔氏が発表した3本の論文では、細石刃石核の型式の地域差と生態環境の関わりに触れ、中

部高地では「矢出川型」の細石刃石核が「中部高地の南部の高原地帯に分布する一群」と、楔形細石刃石核が「北

部の河川地帯に分布する一群」とに明瞭に分けられるとした⑧鶉1979、1985a・b)。

1980年代

1980年代に入り発掘調査例が徐々に増加する。 I982・1985年に野尻湖発掘調査団が陸上発掘調査の一環として向

新田遺跡の調査を行い、良好な細石刃石器群を検出している（野尻湖人類考古グ）レープ1987)。

1984年には特異な細石刃石核が出土する関川村荒川台遺跡が発見され（阿部・高橋1986)、その後1986年から継

続調査が実施された（阿部1992b他）。その調査成果から豊富な接合資料等をもとに「荒川台技法」が提唱されて

いる（阿部1993b)。また、神山型彫器と基部調整のナイフ形石器を特徴とする石刃石器との伴出関係などに注目

が集まった。

1987~1989年にかけては湯沢町大刈野遺跡が調査され（佐藤1989、佐藤他1988・1991)、細石刃、細石刃石核、

大形の尖頭器、無文土器などが出土している。この調査では、地質学者との連携で広域火山灰と出土層位との関係

をあきらかにした点が特筆される。前述の野尻湖の調査とともに、このころから旧石器時代の調査には火山灰分析

を行うことが常態化している。 1987年には見附市田井A遺跡の確認調査が行われ少量ながら黒曜石製の円錐形細石

刃石核と細石刃が出士した（田中他1097)。同年には綿貫俊一・堤 隆氏により荒屋遺跡採集資料が公表された（綿

貫・堤1987)。この報文の中で荒屋型彫器の型式学的な属性に関して、彫刀面に直行した剥離を「フラットグレイ

バー状剥離」と命名し見いだした点が注目される。また、この時点では荒屋遺跡出土遺物は採集品を含め膨大な量

の存在が知られていたが主6)、発掘資料を含めて公表された実測図が少なく検討が難しい状況にあった。荒屋遺跡の

採集資料の公表も中村孝三郎氏により発見者の星野芳郎氏採集石器の紹介（中村1961・1966・1978)、前述の大塚

氏による紹介があったが非常に少なかった。この論考の後に採集品の発表が積極的に行われるようになった。現在

では荒屋遺跡採集資料の報告は中村・大塚氏報告以外に管見では10件以上（西井1975、立木1988、富樫1990、美安l
995、竹岡1996、立木他1996、山本1998、加藤1998、菅沼1999、徳澤1999、山本2002、笠井・阿部2003、長沼•佐野2
003)あり、今後も積極的な公表が望まれる。 1988・1989年には、荒屋遺跡2・3次調査が行われた併択他1990)。

1次調査の調査者であるの芹沢長介氏を中心とするもので、調査区も 1次調査の継続として行われた。調査では多

くの遺構と多数の石器の出土が目を引いた。中でも概報の中で示された細石刃石核と荒屋型彫器の接合例は、長年

交わされた荒屋遺跡での彫器など剥片石器の素材に係わる議論の重要な手がかりとなった。

1987年には橋本勝雄氏は東日本の細石刃文化について研究動向を述べる中で当地域について触れている。北方系

の細石刃石器群は新潟県では8遺跡、富山県1遺跡があげられている。

1988年には水原町大平遺跡の発掘調査が実施された。出土資料は少量ながら採集資料もあわせると削片系細石刃
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石核と細石刃、掻器・削器が出土している（小野1989、小野他1991)。一部、彫器等が含まれるがその後の採集品

などから杉久保型ナイフ形石器、神山型彫器などが追加（菅沼2000)されており、複数の石器群が存在するようで

ある。

1989年には堀之内町月岡遺跡の確認調査が実施され、石器集中地点が1か所確認された（鈴木・田海1990)。し

かし、中村氏が1968年に発掘した地点は明瞭には確認できなかった。

1990年代-2003年10月現在

1990年には信濃町上ノ原遺跡が調査された（中村1992)。荒屋遺跡についで当域では2例目となる細石刃文化期

直構が確認された。あわせて稜柱形の細石刃石核が多量に出士し、尖頭器と局部磨製石斧が出土している。同年

には飯山市千苅遺跡出土石器が再報告され、既報告の2点の細石刃石核に加え、細石刃石核母型が2点追加された

（中島1990)。

1991年には加藤稔氏により東北日本の細石刃文化についての氏の集大成的な論文が公表され、中部地方北部の遺

跡についても言及されている⑳藤1991)。同年、中里村干溝遺跡から細石刃石核が1点単独出土している（佐藤

他1994)。1993年には『シンポジウム細石刃文化研究の新たなる展開』誌上で高橋春栄・沢田敦・立木宏明・

菅沼 亘・吉井雅勇氏による中部北半・北陸地方の細石刃文化の集成が行われた（高橋他1993)。その時点で集成

されたのは33遺跡である。同書には菅沼亘氏による編年案が示されている。同年、吉井雅勇氏による「中部日本の

細石刃文化」の論考があり（吉井1993)、細石刃石核型式と石材の関係や石器組成などから北方系細石刃石器群の

在地化の過程を検討しているc

1993~1995年には新潟県朝日村樽口遺跡が調査され、いわゆる白滝型の細石刃石核を持つ石器群とホロカ型の細

石刃石核を持つ石器群が出土した（立木他1996)。1994年には菅沼亘氏等により野尻湖周辺の細石刃石器群が樅ヶ

崎遺跡等の再実測図とともに発表された（菅沼・野尻湖人類考古グ）レ—プ）。 1995年には白石典之氏によって中部・

関東地方の細石刃石器群の検討が行われている（白石1995)。

1996年に津南町小坂平遺跡の細石刃石核が1点単独出土している（佐藤他1999)。同年には新潟石器研究会にお

いて中土遺跡出土遺物の再検討が行われ、再図化がなされるとともに母岩別分類と分布状況の検討からナイフ形石

器群と細石刃石器群との分離が行われた噺潟石器研究会1996)。同年、津南町正面中島遺跡が調査された、削片

系の細石刃石器群で荒屋型彫器やスクレーパー類が伴出した（佐藤・佐野2002)。また、同年、筆者は中部地方北

部の細石刃石器群を含めた編年案を示した（立木1996)。

1997年には朝日村中原野北遺跡C地点の非削片系細石刃石核と細石刃が報告されている（高橋・立木1997)。

1998年には吉井雅勇氏による新潟県内の北方系細石刃石器群に関する論考と（吉井1998)、加藤学氏による角二

山型掻器に関する論考がある (JJO藤1998)。1999年には新潟県内の細石刃石器群の総括的な編年案が示されている

（吉井1999)。1999年と2002年には荒屋型彫器に関する論考が3編ある傭嘩1999、鹿又2002、山科2002)。また、

切り口は異なるが荒屋遺跡等を題材とした論考が2編出されている（永塚1997、力噴~2001) 。 2001年には再度、

荒屋遺跡の範囲確認調査が行われ、遺跡が広範囲に広がることが確認された（沢田・田海2002)。

野尻湖周辺では、国道・高速道などの開発に伴う発掘調査で少量ながらも細石刃文化関連資料が出土している。

遺跡名を上げると信濃町仲町遺跡（渡辺2001・2002、鶴田2002)、上ノ原遺跡（谷他2000)、大久保南遺跡（谷他2

000)、裏ノ山遺跡（谷他2000)である。

2000年には津南町上原E遺跡で白滝型の細石刃石核を含む細石刃石器群が検出された（佐藤他2000、佐藤2001)。

尖頭器、石斧などを含む組成の石器群である。同年、報告例の少ない富山県で富山市向野池遺跡採集の細石刃石核

が1点報告されている（高橋2000)。

2 遺跡の分布と遺跡群の分布傾向

今回の報告では50遺跡（図版1)が確認された。 1993年の集成時には33遺跡であることから、 17遺跡が増加して

いることになる。中部地方北部では長野県と新潟県にまたがって流れる千曲・信濃川を代表として、多くの河川が
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日本海に流れる。それらの流域ごとに特徴のある石材が解明されつつあり（中村1986、佐藤他1988、阿部1995他）、

分布傾向をつかむには流域ごとに区分することが有効である。先回の例にならい流域ごとの分布状況を北から確認

する。流域ごとのまとまりが遺跡群としてのまとまりとなる場所が多い。

三面川流域

それぞれ、河岸段丘上に位置する。上流域で1遺跡と中流域で1遺跡が確認されている。上流域の樽口遺跡は河

川の合流点に位懺する。朝日連峰を介して北に約30kmほどで、山形県越中山遺跡群に南に約20kmで山形県湯ノ

花遺跡にいたる。

荒川流域

飯豊連峰と朝日連峰から流れる荒川の河岸段丘上に荒川台遺跡のみ 1遺跡が確認されている。

加治川流域

4遺跡が確認されている。上車野G遺跡、上ノ山C遺跡、熊谷内遺跡が加治川右岸の開析扇状地上にあり、田家

池ノ平遺跡は五頭山麓から伸びる馬ノ背状の尾根に立地する。

阿賀野川流域

3遺跡が阿賀野川中流域の右岸に分布する。大平遺跡は五頭山麓の扇状地上に位置し、中道遺跡、行塚遺跡B地

区は開析された尾根上に位置する。

五十嵐川流域（信濃川支流）

5遺跡が確認されている。支流上流域に2遺跡（中土・御淵上遺跡）、支流中・下流域に3遺跡傭§平・小戸谷・

吉野屋遺跡） 5遺跡ともに河川の段丘上および丘陵上に位置する。

刈谷田川流域（信濃川支流）

1遺跡（田井A遺跡）ある。丘陵上の緩斜面に位置する。

鵜川流域

1遺跡ある。海岸近く（海岸段丘？）に位置する。船底型石器が1点出士している。

魚野川流域（信濃川支流）

3遺跡あり、丘陵上および段丘上にある。支流上流域には大刈野遺跡、下流域には月岡・荒屋遺跡が所在する。

荒屋遺跡は魚野川と信濃川の合流点に所在する。

信濃川中流域

2遺跡ある。信濃川左岸の段丘上に瓜割遺跡と天上原遺跡がある。最近確認された瓜割遺跡は小千谷市から長岡

市にかけての信濃川が沖積地へ進出する部分にあたる旧石器時代遺跡の希薄な地点での発見に意義がある。

信濃川上流域

6遺跡ある。全て信濃川の河岸段丘上にあり、近年の遺跡増加がめざましい地域である。

千曲川下流域

7遺跡確認されている。先回の集成時には資料集成が欠落していた地点である。全て信濃川の河岸段丘上に位置

する。便宜的に区分した信濃川上流域と連続する地域である。小野平遺跡のみ標高1,000m内外の高地にある。

関川流域

関川左岸の海岸近くに位置すると考えられる。

野尻湖周辺

10遺跡確認された。狭い地域に高密度に分布している。湖に面する丘陵斜面上および湖岸に位置する。遺跡の性

格として野尻湖との密接な関係が窺われる。

神通川流域

呉羽山丘陵上に所在する向野池遺跡が1遺跡確認されている。

小矢部川流域

小矢部川段丘上に日の宮遺跡が1遺跡確認されている。
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その他

新潟県佐渡地方と石川県では明確な細石刃文化の遺跡は確認されなかった。但し、畑野町三宮遺跡で細石刃様の

剥片が2点（橋本他2003)採集されている。小松市念仏林遺跡では細石刃石核の可能性が指摘されている珪質頁岩

製の石核が1点出土している（松山1993)。佐渡地方に頃鼈苅甜U草創期⑬虹亦が確実にあり（小熊・立木1998)、

将来、当該期の遺跡が確認される可能性がある。また、石川県は東海・近畿地方に繋がる回廊的な位置にあり、北

方系の細石刃石器群の分布が中国地方まで広がる傾向を考慮すれば、今後の発見が期待される。また、富山県では

大沢野町小長谷遺跡で船底形細石刃石核の検出（西井1983)が報じられているが詳細は不明である。

以上のような現状をまとめると、河岸段丘上に立地する傾向が高く、河川水系との密接な関係を伺うことが出来

る。栢裔市剣野A遺跡や上越市五智周辺などは、当時の海水面の低下を考慮しても、海岸線に近い地域での活動痕

跡を示すものであろう。

3 組成の特徴

今回集成された50遺跡のうち石器総数が50点以上確認される遺跡は、樽口遺跡、荒川台遺跡、中土遺跡、月岡遺

跡、荒屋遺跡、正面中島遺跡、上原E遺跡、向新田遺跡、上ノ原遺跡 (1次）の9遺跡である。それ以外は単体で

の出土が多い。各遺跡の石器数については組成表にまとめてあ。以下、流域ごとに解説を加える。なお、解説の一

部には、 1993年の記載（高橋他1993)を使用した。

三面川流域

中原野北遺跡（図版2-1~4)からは、残核形態が円錐形の細石刃石核が2点採集されている（高橋・立木19

97)。厚手の剥片を素材としており、報告時には「船野型」を考慮に入れたが、現時点ではホロカ型と稜柱形の細

石刃石核の二者が考えられ、判断を保留したい。

樽口遺跡A-MS文化層（図版3)からは総数5484点が出土した。細石刃、白滝型を含む細石刃石核、細石刃石

核母型、細石刃石核削片、削器、掻器、彫器傍遺湮！）、尖頭器などがある lli木他1996)。石材はほとんどが黒

曜石で一部珪質頁岩と無斑晶質安山岩などがみられる。樽口遺跡A-MH文化層（図版4)からは総数204点が出土

し、細石刃、ホロカ型の細石刃石核、削器、掻器、彫掻器、彫器、尖頭器などが確認された。石材はほとんどが珪

質頁岩で若干の玉随も出土している（立木他1996)。

アチヤ平遺跡（図版2-5)からは、黒曜石製の削片系細石刃石核が1点出土している（富樫他2002)。近隣の

樽口遺跡に類似した細石刃石核が出土している。但し、段丘面は縄文時代草創期～早期に形成されており、縄文時

代前期以降に搬入された遺物と考えられている。

荒川流域

荒川台遺跡（図版5-1~9)細石刃、細石刃石核、削器、掻器、彫器、尖頭器、ナイフ形石器、石核などが出

土している。細石刃製作技術は「荒川台技法」 （阿部1993C)によるものである。現在までに2次調査までの詳細

な報告（阿部1992b、阿部編2002)がなされているが、細石刃石器群とナイフ形石器と彫器などを含む石刃石器群

との共伴関係についてはは結論が出ていない。石材は頁岩が主体で少量の黒曜石が入る。

加治川流域

上車野G遺跡（図版2-6)からは珪質頁岩製のホロカ型細石刃石核が1点採集されている（高橋他1993)。上

ノ山C遺跡（図版2-7)からは珪質頁岩製の削片系の細石刃石核母型が1点採集されている（高橋1990)。田家

池ノ平遺跡（図版2-8・9)からは玉随製の稜柱形細石刃石核が2点出土している（小林2000)。小形石刃石核

の可能性も考慮されている。熊谷内遺跡からは珪質頁岩製の荒屋型彫器が1点出土している注7)。

阿賀野川流域

中道遺跡（図版2-10)からは珪質頁岩製の削片系細石刃石核が1点採集されている（菅沼1991)。行塚遺跡B

地区（図版2-ll)では珪質頁岩製の荒屋型彫器が1点出土している（高橋他1993)。大平遺跡（図版5-10~22)

からは採集品を含めて細石刃、細石刃石核、削器、掻器、彫器、尖頭器などが出土している（小野他1991)。石材
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は珪質頁岩、玉隋などがある。同遺跡からは杉久保型ナイフ形石器、神山型彫器などが採集（菅沼2000)されてお

り複数の石器群が存在する。

五十嵐川・刈谷田川流域

吉野屋遣跡（図版6-1)からは細石刃石核が2点採集されている E条ジュニア考古学クラプ1973)注8)。おそ

らく、削片系の細石刃石核である。藤平遺跡からば囲石刃、細石刃石核母型、スクレイパー類が出土している（中

村他1972)。御淵上遺跡（図版6-2)からは珪質凝灰岩製の稜柱形の細石刃石核が1点出土している位木1988)。

ナイフ形石器尖頭器などが出土した発掘地点（中村1971)より南に80m離れた地向から単独採集された。小戸谷

遺跡からは珪質頁岩製の荒屋型彫器1点が採集されている。

鵜川流域

剣野A遺跡から珪質頁岩製の細石刃石核母型の可能性がある資料が出土している（伊藤・品田1987)。

信濃川中流域

瓜割遺跡（図版6-13・14)からは珪質凝灰岩製の削片系細石刃石核母型と珪質頁岩製の削片が各1点出土して

いる（駒形他2000)。天辺原A遺跡からは珪質頁岩製の荒屋型彫器が1点採集されている。

魚野川流域

月岡遺跡（図版8)からは発掘資料が1、2次で378点あり（中村・小林1983)、採集資料も相当の数ある（鈴木・

田海1990)。細石刃、削片系細石刃石核、細石刃石核母型、細石刃石核削片、荒屋型彫器を含む彫器、掻器、石刃

石核などが出土している。石材は珪質頁岩が大部分を占める。

荒（図版9)からは発掘資料で約7,000点の石器が出土している併沢1959、芹沢他1990、沢田・田海200

2)。それ以外、採集品も前述したとおり数多く存在する。出土石器は細石刃、削片系およびホロカ型の細石刃石核、

細石刃石核母型、細石刃石核削片、掻器、削器、彫器、鏃型石器、石錐、礫器、扁平石核などが出土している。彫

器は、荒屋型彫器が大部分を占める。 19基の遺構が重複して検出されている。石器石材の多くは、珪質頁岩である。

一部、凝灰岩や黒曜石を含む。

大刈野遺跡（図版10-1--3)では、 3次にわたる調査により、細石刃、削片系細石刃石核、細石刃石核母型、

彫器、尖頭器などが出土している（佐藤1989、佐藤他1988・1991、吉井1998)。石材は珪質頁岩を主体に、

黒曜石、チャートなどが出土している。

上ノ台I遣跡（図版10-4・5)では、細石刃、削片系細石刃石核主9)、スクレイパー類、荒屋型彫器などが採集

されている（佐藤他1989、山本1997、織田1999)。石材は珪質頁岩が用いられている。

信濃川上流域

愛宕山遺跡（図版10-6)からは、珪質頁岩製の船底形石器が1点採集されている（中川・芹沢他1958)。干溝

遺跡（図版10-7)からは珪質頁岩製のホロカ型細石刃石核が1点出土している（佐藤他1994)。屋敷田遣跡から

は細石刃3点と荒屋型彫器が1点出土している（津南町役場1984、高橋他1993)。細石刃は玉随製1点、珪質頁岩

製2点、彫器は珪質頁岩製である。釜堀川東遺跡（図版10-8)からは珪質頁岩製の荒屋型彫器が1点出土してい

る（高橋他1993)。小坂平遺跡（図版10-9)からは珪質頁岩製の削片系細石刃石核が1点出土している（佐藤他l

999)。

上原E遺跡（図版10-10--15)には発掘調査終了時の総計2,536点の石器があり、細石刃、細石刃石核（白滝型を

含む）、細石刃石核削片、尖頭器、削器、掻器、彫器、石刃、石斧調整剥片などが出土している（佐藤他2000、佐

藤他2001)。石材は黒曜石を主体とし、頁岩（珪質頁岩を含む）、凝灰岩、安山岩などがある。

正面中島遺跡（図版11)からは総計156点の比較的まとまった資料群が出土している。細石刃、削片系雌珊石刃石

核母型、細石刃石核削片、削器、掻器、彫器、礫器などが出土している（佐藤・佐野2002)。材は珪質頁岩を主体

とし、頁岩、玉随、緑色凝灰岩などで構成される。

関川流域

五智周辺（図版10-16)で黒曜石製の稜柱形の細石刃石核が出土している (Ji]井1953・1954)。
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千曲川下流域

オリハンザ遺跡僑生・戸沢1956)、真宗寺裏遺跡（高橋1980a)、大塚遺跡（高橋1974)、北竜湖遺跡（高橋1

980a)、宮中遺跡（高橋1980a)、安田神社遣跡（高橋1980a)から細石刃、細石刃石核が出土しているが詳細は

不明である。

千苅遺跡（図版12-1-4)からは削片系と稜柱形の細石刃石核各1点と細石刃石核母型2点が出土している（中

島1982、1990)。小野平遺跡（図版12-5)からは珪質頁岩製の削片系の細石刃石核が出土している⑥鴻1976)。

野尻湖周辺

樅ヶ崎遺跡（図版12-6)からは珪質頁岩製のホロカ型細石刃石核が出土しているほ練ll976)。杉久保C遺跡

（図版12-7-10)からは荒屋型彫器と掻器が出土しているほ鴻1976)。向新田遺跡からは比較的まとまった資

料が出土している OO尻湖人類考古グ）I,,-プ1987)。細石刃、細石刃石核、スクレイパー類が出土している。石材

は黒曜石、チャート、珪質凝灰岩、黒色頁岩など多様な石材が用いられている。仲町遣跡（図版13-1-14)~;;J:J去

範囲におよぶ遺跡であり、発掘地点ごとに異なる多様な石器が出土している。 1・2は各々単独資料である（吉松・

小林1975、中村他1978)。 「荒川台技法」に類似する製作技法が用いられていると指摘されている（菅沼・野尻湖

人類考古グ）I,,-プ1994)。石材は玉髄と珪質凝灰岩である。国道関係の調査でも細石刃、細石刃石核 (3-14)が

多数出土している（渡辺2001・2002、鶴田2001)。上ノ原遺跡からは町教委による 1次調査では細石刃、細石刃石

核、彫器、スクレイパー類、局部磨製石斧などが出土している（中村1992)。遺構としては、石囲い炉が5基検出

されている。石器石材は黒曜石、珪質頁岩などである。稜柱形の細石刃石核を主体としているようであるが未報告

のため詳細は不明である。上信越道による調査では黒曜石製の稜中形細石刃石核1点と細石刃 1点が出土している。

大久保南遣跡（図版13-17)からは黒曜石製のホロカ型細石刃石核が1点出土している（谷他2000)。また、町教

委の調査では削片系の細石刃石核と同削片の出土が報じられている注IO)。裏ノ山遺跡（図版13-18-26)からば囲

石刃と細石刃石核が出土している。

神通川流域

向野池遺跡（図版13-27)から黒曜石製の稜柱形細石刃石核が1点出土している（高橋2000)。

小矢部川流域

日ノ宮遺跡A地区（図版13-28)から頁岩製の削片形細石刃石核が1点出土している（山本1992)。

4 編年と様相

当地域における編年研究は、 1990年以降の資料増加で、急迅即見直しが迫られる状況になった（吉井1998)。

また、当地域の編年に影響を与えている北海道地域の動向では、複数型式が同一石器群に入り込み、従来の細石刃

石核残核型式から導かれた編年を組み立てることには無理が生じている（木村1995)。特に当地域では、荒屋遺跡

と中土遣跡および月岡遺跡に代表される石器群雌編年を巡って研究史の初期から議論され、細石刃石核型式での順

列で異なる編年（逆転する編年）が組み立てられた経緯がある <1Jo藤2001)。

さて、現状ではどう考えればよいのか。前述した北海道と同様な問題があり、寺崎康史氏が述べるように個々の

細石刃石核製作技術は充分なされたとはいえない状況である（寺崎1999)。寺崎氏は次のようにしてきしている「細

石刃核の素材選択から残核にいたる全工程を通じた細石刃生産技術をもって、 「技法」あるいは「型式」を設定し

直す必要があり、そうして識別された「技術型式」は当該地域の細石刃石器群の編年および地域性を考察する上で、

今なお有効性を保っていると考える。」まさに当地域でもこの方向性が必要であろう。但し、これを実践すべき石

器群は当地域で思い当たる資料群は樽口遺跡、荒川台遣跡、荒屋遣跡、上原E遺跡など数遣跡である。単品資料群

が多い当地域では全てをこれにおきあてるのは難しい現状もある。単品資料を生かし共通理解を図るために、今回

の編年にあたっては暫定的に旧型式名を用いての説明にならざるを得ないが、 1993年の菅沼 亘氏の分類（高橋他l

993)、1999年の吉井雅勇氏の分類（吉井1999)を参考に若干の修正を加えて説明を行う。当地域の細石刃石器群を

細石刃石核型式および技法を中心に分類し、代表的な遺跡を示す。
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I類 荒川台技法および矢出川技法による細石刃石核をもつ石器群

a 荒川台技法と矢出川技法によるもの（荒川台遺跡、仲町遺跡）

b 矢出川技法によるもの（田井A遺跡、上ノ原遺跡 (1次）、向新田遺跡）

II類削片系およびホロカ技法による細石刃石核をもつ石器群

a札滑型によるもの （大平遺跡、中土遺跡、正面中島遺跡）

b札滑型とホロカ型によるもの（荒屋遺跡、月岡遺跡）

c 白滝型とホロカ型によるもの。 （樽口遺跡A-MS、上原E遺跡）

d ホロカ型によるもの。 （樽口遺跡A-MH))

当地域の細石刃石器群の層位的な検出例がなく、筆者が前に検討したように風化火山灰層の堆積も薄い状況であ

る位木1996)。編年的には近隣地域の事例に頼らざるをえないのが現状である。例えば群馬県赤城山麓の層位事

例では浅間山起源の火山灰をかいして市之関前田遺跡（「野岳・休場型」）がAs-SP直下辺りに、柏倉吉見沢

遺跡（ホロカ型）や頭無遺跡（削片系）の出土層位がAs—YP直下から出土しており暉野1991) 、この成果に基づ
けばI類からII類の変遷が当地域で想定できる。

資料数が多い Ia類の荒川台遺跡は、荒川台技法による細石刃石核が中心に稜柱形（矢出川型）の細石刃石核も

みられる（阿部編2002)。また、野尻湖近隣の仲町遺跡からも類似した形態の細石刃石核が含まれ、遠く北海道で

の類例の指摘もあるが、この地域に分布の中心を持つ型式群の可能性がある。荒川台技法による資料は、在地の珪

質頁岩を主体としており、黒曜石と異なる石材属性に適応した技術型式なのかもしれない。石刃石器群の共存につ

いては、筆者は現状では否定的に考えている。 Ib類の田井A遺跡では稜柱形の細石刃石核と細石刃が少量出士し

ているが、全体の様相は不明である。また、上ノ原遺跡 (1次）は本報告未刊のため内容の詳細は不明である。向

新田遺跡は菅沼氏の指摘があるように尖頭器石器群が重複して同層位に存在する可能性が高く組成的な様相の検討

が難しい（菅沼・野尻湖人類考古グ）l,-プ1994)。このような現状では、 Ia類と lb類の新旧分別は現状では困難

である。むしろ、荒川台遺跡などの様相からはセツルメントの違いによる差異との見方を強くしている。稜柱形の

細石刃石核は、矢出川遺跡出土の細石刃石核との類似から一括して矢出川技法による

細石刃石核としているが、今後の検討により西南日本に分布する細石刃石核との型式学的検討により細分される可

能性をひめている。

II類はa~d類の4類型に分けた。筆者はかつて「削片系のみ保有する段階（中土・大平）から削片系＋ホロカ

型の段階（荒屋・月岡）」を想定した（立木1996)。特にこのときに根拠として重視したのは東北地方の変遷観（桜

井1991など）などを根拠にしており、それに加えて大平遺跡の大形の削器・掻器類と中土遺跡の精緻な細石刃石核

製作技術と大形の削器・掻器類、荒屋型彫器の欠如などに北方系細石刃石器群の第1段階世代の移動装備を描き、

精緻なものから崩れたものへの変遷（在地化）を想定した。しかし、その後の批判にあるように仇口藤2002)、当

地での証明は難しい状況であった。現状では、その後に調査された正面中島遺跡などには珪質頁岩製の削片系細石

刃石核に同石材の大形削器・掻器に荒屋型彫器が伴い（佐藤•佐野2002) 、先の想定は崩れている。また、荒屋遺
跡などは多種多様な石器が出土しており、 7,000点あまりの発掘資料と大平・中士遺跡などの数十から百点規模の遺

跡を単純比較するのは難しいと考えている。荒屋遺跡などは複数の遺構をもつことや膨大な遺物量から存続時期の

長い遺跡であるいことも考慮に入れる必要がある。よって現状ではIIa類とIlb類の遺跡の差異は先に菅沼氏が指

摘した「セツルメント・パターンの差」 (ffi潟石器研究会1996)が大きな要因で、組成の差異はあるが大枠では時

期的な差異は無いと考える。

II C類の樽口遺跡A-MS文化層注II)では白滝型の細石刃石核にホロカ型の細石刃石核（図版3-15)も加わる。

両者とも黒曜石を使用しており、一連の製作技術で製作されている。その他、削器、掻器、彫器、尖頭器などが出

土している。概報段階ではあるが樽口遺跡と類似した石器群が確認された上原E遺跡（佐藤他2000)では、石斧な

ども出土しており樽口遺跡の尖頭器などと共に新しい要素が入りこんでいる。北海道地方の編年（寺崎1999)との

併行関係からも細石刃石器群の中では新しい段階と考えられる。 IId類は樽口遺跡A-MH文化層がある。ホロカ
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型の細石刃石核と大形の削器・掻器・彫器・彫掻器や尖頭器の組み合わせである（立木他1996)。この組成は土器

出現期の遺跡である青森県大平山元I遺跡<=.宅他1979、谷口編1999)などの組成に類似し、新しい要素と考えて

いる。 IIC類とlid類の関係であるが別系統で同時期に存在する石器群であろう。当地域では白滝型の細石刃石核

をもつIIC類は当地域においては客体的で、珪質頁岩の削片系とホロカ型を主体とする細石刃石核をもつ石器群が

主体的である。

以上のことから、 IIC類とlid類はIIa類、 IIb類よりは新しい段階に位骰づけられる可能性が高い。但し、珪

質頁岩製の削片系の細石刃石核は新規としたIlc・Ild類の時期まで存続すると考えている。

石材の様相では黒曜石産地同定分析について新知見があり、 1類とした荒川台遺跡では秋田県男鹿半島と長野県

和田峠（阿部•井上2003) 、 11類の上原E遺跡では長野県小深沢、秋田県脇本海岸（佐藤2003) などの結果が出さ

れている。先に出されている11類の樽口遺跡の秋田県男鹿半島、長野県和田峠（立木他1996)の結果と合わせて広

域な石材の移動が確認されている。

5 研究の課題

最後に今後の研究の課題について4項目について述べたい。

A 編年研究

先行する尖頭器石器群との関係である。つまり細石刃使用の始まりの問題である。当地域においてば珊石刃石器

群に先行する石器群は真人原遺跡に代表される尖頭器石器群がある（小野編2002)。当遺跡にはまったく細石刃等

の出土は無く、過渡期的な要素は認められない。 I類とした石器群との間に過渡期的な様相の石器群がるのか今後

の検証が必要である。また、単品資料を中心に稜柱形細石刃石核が出土する遺跡も多くあり、西南日本、関東など

の類似する細石刃石核との比較検討も必要である。一方、細石刃使用の終末期も問題となる。 IIC • d類のなかに

後代に引き継がれる大形の尖頭器、彫掻器、石斧などが存在しており、神子柴遺跡などに代表される移行期の石器

群ともあるいは並行関係にある可能性もあり、今後の資料増加と検討の必要性を感じている。

B 細石刃製作技術

寺崎氏が述べた細石刃製作の全工程が分かる技術の研究は、当地域を対象にしたものでは、 「荒川台技法」 （阿

部1993)の設定がその良いケーススタデイーとなろう。豊富な接合資料により具体的な工程を明らかにしている。

また、筆者も白滝型の製作技術について接合資料をもとに若干の新知見を見いだしたが位木他1996)、接合によ

り概念化された技法がより具体的なることは明らかである。その中で技法の再設定を行い、具体化することが必要

と考えている。また、阿部朝衛氏により石器製作の技能差を問題にされている（阿部2003)。旧石器時代人の技能

が等質なものであるとの考えが漠然と頭の隅にあった筆者にとっては、目から鱗の考えであった。当然技能の差に

よって最終形態が変わる可能性が高い。違う視点で言えば、例えば石器製作の上級者が作ったと思われる樽口遺跡

の小形の細石刃石核（図版3-14)などは、単体資料であれば最終形態から判断して擦痕が無ければ稜柱形細石刃

石核と誤認しかねない危険性をはらんでいる。それを見極める視点が必要であろう。

c 石材研究

石材については、今回あまり触れられなかったが、いくつか課題が残されている。 11類の荒屋遺跡に代表される

茶色あるいは灰色の硬質な珪質頁岩の産地が今だ不明な点である。筆者が実見した群馬県などの荒屋型彫器の素材

となる石材は筆者の知る限り、荒屋遺跡と同様の産地と考えられるが、肝心の新潟県においては珪質頁岩は七谷層

という地質層序に含まれるが、これほど良質なものは産しないようである。むしろ、東北地域に産する可能性が高

いと考えているが未知の産地がこの地域にある可能性もあり追求必要がある。また、黒曜石については在地のもの

を使用せず遠距離のものを使用している実態が明らかになってきた。黒曜石の産地同定を進めることがさらに必要

であろう。

D 使用痕分析

沢田 敦氏により中土遺跡の細石刃を使用痕分析が行われ~潟石器研究会1996)、鹿又喜隆氏により荒屋遺跡
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の彫器の使用痕分析が行われ二重パテナの様相が明らかにされた傭双2002)。使用痕分析研究により石器の解釈、

遺跡の解釈に広がりを与えることが可能となる。当地域においっても分析例を増加させることが期待される。

個別の課題についてあげてきたが、そのほかにも行動領域の問題、石器素材の追求や彫器・掻器などの個別形態

の研究など今後の検討課題は多い。

末筆ではあるが本稿の執筆および地名表作成にあたり、阿部朝衛・小熊博史・小野昭・勝山百合・加藤学・

,N; 木高範•佐藤雅ー・沢田敦・菅沼亘・鈴木暁・鈴木俊成・高橋春栄•田中耕作・堤隆・土橋由理子・中

島—•中村由克•細野高伯・麻柄一志・増子正三・山川史子・山本克•吉井雅勇・渡辺哲也・渡邊朋和の諸氏
よりご教示・指導を受けた。図版作成には阿部泰之氏、澤野慶子氏の助力を得た。記して感謝申し上げる次第であ

る。

注

注1 遺物の所在および正確な出土地点は不明である。 「縄文式土器を出す遺跡から出土」と記載されているため、細石刃石核

かどうか疑問が残るが、実測図から判断すると円錐形の細石刃石核の可能性が高いと指摘されている（上越市2003)。

注2 報告では赤城山麓の遺跡としか記載されていないが、群馬県枡形遺跡と判断した（相沢1956)。

注3 注2と同じく群馬県枡形遺跡の出土品を指していると思われる。

注4 星野芳郎氏等の月岡遺跡の表採遺物の一部は現在、東京国立博物館に所蔵されている。

注5 三島町千石原遺跡は先回の集成では細石刃文化の遺跡として扱ったが、写真からの判断ではあるが石刃石器群（ナイフ形

石器群）の可能性が高いため除外した。

注6 発掘資料 (1~3次）と採集品を含めて2001年時点で細石刃石核債胚双l石核母型含む） 63点、彫器727点などをふくめ72

06点が知られている伽藤2001)。さらに採集品には剥片類がカウントされていない可能性も高く、未公表の資料を含める

とおそらく彫器だけでも1,000点、総計で10,000点を超える資料が存在するのではないかと思われる。

注7 新発田市教育委員会のご教示による。

注8 1点は三条ジュニア考古学クラブの採集品（筆者未実見）、 1点は2002年に長岡市立科学博物館に照会された石器である

（筆者実見）。

注9 星野洋治氏による採集資料（筆者未実見）。

注10 読売新聞長野県版1996年7月20日付

注11 樽口遺跡の細石刃石器群の分離については、批判 <JJ□藤2002、佐野2002)もあり、若干説明する。その批判は平面的・垂

直的に重複分布するブロックを異なる文化層として分離したことにある。報告書位木他1996)の平面分布図は紙面の都合

で出土石器全点を掲載した平面図のため、包含層位以外の I~皿層の遺物も収録されており、プロックもそれに合わせて広

く取られている。崖錐堆積の影響で崖際に石器が押し流されているためA-MH文化層ブロック 3は!Om程度の円の範囲に

あるが、実際のプラーマリーな層であるN屑の大形遺物は4m範囲に収まる。 A-MS文化層プロック4についても同口g

が言え、 W層の大形遣物は4m範囲に収まり、ブロック間に勁nの間隔がある。実際の調査時にも異なるプロックと認識して

調査しており、石器形態、石材の違い、接合関係の有無などから、異なる石器群と認識した。あえて言えば石器群としては

異なるが、編年的には同段階でありうる、当地に滞在した時期が重ならない頃暉同士の接触がない）わずかな時期差を想

定していた。当地域においては層位的に出土する例が無く、例え重複して同層位でも異なる時期の石器群が出土する可能性

が高い。樽口遺跡においてもナイフ形石器群は異なる時期で平面的に重複して出土している。また、報告書に掲載した時期

別変遷模式図が遺跡内のみの変遷を表したことが誤解を招いた面も否めないが、報告書のまとめに記したとおり、ホロカ型

の存続峙期に白滝型が波及したことを考慮にいれており、大枠でば影平的には同時期と考えていた位木1996)。以上を含

めて樽口遺跡の細石刃石器群については別稿で詳しく述べる予定である。
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図版 1 中部地方北部地域の細石刃文化遺跡
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表 1 中部地方南部地域の細石刃遺跡一覧表
I 組 成

I I I 
， 

I I 
＇ 

間.II 

I I 
細母石型核 I 剛器 掻器 Ii彫腿 鎗

石器集中！1遺構 I 年代 I ， 文献
遺跡名細石刃鯛石核 局製石郎磨斧 讀器 ナイフ

尖頭腿 頭有器舌尖 細削石片核 土腿 総計 兒固 概高 1' 地域形石器
I 

1中原野北 2 2 
I I • ！ 40m ，, .. 二面川覆 I 1高橋・立木1"7

2 響0 ヤ口=C Am -ヽM 122( II ll 

” I! I ！ I 
I I a: i 102 •4841 • 有 120 Sm 1三..面,,,撞 I I立木・北村紐1996

2 -.. 一□~(A~ -ヽM Ill ： 6 21 2 ＇ ＇ ?O< 有 205mI, 三..面川楓 立木・北村伯1!!6
：アチヤ平 I I 有 I7 Om 1 .. 三面川況 富樫伯2002
4煎川台

゜゚ ゜゚ ゜ ゜
有 86m 荒JII況域 阿部・高樋198611!1

5上車野G I I 95m .．,． ~,11流 ， 高橋11!!1993
6上ノ山C

＇ I 105m I~1" 治川流 高橋 I9 9 0 
1田家態ノ平 2 ， 50m l治/II誕

小林2000
！鱈谷内 I I 有 65m ''"JII流

9中道
＇ I 有 20m 阿.. 野川 川上飽1980.菅沼1991

II行馨B埠区 l I ； 有 20m 阿野/II
I/II上19丸高機紐"'

II大平 ! 
＇ ！ I ： I I !! 有 7O■ 野/II

,,、llfl989.,,、11f他1991

1: 吉野Ii! 2 ! 30m ほ・風JII 三~条..,ジ,..,ューァ考古学ク

1: 編平

゜
＇ 

゜
有 70m I ＇五3富・ ・lfJII 中村他1972他

1 中土 ” ： 
＇ 

6 ！ 12 2 I I 7! I 有 115m I五....• _,, ~nA,196lm 5. 翫翼石器酬

＇！欝潤上 ＇ ＇ 有 120mぽ.., ,.,11 中村1971、立木1988

JI~ ヽ 外谷 I 
＇ 有 50m l 五這 ・ 皿」II 家田1984.高橋他199:

1 田井A建区 ,, I I 3 有 45m 111~ 1、IB/11 田中悩1988

II剣野A I 有 30m 鵜川撞域 伊藤・品田1987

I! 瓜割 I I 2 有 33m 量..川中 駒形・小難・立木200

2(月Iii(J次） ， 5 II ： 14 ! 351 I 'fl I 2 Om 野川流
中村・小林1975

1111岡 (2次） I I i I Zl 
＇ 有 I2 Om 野川流 鈴木• 田誨1990

II月岡（揖集） 0 

゜゚ ゜゚ ゜゚
120m llf/11誕 1木中村・Ill・小萬林1"1970.S兵.鈴藤

竪土穴坑住17居. 13,100士
21 荒屋(). Ill 

゜ ゜゚
574 I 1 I m: 有 85m 魚域野川翼 3508P 

芹沢1959.芹沢飽1992. 3次） (56) (!I) (21) ＇ 状遺構 (Glll948 
I. 炉 I ） 

II薫屋 (4次 21 
＇ 

I 
＇ ” ' I 30! 有 85m llf/11翼

沢田・田誨?DOZ

!I費屋（採集） 0 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
85m 野/II撞

中村1961他

!l大内野

゜゚ ゜゚ ゜
： 有 400m llf/11撞 1~9••• 19・819991 , l!e.i奮他

I上ノ台 1 ， 
゜

I I 8以上 有 320m 野川況 1忠：：：198.,6.. +1, 9●8●8？、 一『9

24天辺犀A I I 1 1 Om I, ●.. ) ,, 中 遠藤1990,高橋il!ll99

IS畳宕山 180m 〗畜●.. /11.l: 菅沼2003

!I干鸞 I I 有 210m信血濃・・川上 佐藤・石坂・富樫199

!7畠敷1!1 ＇ I 4 210m 信~濃-川上 算南町役場1984

iii釜,壌.)II..東....（湯 I I 310m 1信m濃-/ii.I: ,沢,~-19四941993, u.lB・, 

!9~ ヽ 板平
＇ I 有 320m1惧=濃-川上 佐藤他1999

31正面中島 " 15 II II ＇ ： 151 ： 有 250mI"'-● -/11.l: 佐 ・ 佐野200!

31 .l:IIIE 

゜゚ ゜゚ ゜ ゜ ゜
2 有 450m信=●~ /11.J: 佐ヽ.,.-c—.・c・山本他2000.e 

s: 五轡員辺 I 
＇ 30m 1111川翼填 駒井1953•1954

3オリハンザ I ll 520m .. 千曲..JII下 1蘇"生"・戸沢'"'・...

34真宗寺●

゜
310m 1”千曲”） II下 高橋1980a

31大縁

゜
350m こ千曲鼻)II下 高樋1974、高樋1980a

31北竜資l

゜
500m 千 1川 r

高橋1980a

31宮中

゜
350m .. , JI r 高橋1980a

3! 千苅 l 2 有 320m 川下
中島198!・1990

39安田神社 I I 350m 千 JI• 高橋1980a

4(小野平 I IOOOI ,,' 森嶋1985

◄ I 幡ヶ崎 I 
＇ 654● 野;n尻湖屑 芹沼沢・.,・麻,.生賣I195』 -3-, 菅~ 

4l杉久長C I 3 • 有 654■ 野m尻躙閾 I 枯轡飽嚢1•97鬱0.ぼ嚢鬱嶋.1.. 976... • 

4l向斬1B !! I 450 I ＇ 有 6S7● 野"'尻湖閾 1'野..,尻,● 潤"人類考古グル

“仲町（豪採） I I 661111 野;J]尻潤閾 吉松・小林19JS

o • IP町ヽ ( >!ti!! エ I I 有 66伽 野刃尻濶闊 中后村嚢飽,... 197 .. 8. 古菅ゲ沼）し·~-

＂仲町（国道） 0 

゜
有 66徊 伽賢尻潤闊 濃.. 辺m2,00血91. 鶴田2002.

41 .. ノ、鼠 (I ., 
2 

゜
出i ：！ I 石<1<囲い炉 有 706翼 中村,m

“ ：,, ノ鼠 (5 ? 有 71伽 野”〗尻濶闊 中村1997

45 -：~ノ犀, （上fll I I 2 有 708■ 1野”’尻湖周 谷11!!2000

“ ; ·"'~'"~"'- (上 I I 有 708■ 1野田尻糊周 谷他2000

41 .1. ノ,山（上信 2 ， 有 711111 1野;J]尻糊周 谷他2000

41/11久星 I I 661111 LLFm 尻瀬周

4! 向腎誼 I I 有 30m 神通）,, 高橋2000

51 8ノ宮A地区 I I 有 40m I'm'ヽ矢,疇 隠/II 上野他1978,山本199:
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1 研究の経過

A 野辺山原

中部地方南部地域の細石刃文化

吉井雅勇

1953年 吹雪のなか、矢出川遺跡で芹沢長介らにより細石刃文化の存在が国内で初めて確認される。

1954年 芹沢長介による矢出川遺跡の第 1次調査(9月）。芹沢・杉原による第2次調査(11月）。

1963年 明治大学考古学研究室による矢出川遺跡の第3次調査。

1974~79年 京都女子大考古学研究会による野辺山原の分布調査。畑 1枚 1枚の綿密な踏査や聞き込み調査に

より、数多い旧石器時代遺跡の分布の詳細が明らかになる。

1979~81年 明治大学考古学研究室による矢出川遺跡群総合調査。考古学と自然科学の学際的な調査により、

遺跡群の成り立ちゃ石器文化・古環境の解明が進む。

1990年 八ヶ岳旧石器研究グループによる中ッ原5B地点の調査。野辺山原における北方系削片系の細石刃

文化の様相が明らかにされる。

1992年 八ヶ岳旧石器研究グループによる中ッ原 lG地点の第 1次調査。

1993年 八ヶ岳旧石器研究グループによるシンポジウム「細石刃文化研究の新たなる展開」が開催される。

全国の細石刃文化遺跡が集成され、細石刃文化研究に対して議論がなされる。

1995年 八ヶ岳旧石器研究グループによる中ッ原 lG地点の第2次調査。 5BとlGで遺跡間接合を確認'<>

B 和田峠周辺

1957年 信州ローム研究会による男女倉皿地点の調査。翌年W地点調査。

1964年 尖石考古館による鷹山第 I遺跡の調査。稜柱形細石核・細石刃が出士。

1975年 森嶋稔らによる男女倉H地点の調査。稜柱形細石核が数点出士。

1989~91年 森嶋らによる男女倉遺跡群の分布（試掘）調査。男女倉遺跡群の広がりが明らかになるとともに、稜

柱形細石核が数点出士。

C 開田高原・日和田高原

1959~62年樋口昇ー・森嶋稔・小林達雄による柳又 A・B地点の調査。いわゆる「柳又ポイント」のほか、

細石刃文化の存在が層位的に把握される。

1989~90年 村道工事に先立つ柳又C地点の調査。稜柱形細石核と削片系楔形細石核が層位的に出土。

1989~95年 國學院大学考古学研究室による柳又A地点の継続的な調査。削片系細石刃文化の様相が構造的に

明らかにされる。

1989年 千葉大学考古学研究室麻生優による日和田高原池ノ原遺跡の調査。削片系細石刃文化の様相の一端

が明らかにされる。

2001年 飛騨考古学会旧石器分科会・永塚俊司による池ノ原遺跡採集資料の報告。これまで断片的に紹介さ

れてきた資料を一同にし、再実測図の提示、出土地点の詳細、石器群の特徴をまとめる。

D その他の地域

1989~95年 国道工事に先立ち宮ノ前遺跡の調査。削片系楔形細石核出土層位から尖頭器状の木製品が出土。

2000年 国道工事に先立ち天神尾根遺跡の調査。これまで細石刃石器群が未確認であった佐久地域で、分割系
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細石刃石器群（ホロカ）がはじめて確認される。

2 遺跡の分布

A 野辺山原

標高 1340~1350mの矢出川遺跡群は、ゆるやかに矢出川へと続く扇状地面上に立地する。これらには、稜柱

形細石核を主体とする遺跡が14箇所（第2図1~14)ほど分布し、三次にわたって調査された矢出川第I遺跡から

は、表採品を含めて600個以上もの細石核が出土した。矢出川遺跡群は湿原のなかの微高地に立地していたこと

が、古環境の復元調査からわかっている〔明治大学考古学研究室編 1982ほか〕。

一方、標高 1270m前後の中ッ原遺跡群は、比高差 40mの西川と比高差 50mの板橋川に画された台地上の微

高地南面に立地する。削片系楔形細石核を有する 2 遺跡（同 16• 17)が確認されている。

系統の異なる両遺跡群は、その立地においても対照的で興味深い。ただし、両遺跡群とも分割系舟底形細石核

も少量含む点は注意を要する。

ほかにも茶セギ（同 15)、疲ノ頭（同 18)、柏垂（同 19)、西ノ腰A(同20)、切草B(同21)、陵ノ尻（同22)、馬場平

（同23)があり、柏垂の頁岩製削片系楔形細石核は、当地において稀少な存在であり注目される。

B 和田峠周辺

黒曜石原産地として数多くの旧石器遺跡が展開するなかで、当該期の遺跡は、男女倉遺跡群（第 3図25~29)、

1545mの和田峠頂上（同 30)、鷹山遺跡群(ffi1図32・33)、標木平（同 34)などがある。男女倉は男女倉川と和田

川による標高 1205~1240mの河岸段丘、鷹山・標木平は高松山・虫倉山・大笹山に囲まれた標高 1360~1380m

の盆地地形に立地している。当地域で確認されているものはすべて稜柱形細石核で、鷹山 Iにおいて比較的まと

まった数量が出土しているほかは、各遺跡とも数点が確認されているにすぎない。

C 開田高原

三方が山に囲まれた高原性盆地地形を流れる西野川沿いの段丘に柳又 A・C(35・36)、越(37)があり、標高は

1122~1140mである。 3遺跡とも発掘調査が行われ、柳又A・Cでは稜柱系・分割系・削片系細石刃石器群、越

では稜柱系細石刃石器群が確認された。

D 日和田高原

日和田高原は、御嶽北側の山麓に広がり、長峰峠を挟んだ開田高原の約 8km北西に位置する。そのなかで、

飛騨川の最源流である幕岩川とその支流により開析された南北にのびる舌状の丘陵(1300~1320m)に池ノ原（第

1図38)、槍柄原（同 39)が立地する。前者からは、削片系楔形細石核を主体とする良好な石器群が得られている。

E その他の地域

天神小根(ffi1図24)は、群馬県境の志賀川と八重久保川の合流部南向き緩斜面に立地し、標高は847mである。

これまで細石刃石器群が未確認の地域であったが、分割系舟底形細石核が出土した。宮ノ前（同42)は、飛騨地方

北部に位置し、急鱚tな地形を蛇行して北流する宮川によって形成された河岸段丘南緩斜面に立地し、標高は430m

である。削片系楔形細石核が確認され、同石器群出土層位から尖頭器状の木製品が出士した。

3 細石刃技法と石材

ここでは、これまで本文中で使用してきたように、①稜柱系（稜柱形）細石核、②分割系（舟底形）細石核、③消LJ片

系（楔形）細石核という細石核原形の製作技術とその形態を示す細石核の型式名称を用いる。

A 野辺山原

矢出川遺跡群では600点以上もの細石核が出土した矢出川 I、68点の矢出川N、16点の矢出川Xに資料がま

とまり、数点の細石核をもつ単発的な遺跡も含めて、その大部分は稜柱系細石核である。しかし、少量ではある

が、第4図41・42、第6図27などの分割系細石核も一部含まれる。また、第6図26・28は削片系細石核の可

能性も考えられる資料であるが、検討を要する。細石核と細石核原形で25点確認された中ッ原5BとlGでは、
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第 7図26が分割系細石核である以外は、すべて削片系細石核と捉えることができる。ほかに柏垂には珪質頁岩

の削片系細石核 1点（第 12図2)が採集されている。

使用石材は、矢出川 Iでは、ほとんどが黒曜石で、わずかにチャート・珪質頁岩または粘板岩が用いられる (p

沢 1964〕。採集資料を分析したところ、麦草峠・双子池6点、和田峠2点、霧ヶ峰5点、未発見の仮称NK産4

点、樹車島5点という結果が得られた凜科1996〕。中ッ原5Bにおける使用石材の重量比は、緑色チャート 10.3%、

黒曜石 29.3%、チャート 10.3%、その他（ホルンフェルス、硬質頁岩、安山岩、凝灰岩、石英、下呂石）14.3%、

中ッ原 lGでは黒曜石90.0%、緑色チャート 6.7%、チャート 3.2%、その他（ガラス質安山岩）0.1%である。前者

で頃珊石刃関連資料の大部分が黒曜石で、加工具類にチャート等の石材が多用される傾向があり、さらに加工具

は完成品として遺跡外から搬入されたものが多い。他方、後者では細石刃関連資料は 5Bと同様であるが、加工

具類の場合、黒曜石とチャートの使用頻度は拮抗している。後述するように中ッ原5BとlGでは遺跡間接合(ffi

11図9)が確認できるなど、両石器群の技術的・時空間的共有性は高いにも関わらず、使用石材の面では、 5Bで

は緑色チャートが半数近くを占める一方で、 lGでは黒曜石が実に 9割に及ぶという石器群の相違点が報告され

ている〔八ヶ岳旧石器研究グループ1996〕。石材産地でいえば、チャートと緑色チャートは千曲川周辺の秩父層

群中に嵌入するものと推定されるいわゆる在地の石材と捉えてよいものである。また、 5Bには下呂石（＝破璃質

安山岩、岐阜県下呂町湯ヶ峰に産出）や珪質頁岩という遠隔地の石材も含まれている。一方、黒曜石の原産地は分

析の結果、 5Bで24点中 9点がNK、6点が霧ヶ峰、 5点が双子池、 2点が和田峠、そして麦草峠と不明が1点

ずつ、 lGで 17点中 11点が双子池、霧ヶ峰・麦草峠 ・NKが2点ずつと報告された〔藁科1996〕。

B 和田峠周辺

黒曜石原産地に近い当地域 10遺跡の細石核31点は、すべて稜柱系細石核で、石材は黒曜石である。

C 開田高原

柳又A第V文化層では、削片系細石核（第 13図35~37、第 14図1・2・6・7)が主体を占めるものの、分割系

細石核（第 14 図 3·4• 8・9)、稜柱系細石核（同5)も出土している。一方、柳又Cでは、第 I文化層から削片系細

石核（第 17図20)と分割系細石核（同21・24・25)、第I1文化層からは稜柱系細石核（同 17~19・22・23・26)がそ

れぞれ出土した。越は、稜柱系細石核（第 18図11~15)のみからなる。

使用石材は、柳又Aの場合、重量比でチャート 63.0%、黒曜石 15.4%、下呂石 12.5%、その他 11.1%で、細

石刃関連資料は黒曜石と下呂石、加工具はチャートと、器種別に石材が選択されている〔國學院大學文学部考古

学研究室1997〕。さらに細石刃関連資料を詳しくみれば、削片系と分割系は黒曜石と下呂石、稜柱系は黒曜石に

分かれている。黒曜石を分析した結果、和田峠 6点・星ヶ塔4点という結果が得られている〔鈴木ほか 1990〕。

柳又 Cでは、報告書に具体的な石材比率が掲載されていないために詳細は不明であるが、観察表をみるかぎり、

細石刃関連資料、加工具ともに黒曜石と下呂石が石材組成率を二分しているようである。そのなかで、削片系と

分割系は下呂石・黒曜石・頁岩、稜柱系は黒曜石が使われている〔青木・内川・高橋 1993〕。越では、全体の重

量比がチャート 83.7%、下呂石6.6%、黒曜石2.4%、その他7.3%で、器種別にみれば細石刃関連資料は黒曜石、

加工具はチャートと、石材利用の状況は柳又 Aに酷似する〔松原 1999〕。なお、 81点の黒曜石に対して産地同

定を行ったところ、和田峠44点、霧ヶ峰36点、男鹿 1点という結果が示された〔望月 1999〕。

D 日和田高原

池ノ原ではほとんどが削片系細石核で、 1 点償~20 図 2)のみ分割系細石核が確認されている。そして、その使

用石材は、細石核・同原形で黒曜石 12点、チャート 5点、下呂石5点、細石刃で黒曜石21点、チャート 7点、

下呂石7点と、細石刃関連資料は黒曜石の割合が高い。また、加工具ではチャート、下呂石が多用されている〔飛

騨考古学会旧石器分科会・永塚2001〕

E その他の地域

天神小根では分割系細石核（第 12図12・13)があり、石材は頁岩を主体とし、チャート、ガラス質黒色安山岩、

安山岩、凝灰岩、黒曜石が用いられている〔須藤2001〕。宮ノ前では削片系細石核（第21図7~10)が出土し、報
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告によれば7・10は黒曜石製で打面に擦痕が観察されるという。石材は、下呂石、チャート、黒曜石が多用され、

ほかに硬質頁岩、輝石安山岩、流紋岩がある〔早川ほか 1998〕。

4 組成の特徴

これまで述べてきた遺跡のなかで、発掘調査によりその組成が明らかになっているものは矢出川 I、中ッ原5B、

中ッ原 lG、柳又A(ffiV文化層）、柳又 C第 1文化層、同第n文化層、越、宮ノ前の 7遺跡8文化層である。そ

して、これらは保有する細石核の組み合わせから'(A)稜柱系のみ：柳又en・越、 (B)稜柱系（主体）十分割系：矢

出川 I、(C)削片系のみ：中ッ原 lG・ 宮ノ前、 (D)削片系（主体）十分割系：中ッ原5B・柳又Cl、(E)稜柱系・分

割系・削片系が混在：柳又Aに分類される。

A 稜柱系のみ

掻器・削器・加工痕を有する剥片は安定して組成する。越では、ほかに尖頭器・石刃・敲石・礫器・台石が加

わる。ただし、尖頭器・石刃については、出土位置と他地域における石器群との比較から、（稜柱系）細石刃関連

遺物との共伴関係に疑問が残る。

B 稜柱系（主体）十分割系

矢出川 Iのみであるが、掻器・削器を有する。遺跡内からナイフ形石器が出土しているが、細石刃石器群には

共伴はしないものと考えられる。

c 削片系のみ

掻器・削器・加工痕を有する剥片のほか礫器・磨石・敲石が組成する。ほかに中ッ原 lGの切断剥片、宮ノ前

の楔形石器は数量的に充実しており、特に前者は製作技法および使用方法〔吉田 1996〕を含め注目すべき石器と

いえる。宮ノ前からは加工痕・被熱痕をもつ尖頭器状の木製品が出土した〔山田 1998〕。

D 削片系（主体）十分割系

掻器・削器・加工痕を有する剥片・礫器・磨石・敲石がある。ほかに中ッ原 5Bでは彫器・錐・切断剥片、柳

又Clでは尖頭器・石刃が加わる。中ッ原 5Bの彫器は、在地石材であるチャートを用いた荒屋型彫器と認識さ

れるものである。同石器は、分布や使用石材の観点から重要な石器といえる。

E 稜柱系十分割系＋削片系

柳又Aのみである。柳又Cと比較してもわかるように、少なくとも稜柱系と削片系の細石刃石器群が混在した

ものと理解されるため、厳密な意味での石器組成ゆ感べられないが、細石刃関連資料のほか、尖頭器・彫器・彫

掻器・掻器・削器・挟入石器・加工痕のある剥片・楔形石器・石刃・石斧・敲石・礫器が出土した。注目すべき

石器として、彫掻器と石刃があり、また、掻器にはチャート製の角二山型掻器 1点が含まれる。

5 編年と様相

当地域で、層位的に編年を構築することは困難である。そのなかで唯一、柳又Cにおいて、稜柱系細石刃石器

群(ffiII文化層）の上から削片系細石刃石器群（第 1文化層）が出土した。これは、相模野台地や群馬県下における層

位的出土例と矛盾するものではないことから、野辺山原でもこれと同一の変遷過程がたどれると、地区ひろげて

解釈しても問題はなかろう。つまり、当地域では稜柱系→削片系というおおまかな流れを追うことができる。

諏訪間！順氏は、自身が示した相模野台地の段階変遷と照らし合わせ、いくつかの問題点を含むとしながらも「OO

石刃文化第 1段階）：野岳・休場型細石刃核のみ」→「（同第2段階）：野岳・休場型細石刃核＋船野型細石刃核」

→ 「（同第3段階）：削片系細石刃核のみ」→ 「（同第4段階）：神子柴系尖頭器＋削片系細石刃核」という中部日本

（野辺山原）における段階区分を提示し、堤隆氏もこれを支持した＂〔諏訪間 1991、堤 1993〕。

一方、谷口康浩氏は、柳又A・Cの分析をとおして、細石刃文化から縄文時代草創期前半にかけての変遷を「（段

階I):西南日本に共通する野岳・休場技法が主流をなし、中部地方北部の北方系細石刃文化と対峙した段階」→

「（段階II)西南日本的な在来の細石刃文化に代わり、北方系細石刃文化が南漸し、その二次的な分布圏を形成し
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た段階」→ 「（段階ill)北方系の槍先形尖頭器文化である神子柴•長者久保文化が、段階 Il の地盤を継承するよう
に出現し、これを契機として槍先形尖頭器を伴う石器群が派生した段階」→「（段階IV)有舌尖頭器が発生し、分

布圏を近畿地方から中国・四国地方にまで拡大した段階」と捉えた。そして、第 14図1~4の細石核門こついて、

既存の非削片系細石核には同定できず、北方系削片系細石核の受容を契機として、楔形の形式だけを採択した中

部地方南部において派生したもの（＝技術構成の変容）とした。

両氏の変遷案で最も異なる点は、分割系細石核の系統を諏訪間氏が「西南日本の船野型細石核」としたのに対

して、谷口氏は「北方系削片系細石核の受容を契機として在地で派生したもの」と捉えたことである。しかし、

筆者は両氏の見解とは異なり、当地域の分割系細石核には彫掻器（柳又A)や石刃（天神小根、柳又A・CI)が組成

することから、これは北方に系統が求められる技術（細石核）、つまりホロカ型細石核であると考えている。北方

系削片系細石刃石器群に組成する荒屋型彫器が出土した中ッ原5Bにも分割系細石核（原形）が含まれることも、こ

の考えの傍証となっている。今後のさらなる資料の増加をまてば、西南日本系稜柱系細石核十分割系（船野型）細

石核→北方系削片系細石核十分割系（ホロカ型）細石核という変遷が想定できるかもしれない。

次に、削片系細石刃石器群についてふれてみたい。北方にその系統が求められる削片系細石刃石器群は、東北

地方においては在地石材である良質な珪質頁岩を用い、また、荒屋型彫器や角二山型掻器という示準石器を装備

することが多い石器群である。かつて筆者は、これらの石器製作技術については東北日本の珪質頁岩を用いた削

片系細石刃石器群の一次的波及と、それを受容した結果、在地石材只を用い、かつ、技術システムを変異させた

二次的展開を想定した〔吉井 1991〕。具体的な石器群をあげれば「柏垂」→ 「中ッ原 lG・5B、柳又CI」とな

る。さらに、石器組成の面から詳しくみれば、柳又CIは石刃と尖頭器を有するが、中ッ原 lG・5Bには組成し

ないことから、前者が縄文的で、より新しい様相を備えているといえようか4) 0 

以上の点から、はなはだ乱暴ではあるが、当地域における細石刃文化期の編年案をまとめると、 Ia期：稜柱

系細石刃石器群（矢出川・柳又 CIT/黒曜石主体）、 lb期：稜柱系十分割系細石刃石器群（矢出川／黒曜石主体）、

Ila期：北方系削片系細石刃石器群（柏垂／東北産珪質頁岩）、 Ilb期：北方系削片系＋北方系分割系細石刃石器群

（中ッ原 lG・5B/在地石材）、 Ile期：北方系削片系＋北方系分割系細石刃石器群＋尖頭器・石刃（柳又 CI/在
地石材）となろうか。ただし、 Ilb期とIle期は時間的差異として位置付けるのではなく、遺跡によるセトルメン

トシステムの相違という可能性も想定する必要があるのかもしれない。

いずれにしても、珪質頁岩を用いた削片系細石刃石器群の東北日本からの波及は、当地域の細石刃文化にとっ

て大きなインパクトであり、縄文時代前夜に位置付けられるその後の細石刃文化（中ッ原 lG・5B)に、多大な影

響を及ぼしたことは想像するに難くない!j) 0 

7 研究の課題

前回のシンポジウムからの 10年間で、当地域においては新たな資料や新たな研究など、いくつかの新知見が

得られた。ここでは、それらのこともふまえて次の2点を研究課題としておきたい。

1点目は、編年研究周辺の問題である。具体的には、細石刃文化の成立問題も含めた稜柱系細石刃石器群の実

態、分割系細石刃石器群の系統とほかの細石刃石器群との共伴関係、削片系細石刃石器群の本質億溶：・変形はあ

ったのかなど）と縄文時代草創期の関連性である。 2点目は、石材利用・獲得を含めた集団の活動形態の問題であ

る。これについては、加藤学氏や堤氏らにより、すでに興味深い内容が論じられている〔加藤 1996、堤2002な

ど〕。しかし、より具体的に集団の活動形態を明らかにするためには、石材の獲得（直接・間接等）のみだけではな

く、互いに複雑に起因している様々な現象をひとつひとつ紐解いていかなければならない。

いずれにしても、以上の課題は当地域のみで解決できるものではなく、東北アジアを含めたより広域的な視点

で究明していかなくてはならないものである。

本稿を作成するにあたり、保坂康夫氏・長屋幸二氏・堤隆氏からご教示いただいた。深く感謝申し上げる。
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註）

1) このなかで、野辺山原出土の分割系細石核を「船野型細石刃核」としたのは、相模野において「船野型」と認識されたも

の〔鈴木 1983、堤 1984・1987〕を、そのまま野辺山原に踏襲したためであろうか。

2) 筆者は、第 14図 1・2の細石核は削片系の細石核と考え、中ッ原 5Bの同様の技術によるもの(ffi7図21・22)と

捉えている。

3) 中ッ原で用いられている石材の産地との距離はすべて水平距離で、緑色チャート： 10~15km、チャート： 5~17km、麦

草峠・双子池：約20km、和田峠・霧ヶ峰：約40km〔堤・吉田 1996〕。また、柳又～下呂石（岐阜県下呂湯ヶ蜂）は約35km

である

4) 碑石核が混在する柳又Aでは、尖頭器・石刃に加えて彫掻器も組成するなど、より縄文時代草創期色が強い。東北地方

の事例を参考にすれば、これらは分割系または削片系細石刃石器群に組成するものと予想される。

5) 例えば、黒曜石から在地石材という使用石材の変化、散発的ではない定量の石器を装備していたと考えられる石器群の増

加があげられ、ほかにも生業の変化（内水面漁搭）〔加藤 1981、佐藤 1992〕等も考えられよう。
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表1 中部地方南部地域の細石刃遺跡一覧表

重 成
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1矢出JIJI 珈'" 17'  • 駒'"' ゜'""' 賢辺山口 戸沢,... 明給＊.... ... 

゜ ゜ " 
． 壇"" 11人裏鑓

I矢111,,,0 着 , ..... ． 

I矢IIIIIJm
＇ 

, ..... 
』矢出,Ur,/ ISi OI "、...
9矢畠1'1Yil j I , ..... 
・矢111,,,11 ， I n珈．

1矢IIIIIIX .. " ...... ． 

9矢出Ill露9嶋点 I , ..... ． 

9矢畠Ill鋼II竃
＂ 

， , ..... 丸山山1l1

＂矢出 JIJ露SI鎗 ， '""'. 
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＇ I血・
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I I ,,...,. 
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北関東の細石刃文化

萩谷千明

1 . 研究の推移

主要な調査に関すること

1946 49年 群馬県岩宿遺跡でローム層中に露出した細石刃様の剥片が相澤忠洋氏により注意される。

1951年 群馬県宮城村桝形遺跡の第 1次調査。船底形細石核の出土が報告される。

1963年栃木県那須町迩室遺跡の調査。

1973年桝形遺跡の第2次調査。

1975年 茨城県ひたちなか市後野遺跡の調査。荒屋型彫器をもつ削片系細石核をもつ細石刃石器群と神子柴文

化の石器群が層位的な上下関係をもって出土。

1977年茨城県那珂町額田大宮遺跡の発掘調査。船底形細石核をもつ細石刃石器群に石斧が伴うとされた。

1978年茨城県竜ヶ崎市沖餅遺跡の発掘調査。船底形細石核をもつ細石刃石器群を検出。

1982年 茨城県日立市宮脇遺跡の発掘調査。船底形細石核をもつ細石刃石器群が検出される。

1987年群馬県前橋市頭無遺跡の発掘調査。浅間板鼻黄色軽石群直下の層位から荒屋型彫器を組成する削片系

細石核をもつ細石刃石器群が検出。

1989年 群馬県宮城村市之関前田遺跡の発掘調査。野岳休場系細石核を持つ石器群が浅間—白糸軽石混じり層

から検出される。

1991年 群馬県宮城村柏倉芳見沢遺跡の発掘調査。浅間板鼻黄色軽石層直下から船底型細石核をもつ細石刃石

器群が検出される。

1996年茨城県取手市柏原遺跡の発掘調査。

1999年岩宿 II石器文化の再検討により，細石刃が数点含まれる可能性があると報告される（島田 1999年）。

主要な遺跡の発掘調査等は概略上記の通りである。岩宿遺跡の発掘調査のきっかけとなったのは，細石刃様の

剥片であったことが発見者である相澤忠洋氏や発掘調査の報告者となった杉原荘介氏によって異口同音のように

語られている。戦前以来提起された縄文時代の初頭の石器群への関心がもたれた頃より「細石刃文化」は注意さ

れていた。細石刃文化の進展を考えるうえで本地城が果たした学史的な役割は重要であるが，上記の遺跡のほか

は資料数・石器組成のまとまりをもつ遺跡がほとんどないのがこの地域の特徴でもある。

最近は，既存の資料の再評価・再実測が行われており，今後の研究の深化が期待される。

資料の集成編年研究に関すること

1978年 小田静夫「関東地方の細石器文化」。

1991年 麻生敏隆「群馬県における細石器文化の様相」。

1993年 岡本東三「縄紋文化移行期石器群の諸問題」

1993年桜井美枝「北関東の細石刃文化」

1994年萩谷千明「IV期 細石器文化」

1995年橋本勝雄「茨城の旧石器時代」

2000年 西井幸雄・川口武彦・芹沢清八・萩谷千明「北関東」

2002年永塚俊司「石器群の様相 細石器」

北関東における細石刃文化に属すると考えられる遺跡は， 1993年シンポジウムにおける桜井美枝氏による集成
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(28か所）以降何回かにわたる資料集成が行われ，この IO年間に 2倍強の遺跡数の増加となった。それらの

多数は茨城県南部での事例である。石器群の編年研究は，群馬県における火山灰層序を基本とした所見をベース

に，石材構成の変化，石器群の構成を軸としていくつかの編年案が示されている。

2. 遺跡の分布や遺跡群の分布傾向について

A. 茨城

遺跡の分布は標高 20 30mの台地や丘陵状に立地する。 1993年では空白が大きかった県南部での遺跡の増加が

著しい。

B. 栃木

IO遺跡前後と，遺跡数がそれほど増えていない。平野部の舌状台地や丘陵上に遺跡が立地することが指摘され

ている。

C. 群馬

赤城山南麓の扇状地上に遺跡が多いように見受けられる。南部の平野部でも数遺跡が増加した。

以上のように，遺跡数は増加したものの，全体としての傾向については， 1993年の桜井氏による所見と大きな

変化はない。集成された 3分の2は程度の遺跡では細石核の単独出士や採集品であり，遺跡群を構成していたか

どうか議論を進めるには論拠に乏しいのが現状といえよう。

ところで，北関東の地形を大まかに見ると茨城・栃木・群馬の 3県ともに北部の山地と南部の平野部とに区分

できることが理解されよう。南部の平野部には利根川・渡良瀬川・鬼怒川・那珂川・久慈川といった関東地方を

代表する河川とその支流が網の目のように流れ，後期更新世を通じて様々な地形面を形成したり，河川の流路を

変えた。このような平野部の様相が，第 I群のまとまった資料に乏しく，第 III群が広範囲に認められるという，

遺跡の分布に影響を与えていた可能性がある。

また，茨城県における細石刃石器群の遺跡数は増え，県内平野部のほぼ全域に遺跡が広がったように見えるが，

北浦東岸の鹿島台地，北浦・霞ヶ浦に挟まれた行方台地においては遺跡が空白である。この2つの台地は，利根

川を挟んで南岸に位置する下総台地同様，樹枝状に開析され複雑な舌状台地を形成している。今後の資料集成や

発掘調査例の増加によってかなり多数の遺跡が増加することが予想される。

3. 細石刃技法と石材

(1)稜柱形細石核 (1) 細石刃の剥離までの過程は矢出川技法（安蒜1979)として説明されている。石核再

生には作業面に直交させる打撃により打面再生剥片を剥離する方法と，細石刃剥離のための打面から作業面更新

する剥片を剥離する方法とがある。多くの場合，黒曜石を石材として利用しているが一部チャートを石材として

いるものがある。南関東での事例ではより古い段階の細石刃文化の細石核石材として用いられており，北関東に

おいても市之関前田遺跡の火山灰層序からより古相の段階で用いられる石材とされる。

(1-2)稜柱形細石核 (2) 原石から応分に打ち割られた素材に細石刃剥離のための打面を設定し，打面から打

ち下ろしを行い亜船底状の細石核原形を準備する。石核の再生には打面再生は行われず，もっぱら作業面の更新

が行われるものと予想されるが，作業面再生剥片はほとんど報告されていない。

石材は群馬県での事例では赤谷層産出の黒色頁岩やチャートを用いたものが知られる。これらの細石核を船底

形として南関東でいう「船野型細石核」の仲間として考える研究者もいるが，筆者は細石刃用石材の在地化に伴

う石核整形の制約によるものと考えており，「稜柱形細石核 (1)」の変容と見ている。

(2)船底形細石核幌加型細石核の整形技法（鶴丸 1979)に説明されるが，石核を船形と見立てときの下縁部

の調整が行われているものとそうでないものが存在する。甲板面に見立てた打面からの側縁加工により整形され

るが，精緻に作られたものと粗雑に作られたものが存在する。

石材はいわゆる在地素材を用いる場合が多く，群馬県では黒色頁岩を石材としたものが多く，少数のチャート
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を石材とするものがある。茨城県では硬質頁岩，頁岩，チャート，ガラス質安山岩が石材として用いられている。

(3)削片系細石核湧別技法により細石核が準備されるが，札滑型（鶴丸1979)で説明される細石核原形とす

るものと，細石核原形の準備過程で剥離された稜付き削片・スキー状削片を細石核原形に転用するものとがある。

打面は削片の剥離でできた平坦面を用いるが，削片剥離により石核原形がねじれ，打面からの側面調整により形

状の修正を行うものが多い。側面調整が卓越する場合，前述の船底形細石核との識別が困難なことがある。石核

の再生は，スキー状削片を打面再生剥片として剥ぎ取る場合と，作業面再生剥片を剥ぎ取る場合とがある。

石材はほぼ硬質頁岩に集約されるが，茨城県宮脇遺跡 (1)や栃木県赤羽根 (43)例のようにやや緻密でない珪

質頁岩が用いられることがありこの石材の仲間が何に分類されるか興味深い。また，群馬県稲荷山V遺跡 (51)

では黒曜石製の細石核が削片形細石核の可能性がある（小菅 1994)と紹介されているが，現時点では当該地域に

ほかに類例がないため今後の類例の増加を待つこととしたい。

4. 石器組成の特徴と石器群の様相

石器組成の特徴は，細石刃剥離技術と他の剥片石器類の製作技術と併せて大きく I I IIの3群分類されるが，

II群とした石器群には後述するように削片系細石核による細石刃技法を併せもつ可能性があるものが存在し，こ

れを仮に lib群と呼称することにする。

1群の石器群

稜柱形細石核をもつ。群馬県市之関前田遣跡(55)の石器群を例にとって見ておく。石器群は細石刃，大小のス

クレイパー類，礫器・敲石の石核石器が認められる。細石刃の製作は黒曜石にほぼ限られ（稀少石材として硬質

頁岩が存在した），小形スクレイパーは細石核の調整剥片を素材とする。大型のスクレイバー類は黒色安山岩•黒

色頁岩などいわゆる在地系の緻密な石材を利用し，素材となる剥片は90度方向の打面転移を繰り返すことにより

得られるもので，不定形であり，石材の面からも，素材の獲得の面からも，さらには石器としての大きさや重量

からも小形スクレイパーとは容易に峻別ができる。礫器・敲石などの石核石器は遣跡近辺の河床や傾斜地から容

易に採集される粗粒の輝石安山岩等が石材として選ばれている。

このように，稜柱珪細石核をもつ石器群は，石器の製作目的によって石材を選択する傾向にあり，細石刃の剥

離剥片石器の製作，石核石器としての加工と利用という 3つの石器製作技術が共存している。このような I群

の石器群のあり方をかつて「構造 I」として理解したことがあった。この石器群は栃木県坂田北(39)遺跡のほか，

他期の石器群の混在があったり，採集資料だったりと制約があるが，茨城県行屋西遣跡A地点 ・B地点(32,33), 

栃木県寺野東遺跡(41),群馬県武井遺跡峯岸地区(52)の石器群などが I群の石器群と見なしてよいだろう。

11群の石器群

船底形細石核をもつ。細石刃に伴う石器として，大形の石刃状の縦長剥片とそれらを素材とした掻器・削器が

ある点において各石器群とも共通している。明確な彫器は今のところない（報告書中には彫器を伴うという記述

がなされているものがあるが，素材となる剥片に対する「彫刀面」の作出が規則的でなく，剥片の端部がはじけ

たものとして理解した方が妥当であろう）。石斧（額田大宮遺跡(3))'尖頭器（沖餅遣跡?(23), 柏倉芳見沢遺跡

(57))を伴う可能性が指摘されているものがある。

硬質頁岩を石材とする額田大宮遺跡(3)例をのぞき，細石刃・細石核用の石材と剥片石器用の石材とは，黒色頁

岩・黒色安山岩・チャートと共通した石材が用いられている。また，剥片石器の素材として石刃状の縦長剥片が

用いられているが，これらの石刃状剥片の石核は知られていない。柏倉芳見沢遣跡(57)の略報では縦長剥片を素

材とした 2点の船底形細石核の接合例が紹介されており 00!野 I991), 細石刃の剥離も一連の石器製作工程の中

に組み込まれる可能性をもっている。これら船底形細石核と大形石刃状剥片の剥離技術をもつ石器群を「構造 II」

として理解した。

これらの石器群は上記の石器群のほか，群馬県桝形遺跡(55)が代表的である。また，石器群から細石刃・船底

形細石核を欠くが群馬県北山遺跡例(48)もこれらの石器群の範疇として群馬県内の複数の研究者から指摘されて
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おり，北関東の細石刃文化をもっとも特徴づける石器群といえよう。

I lb群の石器群

茨城県額田大宮遺跡(3)では，硬質頁岩を素材とする稜付き削片が出土しており，また，茨城県宮脇遺跡(1)例

では報告中に記載のなかった資料中に，ねじれた稜付き削片や打面再生剥片（スキー状削片のはじけたものか？）

が存在していた。これらは硬質（珪質？）頁岩を石材としていた。これらは全体としては II群の石器群および石

器製作構造を基本とするが，削片系細石核による細石刃技法を併せもっている可能性が高く，茨城県北部におけ

る地域色の強い細石刃文化のあり方を示すかもしれない。

111群の石器群

削片形細石核をもつ。剥片石器の石材は硬質頁岩に集約され，石器の製作技術は荒屋技法（大塚 1968)で示さ

れたように， 1つ個体から剥片を剥ぎ取りながら彫器・掻器・削器などの素材を準備し，その後両面調整石器様

に整形された残核から稜付き削片やスキー状削片を取り細石核原形を準備するという，すべての剥片石器製作工

程が一体化した石器の製作構造をもっており，これを「構造 III」と呼んだ。

この「構造 III」と呼んだ石器群には，茨城県後野遺跡B地点(6)'中原遺跡(21),柏原遺跡(26),上原遺跡(61)'

群馬県頭無遺跡(64),採集資料ながらまとまったものとして大雄院前遺跡(47)などがあり，荒屋型彫器・角二山

型掻器・携帯用の靴ベラ状の両側縁に刃部をもつ削器など石器群を構成する器種は各遺跡群を越えて斉一性をも

っている。これらの石器群は最近まとまった例としての報告が多く，北関東ではもはや一般的にみられる石器群

であるといっても良いだろう。

5. 編年

当該地域の細石刃文化の編年は．群馬県内での細石刃石器群の出土層位を参考にいくつかの編年案が示された

のは前述の通りである。

群馬県における細石刃石器群は浅間—白糸軽石 (As-SP : 約 17,500年前に噴出＊）混じり層から出土している。

第 1 群の石器群では市之関前田遺跡(55) において浅間—板鼻褐色軽石層 (As-BP Group : 約 20,000-18,000年前に

噴出＊）の直上まで出土していることを根拠に．当該区域での細石刃石器群の最古の段階とし．武井遺跡峯岸地区

が後続する点．浅間—板鼻黄色軽石 (As-YP : 約 13,500年前に噴出＊）直下から出土した第 II群の桝形遺跡(56),

柏倉芳見沢(57),第 III群の頭無遺跡(64)例を新しい段階とする点では．研究者間の意見の一致をみている。

麻生氏は. (1)〈遠隔地石材→在地系石材》という石材利用の観点から．《市之関前田 (I群）→頭無 (III群）

→桝形 (II群）》という変遷と. (2)細石核の形態変化から《I群→II群→II I群》, (3) II群 ・III群とが層位的

に分離できないことから《I群→I I群 ・III群（併存）》という 3通りの変遷案を示している（麻生 1991)。

桜井氏は．細石刃技法に注目し, I群を〈黒曜石の調整打面の細石核→在地系石材の平坦打面の細石核〉, II 

群を〈下縁調整をもつ船底形細石核→下縁調整をもたない細石核備l石刃技法の在地化）〉, I II群を東北地方と

の結びつきが強いと捉えた。 II群と III群との関係については， (j)南関東では削片系細石核が第 III群よりも

後続すると考えられること. (ii)本州東北部での細石核の組み合わせの変遷観〈削片系細石核→削片系細石核＋

船底形細石核〉をひいて．《I群→II I群→1群》の変遷案を示した。ここにおいても第 II群と第 III群とは併存

していた可能性があることが示されている（桜井 1993)。

萩谷は．南関東での層位的事例による細石刃石器群に着目し，細石刃用の石材が〈黒曜石主体→黒曜石・在地

系石材併用→在地系石材主体〉に変化すること， I群に分類される石器群がLlH層から LlS層まで継続し，削

片系細石核十石槍とも時間的に併行する可能性があること。また．各群に分類された石器群の石器製作と石器組

成のちがい（石器群の構造の差異）．各石器群自体が排他的な構造をもつことから．《I群（古い様相）→I群 (ffi"

しい様相）→I群（新しい様相） . II群 ・II I群（併存）》という変遷案を示した。なお, II群の石器群について

は長期間継続した可能性があると含みをもたせた（萩谷 1994)。

最近報告された群馬県上原遺跡ではAs-SP混じり層の上位から出土することが報告されたものの,As-YPは検
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出されなかったとのことであり，各石器群を層位的に分離することにはまだ成功していないのが現状であろう。

栃木県においては細石刃石器群を出土した遺跡が，茨城・群馬に比べきわめて少ない。 I群の石器群が数か

所でまとまって検出されているが， II群 ・III群の石器群がまとまって出土した事例がほとんど知られていない

（迩室の石器群は II群の範疇に入る可能性がある）。県南部と中央部では火山灰の給源が異なっているが， I群

の石器群が出土した寺野東ではAs-YP 付近，坂田北では男体—今市軽石付近 (Nt-1 : 約12.000-13,000年前＊）付

近からそれぞれ出土しているといい（森嶋 2002),今後の資料の増加により編年案の提示が期待される。

茨城県においては岩宿時代の編年案が橋本勝雄氏により提示されている（橋本 1995)。その編年表によれば《I

群→III群→II群》との変遷が示されている。編年の根拠は詳しく示されてはいないが，周辺地域での編年案や，

石器組成などを参考にしたものと思われる。浅間山・榛名山・赤城山・男体山といった火山灰の給源から茨城県

は遠いため，ローム層の堆積も薄く，層位的に異なる細石刃石器群が検出される期待がもっとも薄い地域である。

以上のようにこの地域における細石刃石器群の編年案には，火山灰層を鍵層として石器群の大まかな編年案が

示されたが，遺跡が多く見つかっている平野部・丘陵・山麓扇状地ともに火山灰の堆積状況はそれぞれ一様でな

く，火山灰編年による石器群編年の細分は困難を伴うことが予想される。

6. 課題

それぞれの項目の末尾に，課題点や展望を示したため重複を避けられないが， (1)II I群の分布と生業の問題

(2)細石刃石器群の編年をめぐる問題との2点について述べたいと思う。

(1)分布と生業

北関東においては先述したように南部の平野部には利根川・渡良瀬川・鬼怒川・那珂川・久慈川といった関東

地方を代表する河川とその支流が網の目のように流れ，後期更新世を通じて様々な地形面を形成したり，河川の

流路を変えたためか，南関東の下総・武蔵野・相模野の各台地ほど中小の河川による台地の樹枝状の開析がそれ

ほど進んでいないように見え，南関東とは対照的な地形を呈しているように思われる。こうした地形の様相の差

異が，細石刃石器群をもつ遺跡の分布にも大きな影響を与えた可能性があると考えている。

最近報告された中原遺跡・柏原遺跡・上原遺跡は III群の石器群であり，もはや北関東において III群の石器

群が発見されることはそれほど珍しいことではなくなってきている。これらの石器群は硬質頁岩を石材として，

在地系の石材はあまり使用していないことから，本州東北部に拠点をもつ集団が季節的に長駆移動し，また拠点

となる地域に回帰というする生活形態をもっていたであろうことが複数の研究者から指摘されているが，大河川

とその大きな支流の流域にこれらの遺跡の多くが知られていることは，その反映と思われる。

この石器群から想定される生業については大きく 2つの考え方がある。

その一つとして当該の石器群をもつ集団とサケ・マス類の内水面漁労との関連を示唆する意見がある。これは

第III群の遺跡が大きな河川流域に分布し，こうした河川がサケ・マス類が遡上する場という考え方に基づくも

のと考えられ，新潟県荒屋遺跡におけるサケ類の脂肪酸の検出といった事例から強化されつつあったが， 2000年

に発覚した「前期旧石器遺跡」捏造事件から派生した，脂肪酸分析のデータの信頼性にかかる疑義から振り出し

に戻された観がある。

ほかの考えは， III群に類似した組成をもつ道東の石器群は草原的な景観に多数立地すること（鈴木 1993・1996),

同様の石器群をもつシベリア・極東地域での動物遺体からは内水面漁労が積極的に行われたか疑問視する意見（加

藤 1996a,b)にみられるように，シカなどの狩猟集団が遺跡を残したとみる考え方である。

このように細石刃文化，特に「北方系」とされる石器群をもつ集団の生業に関わる問題は意見の一致をみてお

らず，生業をめぐる問題は岩宿時代全般に共通する資料の制約から仮説の域を越えるものではない。なお筆者は，

北関東を中心とした地域（この場合，埼玉・千葉県も含む）が日本最大の平野部が広がる地帯であったことを考慮

し，後者を支持している。

いずれの立場を取る場合においても，この地域における自然科学的な分野での研究は，現時点においてはテフ
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ラの同定が中心で，当時の植生や景観の復原を目指したものに乏しい。こうした点を克服することが生業にかか

る問題の解決の第一歩となると考える。

(2)編年の問題

編年については，現時点においては石器群の出土層位と火山灰との関係から複数の編年案が示されているが，

10年前と状況は大きく変化していない。異なった構造をもつ細石刃石器群どうしが同一の堆積状況をもった地域

で層位的に出土している事例がないこと，そして，各石器群の構造が排他的で，各石器群ともモザイク状に当該

地に併存していた可能性すらあることも一因となっている。

なお，石刃状の剥片やそれを素材とする石器群および石斧や尖頭器との伴出から，後出する神子柴文化との関

連をひいて，第 II群の石器群を新しい段階とする説もあり，今後編年案はそうした方向に集約されるのかもしれ

ない。しかしながら，現時点では各研究者がそれぞれ示したように併存の可能性があるとした方が，今後発見の

資料や既存の資料の再検討にあたる際より慎重な分析が行われるものと考える。そこで，ここで Ilb群と呼ん

だ石器群に注目しておきたい。この石器群は，石刃状の剥片とそれを素材とした掻器・削器に，船底形細石核を

もつ構造 IIの石器群に削片系細石核をもつ可能性がある。こうした石器群の詳細な分析により，変遷の細分が可

能になる期待がもたれる（茨城県北部にモザイク状に分布する地域相として落ち着くかもしれないが）。

火山灰編年により，細石刃文化の各石器群の変遷の大まかな枠組みは示されているが，これまで群馬県内で知

られたまとまった数量の細石刃石器群は，先行するとされる槍先形尖頭器をもつ石器群とは火山灰編年では層位

的な前後関係が区分できないという弱点もある（軽部・中島 1994)。樋状剥離を有する尖頭器をもつ石器群のよ

うに，槍先形尖頭器をもつ石器群の前半段階を細石刃文化に併行すると考える研究者はいないと思うが，後半段

階の石器群については南関東での問題と同様一部併存する可能性がある。この問題については槍先形尖頭器を

もつ石器群のより詳細な分析と，より良好な火山灰の堆積状況を示す遺跡の検出を待たなければならない。

後続の文化についても一言二言述べておく。後野遺跡における層位的な出土事例から，また群馬県における

As-YPを鍵層にした比較検討により，細石刃文化と神子柴文化とは層位的な上下関係が見出されている。一部の

研究者からは第 III群の細石刃文化と神子柴文化が併存したという意見があるが，これには首肯できない。

また，ある研究者は柏倉芳見沢遺跡から土器が出土していると一般書店でも入手可能な考古学専門誌に載せて

いる。単純な遺跡名の取り違えと思うが， 柏倉芳見沢遺跡ではブロック外から「尖頭器」に分類される石器は出

土しているが，共伴については保留とされている。また， As-YP下層からの土器片の出土の事実はないというこ

とを発掘調査の参加者として明記しておく。

細石刃石器群の研究の現役を離れて 10年以上がたつ筆者に，今回与えられた課題はなかなか気の重いものであ

った。各県の出土地や石器群の集成は，ここ数年の間に文中に示した各氏によりまとめられたものを利用させて

いただいたが，他人の揮で相撲を取ったものであり何とも気分がしっくり来ない。また，当該する石器群の研究

課題にしても，シンポジウムの主催者が期待したようなものとしてまとめられたかどうか不安はつきない。関係

各位のご寛恕をいただければ幸いに存じる。

今回の資料集成および資料の調査にあたり，宮脇遺跡の資料の見学に際して日立市郷土博物館，生田目和利氏

のお世話になった。生田目氏には報告書で記載されていない資料について貴重なご意見を戴いた。茨城県内の情

報について鴨志田篤二氏，斉藤弘道氏，諸星良一氏にお世話になった。諸星氏には，文献の提供と貴重なご意見

を戴いた。栃木県の情報に際しては芹沢清八氏から文献の提供と貴重なご意見を多数賜った。群馬県については

麻生敏隆氏，小菅将夫氏からご意見・アドバイスをうかがった。大雄院前遺跡の荒屋型彫器は新井進氏の採集資

料である。今回のシンポジウムに際して未発表の資料の実測図の公開についてご快諾いただいた。これらの皆様

に記して感謝申し上げたいと存じる。

（＊）炭素 14法による年代測定による。ここでは較正年代は用いられていない。
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安蒜政雄 1979 「日本の細石核」（『駿台史学』47)

稲田孝司 2001『遊動する旧石器人』（岩波書店）

岡本東三 1994 「縄紋文化移行期石器群の諸問題」（『環日本海地域の土器出現期の様相』，雄山閣）

岡本東三 2003 「多岐亡羊の縄紋文化起源論」（『季刊考古学』83,雄山閣）

小田静夫 1979 「関東地方の細石器文化」（『駿台史学』47)
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桜井美枝 1993 「北関東の細石刃文化」（『細石刃文化研究の新たなる展開』I・佐久考古学会・八ヶ岳旧石器研究グループ）

佐藤宏之 1992『日本旧石器時代の構造と進化』（柏書房）
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杉原荘介 1956『群馬県岩宿発見の石器文化』（明治大学文学部研究報告）

鈴木忠司 1993 「細石刃文化と生業」『細石刃文化研究の新たなる展開』II,佐久考古学会・八ヶ岳旧石器研究グループ）

鈴木忠司 1996 「採集経済と自然資源」(1i'考古学による日本歴史れ6,~ 准山閣）

鶴丸俊明 1979 「北海道地方の細石刃文化」（『駿台史学』47)

戸沢充則 1975 「岩宿へのながい道」（『どるめん』1s,nee出版局）

戸沢充則 1979 「日本における細石器の研究」（『駿台史学』47)

2002年永塚俊司「石器群の様相一細石器一」（『茨城県における旧石器時代研究の到達点』ひたちなか市教育委員会・茨城県考
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会資料集第2集）

萩谷千明 1994 「IV期一細石器文化ー」（第2回岩宿フォーラム『群馬の岩宿時代の変遷と特色』予稿集）

橋本勝雄 1989「東日本の細石刃文化ー東北・北陸・中部高地・東海地方の研究動向一」¢考古学ジャーナル』306,ニューサイエ

ンス社）

橋本勝雄 1995 「茨城の旧石器」（『茨城県考古学協会誌』7)

森嶋秀ー 2002 「周辺地域の様相一栃木県一」『茨城県における旧石器時代研究の到達点』ひたちなか市教育委

員会・茨城県考古学会）

（各遺跡の参考文献：番号は表と対応）

1 日立市教育委員会 1997『宮脇遺跡・宮脇が鉗跡・宮脇B遺跡』

2 東海村遺跡調査会 1990『宮脇遺跡』

3 那珂町史編纂委員会 1978『額田大宮遺跡』

4 那珂町史編纂委員会 1990『那珂町の考古学』

5 那珂町史編纂委員会 1990『那珂町の考古学』

6 後野遺跡発掘調査団 1976『後野遺跡』

7 勝田市教育委員会 1981『原の寺瓦窯跡発掘調査報告書』，川崎純徳ほか 1982『発生期土器の研究』（勝田文化研究会）

8 ひたちなか市教育委員会・ひたちなか市遺跡調査会 2000『三反田蜆塚貝塚 1999年度道路拡幅工事に伴う発掘調査概要』
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9勝田市教育委員会 1989『昭和63年度市内遺跡発掘調査報告書』

10国道50号線水戸バイパス埋蔵文化財発掘調査会 1987『常陸赤塚一国道50号線水戸バイパス道路建設に伴う発掘調査＿』

11黒沢浩 2001「川上博義氏寄贈の石器時代・古墳時代資料について」（『明治大学博物館研究報告』6)

12 (財）茨城県教育財団 1991『一般県道友部内原線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書』

13鴨志田篤ニ・石崎勝三郎 1995「鹿島郡旭村新地遺跡の細石刃核」 (Ii'茨城県考古学協会誌』第7号）
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15永塚俊司 2002「石器群の様相ー細石器」 （『茨城県における旧石器時代研究の到達点ーその現状と課題＿』）

16大正大学考古学研究会 1985「富士見台遺跡」 (Ii'鴨台考古』4)

17永塚俊司 2002「石器群の様相ー細石器」（『茨城県における旧石器時代研究の到達点ーその現状と課題＿』）
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23 (財）茨城県教育財団 1980『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書 3』

24 (財）茨城県教育財団 1981『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書 5』

25永塚俊司 2002「石器群の様相ー細石器」（『茨城県における旧石器時代研究の到達点ーその現状と課題＿』）

26 (財涼城県教育財団 1999『取手都市計画事業下高井特定区画整理事業地内埋蔵文化財報告書m』

27茨城県誌編集委員会 1979『茨城県史・考古資料編（先土器・縄文時代）』

28郷州原遺跡発掘調査会 1981『郷州原遺跡』

29八千代町教育委員会 1998『氏神A遺跡発掘調査報告書』

30霞ヶ浦用水埋蔵文化財発掘調査会・千代川村教育委員会 1998『村岡遺跡群発掘調査報告書』

31総和町史編さん委員会 2002『総和町史資料編原始・古代・中世』

32総和町史編さん委員会 2002『総和町史資料編原始・古代・中世』

33総和町史編さん委員会 2002『総和町史資料編原始・古代・中世』

34古河市史編纂委員会 1986『古河市史資料編原始古代編』

35 田川良・道沢明 1974「古河市周辺採集の先土器時代資料」(Ii'史館』4)

36那須町教育委員会 1963『栃木県那須町脇沢遺跡・赴室遺跡調査報告書』

37栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興財団 2000『那須官街関連遺跡発掘調査報告11』

38中村紀男 1976「上の原遺跡」（『栃木県史資料編考古1』栃木県史編纂委員会）

39 伊藤和周ほか 1981 「鹿沼市坂田北遺跡発掘調査概報」（『峰考古お，宇都宮大学考古学研究室），岩上照朗•森嶋秀ー2001『坂田

北遺跡』（『鹿沼市史資料編考古』）

40栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興財団 1990『小倉水神社裏遺跡』

41栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興財団 1998『寺野東I』

42栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興財団 1997『金山遺跡VI』

43栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興財団 1984『赤羽根』

44栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団 『エグロ遺跡』

45館林市教育委員会 1982『大袋I遺跡発掘調査報告書』

46 中里吉伸 1996「強戸口峯山遺跡」 （『太田市市通史編原始古代』）

47笠懸野岩宿文化資料館 2000『利根川流域の縄文草創期』，新井進 2002「大雄院前遺跡と旧石器の発見」（『桐生史苑.!141)'本

書

48井上唯雄・若月省吾 1983 「北山遺跡」（『笠懸村誌』別巻(1)
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49 島田和高 2000 「岩宿発掘 1949-1950:基礎整理編明治大学考古学博物館収蔵資料（旧石器時代）の再検討・再評価(2)」

（『明治大学博物館研究報告』5)

50井上唯雄・若月省吾 1983 「和田遺跡」 （『笠懸村誌』別巻(1)

51笠懸村教育委員会 1979『稲荷山遺跡』，小菅将夫 1994 「群馬県内出士の細石核2例」 （『群馬考古学手帳』4)

52内田憲治・能登健・大工原豊 1988 「峯岸遺跡」 （『群馬県史資料編』(1))

53粕川村教育委員会 1986『粕川村の遺跡』

54なし，個人の採集品。遺跡は土取りにより消滅

55宮城村教育委員会 1991『市之関前田遺跡』

56宮城村教育委員会 1973『桝形遺跡発掘調査報告書』

57細野高伯 1991 「柏倉芳見沢遺跡の調査」 （『第4回長野県旧石器文化研究交流会』）

58原田恒弘・中束耕志 1985『勢多郡富士見村龍ノロ遺跡試掘調査報告(I)』（『群馬県立博物館調査報告書』1)

59大胡町教育委員会 1994『日光道東遺跡』

60大胡町教育委員会 1997『横沢新屋敷遺跡』

61北橘村教育委員会 2001『銭神遺跡箱田遺跡群補遺』

62子持村誌編纂室 1987 「狩猟採集と農耕の開始 (1)旧石器時代」 （『子持村誌』上巻）

63 (財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1998『年報』17,出土資料の一部は笠懸野岩宿文化資料館 2000『利根川流域の縄文草創

期』・2001『日本人のルーツをさぐる』に掲載

64 前原豊•関根吉晴 1988 「柳久保遺跡群頭無遺跡」（『第 2 回東北日本旧石器文化を語る会』予稿集）

65 新倉明彦•関口美枝ほか 2000 「舞台遺跡」 (1i'年報』既(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団）

66 (財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1991『下淵名塚越遺跡』

67安中市教育委員会 1990『三本木遺跡・落合遺跡』

68 日本道路公団・群馬県教育委員会・松井田町遺跡調査会 1997『八代二本杉東遺跡・行田大道北遺跡』
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1 宮脇A 26 柏原 51 稲荷山V

2 部原古墳 27 花輪台 52 武井遺跡峯岸地区

3 額田大宮 28 郷州原 53 栗原東

4 新地 29 氏神A 54 遺跡名不詳

5 富士山 30 本田屋敷 55 市之関前田

6 後野 31 権現久保 56 桝形

7 原の寺 32 行屋西A地点 57 柏倉芳見沢

8 三反田蜆塚貝塚 33 行屋西B地点 58 龍ノロ， 向野No.l 34 鴻巣c 59 日光道東

10 赤塚 35 風張 60 横沢新屋敷

11 田野 36 逸室 61 上原

12 五平 37 那須官術関連 62 押出

13 荒地 38 上の原 63 鳥取福蔵寺II

14 上釜 39 坂田北 64 頭無

15 遺跡名不詳 40 小倉水神社裏 65 舞台

16 富士見台 41 寺野東 66 下淵名塚越

17 金沢 42 金山 67 落合

18 寺畑 43 赤羽根 68 行田大道北

19 原田北 44 エグロ

20 壱杯清水西 45 大袋I

21 中原 46 強戸口峯山

22 西栗山 47 大雄院前

23 沖餅 48 北山

24 大羽谷津 49 岩宿遺跡A地点

25 岡坪B 50 和田

第 1図 北関東の繍石刃石器群出土遺跡の分布
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表 1 北関東の細石刃石器群一覧表
' 組 成 ！ ！ ： 

FFL 遭鑓名 綱石刃 鱈石核 Ill器 II器 彫国． II!形1打製i屈饂J皿 11ナイ 尖躙IIll片 土謳 繕計 石器集中 遺構 発墨 楓高 11!1繊 年代 鯛考 ： 
l宮IIA !I ' " I 

゜
“阿武1l1山地東帽の丘隋 I 

！邸駅古墳 • ! 

゜
31恵l11台地(lli/11左岸）

9霞田大宮 !04 I 8 18 ， I I I 

゜
30恵珂台地（久鵡}II右岸）

4新培 14 • 
゜

30那珂台地（久縞JII右岸） I 
S富士山 90 !S 

゜
30那J1J台地（久縞JIJ右岸） i 

9後野 167 s • 8 

＇ 
n 

゜
30幕珂台地（本●/ii左岸） 黄掲色バミス下

1 11(0)寺 I 。 30那珂台地（斬,,,右岸の台地）

8二反田蜆輩貝“ I 

゜
!O愚珂台地（那珂!II左岸の台地）

I向.,,,, I 

゜
30璽Ill台地（新）11右岸の台急）

10赤攣

゜
“東茨域台地

11 IB野

゜
表団援星 東茨櫨台嬬（桜Ill右岸） I 

II五平 1 

゜
33東茨域台地（瀾沼飼,,,右岸）

13荒地 I 

゜
40111島台地（大谷)II右岸）

14上釜 I 

゜
.. 鹿島台地（大谷川右岸）

IS遭鰭名不詳

゜
堕島台遠

"富士見台 I 

゜
10斬治台地（霞ヶ清隋岸）

17金沢 I 

゜
U 斬治台地

18寺燭 I 

゜
14斬治台地

I! 鼠1B北

゜
!511i治台燻

10壱杯惰水西

゜
16 Ii湛旧地(/IJ尻/II)

II中犀 I ． ， ， 。
゜

"雹敷台地（花宣/II左岸）

II西繋山

゜
!O稲敷台地（西谷田lll左岸）

13沖鑽 '11 " 
， 3以上

゜
10葛敷台地（大正圏JII右岸）

＂大羽谷捧

゜
IS稲戴台埠

!illll坪B

゜
15111敷台培

16柏累 104 t 

＇ 
I 

＂ 

゜
to犠島台趣（小貝/II右岸）

11花輪台 I 

゜
15猿島台培

18●州犀 I I? 

゜
II猿島台蠅（小貝川右岸）

＂氏神 A I 。 !5台地名不詳（鬼怒川右岸）

'°*IB凰敷 I 

゜
II台地名不詳（鬼怒,,,右岸）

31帽現久偉 I I 表II!鰈集 "養島台地（宮戸,,,右岸）

"行1il茜“ 10 I 表II!鰈集 10猿島台地（宮戸Ill左岸）

33行屋西囚紐 II ， 表lll111集 10犠島台埠（宮戸JII左岸）

" II巣C I 表園採鑽 15痘島台砲(llllJII右岸）

JS風置 I 表11111墨 IS犠島台培

36111室

＇ 
， I I 

゜
400蔑須野ヶ訊扇状培

31畢須官翫闘運

＇ ゜
＂゚ 木連,,, 丘膿

38上の鼠 I I I 

゜
!ID宝木台地

"蜃田北 110 ， 6 577 I 

゜
!10虞沼台JIii(翫田山丘膿）

40小倉水神社裏 I I 

＇ ゜
110塵沼台逮

41寺厨東 “ 4 

゜
43蓑島台地

., 金山 I 0 "犠島台地

“葬羽極 ＇ ＇ ＇ ゜
18佐野台蠅

“エグロ I 

゜
“佐賢台蠅

4S大 1 I I 

゜ ゜
IOIII枠台途

“撞戸口峯山 I 

゜
85控立丘讀（八王子丘11)

＂大纏院精 I I I? ， 表園採算 IZO績良躙川阿岸段丘

48lt山 I ， I 1配石？ 〇 130箕れ山

49岩Iii遭躊A逮点 81 8? 

゜
145羹立丘讀（慶田山丘贖）

”和田 I 

゜
170狐立丘醸<JllB山丘醸）

"雹糞liJY I 

゜
180粒W斤隋<I!田山丘麿）

"武井遭鰭峯岸培区 ， 
゜

155濃れ山 |紅-Sri!!じり層

”景犀東 I 1 I I? I? 10 ， 
゜

470赤域山隋●

U 遣躊名不詳

゜
表Iii鰈集 ”赤域山隋麓

“市之閲輯田 284 S 17 I ， 
゜

!8! 赤域山隋麓 As-Sr混じり層

56綱懇 39 17 16 I I? ' ゜ ゜
410赤域山隋重 t.,-YP層下

51棺倉芳見沢 1 • ， I I 1:14 3 

゜
38D尊域山隋麓 AJ-YP層下

58鱈ノロ I 

゜
“゜謬誠山隋麓

51日光遷東 I 

゜
115蒜域山隋薦の火砕楓嶋積物

..横沢斬旦戴 I 

゜
"'赤誡山隋●の火砕涎嶋積物

"上鼠 SI 

＇ 
I I 1 183 

｀ ゚

145赤櫨山百麓の火砕流嬬積物 As-S『混じり層上位

621'1'111 ＇ ゜
l!Ofll帳JIJ• 吾妻JIJの河岸段丘（双枯寺ill)

63 .II取福●寺II

゜゚ ゜
0 0 

゜ ゜
130赤城山疇麓の火砕滋建積物

“璽Ill! "' I ID I 

＇ 
I 415 

゜
110赤濾山隋麓の火砕翼蟻積物 As-JP層下

"●台

゜
"大1111々 Iii状嬌欄訊面 “如As-YPIIII

"下漏名鸞越 I 

゜
”大闇々扇状地欄瓜図

"菖合 I 

゜
127蘊氷Jlill)阿岸阪丘（基盤上は下露ローム）

68行田大這北 I I 

゜
IIO羅氷川の阿岸段丘（基盤上は下部ローム）

※ 各遺跡の文献は、本文末の引用参考文献に示した数字と遺跡番号が対応する。
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南関東地域の細石刃文化

永塚俊司

はじめに

ここでいう南関東地域とは、行政区画で千葉県・埼玉県・東京都・神奈川県の4都県のことである。関東平野は盆地

状の地形をなし、周辺部の山地・出稜とそれ口涜く台地大,j河川の沿岸や東京湾を囲むように広がる低地からなる。

埼玉・東京・神奈川では、西側にひかえる関東山地・丹沢山地に続く台地が南北に並び（相模野台地・武蔵野缶也・入

間台地・櫛引台地等）、荒川低地を挟んで中州状に大宮台地がある。千葉県は栃木県から南に「回廊状」をなす台地に

連続するかたちで下総台地がひろがり、広く県内の北半を占めている。

細石刃石器群に限らず、後期旧石器時代⑪即亦の多くはこれら台地上に立地する。石器群を検討する単位としては行

政区分ではなく、今述べたような地形区分に従った方が、その特質を明らかにできると思われるものの、行政区画毎に

行われる発掘調査と研究の実態、集成の便から、今回は各都県毎にその様相をまとめていくこととした。

1. 千葉県の様相

研究の経過・編年・細石刃剥闘眼術 旧富里村七栄から採集された細石刃石核は1967年、篠原正氏によって紹介さ

れた（篠原1967)。これがおそらく千葉県で最初に公表された細石刃関連遺物であろう。

1釘0年代邸降は、 唄）千葉県文化財センターによって千葉ニュータウン・新東荊国際空港•佐倉第三工業団地建設

等に伴って調査されお即亦によって資料力噛積されていく。その多くが、野辺山型（いわゆる「野岳・休場型」）⑬珊

石刃石核を伴うものであるが、佐倉市木戸場遺跡・成田市東峰御幸畑西遺跡で削片系のものが出土している。木戸場遺

跡の資料は橋本勝雄氏によって再度検討された（橋本1988)。橋本氏は東日本に分布する「荒屋系細七ガわ器群」の集

成を行い、 「古利根川」を境とした分布の偏在性を根拠に、内水面漁猟との関連を指摘した。この時期に検出された遺

跡は、地國的には下総台地北半部の資料が大半を占めるが、袖ヶ浦市清水川台遺跡・剌偶郡大原町N0244俵噴山）遺

跡の下総台地南縁部や丘陵地帯力¥i; 0.: 遺跡も少数ながら紹介されている。前者は嶺岡産と推測される珪質頁岩を主伽的

に用いている点で注目され、後者は立正大学考古学研究室による遺跡分布調査により細石刃石核が採集されたものであ

る（菊則図等は未公表）。

野辺山塑の細石刃石核が多量に出士した佐倉市大林遺跡では、田村隆氏によって分析され、石器群全体の技術構成が

利用石材とともに大きく 3つに分雛され、各遺跡によりそ⑬支術構成力漣訳される状況力指摘された構成1頃珊石刃

剥離に関するもの、構成2は一般的剥片剥離に関するもの、構成3ぱ鋸捌犬石核による剥片剥離に関するものである（田

村1989)。そのような技術構成とそ⑪圏尺性は後期旧石器明t鉗股に見られるものと変わらぬもので、そ⑪墾腔肋芍旨

摘された（田村1989)。

一方、千葉県での細石刃石器群の編年案は資料の蓄積が進んだ70年代に新旧関係を論じた報告書がいくつか刊行され

た。それらは、ナイフ形石器・祖逐腹員器との共伴関係を拠り所として、細石刃石核の技術的な特徴を検討したもので

あった。下総編年は、武蔵野編年を参考として田村・橋本氏によって編まれ、細石刃石器群は3aMに位置づけられた

（田村・橋本1984)。刃年代に入り宇田川浩一氏は下総編年3a期を3期口囲分した（宇田川1992)。県内の資料をま

とめて扱った初めて咲膨閂数液る。細石刃石核の作業面長・打面状況等の項目を統計処理した分析は、奇しくも相模

野暉における細石刃石器群の変遷に対応するものであった。つまり、時期が新しくなるに従って、細石刃剥離作業面

長が長くなり、石材は黒曜石主体から非黒曜石主体に変化するもので、新段階に削片系細石刃石器群を位置づけた。
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そ研麦、編年砂な考察は、層伽的出土事例の望めない下総台地においては停滞するが、田村氏による幾つ力,(7_)f.是言が

注目される。一つお匪常、武蔵閉福年でV層~N下層段階といわれる石器群に伴う細石刃様の石器について積掘的に組

み合わせ道具としての「細石器」の機能を評価していく方剖生であり、大網山田台油4B・地国穴台印1の位置づけにつ

いて検討を行っている。また木苅噸即籾）再検討の中で同氏は、祖逐知頂器に伴う細石刃の再評価を行い、いわゆる荒

駒 JJJ形石器を伴う削片系の細石刃石器群の位置つ1ナについて、下総台地に見られる細身柳葉形を呈する尖頭器石

器群との関連を指摘している（田村叩n、同2003)。

ここまて述べてきたように、いわゆる野a山型と削片系咲珊石刃石核糾荊放とする遺跡しか検出されなかった千葉県

で、それらとは異なる特徴を有する船底型q珊石刃石核をもつ石器群が、東金市の稲荷谷遺跡で報告された。これらの

細石刃石核を野辺山型の範疇で捉えるかどうか焦点となる。また、成田市十余三稲荷卿即和？は100点以上の細石刃石

核、 200)点に及ぶ細石刃が出土し、大規模な遺跡としですでに概要が森本和男氏によって紹介されているが⑥沐199

2)、調査からすでに10年以上が経過し、ようやく本報告が刊行されようとしている。

また、荒屋型彫刻刀形石器を伴う削片系の細石刃石器群は、着々と資料を蓄積し（木戸場A・東峰御幸畑西笞嘩No.

61) ・大網山田台No.8)、現在までのところ14遺跡可馳郵劃励屹液され、 1匁7年には千葉県において開催された石器

文化研究交流会にて周辺地域を含めた「北方系削片系細石刃石器群」について集成・検討がなされた儘直・永塚199

7)。

遺跡の分布 関東屈指の面積を誇る下総台地における遺跡分布は密集地域と過疎地域に明瞭に分かれ印撫沼を中

心として北西方旬に千葉ニュータウン闘郵即輝羊（北西地切、東方向に新束凩国際空港闘懇麒棘羊凍地域）、南西

茄に南志津地区・佐倉第三工業団地・内黒田地区関連遺跡群（南西地域）、南方向に一部の空白地域を挟んで芍得山

田台・土気遺跡群（南飛地域）が集中している。そのブロック状をなす分布密集地劇災1-0)過疎地域は分布密度のみな

らず、遺跡の規模においても見劣りする遺跡が多い点も注目される。単なる開発の多寡による遺跡分布の偏在性と片付

けられる問題ではないのであろう。また、各エリアで「荒屋瑕冊石刃石器群」が分布する点も見逃せない。北西地域で

は「同石器群」の関連圏拗洲鉗廿されているのみであるが、野辺山型細七ガ仁核を伴う石器群と荒屋系細凸jJ仁器群の

分布状況には特に大きな相違点を見いだすことはできない。

利用石材からみる遺跡分布は（あくまで、細石刃生産に闘宦する石材利用I:*.交ると）、北西地域は黒曜石を用いる遺

跡が多く（一本桜南・船尾白幡・地国穴台なとう、逆に南西地域は非黒曜石を主体とする遺跡が目立つは割・大林・

星谷津なとう。そして如軌皮は十余三稲荷峰＠港虹,7)で鵬雇石の利用力突出するが、周辺遺跡では非黒曜石の利用

もみられる。南飛瑯成もそれほど大きな偏りはみられない。また、嶺岡産と掏則される珪質頁岩の分布をみると、下総

台地南縁部の袖ヶ浦市の美生群第6地点や清水川台で主体的に用いているほか、北西地区や東地区で点在するように分

布している（石頭第2・天神峰最上）。黒曜石・非黒曜石、それぞれi項璃地が濶災想定されるなか、詳細な分析・検

討をとりあえずおいて、多%瀑にまとめてしまえば、厠翫甜印膳沼を挟んて北側、非鵬雇石は南側に偏在する網旬

にあり、嶺岡産の珪質頁岩は南縁部を中心に広く点在する分布傾向が認められる。

細石刃生産l:J月いられる石材 細石刃石器群で、黒曜石の比率が比節判氏いとされてきた下総台地であるが、十余

三稲荷痢即籾）ような原石を多量は般入し、細石刃生産を集中的に行ったとされる遺跡は特異ではあるものの、同遺跡

を筆頭に、徐々に資料は増えつつある（玄番所・草刈場北・一本桜南・押沼第2佛哨花r) ・椎名崎古墳B支群傍嘩i
告）等）。逆に、非勲曜石を用いた石器群が目立つと言うことである。今後、黒曜石原産地から遠く離れた遺跡での石

器群の状況も、さらに詳しい分析が可能となろう。

黒曜石の原産地分析はほとんど行われていない状況であるが、信州系のものを中心に高原山産の黒曜石の割合がどの

くらい含まれているのか注目される。下総鉗也における咎時期の尖頭器石器群を分析した二宮・島立氏によると、信州

産 (53%)と高原山取44%)がほぼ半々で、これに畑宿産 (1%)と神津島産 (2%)が僅かに加わるという、構成結果

が報告されている。相模野鉗也で高比率を示す、伊豆・箱根産や神津島産の黒曜石が下総台地でどの様な割合を示すの

か興味深い。細石刃石器群の分析が進めば、分析の進んだ周辺地域との関係ととも応薗時代的な比較・検討が可能とな
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るであろう。

非疇石には、理質頁岩・チャート・識姓隔が用いられている。珪質頁岩には嶺岡産と推測されるものを含み統

競な母岩／類による既報告の資料の見直しが可能となった場合、当時の石材獲得状況がより鮮明なものとなって立ち

現れることであろう。

石器組成 単純に細石刃石器群に伴うその他の器種を概観すると、掻器・削器・彫器・石錐・楔形石器・礫器（石

核） は型剥片田部形成剥片）を含む）などが挙げられようか。比較的刃部がしっかりした掻器・削器や楔形石器を

翠して伴う醗は、研・繹lJ・玄醐・天禅繹心ょど力嘩げられ、構成1で非脚星石を用いる遺跡に偏る傾旬が

見られる。礫臨犬石核（礫器）を伴う遺跡はそれほど多くなく、大林・南河原坂第3・向原などを挙げることができる。

削片系の細石刃石核を伴う石器群にば蚤器・削器・彫刻刀形石器が安定して組成するのば司知の通りであるが、それ

ら以外に礫器伏石核償器）とこれから剥離される大型剥片（刃部形成剥片）が組成の一翼を担うことが注目される。

全て⑪即和弾うという訳ではないが、木戸場・粛痢卸幸畑西・一鍬田甚兵衛山にみられ、野辺山型細石刃石核を伴う

石器群と同様の技術構成を一面で示していることが理解される。ま旭蚤器・削器・彫刻刀形石器等の素材剥片生産ゆ置

跡内でぽ子われず完成品が搬入されている。

2. 埼玉県の様相

研究の経過 埼玉県での研究は秩父地域での佐藤達夫・直良信夫氏による調査研究が初期の研究を飾る。特に佐藤

氏ぱ去く丸南から日本の細石刃石器群を捉える独自の視点をもち、研究初期の段階に秩父（吉丸）の石器群を、モンゴ

ル・野辺山は山）等に見られる細石刃石器群と比較検討した（佐藤1954)。

埼玉県でも行政発掘において徐々にではあるが資料の蓄栖り漣没、単独・表採資料・上層遺構覆士内からの検出以外

に小規模ながらプロックが検出されていった。 1奴痺代前半までに、風早遺跡・中砂遺跡・打越遺跡・清橋遺跡等の遺

跡報告書が刊行された。 1989年には、水村孝行氏による県内の資料集成がなされたことにより、その内容が具体的に明

らかとなる体村1988)。以前から田中英司氏により注意されていた削片系⑬冊石刃石器群関連遺物についても肯定的

に触れ（田中1987)、今後の資料発見を示唆した。

そのような中で、 1989年には白草遺跡の調査が行われ、荒屋型彫刻刀形石器を伴う削片系の細石刃石器群が検出され

た。同石器群は川口潤氏による、分析検討がなされた。また圏央道関連事業地内の同一路線から横田遺跡・柳戸遺跡・

新山遺跡と隣接した遺跡から、次々と黒曜石を主体とし芯珊石刃石器群が検出され注目された。西井氏は中砂・清橋・

柳戸・新山遺跡の報告書作成を通じて、様々な視弗から南関東地方における細石刃石器群との比較検討を行っている。

また、横田遺跡では接合によって原石痴階にまで復元された母岩の存在から、遺跡へ⑬般刃杉態が明らかとなり、同じ

黒曜石を利用した隣接する遺跡との関連に注目した田中・西井・仲田大人氏によってそれぞれ詳細な検討がなされてい

る（仲田2002)。

また層位的な検出事例に乏しい同県において、具体的に編年的な考察を試みた論功は見あたらないようである。

遺跡の分布 埼玉県は県西部に秩父山地をひかえ、秩父山地に接して櫛引台地・江南台地・入間台地・武蔵野鉗也

などの台地が丘陵を挟みながら県中央部を南北に並び、県東部には低地に囲まれた大宮大地が孤立するように分布して

いる。そして県東睛鉛2には下総台地の西端が極狭い範囲ではあるが分布する。遺跡分布頃珊石刃石器群に限ったこと

ではないが、大宮大地を主体として、分布の濃淡はみられるが、ほとんど⑪菌亦が各台地を走る小河川流域に面した台

地上に立地している。主な遺跡を検討した西井氏によると、相模野台地・下総台地では石器群の立地面が現在の水田面

と比高差がmm程度ある遺跡が多いのに対して、埼玉の各遺跡では河川との比高差はほとんど見られない特徴が指摘さ

れている。

石器群の詳細な検討がなされていないものの、吉丸遺跡•井ノ尻遺跡等は県中央から東部の台地から離れ、秩父山地・

盆地に点在する。

園片系」細石刃石器群とその関連遺物を保有する遺跡はこれまで幾つか紹介されてきたが、白草遺跡を除いてまと
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まった石器群は検出されておらず、単独検出のものでも検討が必要なものもある状況ながら、その分布域は荒川低地よ

り以東の大宮台地と加須低地に島状に点在する台地に偏在し、荒川をさらに遡った右岸に白草遺跡が分布する状況であ

る。橋本氏の掟昌する「古利根川ライン」とよく合致する分布状況といえる。

細石刃剥離技術と石材 県内の単独出土を含めた細石刃石核はそのほとんどがいわゆる野辺山型の範疇に含まれ

るが、荒胆隕闊刀形石器を伴う削片系細石刃石核を特徴とする遺跡（白草）や、ホロカ型が散発的に報告されている

（将監塚・向山）。後者については、石器群を形成しない単独出土のものでもあり、その位置づけについては特に検討

を要するものと考える。

プロックを形成する遺跡は黒曜石を主体とする石器群伏和田高明・横田・柳戸・新山）と黒曜石と非黒曜石の両方

がみられる石器群⑲哄・風早）、硬質頁岩を主体とする石器群（白草）に大きく分けられる。また、細石刃生産関係

には鵬曜石、そび也の卜りールには非黒曜石を用い応鮨亦もあるがげ向山・清橋）、これについては石材毎の技術構

成の違いによるものと他埒期の混在による違いの両者が考えられよう。そのどちらであっても、非黒曜石にはチャート

が主に用いられているが、逆井で頃珊石刃生産関係に「珪質岩」が主に用いられ、一般的剥片剥離には「ガラス質黒色

安山岩」が原石状態で搬入されるなど、埼玉県の一船的傾旬とは異なるが、下総台地にみられる石材・技術構成とよく

似ている。逆井が中川低地を挟んで下総台地に隣接する、大宮台地東縁に位置する点は菌床深である。また、同遺跡を

除くと埼玉県には、下総台地にみられるような非黒曜石のみを用いた燻躍石があっても極僅か）石器群はほとんどみ

られない。

黒曜石は、大和田高明（熱中性子放射化分析） ・横田・柳戸・新山（蛍光沼泉分析）で原産地推定分析が行われてい

る。大和田高明では高原山産を主体として和田峠産力落：体的に伴い、横田・新山はほぽ信州系産で占められ、柳戸は信

州系産と神津島産が組成するという分析結果が得られている。

また、逆井の細石刃石核には黒曜石製のものが2点あるが、 「珪質岩」製のものと比較してその大ききさに顕著tぷ登

いがみられ、黒曜石製のものの方が非黒曜石製のものと比較してかなり小さく、これは中砂遺跡にも同様な状況力切ら

れる。また、逆井からは10点もの細石刃石核が出士しているが、それぞれに技術・形態的なバラエティーをもつことが

指摘されている。周辺地域をみても同様の傾向が見られ、非黒曜石を用いた野辺山型細石刃石核の特徴といえる。

石器組成石器群が全体的に小規模なものが多く、掻器・削器等が僅かに伴う程度で、共伴が問題とされるナイフ形

石器や尖頭器もみられる（清橋・横田・白草）。特に削片系の細石刃石器群である白草でみられるような、スポールを

はじめとする細石刃生南期郵置物や掻器・削器・彫刻刀形石器が安定して組成する点は群馬・千葉・茨城にみられる同

系石器群と同様である。一方で、彫刻刀形石器と刃部再生により剥離されたスポールが多量に検出される点は、隣接県

にみられない大きな特徴で、彫刻刀形石器を使った特定作業が顕著に行われていたことが推測される。堤氏により彫刻

刀形石器の使用痕観察が実施された（堤1997)

礫器状石核（礫器）は風早・横田・白草で各遺跡数点ずつ組成するが、全体としてはそう多いとは言えない。井沼方

遺跡では多量の礫器状石核（礫器）と剥片が接合したものが確認され、相模野台地の報恩寺との類似性が梱商されてい

る。

楔形石器についても下総台地と比較して点数は少ないが、風早遺跡で最終的に？両極剥離による剥離が行われた「細

石刃石核」は注意される。この種の石器は相模野台地では器種固奥の一つと紹介され（本入こざっ原）、下総台地では

細石刃剥離のための両極剥離と位置づけられているぽ神峰最上遺跡）。はたまた最初から楔形石器として用いられた

のかもしれない。

3. 東京都の様相

研究の経過 芹沢長介氏による日本の細石刃石器群研究の記念碑的な論文である「関東及び中部地方に於ける無土

器文化の終末と縄文文化の発生に関する予察」で、初めて根ノ上採集の細石刃石核が紹介される僭沢1954)。その後、

採集資料の幾つかの紹介があるが、瑞穂町の狭山B遺跡では、学術調査によって中・大形尖頭器とともに野辺山型と削
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片系嬬珊石刃石核が上層遺構覆土中から一括で検出された。南関東地域での細石刃石器群の調査事例としてはかなり古

く、調査は1968年に実施され、報告書は1970il斗こ刊行されたが、上層遺構内という特殊な出土状況や主要な遺物の紹介

のみであったため、その全体像⑬凹屋は困難である。また、野川流域の調査を精力的に行った小田静夫氏は中山谷 (1

975) , 新橋 (1977), はけうえ (1980)、西之台B地点 (1980) ・田無南町 (1992)の報告を行い，当該期の石器群

のあり方を示していった。多摩ニュータウン遺跡の調査では、特に多量⑬冊石刃・細石刃石核が出土した1NI769が著

名である。現在までにTNT301・388などで即げな石器群が報告されている。

一方でこのように資料の蓄積が進むなか，比田井民子氏は相模野鉗也・武蔵野台地・下総台地に展開する細石刃石器

群を同一ブロックから検出されるナイフ形石器・尖頭器等に注目し，その石器組成を中心に検討を行っている（比田井

1985・19'if7)。また，細石刃に残された「キズ」に注目した研究も本地域で早くから開始され， 1980年代を中心として

岡崎里美氏・阿部祥人氏・大浦真紀子氏らによる観察・報告がなされているは捕・阿部1986)。最近では多摩蘭坂遺

跡出土の細石刃の使用痕を観察した米田寛氏の研究がある~田2002)。

資料は着々と増えていくものの，埼玉・千葉県と同様に層位的な出土事例がほとんどなく，大半の遺跡が野辺山型の

細石刃石核を持つ遺跡であることなどから，東京でもやはり編年に関する活発な議論はなされていない。ただ，近年報

告書が刊行された天禅町遺跡や雨「日咄躯遺跡群C地点でのいわゆる「ホロカ型」に分類されうる資料の検出が注目され

るものの，相模野台地における変遷観を参考にこれらを位置づけるしか方策がないのが現状といえよう。

遺跡の分布 遺跡分布という視菌から見た東京都の地形は大きく三つに分離される。第一に荒川低地と多摩川に挟

まれt~墳圏台地が狭山出浚を挟んで西側に拡がる。武閾軒雑肱埠ぽ地形が発達し，いくつかの地形面にわかれる。

第二に多摩川を挟んで武蔵野鉗也の南側には多摩出究りゞ 広がり，三浦半島の付け根まで出劉也形が続いている。第3は

武也・多摩丘陵の西側に位置する関東山地である。関東山地と武蔵野台地の接する地域は帯状に出浚・台地が走

り複雑な様相を呈している。

さて，細石刃石器群が検出されt-=31膨紛布の状況は武蔵野鉗也では東西方向へ走る中1j河川流國分いの武蔵野面に

遺跡が濃密に分布しており，旧石器時代研究で著名な野川流域をはじめ石神井川・白子川・仙川・目黒川流域に分布す

る。このように中,j河川流域沿いに分布する傾向は後期旧石器時代各期において同様の網旬が指摘されるが，天神町遺

跡のように国分寺崖線と府中崖線のちょうど中央に立地する特異な遺跡も存在する。多摩出浚には多摩ニュータウン遺

跡群が分布し，多摩川水系の大栗川・乞田川・三沢川流域と神奈川県との県境に当たる境川沿いの出卵梱杵に遺跡は点

在する。武蔵酌鉗也とは大きく景観が異なる。また，関東山地と武闊肝雑伯多摩丘陵咲距rる地域に発達した出陵・

台地に分布する遺跡がいくつか知られ，秋留台地嗚間地区）・カ咀五渥い下耕地）・小比企出浚に数遺跡が点在する。

「ホロカ型」の特徴を有する細石刃石核が榔廿された雨間地区C地点，削片系細石刃石核を伴う狭山B地点は田劉也形

上に分布する点は注意される。前者については関東t也方の細白ガ仁器群をまとめた橋本氏が指摘しているように，ホ

ロカ型細石刃石核が関東地方周縁部に展開する庄究栂や山地裾部に分布する状況を補強する資料として理解され今後

同地域における同系石器群の検出が期待される。

ブロックを形成する遺跡で，ある程度の規模を有する石器群について細石刃生産関連に用いられる石材に注目してみ

ると，卿罷石をメインとする迦祢ぱ鵡庭珀地中央部と多摩ニュータウン遺跡群を代表とす多摩臼稜に分布する。それ

に対して非煎曜石メイン⑪齢亦について見てみると，武蔵配雑りの中央部に点在するものぽ神町・宮ヶ谷戸•もみじ

山・出山噺））とそれらから離れて武蔵野鉗也と関東山地をつなぐ丘浚・台地に分布する個間地区C地点・下耕地・

狭山B)特徴を指摘できる。そして後者の地域には黒曜石をメインとする遺跡が分布しない点は注目されよう。

諏珊圏細と石材 削片系躇珊石刃石核頃央山Bにあるが，一緒に検出された尖頭器石器群と野辺山型細石刃

石核との関係は明らかではない。千葉県・埼玉県にみられる硬質頁岩を主体とした荒屋型彫刻刀型石器を伴う削片系の

細石刃石器群とは様相が異なるものの，細石刃石核⑬支術的樹敗はよく似ているといえる。石材は報告書によると頁岩

が用いられている。実測図からの判断で断定はできないが， 1NT863にも単独出土ながらチャート製の楔形を呈する削

片系らしき細石刃石核が出士している。ホロカ型は天禅町・雨間地区C地点で検出され石材はチャートや珪質頁岩が
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用いられている。これら以外はほぼすべてが野辺山型の範膳に入るものと考えられるが，いくつか特徴的なものが出士

している。まず．廊罷石を用いない酌直山型囲石刃石核を主体とする石器群に，もみじ山・宮ヶ谷戸・出山 (ffi) ・下

耕地がある。チャート・珪質頁岩・珪岩・泥質岩などが用いられることが多い。もみじ山・出山 (ffi)~冊石刃石核の

には分厚い剥片素材で主要剥離面が石核の側面にあてられ打面調整が施されず．背面に稜調整が施されているものな

どの樹敗を持つものが見られる。このような特徴は非卿雇石製の石材を用いる細石刃石核によく見られる。また．黒曜

石を用いるもので，小振りな角礫を素材とし打面調整はほとんど施されず．打面からの側面調整が施されることがある

が，打面調整はほとんど見られず，平坦剥離面もしくは自然面をそのまま打面として設定するような細石刃石核が主体

となる迦跡も注意される。具佑的には国分寺湘如7.小山高町から出士した細石刃石核にそれらの特徴が見られる。

「代官山型」との関連が指摘されている。

層位的な出士事例は出山・根岸山などを挙げることができる。出山では石材利用の変遷が注意されるが．根岸山は

概要しか公表されておらず詳細は不明である。また．ナイフ形石器石器群との層位的出土事例で，もみじ山における皿

層下部備l石刃） ・中部（ナイフ） •上部（ナイフ）の石器群の変遷については十分な検討と解釈が迫られる。

石器組成 細石刃石核の一→齢亦あたりの出士点数が非常に少なく，ほとんど⑪難亦が5点未満で，細石刃がある程

度出土しても細仁ガ仁核が伴わない例がいくつも見られる。供伴か否かで問題とされるナイフ形石器・尖頭器について

は個々の石器群の問題となるのでここでば独れないこととする。その他の器種構成についてば司辺地域と比べてそれ

ほど特記すべき点は見あたらないものの，荒屋型彫刻刀形石器をともなう削片系雌甜仁ガ七器群が検出されないことか

ら，定型的な彫刻刀型石器・掻器・削器が多数検出される遺跡はほとんどない。野辺山型細石刃石核を伴う遺跡では，

掻器・削器・ドリル・楔形石器等の剥片石器が検出されるが，各遺跡で状況は様々である。ただし．細石刃生産に勲燿

石を用いた場合，その他のトゥールもしくはトゥール生産のための剥片剥離には積極的に黒曜石が用いられることはあ

まりなく，チャート・安山岩を中心とする非勲曜石が用いられる傾旬にある (1Nf301では刃部形成の却Eした黒曜石

製の掻器が検出されているが，このような例は少ない）。礫器伏石核（礫器）についても，遺跡によって選択される技

術構成が異なり．中山谷・雨間地区C地点のように多量に伴う場合もあれば全く伴ない遺跡も存在する。また国分

寺市N037で「握斧」の存在が指摘されている。

4. 神奈川県の様相

研究の経過 神奈川県の中央部に位置する相模野鉗也は周囲を大磯田浚・丹沢山地・多摩出浚そして相模湾に囲

まれた台地で，極めて閉鎖的な印象を受ける。ローム堆積力幣段に郎仔な地域である同台地では旧石器研究が早くか

ら花開いた地域である。特にA祁条灰凶降の豊富な層位的出士事例の多さは他の週随を許さず，関東のみならず日本

全国の旧石器時代研究の指標となっている。細石刃石器群の研究はその筆頭で， LlH•BO•USから層位的に検出され

る石器群の変遷については多くの研究者によって詳細な検討がなされている。

相模野台地における旧石器明芍扁年をまとめた矢謝醐淮・鈴木次郎両氏によって，相模野V期に大別された細石刃石

器群は 0鳴・鈴木1釘6)'その後の資料増加に伴い，諏訪間卿氏によって編まれた編年案では醐階区~XIにあてら

れた償樹澗1988)。

研究史についてぱ洋しく述べることはできないが，主要刃献を掲載し、必要があれば以下の各項で硼時，触れていき

たいと思う。

遺跡の分布 神奈川県は相模川を中心にして西側に丹沢・箱根山地を控え，その山麓部に台地・出究り扮布し，東

側には相模野鉗也・多摩出蕗が広がる。大半の遺跡が相模野台地を流れる中小河川の流域に分布し，境川・引地川・目

久,,の流域が著名である。相模野台地を離れると急に遺跡翫り域少するが，近年の相模川以西における開発による行

政発掘調査で，新たな石器群が追加された。具体的には宮ヶ瀬ダム関連のサザランケ遺跡，第一東海自動車道関連で

三ノ下・下谷戸 (N0.14)'上粕屋・川上 (No.5)などである。また，眼下に太平洋を望む三浦半島長井台地でも打木原

遺跡て質量共に充実した内容を持つ石器群が検出された，つまり，神奈川県⑬囲石刃石器群は相模野鉗也を中心として，
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三浦半島・多摩丘陵・相模野台地・県北山間部・丹沢南東山麓・箱根東山麓に広がっている。この成果は神奈川県立埋

蔵文化財センターの旧石器時代研究プロジェクトチームによってまとめられた「旧石器時｛器冬末における石器群の諸問

題」に詳しい。

石器群の様相 充実したローム層の堆積を利用した固唱福年が堤隆氏・砂田佳弘氏・諏訪間II証しらによって提出さ

れている。ここでは報告書に記載された層名をもって以下にその概要を述べていきたい。

LlH上位：代官山1I1に代表される「代官山型」細石刃石核が特徴的に組成する。代官山皿・吉岡B区・打木原でまと

まった珀叫が得られている。細石刃石器生産関係には黒曜石が専ら利用され，原産地分析によると伊豆・箱根系の黒曜

石を主に用いている。全体的に器種構成は零細であるが，各遺跡で尖頭器や調整剥片が検出されるなど，尖頭器石器群

との僻半力障実となりつつある。柏ヶ谷長ヲサN・ かしわ台駅前1Iでも同層準から黒曜石を用いた「野辺山型」の特徴

を有する細石刃石核をもつ石器群が検出されている。柏ヶ谷長ヲサNでは蛍光X線による黒曜石の原産地分析が行われ，

神津島産と分析された，また同遺跡には削器・楔形石器をはじめ，豊富な礫器伏石核（礫器）と大型剥片類が組成し，

配石遺構をともなっている。細石刃剥離伎術・石器組成・勲曜石原産地・配石遺構等から上記3遺跡と⑪婁いは明らか

で，砂田氏による醐癖郡Fにおいてもこれら 2遺跡は分離され次囲砦に位置づけられている。また，近年の資料増加

に伴い充実したLlH出土⑬即荘］を分析した深沢幸恵氏によっても，両石器群⑪登いが明確にされ，各遺跡の特徴が示

されている（深沢1999)。

そのほかに同層準からは吉岡A区・長堀南II. 慶応SFCIで小規模なプロックが検出されている。

BO下位： BO下位ではビ野第lIIl-1・III群，上和田城山II-4区上草柳第3中央I,宮ヶ瀬サザランケIlbで大

きなブロックが検出されている。細石刃関連には勲濯石が専ら利用され上野第1皿ー I群・上和田城山・サザランケ

の分析では大半が信州系で占められる。細石刃石核は「野辺山型」で、石器組成は削器・掻器・楔形石器などが伴う

が，上和田城山遺跡では「スクレイパー」が多数 (18点）出土している。また上和田城山II-4区では尖頭器を主体と

するプロックが隣接するが，層伽的に細石刃プロックよりもやや下位に分布域が集中することが緬認され勲曜石原産

地別の分布状況もこれを指示するとして，それらは供伴しないものと理解されたさらに本段階で一般的となる礫臨犬

石核（礫器）と同石器から剥離された大型剥片が多量に出土する遺跡があり（上野第1III -III群・栗原中丸），一方で，

細石刃•細石刃石核などを伴わないが，礫器伏石核涸器）が集中して本層準から検出された遺跡も注意される（宮ヶ

瀬大野原II. 谷津山神）。同石器には，硬質細粒・中粒凝灰岩，玄武岩，砂岩などが用いられている。

上記の遺跡以外に同層準からは上野第3I・ 上和田城山II1区1プロック・杉久保蓮谷などの遺跡で小規模なブロ

ックが検出されている。杉久保蓮谷では29点の黒曜石製細石刃が検出されたが，分析によると大半が柑峠産で，報告者

は前段階 <Lrn上部）の細石刃石器群との関連を指摘している。

石器プロック以外の遺構ぱ嗣詳（上野第 1 皿ー 1群・上草柳第3 中央 I) ・配石偶弱［中丸•宮ヶ瀬大野原）が検出

されている。上和田城山II4区からは炭化物集中・炉址が1基検出された。

B0中位： BO中位では上野第1皿ー1I群，上草柳第1-I, かしわ台駅前 I,中村II,草柳中村I,三ノ宮・下谷

戸皿でまとまった資料が得られている。細石刃生産関係は黒曜石を主体としながら，チャート・頁岩・凝灰岩・ガラ

ス質黒色安山岩等の非黒曜石が入ってくる。ガラス質黒色安山岩は南関東を見渡しても，細石刃生産には用いられるこ

とのほとんどない石材であるが，三ノ宮・下谷戸1I1で利用されている。黒曜石は且膀窮1皿ー1I群，上草柳第1-1,

三ノ宮・下谷戸II1の分析で神津島産が大半を占め，一部伊豆箱根系・信州系・高原山が認められた。ただし，草柳中

村Iの黒曜石は蓼科系を主体として信州系で占められる点が明らかとなり，従来から言われているBO中部から登場す

る神津島産の利用とはちょっと異なる分析結果となっている。細石刃石核の形態は「野辺山型」を主体としながら，上

草柳第1-Iで凝灰岩・頁岩などを用いたいわゆる「ホロカ型」の細石刃石核素材が検出されているものの，その後

同様の形態を呈した細石刃石核が発見されていないのが気になるところである。この時期の「野辺山型」細石刃石核は

黒曜石が信州系産から神津島産ヘシフトしたり，非黒曜石を用いたりして，素材となる原石形態が変わったためであろ

うか，細石刃石核の形態に豊富なバラエティーが見られる。最終形態はもちろんのこと，打面調整が施されなかったり，
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作業面の設定位置や石核調整の方法等に一定の技術を見いだすと言うよりも，素材に合わせた細石刃剥離技術を駆使し

環石刃を生産しているといった印象である。中村IIでは非黒曜石を用いた細石刃石核が主体で， 1点のみ黒曜石製が

あるが，その形態は使い切った「残核」状を呈した,j型のものである。器種組成は削器類が主体で，掻器・彫器・錐．

楔形石器・礫器等が伴う。礫器は概して低調であり，削器は大型のものが目立つ。一方で，三ノ宮・下谷戸皿では楔

形石器・礫器・敲石・台石が多数検出され細石刃石核にも両極剥離が利用されている点で注目される。

上記の遺跡以外に同層準からは田名塩田原I,上野第5II, 相ノ原V地点 (2次調査），栗原中丸皿栗原中谷 I,

上粕屋・三本松遺跡で小規模なブロックが検出されている。田名塩田原Iでは「船野型」細石刃石核が報告されている。

石器ブロック以外の遺構については，上記の12遺跡中7遺跡で礫群が1~2か所で検出されている。

BO上位：BO上位では風間Ib, 台山II,報恩寺，代官山II,上粕屋・川上でまとまった資料が得られている。細

石刃生産に，黒曜石を主体的に用いる遺跡儘澗 Ib, 台山II,代官山II)と，黒曜石と非黒曜石が同じような比率で

利用される遺跡（報恩寺，上粕屋・川上）に分かれるようである。黒曜石は信州系産・柏峠産・神津島産などが利用さ

れている。非勲曜石は報恩寺で「珪岩」，上粕屋・川上でガラス質流紋岩・珪質頁岩が見られる。細石刃生産以外の石

器には凝灰岩•安山岩·砂岩・ホルンフェルス・チャートが利用される。細石刃石核は「野辺山型」が主体であるには

違いないが，細かくは利用石材状況が異なる各遺跡で残核形態に違いが見られる。信州＋柏峠産の黒曜石を利用する台

山IIでは斉一性とれた残核形態が見られるのに対して，神津産とされるイ灯匂山IIにはそのような特徴は見られない。ま

た，非黒曜石がはいる報恩寺や上粕屋・川上では豊富なバラエティを見せ，ゴロゴロした統一性のない残核となって

いる。さらに，上粕屋・川上では黒曜石製の「ホロカ型」細石刃石核の素材とされる資料が報告されている。器種組成

は印咎寺期とあまり変わらないものの，報恩寺で削器・掻器が卓越し，多量の礫距犬石核（礫器）と同石器から剥

離された剥片が検出され多くの接合資料が確認されている。礫臨犬石核（礫器）は通常1~3点程度組成するもの

であるが，時折このように多く組成する遺跡が存在する。

上記以外に同層準からは下九沢山谷 I,長堀北皿深見諏訪山II,上和田城山II-3区で小規模なブロックが検出

されている。

石器プロック以外の遺構については礫群が風間 Ib, 長堀北皿代官山II,配石が深見諏訪山II,掘り込み遺構が

上和田城山II-5区で検出されている。

BO :BOから検出された遺跡ではあるが，分布の中心が印のどの辺りになるのか記載されていない遺跡のなかで，質

量共に充実した遺跡がある。田名塩田B地区ーIIと用田鳥居前Iで，両遺跡からは黒曜石を主体とした「野辺山型」細

石刃石核がみられる。用田鳥居前 Iの黒曜石は神津島と伊豆箱根系で占められ極僅かに小深沢産を伴う。用田鳥居前I

が細石刃生産関連石器しか検出されていないのに対して，田名塩EEIB地区IIでは大型削器・錐・楔形石器・礫臨犬石核

（礫器）が伴い、比較的充実している。特に黒曜石製の楔形石器は多量に検出され他の細石刃石器群には見られない

特異な存在である。

また，同層準からは南鍛冶山507で「ホロカ型」細石刃石核（凝灰質頁岩）が，吉岡B区で削片剥離により打面が形

成された削片系の細石刃石核（珪質頁岩）が検出されている。

LlS~漸移層：黒曜石を主体とした「野辺山型」細石刃石核を特徴とした石器群偶瞭中丸II• 本入こざっ原II), 

非黒曜石が主体を占める「野辺山型」細石刃石核包針敦とした石器群（上和田城山 I,相模野虹.49L1S下部）， 「ホ

ロカ型」細わガ仁核を特徴とした石器群げ鶴間長堀Ia)に加えて，削片系細仁ガ仁核を樹敦とし，土器を伴う石器

群（上野第1II・ 勝坂45次）と伴わない石器群（長堀北II)に大きく分かれよう。 「野辺山型」 「ホロカ型」を特徴と

する遺跡は概してLlS下部から検出され削片系細石刃石核はLlS中部・上部から検出される。栗原中丸IIには多量の

礫器状石核（礫器）が伴う。上和田城山 Iの細石刃石核は多くの接合資料に恵まれ製作工程が把握できる良好な資料

である。細石刃石核は概して大型で細石刃剥離があまり進行していないものが多い。石材は硬質細粒凝灰岩が主として

用いられ 10~叫皿近くある原石を搬入し打面転移しながらブロック状の素材を得ている。相模翻虹49では黒曜石が

全く用いられず，凝灰質頁岩・チャート・黒色頁岩などが利用され，細石刃石核は裏面への横位からの調整や背縁に対
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する穂剛勧噸著で特徴的である。下鶴間長堀Iaでは凝灰岩・珪質凝灰岩などの在地系の石材を用いた「ホロカ」

型の細石刃石核が多量に検出された。豊富な大型削器類も特徴的である。削片瑕珊石刃石器群にはやはり在地系の非黒

曜石が利用され，尖頭器石器群を主体とする石器群に客体的に伴うといったあり方である。尖頭器石器群口珊石刃が伴

う例は，寺尾I・用田鳥居前（草創期）にも見られるが，両遺跡とも明確な細石刃石核は出土していない。

削片系の細石刃石核は千葉県・埼玉県では硬質頁岩製の荒屋型彫刻刀形石器を伴ういわゆる「荒屋系細石刃石器群」

とされるものであるが，本県におけるあり方とは大きく異なる。

本については土器供伴の絡みもあり，多く⑪形百引こよって土器の登場・石器製作の系統等について活発な議論

が展開されている。近年は細石ガ石器群が伴うような同醐階の新たな資料が検出されていないことから，補正年代等

の問題の方が大きく取り上げられ，その後の展開にあまり変化がないように思われる。

以上、微に入りすぎ氾感はあるが， LlH上位~usに至る神奈川県⑬冊石刃石器群について、その概要を述べてきた。

全体を通して以下のような流れで捉えられている。

細仁jJ仁核は「代官山型」→ 「野辺山型」→ 消LJ片系」という変遷の中に， 「ホロカ」型が「野辺山型」の後半以降

に登場する。利用石材の点では黒曜石→黒曜石・非勲曜石（在地系石材）→非勲曜石（在地系石材）という大きな流れ

があり，黒曜石の原産地という視向からは伊豆箱根系・神津島→言州系→神津島→神津島・伊豆箱根・信州→神津島

という記墨芍径ていること力哩解されるものの、あくまで現状でそのような傾旬があるという掘商にとどめておきたい。

細石刃の大きさは小→大へ石材・細七jJ仁核の紀墨に沿って，剥がされる細石刃の大きさも変化していることが用瑯i

されている。

ここ10年で、 LlH・ 印段階の野辺山型（イ切苔山型を含む）細石刃石核をもつ石器群は資料増加が著しく、醐階毎の

詳細な検討が可能となってきた（仲田2003)。一方で、 L1SJ1睛即石器群はtOil三前からほとんど変わらぬ「顔ぶれ」で

ある。特に、ホロカ型烈苛放とする石器群や土器出興月前後に登場する削片系⑬町5刃石核を樹敦とする新たな石器群

の発見が待たれる。神奈川県は、関東近県で最も勲曜石原産地分析力漣んでいる地域である。望月明彦氏・堤隆氏か

ながわ考古学財団の功績によるものであるが僅月・堤1匁7)、近年は神奈川県の行政発掘調査の発掘報告書には、当

たり前のように黒曜石の原産地分析の報告が掲載されている。段階毎の変遷の大きな流れは上記⑪勇りであるが、中に

はその流れに乗らない遺跡も当然存在する。それらについては、無理,~睛膜遷に押し込めたりするのではなく、慎重

に検討する態度が望まれる。

5. 南関東地域の様相と研究課題

細石刃生産は、 「野辺山型（代官山型を含む）」 「ホロカ型」 「削片系」の3つの技術類型に分離される。

野辺山型ぱ去く南関東地域にひろがり、最古醐隆から登場し長く継続する技術類型であるが、相模野鉗也における変

遷から、儒州系黒曜石の代替石材としての儒Ni系以外の黒曜石や非黒曜石利用が顕在化する状況が読みとれようか。た

だし、梱類珀地LlH上部の伊豆・箱根産の黒曜石を用いた代官山型（吉岡B・打木原・代官山）、神津島産を樹敦と

する酌2山型（柏ヶ谷長ヲサ）に見られる、最古醐隊凋恥ガ仁器群の石材利用について⑪額肋ゞ求められるところで

ある。ナイフ形石器・尖頭器との紺判賄記ついては古くから指摘されてきた問題点ではあるが、その解決についての

糸口はなかなか見えない。各遺跡での検討に委ねるしかないが、器種認定、垂直•平面分布、母店分類償暉石の原産

地分析）、製作痕跡等が問題となる。ただ、 LlH段階の吉陣ぅ・打木原では尖頭器・調整剥片との共伴関係が卿認され

たとの報告がある。石器群は大きく 3つの構成（「細石刃剥離」 「一般的な剥片剥離」 「礫器状石核による剥片剥離」）

を共弗的に保有し、各遺跡の石器群の構造ば謝尺された構成要素によって表現されたものと理解される。仲田氏が相模

野で分析を行ったように、 3つの技術構成のあり方を南関東地域全体で検討することも必要だろう。

ホロカ型は関東周縁の山間部に近接する地域に分布し、相模野台地では印中位閥峰に登場する。分布の偏在性は明

らかで、下総鉗也では今のところ見つかっていない。在地系の石材が俣証される地域て発達した技術類型であったつ
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まり、橋本氏洞躙するように信州系黒曜石から在地系の石材へと移行する際に石材獲得が保証されなかった地域では、

非疇石を用いた野辺山型環姐消型力囃続して残り、豊富な石材に保証された一部の地域にのみホロカ型が弼童した

と解釈されるのである（橋本1998)。信州系黒曜石が如何に望まれた石材であったのかそれを証明することは難しいが、

まずそれを示すことも今後の課題である。

削片系は、遠く日本海側沿岸に産出する硬質頁岩を用いた荒屋型彫刻刀形石器を伴う荒屋系細石刃石器群と、在地系

石材を用い、尖頭器や時には土器と共伴する石器群に分かれる。前者は「古利根川ライン」より東側に分布し（埼玉・

千葉県に限定）、極めて特殊な分布状況ではあるが、下総台地での分布は野辺山型細石刃石核を特徴とする石器群の分

布範囲に収まっている点では普遍的な遺跡立地といえよう。石材・細石刃剥離技術・石器組成ともに他⑬珊石刃石器群

と→線を画し、排他的な特徴を有する同石器群の位置づけは、削片系という同じ技術類型を有する相模野台地の石器群

との対比から土器出現期もしくはその直前醐偕に併行すると考えられるものの、遺跡分布・石材・石器組成に大きな隔

たりがあることは否めない。

ここまで見てきたように、南関東地域の中で神奈川県（特に相模野台地）が、いかに特殊な地域であるのか理解でき

た。同地域では層位的出土事例による変遷が確立されたが、周辺の南関東地域と特にそ⑪塗いがH朋寮となるのはホロカ

型・削片系細石刃石核が登場するLlsf.郊皆である。これはこの時期に、南関東地域において地域性が顕在化した時期と

も捉えられ、旧石器～縄文時代への移行期を巡る大きな変動の中で石器群の変遷をとらえることが必要となる。

紙数・時間を大幅にオーバーしてしまった。抽出すべき課題は各都県の様相の中で、読みとっていただきたい。

遺跡一覧表・分布図・石器実測図について

まず最初にお断りしておきたいのはこの一覧表はあくまで現時点で把握できたもののみを取り上げた集成途上のものである，

という点である。丸献未入手・文献名不明・遺跡分布図が不明のもの等多くの点で不備がある点は否めない。本来であれば資料

的な検討を十分にすべきところではあるが，それは叶わなかった。よって資料収集の基準は現在までに刊行された論文・報告書

等の著作物中に， 「細石刃」 ・「細石刃石核」，もしくはその関連遺物についての記載されているものを対象としている。

この一覧はデジタ）げ←―夕として配布されるということであるので，それを杓散きに随峙変蛇助nを行い，より正確な一覧表を

作成するためのものとして利用していただければと思う。

なお文献の検索に当たっては橋本勝雄氏にご協力いただいた。記して感謝申し上げる。

主要遺跡の石器実測図は縮尺2分の1を基本とし，礫器・敲石等の大型石器については3分の1に統一した。
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第 1図南関東地域の細石器出土遺跡(1)
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表 1 南関東地域の細石器遺跡一覧表
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表 2 南関東地域の細石器遺跡一覧表

． ． 

閃． I’I： 書分瞬 ●聾• 出土●位 “●9】 闘石● 鱈麟●● ● 鰭鎮片• 剛 剛騒“ ..絣 .石..● -~-- ...  石 ●石石ナフイ● 鼻 ．． • 宥． 幻．． ; .. i巽．． = •• 嶋鑢 ・代 X鹸
， ..  

nl 鶴尋 ＇ I ! I ， 11-11 1[冑台● ＂属UJ:ftllM•鱈 IHI

nl Pl阿賽 I ， 江●台嶋 利纏111e■ll!I 1111 t●●●州士

"' 北饉編 9 、 H-n 江●台嶋 ma● 1111 グリッド

H 白互 "' ，ヽ '' ""' ＇ 
， "" ｀ ‘’ 

江●台亀 IIICI● 1111 ナイフ璽石編2Aあり.. 四反歩北 ， ， 江繭●鰊 Ill口躙 IHI 

'"i 糞ヶ谷戸 ， 紅冑台11!1 IIID● , HI ●繹

101 X 金山 上.,ヽI証"'、 ヤ●●●鑓

"' 萩山冑 ' I “ 
江●●嶋 上lfltllH! 1111 ●塁

9●9 ヤ俯＂ ＇ ＇ I " 江●台鑢 ..l;D'hl・曹 1111 皇●

, .. ●塁 ， 
＇ I “ 

比企血 山内鱒● '"' 慶塁●騎

"' 斬山
＂ ヽ ， "' ， 

“ 
入閏台嶋 1ft終●●銭 IH5

IOI 向山
＇ I ‘’ 

入閏台鴫 If#●●銭 1111 グリッド

"' 横田 "' II II .. 編・＂編 ’‘ I l < I II ti Offl "●●● II 入閏台亀 田中翼l'Jta1111 マイクロ・ナイフ・ボイント●●

"' 槽戸 “ I I Ill 
＇ " 入間●● a井●●纏 UH

IOI 擾 B I u--11 入閃●● ＂井●●岨 JIii 四

"' 富士見-T目 I 
＇ ， II 入門●鍮 鳳箪纏= 1111 嵐狐，上●●土中

Ill ●ケ島中学校西 入闇●嶋 ．ヶ●”義冑鬱員会 IUT '●●●● 

"' 小過井譲纏 ・山鰊 ... 止....合'"' 疇●●鷹

'" 肉UI ， I ＂ 入閏台亀 鳳霰讀＝•田中貫119 IIH 上●畢諷

'" 下向山
＇ ＇ I I..,,, “ 入閃台鴫 ... ●一鎗 ""  

llt-tントと●● 嶋成攣は●2鳳l)IJI.

"' 宮鳩 ， ． 入●台鑢 戸門青● ltn 如巾鐘冑賣●会 11n 裏饂賣騎

"' 中野
｀ 

， ..... ""覺● ,m 皇闘賣騎

"' 汲東山 入閃●嶋 入闇言●讐膚鸞白 1● If 寸●●●●

"' 中桂 入!llllr史さん竃 ltlヽ 9●●●● 

Ill 砂/II ' '" ... ●鴫 山日巖・・”● UIO 

Ill 白績温
＇ ' 糞凰DO鴫 山田●●鼻11f● UIO 石絨不

"' 情● " I 
＇ ＇＂ 

， ＂ 饂嶋 ＂昇●● e mヽ マイflClに属慮石．ポィントにチャート

1H X 北中11 I ~II叫tm真Q● ,on ... .. 
"' 中砂 I ， 0 0 

゜
a a 

＇ 
II UlfO嶋 n#●● IHI 

"' 中砂（纂2嶋 ・ II 鼠•馳 a打●● .. .. 慶饂

"' 中砂（鑓6嶋 I II 凰•• B#●● Illヽ 虞饂

"'' ”中 I 
胃●置""寅白● ""  文鐵摩●●

II↑ x 編戸
｀ 和屋XO真臼● ""  9鑽●●●

Ill お伊勢山
＇ 

I 贄山丘戴 曇嶋●一嶋 1111 包●●

"' ●●  ' "ーIT重血•島 裏山糟町 1● TO トレンテ内

＂゚ 牛置露 9 凪 0鴫 矢●繹一鎗 ""  ... .. 
"'. 書●

＇ I 翼•国台鴫 纏王隕糟冑HOIIM 裏●●

"'X ぬ10
"攣皇疇 ""  

..... 胃

OP 山下擾 II 
＇ 

,,_., 
↑ aatu.e "" 

,u 和1B 鶏電 HM ... .. 
Ill 東台 ... 台亀 :It#町鵞・菖暑員白 1111 ヤ●●●露

IIヽ 斬11! ..費台嶋 E:lt町籟胄誓員fl, IHI ヤ．．．．

117 古井戸山 三ftlJ鑽胄曇員6 1111 ... .. 
UI ＂沢 糞鳳”台纏 富士見倉履胄讐AC 】ITヽ 直●●●

'" 打鑢
＇ 

I 重匹U鴫 翼鉢鱒紐 "'ヽ 9●●●● 

, .. X 冑遍 紅● Uh .... R 

＂＇ *" " ” 戴鳳直.. 也＊＊”・墓.. IHI 9●●●●●↓ 

'" 溢田 " I “ 鼠鳳頁●鴫 也"*儡- ""  下■石●●と●● 欝纏は不囀

14'X 血 鵞塵虜鑽●●●白言史•さん富 1114 マ鑽●●●, .. 市●極 贄塵慮籟冑●●会 1111 す●●●●

＂＇ 上の麒第 1 糞鳳賢●嶋 罠帽庄 •41!•*儡鑽 Jlll ... .. 
＂＇ 皇水山 0 0 虞鳳”●嶋 ··"皐*Ill• 下1••··査会 1111 慶饂

141)( 鼠町. 賣●大拿 ,m マ●●●... 長野中学校 疇況台嶋 ●●宵●，＂＇ 1111●●● 

,., X ......... 111 鴫鴫古劃●S 鴫に＊富＊鴫に拿ffながら配• 直●●●

'" 下崎中●
＇ ＇ " ..... ● .. , ..  ~ ● 0 ... , 置に重..綱•がm土している竃•あり．

Ill X 葦
＇ ＂ ■Yり●●曇●Q "'' 

111 X 麟 ， 

" ■l!IIJ鰊冑●●白 2釦 プロ,.外

¥U • 這上 I IIーII ●●●籟胄●●● 1001 ..... 出土

'" 足利 蝙鼠台● ＾●●艘胄●員● 1111 9●●●● 

Ill 閑沼 I I I ＊富大● よ霞●籠冑●●白 "'ヽ 亨讐●●●

IIヽ x 瓢市鱗 1嶋点 I II 大寓大・ 翼●●●鰊""

"' 匹 ＊富大亀 ,. ●●●園員● ""  育．．．．

"' 十二書麟嶋E I IO 人真人嶋 •＊仁予鎗 ""  
IP 石神 " 上鴫●●●国員白 ""  11110●● 

,M 迦 .. " 9謁 』●●9 I "81dl 會置鎗M HIT 纏成皇は..●●＜ 

"' 童鼠 ＊言＊• 塾の●〇●では.奮中とある ... .. 
’‘’ 

山崎北 ＊富這 宮代IJ9冑●●白 1111 マ●●●●

'" 橿＊山 *•*亀 ---~"" T ●●● 

'" 阿賽堂 ＊富＊鴫 ”＊蠣冑..,. 1117 ●●●●● 

Ill x 柏犀鯖2嶋
”●夫鑢 IIH 

＂＇ 砂ヶ谷戸 n 大＊● ■Ill事畿冑鬱■0 IITT .... 冒

'" 狐馨 宣uo,m ..... 
'" 入鎗 心大量 鴫玉囀古M Ifft 

"' タクラ山 紐＊鍮
鴫●●.... ―'"' 

＂゚ 天神鯛 I 大冨大鴫 田中“之鑢 llfl 
Ill 久台 I II • 富＊綸 鴫鶴鵬糾蹟最●●譴""

"'犀 ヽ I II nー14 大富大鴫 tf!!I● A 1111 9●●●●●● 

'" 大針 I I ＂ 大富大嶋 l!IDE嶋・日中賞” ’’” グリッド出士

"● x 丸山第 2
負史X化碍費白 ltTI ヤ．．．．

＂` 下• I 心＊• 翼RU籠"" ．鑓賣闘

"' 大和日富明ー 1 I 
＇ " I ＂＊＊鱒 "'"""'"' 鱈累i細ブロッ~ft,

'" 裏台山 I 
＂ 大冨大竃 大富＊ ＇＂` 

,n • 冑中鰐 -~·-----'"' ...... 
,n X 日遍三T目 ．疇鼻 ItヽI ヤ●●露

'"' 稟北累 0 0 ＊冨＊嶋 ill#. 行趙 Illヽ

"' 北宿
" . 富大嶋 J 糟印市量鱒鵬蜜ill ltll で令●●

'" 罵嶋北 " ， 
" 大富＊鴫 鱒111'$0一会 un ナイ'7?のブロックあり コア； ... 

"'' 駒綸剛
..  ●量鱚属●~ '"' 9●●●● 

LK :>:llO+内七
＇ ' "紐＊鴫 ＂圧●紐'"' 上●含●

"' 井沼方
｀ ＇ 

， 
＇ 

， ， 

" 9 ●●9 " *富大編 ふ倉Qb om 

"' 明花向C区 ， 
" *言大鴫 田●婁司鰊 ""  虞饂・a●●●士0

"' えんぎ山
心＊鑢 賓●遍~m• .... R 

"' 須鳳神社 ， I "●富●鴫 鍼＂貴代子・鱒木仁子 nu 直●●讐土●

"' ＊田
＇ ' 14 I *冨大嶋 鱒釦●●●●●, ""  ナイフプロックと蠣a,

IH• ＊太三T目
中＂纏患 IIU マ●●●●

'" 石搾只縁 ' I 11-n. 1大宮大● 元●銭"" 畢践

"'' 遭鵬名不明
週纏市 nn 9鯖＊糟糟

- 230-



表3 南関東地域の細石器遺跡一覧表
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表4 南関東地域の細石器遺跡一覧表
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表5 南関東地域の細石器遺跡一覧表
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1 研究の経過

G 発掘調査以前

東海東部における細石刃文化

富樫孝志

1940~1950年代がこの時期に当たる。各地高等学校の郷土研究部や郷土史研究者による遺跡の分布調査が行われ、

旧石器時代遺跡の存在が次々に明らかになった3この時期に採集された資料も多い。瀬川 1995によれば、 1949年に鈴

木恒治氏により、ナーゴ山遺跡から細石刃が報告されているらしい。文献は未確認であるが、岩宿遺跡発見と同年に静岡

県で旧石器の報告があったことになる。

＠淋場遺跡の発掘調査

1962年と1964年の2回にわたって明治大学と沼津女子商業高校により休場遺跡が発掘調査され、多量の細石刃、細石

核とともに石囲炉を2基検出した。愛鷹・箱根山麓では、ナイフ形石器文化に属する炉跡はいくつか発見されているが、細

石刃文化に属する炉跡は、後に発見される野台遺跡の例とともに貴重な存在である。休場遺跡は 1979年に国指定史跡と

なった。同年、岩宿遺跡も国史跡に指定されており、旧石器時代の遺跡としては全国初の指定である。そして、休場遺跡

出土の細石核は、鈴木 1971によって、野岳型とともに休場型として型式設定された。また1968年、秋本真澄氏によって、

愛鷹・箱根西麓の資料集成が行われた。

碑地での発掘調査増加

1970年代後半からは、各地で旧石器時代遺跡の発掘調査が行われるようになり、細石刃文化に属する資料も増え始め

た。この時期の発掘調査としては、 1977~1979年に5次にわたって行われた寺谷遺跡の調査や1978年の中沢田円丸遺

跡の調査を挙げることができる。

1980年代に入ると、大規模開発が増加し、これに伴って発掘調査も増加する。主要遺跡の発掘調査を列記すると下記の

ようになる。

1981年広野北遺跡(~1982年）

1983年中尾遺跡、野台遺跡

1985年中見代第II.第頂遺跡(~1986年）

1985年大奴田場遺跡、柳沢B遺跡、柳沢c遺跡(~1986年）

1986年中村C遺跡

1988年五輪遺跡、観音洞G遺跡、陰洞E遺跡(~1989年）

1989年山中城E遺跡（山中城跡三ノ丸第 1地点）

1990年匂坂中遺跡(~1993年）

1991年小平B遺跡、小平C遺跡

1993年上原遺跡

1995年高見丘IV遺跡(~1996年）

1997年第2東名高速道路新設に伴う事前調査開始

これらの中で、中村c遺跡、山中城 E遺跡、大奴田場遺跡、上原遺跡は、多量の細石核、細石刃が出土したことで特記

できる。また、匂坂中遺跡は、 8万平方メートルという、おそらく1回の調査としては全国で最大と思われる広大な面積を調

査し、旧石器時代集落の全貌を明らかにしたが、細石刃文化に属する資料はわずかであった。磐田原台地における細石

刃文化期の実態を示唆している。近年、愛鷹山麓では、第2東名高速道路の事前調査によって、多数の旧石器時代遺跡
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が調査されている。細石刃文化に関する資料がどれほどあるか明らかでないが、成果を期待したい。

調査事例の増加に対して研究事例はあまり多くない。ここでは報告書の考察ではなく、独立した研究事例を概観する。

まず鈴木 1971が挙げられる。ここで休場遺跡出士の細石核を野岳型とともに休場型として型式認定された。以後、野岳・

休場型ど併記され、休場遺跡の細石核が標準資料となる。次に高尾1981では、小塚A遺跡出土の細石核が再検討され、

静岡県東部では珍しい船野型として評価された。 1995年には、静岡県考古学会によって、愛鷹・箱根山麓の旧石器時代

の編年に関するシZ応況7ムが開かれ、その中で細石刃文化の編年が検討され、前嶋1996と砂田 1996によって、編年が

示された。両者とも同じ資料を対称としているが、石器群の評価に違いがあり、異なった編年となっている。今後の重要な

検討課題である。

2 遺跡の分布

今回扱う東海東部の遺跡分布は、静岡県東部の愛鷹・箱根山麓と静岡県西部の磐田原台地に2分され、これ以外の地

域ではきわめて希薄となる。また、愛鷹・箱根山麓は、併記されることが多いが、別の山麓であるため、ここでは別地域とし

て扱う。

躊根山麓

箱根山の外輪山が放射状に延びる尾根上に遺跡が分布している。遺跡が分布するのは山の中腹付近で、山頂、芦ノ湖

に近い部分や逆に平野に近い部分には分布していない。箱根の黒曜石や近年確認された黒色緻密安山岩の原産地に

近い所でもある。行政的には三島市、熱海市、函南町に属している。火山灰が厚く堆積しており、層位的に良好な地域で

ある。登録された遺跡は多いが、ほとんどの遺跡が表面採集資料によって存在が知られているのみで、内容は明らかでな

い。この中で、山中城E遺跡、大奴田場遺跡、上原遺跡では、発掘調査によってまとまった資料が得られている。

②愛鷹山麓

富士山の南側にそぴえる標高 1178mの愛鷹山の南側に広がる緩斜面に遺跡が分布している。遺跡が分布するのは、

中腹から麓に近い部分で、国史跡の休場遺跡の標高280mを最高に、中沢田円丸遺跡の標高40mまで、高低差を持って

分布している。行政的には沼津市、長泉町に属す部分である。愛鷹山の山裾は、西は富士市側、東は裾野市側にも広が

っているが、遺跡は南側の沼津市、長泉町に集中している。箱根山麓とともに、火山灰が厚く堆積しており、層位的に良好

な地域であり、発掘調査によって明らかにされた遺跡も多い。さらに第2東名高速道路の事前調査によって、現在も多くの

遺跡が調査されている。

③富士川流域

富士山の西側麓になる。富士川の支流である芝川沿い、標高 200mに小塚 A遺跡が知られている。近年、縄文時代草

創期の大鹿窪遺跡が調査された。大鹿窪遺跡では細石刃などは出土していないが、小塚A遺跡とともに旧石器時代終末

から縄文時代草創期にかけての研究に重要な資料を提供している。

④牧之原台地

大井川の南側に広がる広大な台地で、島田市にある吹原木遺跡で細石核、風西遺跡で細石刃が採集されている。後述

する磐田原台地に似た印象のある台地だが、旧石器時代の遺跡はほとんど知られていない。近年、静岡空港の建設に伴

って、大規模な発掘調査が行われているが、旧石器時代の資料は断片的である。実際に旧石器時代の遺跡は少ないの

であろう。

暉田原台地

静岡県内で、愛鷹・箱根山麓と旧石器時代遺跡の分布を2分する台地である。天竜川の東側に広がる細長い三角形の

台地である。行政的には袋井市、磐田市、豊田町、豊岡村に属する。遺跡は、天竜川を望む台地の西側縁辺付近に集中

している。寺谷遺跡、広野北遺跡、匂坂中遺跡、山田原II遺跡など発掘調査された遺跡も多いが、層位的条件は悪く、文

化層の認定は困難である。

⑥三方原台地

浜松市、浜北市に属する緩やかな地形の台地である。栃池遺跡と前原VDI遺跡で単独資料が得られているのみである。
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台地上で発掘調査が行われているが、旧石器時代の遺跡は発見されていないことから、旧石器時代遺跡自体が少ない

のであろう。

これら以外に静岡市（旧清水市）の日本平遺跡で細石核採集の記録があるが、遺跡の分布域としては扱わない。

以上のように、遺跡分布は東部の愛鷹・箱根山麓と西部の磐田原台地に、ほぼ限られており、これ以外の地域では、旧

石器時代の遺跡が極端に少なくなる。発掘調査の数が少ない訳ではないため、旧石器時代の遺跡が少ないのが実状な

のであろう。この傾向は今後も変わらないと思われる。

3 技法と石材

これも遺跡の分布と同様、東部と西部で明確に分けることができる。要約して言えば、休場型・黒曜石の東部と船野型・

シルト岩の西部である。

①•箱根山麓

この地域で出土する細石核は、ほとんどが休場型と考えて良い。石材は、黒曜石にほぼ限定されており、他はチャート

などがわずかに見られる程度である。

石核の素材は、厚手の板状剥片や立方体の剥片が使われている。自然面を残すものも多く、手の平で転がせる程度の

大きさの原石を使っていると思われる。打面調整は、多方向から行う場合が多いが、平坦打面や自然面打面のものも見ら

れる。打面は、作業面に対して垂直になるものと鋭角に傾斜するものがある。休場遺跡の細石核は、特に傾斜がきつく、

作業面との角度が 70度程のものが多い。打面再生は頻繁に行っていたようである。大奴田場A遺跡では、長さ5cmを超

える細石刃が目立つが、細石核の作業面の高さは、その半分程度であり、実際に打面再生剥片も出土していることから、

打面再生の多さをうかがうことができる。なお、打面再生剥片の中には使用痕が付いているものや、山中城 E遺跡では、

削器や掻器に再加工した例も見られる。打面転移は少ないものの、数例見られる。転移方法は下設打面への転移の他に、

90度の転移がわずかに見られる。

上記以外の技法としては、扁平な板状剥片を素材として、石核調整をあまり加えないまま小口面や側面を作業面として

いるもので、休場型とは考えられないものの、休場型に少数ながら伴う形態として考えられている。

石材は、黒曜石に限定されていると言って良い。近年は、沼津工業高等専門学校の望月明彦氏による原産地推定が積

極的に進められており、出土資料全点の原産地推定によって多くの成果が上がっている。細石核に使われている黒曜石

は、長野県産、神津島産、箱根産、伊豆半島の柏峠産が見られる。各産地の黒曜石が均等に用いられる例は少なく、偏る

場合が多い。大奴田場A遺跡では長野県産、山中城E遺跡と上原遺跡では神津島産の黒曜石が主体である。

上記以外に断片的ながら、土手上遺跡と西洞遺跡では船野型細石核も認められる。また、愛鷹山麓の東にある小塚 A

遺跡でも船野型細石核がまとまって出士している。いずれも後述する磐田原台地の資料と技術的に共通しており、石材も

頁岩などを使っている。

暉田原台地

この地域で出土する細石核は、船野型が特徴的である。石核の素材は円礫を分割して得ている。打面は分割面に設定

される場合が多い。打面調整はほとんど見られず、平坦面のまま細石刃を剥離している。打角は90度に近いものがほとん

どである。打面再生と打面転移は見られないが、作業面を大胆に切り落とすような作業面再生が見られる。打面ではなく、

作業面を再生することによって、細石刃剥離の進行に伴う打面と作業面の角度を調整していると考えられる。作業面は 1

面が原則のようであるが、広野北遺跡の接合資料に、表裏2面に作業面を設定した可能性を示すものがある。

船野型以外には、円柱状や角柱状になる細石核も見られる。これらも打面調整はみられず、打角が 90度に近いなど、

船野型と共通する属性を持っていることから、細石刃剥離が進行して船野型細石核が変形した姿か、あるいは、作業面を

再生した剥片から、引き続き細石刃を剥離しても同様の石核を得ることができる。

石材は、台地の西側を流れる天竜川で採集できるシルト岩や硬質砂岩の円礫を使っている。磐田原台地では黒曜石の

ような搬入石材そのものが微量であり、細石核や細石刃には見られない。太平洋沿いに移動すれば、地形的な障害を受

けることなく、また、天竜川で採集できる石材と同様の石材を、途中の大井川や安倍川で補給しながら、箱根や伊豆半島
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の黒曜石原産地に至ることができるが、そのような行動を想定する根拠はない。

4 組成の特徴

組成の解明は必ずしも容易ではない。愛鷹・箱根山麓では良好な層位が見られるが、休場層上位から、ナイフ形石器や

尖頭器と混ざって出土することが多く、細石刃文化に属する資料の分離は困難である。むしろ、無理に分離するのではな

く、ナイフ形石器や尖頭器と共伴すると考えることもできるが、後述するように、現在では否定的である。また、磐田原台地

では、層位的条件が悪く、細石刃文化に属する資料の抽出はなお困難である。

このような中で、箱根山麓の山中城E遺跡、大奴田場A遺跡、上原遺跡は、細石刃文化期の純層を調査したといって良

く、組成の解明に重要な手がかりを与えている。この3遺跡の組成を見ると、細石刃、細石核の他には使用痕のある剥片

が目立つくらいで、削器、掻器、彫器が数点伴う程度の単純な組成である。山中城E遣跡などに、細石核の打面再生剥片

を掻器に転用している例が見られることから、細石核から剥離される調整剥片や再生剥片を再利用する技術構造を想定

すれば、製作されな鞘猷渾艮定されてくるために、単純な組成になると考えられる。これらの事例によれば、従来指摘され

ていたナイフ形石器や尖頭器の共伴は否定的となる。

磐田原台地では、層位的条件の悪さから、文化層の認定ができないため、次善の策として、同時期と思われる遺物が分

布する範囲を設定することで、文化層認定に代えている。これによって、細石刃文化に属する資料を抽出しているが、や

はり、使用痕のある剥片が目立つ程度の単純な組成となっている。

以上のように、東海東部における細石刃文化に属する石器の組成は、単純な内容で、細石刃には多様なスクレイパー

や彫器が伴うという、全国的な傾向から考えると異質ともいえる。

5 編年

先に示したように、層位的条件の良い愛鷹・箱根山麓でも、細石刃文化に属する遺物は、休場層の上位にまとまり、出土

層による上下関係は見いだしにくい。そのため、出土層による細石刃文化の編年は容易ではない。そこで、前嶋1996と砂

田1996では、神奈川県の相模野台地の編年を参考にした編年が示されている。両者では同じ資料を対象としているが、

下記のとおり内容に違いが見られる。

前嶋1996

第 1段階野台遺跡

第2段階山中城E遺跡

第3段階大奴田場A遺跡

第4段階休場遺跡、柳沢c遺跡

第5段階小塚A遣跡

砂田 1996

第 1段階野台遺跡、柳沢c遺跡

第2段階山中城E遺跡、大奴田場A遺跡など

第3段階休場遺跡

第4段階小塚A遺跡

伊豆半島の柏峠産黒曜石を使用して典型的な休場型細石核を作る野台遺跡を最古に位置づける点と、船野型細石核

がある小塚A遺跡を最新に位置づける点は共通している。

これに対して大奴田場A遺跡や柳沢c遺跡の位置づけに違いが見られる。前嶋1996、砂田 1996ともにシンポジウムの

発表要旨、コメントであるため、簡潔な内容となっており、各遺跡の位置づけの根拠は文章化されていない。両者の編年

根拠を確かめないまま、筆者の意見を挟むのは適当ではなく、そもそも本稿の目的は、筆者の主張ではなく、東海東部に

おける細石刃文化研究の現状と課題を整理することにあるので、編年2案があることを示すにとどめる。また、この編年案

の後に報告された上原遺跡は、報告者によって、細石核にバリエーションが増えていることや細石核の打面再生剥片を転
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用した掻器の存在から、山中城E遺跡に並行し、大奴田場A遺跡に後出する段階と位置づけている。

磐田原台地での細石刃文化に属する資料は、現在のところ、時期差を認める根拠はなく、同時期と見ておくのが適当で

あろう。

6 研究の課題

東海東部のおける細石刃文化の研究は、報告書の考察以外にまとまった研究例が少ないため、細石刃文化の研究その

ものが今後の課題であり、具体的には先述した各項目すべてに課題が含まれている。

これまでの記述で明らかなように、東海東部の細石刃文化は、東部の愛鷹・箱根山麓と西部の磐田原台地に2分でき、

両者の関連を考えたいところであるが、今のところ両者を結ぶ資料は存在しない。わずかに土手上遺跡や西洞遺跡、小

塚 A遺跡の船野型細石核が、東部にありながら磐田原台地の資料に類似しているが、静岡県中部地域に旧石器時代の

遺跡自体がほとんどない現状では、これをもって愛鷹・箱根山麓と磐田原台地の関連を論ずることはできない。また、長野

県の黒曜石原産地を取り込んだ広大な行動域が想定される愛鷹・箱根山麓と、搬入石材が極めて少なく、広域な行動域

を想定しにくい磐田原台地では、余計に関連をうかがうことはできない。静岡県中部地域における旧石器時代遺跡の稀少

さは今後も変わらないと思われることや、両地域をまたぐ行動域は、今のところ考えられないことなどから、愛鷹・箱根山麓

と磐田原台地を分けて考える方が適当である。

①•箱根山麓

望月明彦氏による黒曜石の非破壊・短時間分析法の開発により、黒曜石の全点産地推定が行われるようになり、様々な

成果を上げると同時に、旧石器時代集団の行動論に新しい地平を開いた。すなわち、当時の集団が、長野県の黒曜石原

産地を取り込んだ広域な行動域を持ち、愛鷹・箱根山麓と長野県の黒曜石原産地を往復する移動生活を送っていたこと

が明らかにされた。これに対し、神津島や柏峠といった近隣の黒曜石を主体とする石器群も認められることから、近隣石材

を開発していた時期も想定できる。両時期の前後関係に興味が持たれるが、これには、先に示した編年2案を検討しなけ

ればならない。編年の検討にあたっては次の点が重要な視点となるであろう。休場型細石核には、遺跡ごとに形態変化が

ある可能性が指摘されているが、その内容を検討した例はない。また、休場型以外の細石核も確実に伴っているが、この

形態を検討した例もない。さらに大奴田場A遺跡などでは、 5cmを越える長い細石刃が存在する。これらの点の検討が編

年研究の鍵になってくると思われる。

愛鷹・箱根山麓では、長野県出土資料や神奈川県出土資料との比較も重要である。共に黒曜石の原産地を共有してい

るため、比較検討することで、愛鷹・箱根山麓における細石刃文化の地域色が明らかにできると考えられる。

暉田原台地

先に述べたように、編年については、今のところすべて同時期と考えておくのが妥当である。細石核については、船野

型細石核とともに円柱状、角柱状の細石核が確実に存在する。これが、細石刃剥離が進行して変形した船野型細石核な

のか、船野型とは別の形態が存在するのか、あるいは、作業面再生剥片の再利用なのか検討する必要がある。どの結論

になるかによって、磐田原台地の細石刃文化の様相は異なってくる。

搬入石材の極少な磐田原台地では、黒曜石との結ぴつきが強い野岳・休場型細石核よりも、地元石材との結びつきが

強い船野型細石核を採用したと考えられる。したがって、磐田原台地の細石刃文化を考えるにあたっては、愛知県、岐阜

県の資料との比較が重要となってくる。天竜川で結ばれる長野県との関連は、今のところ薄いと考えられ、むしろ、海老山

遺跡などとの関連が考えられるからである。
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表 1 東海東部の細石刃文化遺跡一覧表
！ 

I 
， 

＇ 
組

成 1 ＇ ' I 
'I・-

I細刃石 1l細it石II 11 楔形打製局·部~鵬..: .. 石I緬石II五I己I，↓i 邸..吐 Ii屈印集'1噴蟻 “立 I, .... I 9文献

I 
I 

1-,,0. ! 遺跡名 l叉四

Ii大越 , ’6~’ 2, 26 5 9 ; I sI , I ， I 135I 、 66 322123箇所 璽群4甚 有 23sm! 箱根西麓 i山村ほか1995

＂—石洞（第 3 地点） ＇ i•! I ! i !'I  i I i : I ： I l 'I ！ |有 120m I籍根西麓 ！寺田1989

3I 、I中村C I 3,21 11! i I 
I Ii  ',  I l II ' ； I 359I , 

I 有 2SOm 籍根西麓 池谷・芦川1992

4! 観音洞G ：！ I I ！ ! 有 110m I籍根西麓 芦)II・油谷1994

s: 観音潤B ! 3i(｝ 3 131 46 si 2 , I I I I lm, 1 35 I 1 89 有 410m I箱根西麓 ＇I 芦/ll・il!l谷1994

6I 、焼場 (A地点）
I I 2! l ! i I I i I i 吋

I 有 'uom I籍根西麓 笹原1994

11五輪 ： ,， , I ， I, ' I ； I I 有 431m 籍根西麓 芦川・池谷1994

＆I 陰捐E 29 21 3! JS 7 II I 1 
284I , 2S ml I 有 3S9m 熔根西璽 芦/II• 池谷1994

, 1山111中1域E(第 1文化 l 1 ml 29 2i i : I 'I  29~14箇所 礫群 1基．配石 1基 有 556m 籍根西麓 鈴木ほか199S

IC悔老ノ木平 f i I ¥ ！ ' I 表面採集 不明 籍根西麓

11願合寺 I I I I 表面採集 578m 熔根西麓

12,1ヽ平C I 2 6 I I ！ 21 9 41 • 箇所 有 120m 箱根西麓 池谷・ 寺田1997

1~,1ヽ平B I ,&1 , 2 21 : 
! 

,sl 1 66 10箇所 有 122m 熔根西麓 槌谷・寺田1998

"i中村分 I 4 25 ! 36 12箇所 有 340m 紺根西麓 池谷・寺田1998

15天台8 32 I 16 1 I I !IC 157 485 44箇所 有 370m 籍根西麓 池谷・寺田1998

16台崎c 2 I 2 I 5 2 ll 有 355m 紺根西麓 態谷・寺田1998

IT, I 台崎 I I I 表面採集 不明 籍根西麓

1台崎D 6 2 I ! 表面採集 300m 箱根西麓

IS 点初音）ヶ原8(第4地 I 2 2随所 襲群 1基．土坑2基 有 88m 箱根西麓 ，，，川2002

”！ナーゴ山 ？ 有 ？ 籍根西麓 認鈴木）1949 C未II

21柳沢B(第Il文化閾） ,2 2 I “ 有 331m 籍根西麓 伊藤•長野1989

22榊沢C 2l 6 29 4箇所 有 308m 籍根西麓 伊藤•長野1989

21 大暦奴）田場A(第 1文化 75(13 I 4 1 1 I I 772 16箇所 有 327m 籍根西麓 伊藤•長野1989

24上原（第 1文化層） m 79 9 ffl 

＇ ' 
839 18饒所 有 160m 籍根西麓 伊藤2001

2i下人服 ： 6 表面採集 105m 籍根西麓

26休場 924 35 2 4 2 968 石11!1炉2基 有 280m 愛鷹山麓 杉原・小野1965

27中沢田円丸 有 <Om 愛鷹山麓 鈴木・韻)111978

21中見代第n ,~ 12 l 6 I u 1 4 ” 91 22箇所 膿群23基 有 177m 愛鷹山麓 高尾1988

29中見代第m 155 31 2 6 I 9 I ! I 11 245 23箇所 礫群38基 有 184m 愛鷹山麓 高li!l988

3( 土手上 (b•c区） 1 12 10 2 2 2 2 104 7 142 68箇所 襲群68基 有 200m 愛鷹山麓 山本1995

31西消 (b区ー I) 3 2 5 配石5基 有 160m 愛鷹山麓 笹庫1999

32尾上イラウネ I ,9 18 8 : 11' 51 315 Ill 581 82lli所 襲群?8基．配石14基 有 1ssml釦菖山麓 llll!lf・ 鈴木1992

3野台（第D文化眉） 21 II I 4 11 60 6箇所 石囲炉2基．農群62基 有 150m 愛鷹山麓 1平饂川19・廣瀬・ 前
86 

34中尾 16 5 6 3 5 36 ! 11 12懐所 襲群26基 有 172m 愛鷹山麓 1嶋平川I・廣韻• 前
986 

35尾尻 3 ：！ 有 56m 愛鷹山麓 秋*1968

36鉄平 I I 表面採集 IOOm 愛山麓

3 ,1ヽ縁A 2 6 I I ， 有 200m 富士/II流域 小197!野.・秋高本尾1981

叫日本平 I I 表面採集 216m 日本平

391吹木原 I I I I 表面採集 116m 牧之原台地

≪ 風西 I I 表面採集 59m 牧之原台地 磯部1971

41山田西原 I I 表面採集 117m 磐田原台地

42山田原rr I I 表面採集 IISm 磐田原台地 鈴木1980

“山田原m I I I 表面採集 113m 磐田原台地

44寺谷 I '1  ,! 6 I ! 1' ! I I 162 I 181 II箇所 農1111基．配石II基 有 92m 磐田原台地 鈴木1980

45京見Iii 12 4! 42 2 3 I II 15 176 2 267 襲群32箇所土坑1基 有 27m 磐田原台地 山村・小林1982

46匂坂中 44 41 2 I 2 9( 7憶所 配石1甚 有 !Sm 磐田原台地 鈴*木・竹1994、鈴
内1996

47i匂板上6 ！ 2 I i I ？ 表面採集 79m 磐田原台地 1

ぼ匂翫上 7 I ''  ！ 
I I I I 表面採集 18m 磐田原台地

49 Ii上原3 I I I 
I 表面採集 IOOm 磐田原台地

5~11上原 6 I , 21 4, I 6 表面採簗 43m 磐田原台地

51大谷原 1 I , 1 

＇ 
表面採集 112m 磐田原台地

52j池端前 I 2 I 2 表面採集 109m 磐田原台地

紅I広野北 l 121 ,1 I 11 <i I 139 3111所 有 49m 磐田原台地 山下1m

s1lo:11t ! I ! I 表面採集 42m 磐田原台地

55高見丘N I 廿 5 I I I 
I 3 I憶所 有 Sim 磐田原台地 富樫1998

56中峠 ,1 I 表面採集 122m 磐田犀台地 鈴木1980

57梶槌 1j I 表面採集 28m 三方原台地

51前尿VD I I I j , ↓ 1 I 有 76m ＝方犀台地 佐・太田1989

- 252-



近畿・東海西部の細石刃文化

松浦五輪美

1. 研究の経過

近畿地方

1960年以前 踏査・採集活動によって発見された石器のなかに、細石刃・細石刃核とされるものが含まれてい

たが、積極的に公表されることはなかった。当時は高校のクラブや同人の活動によるものも多く、

それらの資料の一部が一般に紹介され始めるのは旧石器時代の研究が本格化し始めてからである。

1960年代 踏査・採集活動による石器の収集は増加してくる。兵庫県や京都府では「細石器的」なものがそ

のなかに認められるが、実は、細石刃・細石刃核ではないという資料も含まれ、未だ混沌とした状

況が続く（都出・四手井 1971)。

1970年代 旧石器時代遺跡の発掘調査が自治体でも行なわれ始めるのに伴って、大阪府の讃良川や羽曳野台

地などでは発掘調査による細石刃・細石刃核の出土が見られるようになる。当時既に角錐状・船底

状・円柱状等の様々な形態の細石刃核が認められており、さらに大阪府誉田白鳥遺跡の資料など北

方系湧別技法の存在も窺うことができる。

また、この頃は各地で県史・市町村史の発刊が相次ぎ、採集資料等の一部が公表される。しかし

未だその資料は乏しく、一地域内の細石刃文化について論及されるには至らない（松藤 1978、中

原 1979)。

1980年代 旧石器時代研究が盛んになるにつれ、過去の採集資料の再整理・報告が増加してくるなか、細石

刃・細石刃核も図示して紹介され始める。 1980年には兵庫県下の旧石器時代遺跡が紹介され、加古

川流域の細石刃関連資料も紹介される（今里 1980、藤原・浅原 1980、佐藤 1980)。1982年に

も同じく加古川流域の細石刃核が紹介されている（松本ほか 1982)。1985年には鎌木義昌・小林

博昭によって、初めて「近畿」という地域的名称を冠した概説がなされたが近畿地方に関しては資

料的制約が大きく、多くは言及されていない（鎌木・小林 1985)。1988年には中原正光によって、

和歌山県下の旧石器時代が紹介されるなかで、細石刃細石刃核出土遺跡も報告されている（中原

1988)。この頃大阪府羽曳野台地で出土した細石刃文化関連の資料が、他の旧石器とともにまとめら

れている（（財）大阪文化財センター 1990)。

1990年代 1990年大阪府西大井遺跡の調査でサヌカイト製の細石刃核が出土（橋本 1992)。1992年には松

東海西部

藤和人によって近畿地方の細石刃核出土地の分布図が作成され、初めて近畿地方の細石刃文化の様

相について論及された（松藤 1992)。1993年には「シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展

開」の基礎資料として松浦が集成を行なっている（松浦 1993)。

また、 1994年に淡路島のまるやま遺跡の発掘調査によって板状の細石刃核が出土し、淡路島

にも細石刃文化の広がりを確認することとなった（山本 2002)。

1960年以前 踏査・採集活動によって細石刃・細石刃核が発見され、一部の資料が紹介されている（鈴木 1955、

岩野 1957、河合ほか 1959)。

1960年代 岐阜県海老山遺跡の発掘調査が行なわれる。過去の採集試料なども紹介される（紅村 1963)。
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1970年代 各県・市町村史の発刊が増加するなかで資料紹介がなされる。奥義次が三重県の旧石器時代遺跡

を紹介するなかにおいて細石刃核の出土が報じられる（奥 1976)。鈴木忠司によって東海地方の細

石刃文化の研究が発表され、「海老山技法」が提唱される（鈴木 1979)。

1980年代 1985年に岐阜県寺田・日野1遺跡が調査され、初めて発掘調査によって細石刃文化期が抽出され

る（吉田ほか 1987)。三重県では自動車道建設に伴う調査によって神子柴型石斧と共に細石刃核が

出土する（田村ほか 1989)。奥義次は三重県下の旧石器時代遺跡の分布図を作成するなかで、細石

刃文化期の遺跡分布図を作成している（奥 1985)。

1990年代 名古屋城の発掘調査に伴って、細石刃核が出土する（小澤 1990)。沢田伊一郎が岐阜県各務原

台地の旧石器を紹介するなかで、細石刃核の資料についても言及する（沢田 1992ほか）。三重県

上野市において細石刃核が出土し、山間部にも細石刃文化が波及したことが確認される（舘 1997)。

なお、シンポジウムの基礎資料として松浦が集成を行なっている（松浦 1993)。

2000年以降 新田剛が三重県カリコ遺跡の資料紹介を行なっている（新田 2001)。

2. 遺跡の分布

当地域はおおよそ紀伊山地を境として東西に分けることができる。西は大阪湾を中心とした瀬戸内海沿岸、東

は伊勢湾を中心とした地帯に遺跡は分布している。本稿では前者を近畿、後者を東海西部として扱う。現在のと

ころ日本海側では良好な資料は知られておらず、滋賀県・福井県での発見例も知られていない。遺跡のほとんど

が大河川の流域に存在し、低・中位段丘面から発見される場合が多い。標高は 100mを超えるものは少なく、岐

阜県を除けばほぼ低地の遺跡といえる。基本的には後期旧石器時代後半の遺跡の立地・分布と重なっており、同

じ遺跡でナイフ形石器などが採集されているところも多い。脚典部にも新たに遺跡が確認されており、近畿北部

日本海側でも今後発見される可能性は高いと思われる。全体的には散漫な分布状況であるが、加古川流域、宮川・

櫛田川流域、各務原台地、矢作川・豊川流域に若干の集中が認められる。

加古川流域

加古川市から明石市にかけて広がる大久保台地において多数の旧石器採集地点が存在する。そのうちいくつか

の地点で細石刃・細石刃核も発見されているが、各遺跡とも 1~2点のみである。角錐形、船底形とともに南大

塚遺跡では湧別技法も認められる。

羽曳野台地

羽曳野丘陵の先端部の低・中位段丘に旧石器時代の遺跡が多数分布し、中位段丘には国府遺跡、低位段丘には

はさみやま遺跡、翠鳥園遣跡など近畿を代表する旧石器時代遺跡が存在する。細石刃関連資料はほかの石器群と

ともに 1~2点含まれている状況である。瀬戸内系の板状の細石刃核や湧別技法によるものなど、細石刃核の形

態は様々である。

宮川・櫛田川流域

宮川・櫛田川および出雲川流域は旧石器時代遺跡が多数分布している。細石刃関連資料はそれらとともに 1~

2点ずつが採集されている状況である。角錐形・船形のものがある。出雲川上流から分水嶺をこえた木津川の上

流でも遺跡が発見されており、西と東をつなぐルートがこのあたりとなる可能性がある。

各務原台地

木曽川北部に広がる各務原台地には旧石器時代遺跡が分布している。細石刃文化期の遺跡は台地の北西部にあ

る低位段丘や台地東南部の段丘に存在し、各遺跡に1~2点の細石刃核が含まれる。角錐形・船形のものが多い。

木曽川と長良川に挟まれた地域は、さらに北部の美濃市、関市、美濃加茂市あたりまで分布が及んでいる。

矢作川・豊川流域

集中域といってもかなり広範囲に分布し、沿岸部の低地から上流域まで各地に点在するといった状況である。

細石刃核は角錐形・船形が多い。この地域の分布状況は静岡県磐田原台地へと繋がっていくものと思われる。
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3. 細石刃技法と石材

技法

資料のほとんどが採集または単独出士であるため、接合資料や調整剥片などから技法を復元することは困難で

ある。細石刃核の特徴から推定できる技法は大きく 4つに分けられる。

1. 湧別技法

南大塚遺跡、誉田白鳥遺跡の資料に窺うことができる。両者とも打面再生剥片と考えられるもので、側面の一

方が、より細かな調整が行われている点は札滑型の特徴を示している。南大塚遺跡例は黒曜石。誉田白鳥遺跡例

はチャートとされているが、珪質頁岩のような石材で、在地の石材ではないようである。このほか、舟橋遺跡例

も札滑型のプランクの可能性がある。

2. 野岳・休場技法

明確にこの技法によって作られたと判断されるものはほとんどない。日岡山遺跡、和田新池遺跡のものは角錐

状を呈し、野岳・休場型の特徴をもつが、打面調整は顕著ではない。讃良川床遺跡例は両設打面の円柱状でやや

異質な趣がある。日岡山遺跡例が黒曜石、他は安山岩である。

3. 船野技法（海老山技法）

和歌山県から東海西部にかけてはほぼこの範疇に含まれるもので占められる。形態的には船形と角（円）錐形

の二者があり、打面再生剥片や作業面再生剥片も伴っている。平池北岸遺跡、壁川崎遺跡ではサヌカイトや頁岩

が利用され、三重県下ではほぽチャート、岐阜県・愛知県ではチャート・流紋岩が用いられている。

4. 羽佐島技法

瀬戸内海島嶼部に見られる板状の細石刃核の製作技法である。青山遺跡、桜ヶ丘遺跡第1地点のようなタイプ

と、まるやま遺跡のようなタイプがある。また西大井遺跡例もこの範疇で捉えられる。石材はいずれもサヌカイ

トを用いている。

以上の4技法は技法というよりも形態的特徴による分別に他ならない。個々に見ると、いずれの技法によるも

のか判然としない不定形なものも存在する。また細石刃核であるかどうかさえ微妙なものもある。全体的に見る

と、近畿側には様々な技法によるものが認められるが、東海地方では船野技法が主体をなしているといえよう。

石材

細石刃・細石刃核に利用された石材は、基本的にその地域で後期旧石器時代から利用されてきたものと変わら

ない。石材としては、安山岩（サヌカイト）、チャート、頁岩、流紋岩が多く、黒曜石、下呂石などがわずかに

認められる。近畿では安山岩を利用したものが多い。瀬戸内島嶼部で用いられるハリ質安山岩は認められない。

そのなかで湧別技法をもつ南大塚遺跡、誉田白鳥遺跡例が在地石材と異なる石材（原産地不詳）を利用している

点は興味深い。また、羽佐島技法によるものは専らサヌカイトを利用しているようである。板状のブランクを得

るためにサヌカイトが適していると考えられるが、むしろサヌカイトを利用した場合、この形態が作りやすかっ

たとも考えられる。同じ様に、東海地方の細石刃核も、船野技法を用いるためにその石材を利用したのではなく、

前時代から石器に利用されてきたチャート等を利用する場合、この作り方が最も適していたと考えるべきであろ

う。湧別技法を除けば、技法が波及するというより、石材の分布状況によって技法が制約されていたと見るべき

であろう。

大まかに見ると、瀬戸内海沿岸のサヌカイト地帯、日高川流域の頁岩地帯、伊勢湾南岸のチャート地帯、各務

原台地周辺のチャート地帯、豊川流域の流紋岩地帯に分かれるといえよう。

石材の確保や原産地についての詳細は、理化学分析がほとんど行われておらず不明である。なお、まるやま遺

跡で利用されているサヌカイトは、岩屋海岸周辺に転礫として存在するもので、国府台や二上山から供給された

ものではないようである。
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4. 組成について

当地域の資料についてその組成を知ることは困難である。発掘調査による出土は少ないうえに、発掘資料も明

確に時期が分離できる状況で検出されたものはほとんどない。岐阜県寺田遺跡において唯一細石刃文化期として

資料の抽出がなされているが、細石刃・細石刃核以外の石器は加工痕のある剥片が伴うのみで、定型的なトゥー

ルを伴っていない。近畿地方においては翼状剥片や国府型ナイフ形石器とともに発見される場合が多く、それら

が同一の石器組成とは認めがたい状況にある。東海地方の組成について、鈴木忠司氏は、本来的に掻器を伴う程

度の単純な組成であろうと推定され、採集される節季の状況を積極的に評価しようとされた（鈴木 1979)。おそ

らく近畿地方においても同様のことが言えよう。ただし良好な掻器の発見も多いとはいえないのが現状である。

湧別技法に特徴的に伴う荒屋型彫器については、単独での発見も知られていない。不定形な彫器がともに見つか

っている遺跡もあるが、細石刃文化期のものと判断する根拠はない。しかし、さらに西の岡山県恩原遺跡におい

て札滑型細石刃核とともに荒屋型彫器が発見されていることを考えると、当地域においても発見される可能性は

高い。

また、船野型細石刃核の存続時期について、縄文時代草創期の長者久保・神子柴石器群と共存するという見解

が示されているが（綿貫 1992)、その点についてみると、三重県上ノ広遺跡では御子柴型石斧がともに出土して

いるのは興味深い。ただし、そのほかの石器にはナイフ形石器から石鏃まで様々なものが伴っており、石斧のみ

が細石刃核と伴ったものとは言えないが注意すべき事例である。

当地域における細石刃文化期の石器組成については、明確な共伴遺物が無く不明といわざるを得ないが、先に

述べた4つの技法による細石刃がそれぞれに異なる組成をもっていたことも十分に考えられよう。いずれにして

も、現状から判断する限りにおいてはさほど豊富な器種組成であったとは考えられず、掻器・彫器が伴うにして

も定型的なものではなかった可能性が高いように思われる。また、剥片をそのまま利用することも行われていた

と考えられ、細石刃という石器の用い方同様に、他の器種も臨機応変的に剥片を用いた掻器・彫器 ・RF・UF

などが組成されていた可能性を指摘しておく。

5. 編年について

当地域の細石刃関連資料については、採集資料はもとより、発掘調査による出土品においても、その検出状態

は純粋な堆積層からのものではなく、層位的事実からその時代的位置づけを行うのは困難である。発掘調査にお

いて細石刃文化期を抽出し得た寺田・日野1遺跡においても、層位的には I~皿そうすべてにおいて当該期の遺

物が検出されている。年代測定については報告の段階では結果は出ていない。したがって当地域において絶対年

代のおさえられるものは皆無である。ならば、他地域との比較において、細石刃核形態や技法を基に推測するし

かない。

まず、細石刃文化の存続期間をどのくらいと見るかが一つの問題となる。管見では最も古いところは北海道柏

台1遺跡の約 20000y.B. Pであろうか。これは従来の細石刃文化の年代からすればいささか古い感があるが、

北方系の細石刃核の大陸での年代測定値からみるとさほどおかしな数値ではない。最も新しい段階となると、正

確な年代はわからないが、長崎県や鹿児島県で土器を伴う一群のものとなろう。従来の見解では約 12000B.P < 
らいであり、ざっと 8000年間の存続幅が考えられることになる。しかしこれはむろん各細石刃生産技術法の相

異や測定値の較正の問題もあり、さらに地域的な問題も大きい。少なくとも当地域の資料について、この年代幅

で細石刃文化が存続したとは考えがたい。そこで、細石刃文化期の大きな画期と考えられる土器の出現を境とし

て、その前後に分けた位置づけについて考えてみたい。

まず湧別技法によるものは、北海道でのあり方とは異なり、本州では士器を伴う時期に存在するものがある。

一方、比較的純粋に石材に固執した湧別技法は土器を伴っていないようである。これは本州での湧別技法の展開

に2段階あることを示唆するもので、第 1段階は石材に固執し、荒屋型彫器を装備した北方の集団が移動によっ

て直接残した石器群が点在する段階、第2段階は湧別技法自体が在地の細石刃生産に取り入れられていく段階で、
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この段階には土器が出現するという図式である。この観点から言えば、当地域の湧別技法関連の資料は第1段階

とみるべきで、土器出現以前と考えることが可能である。

次に野岳・休場型の角錐形の細石刃核についてみてみると、実際に野岳・休場型といえる資料は極めて少なく、

この型式の中でも古期に位置づけられる茶園型は皆無である。不定形なものも多いが、それらは神奈川県吉岡遺

跡群のLlH層で見られるような小形のものとも異なるようであり、土器以前と考えられる根拠は今のところ見

受けられない。だからと言って土器を伴うといえるわけでもないが、少なくとも最古段階の細石刃核ではないよ

うである。

船野型（海老山型）については鈴木忠司氏が東海地方の資料は土器の存在しない時期のものと判断されている。

ただし、船野型細石刃核のなかには三重県上ノ広遺跡例のように長者久保・神子柴文化段階まで残っている可能

性が考えられるものや、同県比土遺跡のように有舌尖頭器や石鏃とともに発見されている例もある。発見されて

いる細石刃核全てというわけではないが、比較的新しい段階のものも含まれている可能性も考えられるであろう。

最後に羽佐島技法によるいわゆる瀬戸内系の板状の細石刃核については、筆者は以前より福井技法の影響を受

けたものと考えており、その点から考えるとそれらは土器出現期に入っていると判断されるものである。

以上のことからいえば、南大塚遺跡や誉田白鳥遺跡の資料とまるやま遺跡や青山遺跡等の資料との間には新旧

関係が想定できることになる。その他の多くの船野型はその中間に重複しながら位置づけることが出来るだろう

か。ただし、湧別技法と羽佐島技法が近畿のみ、船野型がほとんど東海西部というふうに分布域を違えているこ

とは技法に時間差以外の要因を求める必要があるかもしれない。

6. 細石刃文化の様相

近畿・東海西部というくくりの中では、先に述べたように大きく 2つの地域に分けて考えることができる。 1

つは大阪湾沿岸に広がる地域である。この地域には湧別技法、野岳・休場技法、船野技法、羽佐島技法の4つの

技法的要素が認められる。湧別技法によるものは石材も外来のものであり、北方からのヒトの移入を想定させる。

主要な石材として旧石器時代を通じてこの地域ではサヌカイトが利用されるが、細石刃文化期には羽佐島技法

において主に利用されている。しかし羽佐島技法は細石刃文化期でも後出のものと考えられ、細石刃文化がこの

地に波及した段階ではサヌカイト地帯では細石刃生産があまり行われなかった可能性がある。野岳・休場型類似

の資料が黒曜石製であることも、それが搬入品であることを窺わせる。和歌山県では頁岩を用いた船野型が多い

が、サヌカイトの利用も認められる。このことは船野型がサヌカイトを細石刃に利用する時期、すなわち土器を

伴う段階に至っても存続していた可能性を示唆するものともいえる。ただし、讃良川床遺跡例のような円筒形の

サヌカイト製細石刃核も存在している。この細石刃核は上下両端に打面をもつ異質のものであり、類例はほとん

ど知られていないため今のところ評価は保留しておきたい。

三重県上野市で発見された比土遺跡の資料はこの地域の細石刃文化の広がりに新たな視点を与えるものであ

るといえる。大阪湾に注ぐ淀川からさらに木津川を遡ってその上流に位置するこの遺跡を通り、分水嶺を越えた

出雲川流域の遺跡へとつながる一つの道筋が見えるようである。今後この）レート沿いに遺跡の発見が期待される。

近畿地方では、外来の細石刃石器群の流入の後にサヌカイトを利用した細石刃石器群の広がりがあると考える

ことができ、この2つの段階が近畿地方の土器の始まりと実際にどう関係しているのかが今後究明すべき問題点

の一つである。

東海地方における細石刃生産技法はほぽ船野技法（海老山技法）で占められているといえる。それらについて

の様相は鈴木忠司氏の研究成果を未だ大きく転換するものではない。ただし、その編年的位置づけに関しては、

長者久保・神子柴石器群との共伴という視点も絡めて、ある程度の時間幅を想定する余地は生まれてきたのでは

ないだろうか。また、近畿地方との分布的つながりも注意すべき点となっている。

近年、岐阜県北部において湧別技法の存在が確認されてきており、湧別技法がどういう）レートで近畿に達して

いるのかについては日本海側の状況が不明である現状では、東海地方の細石刃石器群のあり方が一つの重要なポ
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イントであろう。

近畿・東海西部は日本列島の東西に広がる細石刃文化の接点的位置にあたり、近畿地方と東海西部の関係はそ

のまま日本列島の細石刃文化の東西の関係に置き換えられることになるかもしれない。現段階では未だ良好な出

土資料は乏しく、まだまだ様相は明らかとなっていないのが実清である。

7. 今後の研究課題

当地域においては今後の研究課題は山積みといえる。 10年前に当地域の細石刃文化研究はやっと始まったばか

りであると述べたことがある（松浦 1993)。しかしこの IO年間で特に大きな進展があったとは言いがたい。発

掘資料はもとより採集資料でさえも大きな蓄積はみられなかった。したがって細石刃石器群の組成や年代的位置

づけは未だ不明と言わざるを得ない。また各細石刃生産技法についても部分的な要素から他地域のものと類推す

るにとどまるのみで、当地域での石材の獲得や石器群全体のなかでの石器生産システムにおける位置づけなども

解明するのは困難である。良好な細石刃石器群の資料増加が第一の課題といってしまえばそれまでであるが、し

かしそれが早急に望めないと考えられる現状にあっては別の視点からアプローチするほかはない。

たとえば石器組成について、発掘調査や採集資料によってともに得られた石器類との母岩別分析を通じて細石

刃文化に属すると判断される石器を抽出していくことはある程度可能な作業と考えられる。また、過去に採集さ

れた資料の石材の原産地分析も行っていけば、集団の移動に関する重要なヒントを得ることもできよう。そして

今後細石刃・細石刃核が発見された場合には、まず細石刃文化に属する石器類をその混在する資料の中から抽出

することが必要であろうと考える。この点に関して、当地域においてお過去に細石刃・細石刃核として公表され

た資料の中に実はそうでないものがいくつか存在している（その多くは楔形石器であろう）。さらに細石刃につ

いては、それのみで判断しかねるものもあり、 1~2点「細石刃様剥片」がある場合、伴う石器を見ると、その

ような剥片が十分生じる可能性をもっており、細石刃とすべきものではない場合も見受けられる。このような状

況にあって細石刃を単体で検出するのはなかなか困難であるが、その使用痕や剥片の細かな属性分析などを通じ

て細石刃を抽出する方法を確立していかなくてはならないだろう。それによって資料の増加も期待されよう。

以上のような実際の遺物に即した研究もさることながら、当地域においては、少ない資料を基にどのように細

石刃文化の様相を理解していくかという方法論を確立していくことがむしろ必要なことであるかもしれない。同

じ地域内に様々な技法が存在することについての解釈などが今後重要な研究課題となってこよう。

残念ながら当地域における細石刃文化研究は IO年前の「新たなる展開」以後さほど進展しておらず、したが

って研究課題も同様に残されたままで、当地で研究する者として反省すべきことである。今後の資料増加を期待

しつつも、現状でアプローチできる課題もいくつか残されており、それらの課題を整理しておくことが、まず当

地域における細石刃文化研究の進む方向ではないかと考える。

最後に今回の資料集成にあたって下記の方々に御協力をいただいた。末筆ながら感謝申し上げます。

奥義次・久保邦江・中原正光・山本誠 (50音順）

参考文献

伊藤正人・川合剛 1993 『名古屋の縄文時代資料集』名古屋市見晴台考古資料館。

稲本賢治 1991 「一志郡嬉野町島田焼野古墳」『近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財調査報告書第3分冊4』三重県教育

委員会・三重県埋蔵文化財センター。

今里幾次 1980 「播磨における黒曜石及び石材の分布」『播磨考古学研究』今里幾次論文集刊行会。

岩崎誠 1991 「二．旧石器時代」『長岡京市史』資料編ー。

岩野見司 1957 「伊勢志摩における無士器文化」『石器時代』第4号。

岡田 登 2002 「津市高茶屋四ッ野B遺跡採集の旧石器・縄文時代遣物について」『皇學館大學文学部研究紀要』第四十一輯。

- 258-



奥義次 1976 「三重県の遺跡」『日本の旧石器文化』 3 雄山閣。

奥義次 1985 「三重県の先土器時代関連遺跡地名表」『上地山遺跡発掘調査報告書』玉城町教育委員会。

小澤一弘 1990 「1期以前の遺物」『名古屋城三の丸遺跡 (Il)』（財）愛知県埋蔵文化財センター。

鎌木義昌・小林博昭 1985 「近畿・中国・四国地域の細石刃研究」『考古学ジャーナル』 243。

河合喜代治•吉田英敏・紅村 弘 1959 「岐阜県海老山遺跡における無土器文化の石器について」『考古学雑誌J第44巻第

4号。

紅村弘 1963 『東海の先史遺跡総括編』。

（財）大阪文化財センター 1990 『南河内における遺跡の調査 I』。

佐藤良二 1980 「志方町・加西市および周辺の旧石器」『旧石器考古学』 21 旧石器文化談話会。

沢田伊一郎 1992 「各務原台地とその周辺の旧石器 (1)」『旧石器考古学』 44 旧石器文化談話会。

沢田伊一郎 1993a 「各務原台地とその周辺の旧石器 (3)」『旧石器考古学』 46 旧石器文化談話会。

沢田伊一郎 1993b 「海老山遣跡とその周辺の旧石器」『旧石器考古学』 47 旧石器文化談話会。

鈴木忠司 1979 「東海地方の細石刃文化について」『日本古代学論集』。

鈴木忠司 1994 「日本細石刃文化遺跡地名表」『京都文化博物館研究紀要朱雀』第7集。

鈴木敏雄 1955 「考古学からみた一志郡」『一志郡史』下巻。

舘邦典 1997 「石器と下層の調査」『比土遺跡発掘調査報告』上野市教育委員会。

田村陽一ほか 1989 『近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財調査報告書第1分冊1』三重県教育委員会。

都出比呂志•四手井晴子 1971 「京都府乙訓地方の石器ー資料編ー」乙訓の文化遺産を守る会。

中原正光 1979 「先土器時代の遺跡と遺物一日高平野周辺地域における様相ー」『和歌山の研究』 I。

中原正光 1988 「和歌山県下における先土器時代石器の地域色」『旧石器考古学』 36 旧石器文化談話会。

中原正光 2003 「紀ノ川流域の旧石器文化」『定本紀ノ川・吉野川』郷土出版社。

新田 剛 2001 「度会郡玉城町カリコ遺跡の細石刃核関係資料」『きゅうさん』伊藤久嗣氏退職記念会。

橋本正幸 1992 「付章西大井遺跡90-1調査区の石器遺物について」『西大井遺跡発掘調査概要 1990年度』大阪府教

育委員会。

藤井保夫 1984 『土生池遺跡第1次発掘調査概報』吉備町教育委員会。

藤原清尚・浅原重利 1980 「加古川市山之上遺跡採集の石器」『旧石器考古学』 21 旧石器文化談話会。

松浦五輪美 1993 「近畿・東海西部の細石刃文化」躇！石刃文化研究の新たなる展開 I』佐久考古学会・八ケ岳旧石器研究グ

ループ。

松藤和人 1978 「第二章第一節土器以前の文化」『大阪府史第一巻』。

松藤和人 1992 「2 火山灰の降るなかで」『新版古代の日本⑤ 近畿 I』角川書店。

松本正信•安川豊史・春成秀爾 1982 「播磨南部採集の旧石器」『旧石器考古学』 24 旧石器文化談話会。

吉朝則富 1974 「新池遺跡」『ふたがみ』同志社大学旧石器文化談話会。

吉田英敏ほか 1987 『寺田・日野1』建設省・岐阜県・岐阜市教育委員会。

山本誠 2002 「第3章俵田地点の調査」『まるやま遺跡n』兵庫県教育委員会。

綿貫俊ー 1992 「長者久保・神子柴文化並行段階の九州」『古文化談叢』第28集 九州古文化研究会。

- 259-



1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

2
 

。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
ー

ー

I

l

l

l

l

l

l

l

横山B地点
日岡山

南大塚
山之上

和田新池

野々池
まるやま

中久世

下海印寺

讃良川床

舟橋

西大井

点需
営田白鳥
城山

新池
桜ヶ丘第 1地点
平ノ上池

山東大池

2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
 

平池北岸

樫河池

土生池
尾ノ崎国道東部

壁川崎

比土
長田

東出

焼野古墳

上ノ広

上村池B
石川
マ>田

そうれ場

カリコ
蚊山

出張

中野

次郎六郎

登茂山

4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
 

寺田

日野 1
土山西

:: 
内野前

植野

向中野

松原

海老山

北野
大山北野

小竹原

悶
虎渓山E地点
入鹿池
三の丸

旧紫川

北沢

6
1
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
 

塚

B

B

貝

寺

寺

神

松

宮

松

水

池

田

鳥

釜

原

岩

興

明

本

田

上

木

ノ

前

越

清

山

沢

山

海

千

大

上

霊

長

大

五

仁

村

枯

牛

門

馬

大

丸

大

足

有

／
 

• 

、`し

＼

．

 

・¥，

5
 

j
 ji'.＼・('ヽ

．

／
 

、ヽ‘ー・

‘
r
/

｀
 

f

'

)，＼,'／
 

.
/
．
＼
 

ご

／

-．
 ヘ

八

「
～
 

,I .f. 

\>\~

,

/

|

,

＼

，

ふ

ぐ
ー

T‘
し

｝

＼
 

\
〗

□
ロ

＼
 

一

i

)

 j
 

.¥r 

）
 

て、
i

（

（

／

 
．
 

．
 

ノ，

げ

:
J
:／`9
 

5
 

7
 

.5.J 

}
／
．
＼
．
¥
．
（
．

J
ふ

<0
2
 

r
~
.

／
ヽ
．

ィ
r-. 

1 : 2,000,000 
印

図

,c;;;, 

近畿・東海西部の細石刃文化遺跡の分布

- 260-



~ ~ ~ ¼P 疇輯シロ＇ こニ:) 'ij-罰書胃
0翠雹

I. 横山B遺跡 2. 日岡山遺跡 貶ごこ乏こ~ ~ —恩｝蘭~
3. 南大塚遺跡 5. 和田新池遺跡

り

麿

鬱

い

。

n

舟
'

u

0

M
附

＠

『バ
9
コロ]了＇忍亨＇
0

回

f

介

杓

日

＞

り

d̂ 

＇
い
冒
仰
。

t
,
°
 

総

吼
Q

員廿:`こ
□

屠
ご
二
冒

I

こ

§

D

：
息
。
，
 

§
d
 

り

9
a
”
 

企
4

り

9

9

ヌ7
ー
ニ
這
こ
心
。

ハ日
7

屍
門
ご

。

l

竹
v
,
r
T
I
,
P

修

0

9

a
△

9
§
9
 

四

"u

畠
尋
噂

Q
'匂
'
[
U已
~

□

]

▽

り

且

9
7. まるやま遺跡

胃 □喜〖塁已戸冒砂瓢闘
9. 下海印寺遺跡

第 1図 兵庫県・京都府の石器 (S=l/2) 

- 261-



10. 讃良川床遺跡

□
 

11. 船橋遺跡

12. 西大井遺跡

〉い＼
 

會

言

臼
三
〉

疇

D
 

CJ 15. 誉田白鳥遺跡

13. 青山遺跡

18. 桜ヶ丘 1遣跡

第2図 大阪府・奈良県の石器 (S=l/2) 

- 262-



ビ
罰ハ鬱亨

~ 
疇咽〖

21. 平池北岸遺跡

ヽ
八
昌
ニ
〗

｀
 

八

＜二]
亨噂雙［間
~Q 
遵＂＂謬勺鬱ぴ

25. 壁川崎遺跡

~ 
〇戸廻言膠誓

26. 比土遺跡

冒鸞
◇
籾雪》
29. 焼野古墳

忍ロ言`
跡遺広

匂

□

警

即

⑩

臼
鬱

/

／

/

 

忍．，＇，．
l

f

/

／ァ

＇ 胃輯
三
甕
3
7
m器

曹
5石の県

に
ニ
・歌

aヽ
ぃ
峠和図

り
蹄

3
 

第

跡

鬱
〗

口
冒

34

- 263-



el 0 
▽需匂習

~ 
38. 中野遺跡 9陽鬱 r1t-o 

〇て

攣 贋鬱誓曹鰐胃罰
40. 登茂山遣跡 cり〉

こ 舅一~~、卯麟麟
可零て噂 “．寺田遺跡

琴 °
鰐謬闘四 ~qJQ胃

4& 土山西遺跡 喜

＠息＂＂ロ
＾ 硼懇ハ"g

悶
曾誓響曰 叡冨胃四

50. 海老山遺跡

第4図 三重県・岐阜県の石器 (S=l/2) 

- 264-



屁R
▽冒冒9 鬱響鬱疇

51. 北野遺跡

□ 彦

58. 三の丸遺跡
59. 旧紫川遺跡

Q@:J 鬱
⇒ 會◎萄 ＊曾雷唱

63. 上原遺跡 64. 霊岩寺B遺跡

0 [) 

胃剛9百膠鴨疇 ＇`眉9
65. 長興寺遺跡

こ 麟凸
胃り鬱冒 ~v~ 冒冒胃▽

66. 大明神B遺跡

第5図 岐阜県・愛知県の石器 (S=l/2) 

- 265-



｀
 

り仇且胃息
0

胃書で0" ぃ蝕
雪
鬱

68. 仁田遺跡 69. 村上遺跡
67. 五本松遣跡

和
3贋

□

鬱信
□

肩
0

犀晨

琶霧
臼
鰐
3爾曹霞睾

0
闘

70. 枯木宮貝塚

77. 足山田遺跡 78. 有海遺跡

第6図愛知県の石器 (S=l/2) 

- 266-



表 1 近畿・東海西部の細石刃文化遺跡の一覧表
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中国地方における細石刃文化

光石鳴巳

1 研究の経過

中国地方における細石刃文化研究の嘴矢ともいえるのは、 1946年におこなわれた豊元国氏らによる宮脇遺跡（広島

県芦品郡新市町［現在は福山市］）の発掘調査だろう。豊氏は、発掘調査以前に細石器に類似した石片を採集したこと

から、日本列島に細石器文化が存在したことを推定していたという。調査報告の中で、打製石器のいくつかについて、

細石器文化段階に属する可能性を指摘し、それらが押型文土器にともなうものとされた。石器群そのものについては、

三枝健二氏による再検討の結果、それらが楔形石器など縄文時代に帰属するものであることが明らかになっており（三

枝 2002)、宮脇遺跡を細石刃文化期の遺跡とすることは困難となっている。しかし、日本列島における旧石器文化の存

否が不明であった岩宿以前の段階で、細石刃文化の存在を想定したことには、一定の学史的意義が与えられるだろう。

さて、宮脇遺跡の調査にも参加した鎌木義昌氏らは、「細石器」が押型文土器に伴うという前提に立ち、岡山県黄島貝

塚、黒島貝塚などの調査をおこなった。その包含層中から細石器の検出を試みるが、もちろん、これらの試みは不成功

に終わる。しかし、これらのことが刺激となって、岡山県鷲羽山周辺などで石器類の採集が進められたようである（鎌木・

高橋 1965)。1949年の岩宿の発見が、士器を伴わない文化の存在を前提とした研究への転換を促す契機になったこと

はいうまでもなく、鷲羽山周辺での採集資料中から細石核などの資料が見出されたことで、中国地方における旧石器研

究は大きな転換期を迎えることになる。以後、香川県井島遺跡、鷲羽山遺跡などの調査がおこなわれ、刃器を主体とす

る「鷲羽山 I」、尖頭器を主体とする「鷲羽山11」、宮田山型ナイフ形石器を主体とする「鷲羽山m」、細石刃、細石核を

主体とする「鷲羽山N(井島II)」と呼ぶ石器文化の編年観が提示される。こうして中国地方における先駆的な旧石器研

究は、瀬戸内地域を主な舞台として進められた。その成果は 1965年刊行の『日本の考古学 I 先士器時代』にまとめら

れることになるが、旧石器研究の進展において、細石刃文化の追求が重要な役割を担ったことは間違いない。

1970年代以降になると、中国山地地域と宇部台地で旧石器石器群資料の蓄積が進む。とりわけ、良好な火山灰の堆

積がみられる中国山地における知見は、中国地方の旧石器研究において重要な位置を占めている。 1978年の野原遺

跡群早風A地点における調査が、中国山地地域における初のまとまった旧石器遺跡の調査だが、それ以後、岡山理科

大学が蒜山原における一連の発掘調査を、岡山大学が恩原遺跡群の発掘調査を継続的におこなうことになる。ともに、

細石刃文化研究に欠かせない資料の出土を見ている。とくに、恩原で湧別技法を持つ細石刃石器群が検出されたこと

で、東北日本からの集団の直接的な移動が想定されるようになった（稲田編 19%)。また隣接地域である近畿地方も含

め、単独出土の湧別技法関連資料をより積極的に評価することが可能となったことの意義も見逃せないだろう。

一方、宇部台地の資料は表採が主体ながら、その採集地点は50ヵ所にもおよび、およそ半数の24ヵ所で細石刃関連

資料が出土している。菓大な点数が蓄積されており、山口県旧石器文化研究会が『古代文化』誌上で継続的に報告を

続けている。残念ながら何度かおこなわれた発掘調査では目立った成果はあがっていないが、中国地方でも随一の遺

跡密度と遺物量を誇る地域で、九州との関連を考える上でもきわめて重要な内容である。

近年、とくに島根県内で新資料の増加が注目を集めている。玉髄・璃瑞産地である花仙山周辺での湧別技法関連資

料、黒曜石原産地である隠岐島内での細石核の出土がそれで、研究動向もにわかに活況を呈した観がある。

なお、細石刃文化期の集成作業も何度かおこなわれている。なかでも 1989 年に中•四国旧石器文化談話会が「中•四

国地方における旧石器時代終末期の諸問題」と題しておこなった集成作業が最初のまとまった成果であろう。以後、筆

者によるもの（光石1993)のほか、日本考古学協会2000年度大会における集成作業をあげることができる。また、各県単

位では山口県（木村1988)、島根県（湯村 1992、伊藤・丹羽野2003)で旧石器遺跡の集成作業が進められている。
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2 遺跡分布とその傾向

中国地方における細石刃文化期の遺跡が比較的集中する地域としては、次の4ヵ所があげられるだろう。すなわち、

宍道湖周辺、中国山地の高標高地域、備讃瀬戸沿岸地域、そして宇部台地とその周辺である。このうち、中国山地は東

半部にあたる岡山県地域に遺跡数が多く、巨視的には宍道湖周辺や鳥取県西部の大山山麓の遺跡群とのまとまりがと

らえやすい。逆に、鳥取県東部や島根県西部、あるいは広島県の東部では、現在のところ細石刃文化期の資料が皆無

という状況である。いずれにしても、宇部台地の遺跡群が比較的高い密集度を見せる以外は、各地域内の遺跡数も少な

く、「遺跡群」と呼べるだけの密集度も認められない。なお、備讃瀬戸沿岸地域については、別に瀬戸内地域として四国

側と一括されるので、本稿では取り扱わない。

宍道湖周辺の地域では、従来から断片的に細石核と考えられる資料の出土が知られていた。近年にいたって、玉髄・

瑶瑞の原産地として著名な花仙山の北麓で、湧別技法関連資料が出土した杉谷・正源寺•宮ノ前・面白谷遺跡が集中す

る状況が明らかになったことが注目される。これらの遺跡は、いずれも花仙山（標高 199.7m)から派生する40mまでの低

丘陵上に立地する。また、黒曜石原産地として著名な隠岐島の東船遺跡でも細石核が出土しており、石材環境の面でも

注目される。なお、他に日本海沿岸部では、大山山麓部でいくつかの事例が知られている。東麓部の丘陵上に位置す

る上神、高鼻は、ともに古墳の墳丘調査時に出土したもの、西麓の龍徳遺跡は、丘陵斜面の縄文時代遺跡での細石核

の出土である。

中国山地の高標高地域に立地する遺跡群の代表的なものには、恩原1・2遺跡、蒜山高原の遺跡群があげられる。恩

原1・2遺跡は、ともに吉井川の源流である恩原川に面し、北へ延びる舌状地形上に立地しており、恩原川と宮ヶ谷川の

合流点を見下ろす位置にある。蒜山高原の遺跡群も、中国脊梁山脈の一部をなす蒜山三山から南へ延ぴる丘陵上で、

南に旭川の上流域を望む位置にあたる。また、これらの遺跡が位置する丘陵地帯は、「鳥取県関金町、倉吉市に抜ける

交通の結節点」（白石・小林 2001)に位置している。ほかには、野原遺跡群早風A地点、樽床遺跡群、そして湧別技法に

よる資料も採集されている冠遺跡群があるが、いずれも断片的である。

宇部台地は、中国地方でも最も遺跡の密集度の高い地域である。東西約 25km南北約 20kmの範囲に細石刃関連資

料が出土した 24遺跡が知られている。瀬戸内海沿岸に近く、いずれもおおむね標高 10~30rnに立地する。特に台地

南部の沢波川、浜田川の流域には南方遺跡、長桝遺跡といった大量の遺物が採集されている遺跡が知られており、こ

の地域における中心的位置を占めている。

遺跡の標高について概観しておこう。まず目につくのは大部分が 50mに満たない低標高地域に位置することだろう。

実に36遺跡（地点）がこの帯域に属している。一方、中国山地の 11遺跡（地点）が400m以上の地域に位置するが、とく

に恩原、冠など7遺跡（地点）が 700~800mの高標高地域に位置することが特筆される。これらの中間に位置するのは

わずかに4遺跡（上神、高鼻、道上、高坂）だけである。こうした様相は、鈴木忠司氏が全国的な集成をもとに指摘した傾

向（鈴木 1983)からさほどかけ離れていない。中国地方における細石刃文化期の遺跡分布は、低標高地域と高標高地

域（高原地形）に二分されると言って良いだろう。

3 細石刃技法と石材

宍道湖周辺で従来から点々と出土し、細石核やその原形と考えられてきたものには、一部に細石核としての認定に問

題のあるものも含んでいる。舟底形を呈し、船野型細石核の範疇で理解できるものには市場遺跡、首谷遺跡の資料があ

る。角柱形を呈し、これまで野岳・休場型の範疇に含められることの多かった資料にタテチョウ遺跡例があるが、転磨が

進み細石刃剥離作業面に該当する剥離面に打点が観察されないなど、問題の多い資料で、今回の集成からは除外し

た。こうした状況を考慮の上で確実なものをあげていくと、船野型に類するものが主体との印象を受ける。市場で黒曜石

が、勝木谷と首谷で玉髄が用いられている。

隠岐島の東船遺跡で出土した細石核が、船野型と呼んでもよさそうな舟底形であることは、上記の印象をさらに強くさ

せる。東船には、ほかに細石核原形の可能性が指摘される資料もある。いずれも黒曜石製で、長らく不明であった黒曜
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石原産地における旧石器時代、とりわけ細石刃文化期の様相をうかがい知ることのできる貴重な事例といえるだろう。

一方、花仙山北麓の遺跡群から出土した資料は、いずれも湧別技法によると考えられるものである。出士している器種

は細石核、同原形、削片、細石刃で、いずれも玉髄製である。後述する恩原石器群との関係が考慮されるべき資料であ

る。

この他に日本海側で特筆すべきは、鳥取県倉吉市上神出士の細石核だろう 1)。大型の船底状を呈するもので、九州的

な「船野型」の範疇で考えるより、むしろ北方系の「幌加型」との印象が強い（松浦 1998)。使用石材については、隠岐産

の黒曜石との分析結果が示されている。また、同じく倉吉市内の高鼻の細石核は、型式の詳細は不明だがチャート製と

されている。龍徳遺跡出土の細石核は黒曜石製で、舟底形を呈するものである。

恩原1・2遺跡は、ともに湧別技法による細石核や削片を指標とする。残核や原形の形態にはいくらかの変異が認めら

れるが、いずれにしても湧別技法が本来的にもつ変異幅の中で解釈できるだろう。また、恩原2遺跡には打面形成が側

面調整に先行する、いわゆる「ホロカ技法」の手順に準じる細石核もあるが、石材の特性に臨機的に対応した結果と考え

られる（光石 1996)。使用石材の主体となるのは玉髄・璃瑞で、これに頁岩、黒曜石が加わる。なお、恩原2遺跡では黒

曜石製角柱形細石核の打面再生剥片と考えられる資料が出土している。

蒜山高原の遺跡群では、舟底形の形態を示すものが主体である。いずれも黒曜石が用いられており、日本海側との密

接な関係がうかがわれる。ところで蒜山高原で注目されるのは、戸谷遺跡第2地点の作業面再生剥片など3点が、いず

れも珪質頁岩製ということだろう。現状では、恩原をのぞく中国地方で珪質頁岩製の細石刃関連資料はこの事例に限ら

れ、東北日本系の要素の波及を考える上で見逃せない資料である。また同じく中国山地で、これまで円錐形細石核とし

て扱われることの多かった野原早風心直跡について、織笠昭氏は詳細な分析を踏まえて舟底形細石核に含めるのが妥

当との結論を導いている（織笠2002)。

中国山地でも広島県域の資料はいずれも断片的である。樽床遺跡群で「細石核」として報告されたものは、明瞭な細

石刃剥離作業面が形成されず、細石核としての認定は難しい。ただし、細石刃とされたものには、それと認めて良さそう

なものもあり、一概に細石刃石器群の存在を否定できるものでもない 2)。「細石核」はすべて黒曜石、「細石刃」には黒曜

石製と安山岩製のものがある。冠遺跡群の細石核はいずれも安山岩製で、 C地点の細石核は井島11型、第4地点のも

のは湧別技法によるものである。

宇部台地においては、細石核の形態は野岳・休場型に分類できるものが多数を占めており、ほかには、船野型、福井

型、井島11型といった諸型式に類似するものが散見される。使用石材については、全般的に黒曜石が多数を占めてい

る。例をあげると、約 400点の細石刃が採集されている長桝遺跡第1地点では黒曜石が 90%を占め、安山岩・ハリ質安

山岩、水晶、チャートの順である。同様に約 350点の細石刃が採集されている南方遺跡でも、黒曜石が8割程度、水晶

が1割程度を占めるという。いずれの石器群においても、細石核の使用石材の傾向はこれに合致するとされている。とく

に、野岳・休場型細石核には黒曜石、水晶が用いられる傾向が強い。また、南方遺跡、長桝遺跡第1地点では黒曜石の

原産地分析の結果も示されている。南方遺跡の細石核 29点については、隠岐島久見産1点のほかは、腰岳系 12点、

淀姫系7点、松浦産2点、古里または松浦産2点、不明5点となっている。長桝遺跡第1地点では8点のうち腰岳系6点、

大崎産1点、不明1点である。いずれについても、北部九州産のものが圧倒的に多数を占める。

なお、宇部台地の川津遺跡では湧別技法による細石核原形が採集されている。玉髄製で、本州最西端の湧別技法関

連資料である。使用石材にも日本海側との強い関連がうかがわれ、注目すべき資料である。

4 組成の特徴

資料の大部分が採集資料もしくは単独出土のため、石器組成のわかる資料はほとんど知られていない。細石刃が採

集されている遺跡についても、細石核の出土がない場合にはその認定に問題が残るところである。もちろん宇部台地の

遺跡群のように、各期を通じて多数の遺物が採集されている場合には、スクレイパー類などのいくらかが細石刃石器群

に伴う可能性あるが、確認する術がないというのが実状であろう。こうした中、発掘調査によって石器組成を知ることがで

きる事例として、恩原1・2遺跡と東遺跡があげられるのみである。
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東遺跡では、細石刃と細石核・同原形の他に、スクレイパー、加工痕ある剥片(RF)、使用痕ある剥片(UF)と石核の

出土が報告されている。スクレイパー、 RF、UFはいずれも1~2点である。また、細石刃をはじめとするトゥール類がい

ずれも黒曜石製であるのに対し、石核は安山岩製1点、頁岩製2点で、他との有機的な関連が見出しにくい。いずれに

しても、細石刃石器群においてスクレイパー類の組成率が低いという点で、西南日本における一般的なあり方とは矛盾

しない。

一方、恩原遺跡では、第1・第2遺跡のいずれにおいても、湧別技法による細石刃製作に関連した各器種を中心として、

削器・掻器や荒屋型彫器を伴う石器組成である。第1遺跡にのみ含まれる器種としていわゆる「角二山型」掻器、周縁加

工尖頭器があることや、細石核の形態や各種の接合資料から復元される細石刃製作工程のバラエティなど、細部で若

千の相違があるものの、両石器群はほぼ同一といっても良い内容である。

恩原との関係で、花仙山北麓遺跡群の石器組成が気がかりだが、現在までのところ確実に細石刃石器群を構成すると

思われる器種は抽出されていない。今後の成果に注目していきたい。

5 細石刃石器群の様相と編年

ここまで述べてきたように中国地方においては、船野系あるいは野岳・休場系細石核を指標とする石器群がいわば「在

地系」の石器群ととらえられる。もう少し詳しく見れば、中国山地高標高地帯と日本海沿岸地帯については、船野型に通

じる舟底形細石核が主体、宇部台地については野岳・休場型細石核が主体と考えて良いだろう。そして、これに恩原に

代表される湧別技法石器群が、外来的要素として断片的に各所で発見されており、いわばモザイク状ともいえる状況を

呈している。しかし、資料の大半が採集資料で層位的事例に乏しい現状では、これらの在地・外来両者の関係について

編年的な視点から展望を示すことは難しいだろう。編年の問題に関わって、中国山地の恩原1・2遺跡、東遺跡における

層位的出土例をあげておこう。

中国山地における基本的な層序は、上から黒ボク層、漸移層、ソフトローム層、上のホーキ層、オドリ層、下のホーキ層、

姶良Tn;k山灰層と続く。恩原において、細石刃石器群は漸移層を主な出土層準としている。ちなみに、恩原2遺跡の出

土資料431点の内訳をみると、黒ボク層213点、漸移層 176点、ソフトローム層42点となっている。ソフトローム層は、横

長剥片素材ナイフ形石器を指標とする石器群の主な包含層だが、細石刃石器群の本来の包含層が、ソフトローム層の

上部を含んでいた可能性も皆無ではない。なお、恩原2遺跡では角柱形細石核の打面再生剥片と考えられる資料が出

土している。平面分布の上でも北半にあたる第1集中部のほぼ中央に位置し、層位的な観点からも湧別技法関連資料と

の区分はできず、共伴を考えざるを得ない。

東遺跡での層序も基本的に上に述べたものとかわらない。東遺跡で示された層序では漸移層が11層とIII層に区分さ

れ、細石刃石器群である東区ブロックは11層（漸移層）から出土している。尖頭器主体の石器群である西区ブロックは11

~II'層から、同じく尖頭器主体の北区第1プロックはm層（ソフトローム層）上面で出土している。細石刃石器群はおお

むね尖頭器石器群に後続するものとして理解できそうである。

6 研究の課題一中国地方の石材環境と湧別技法集団一

今回の集成作業により、中国地方における細石刃石器群は49遺跡56地点にのぼることが明らかとなった。 10年前の

筆者による集成（光石 1993)では、瀬戸内沿岸の9遺跡を除くと 37遺跡41地点であり、 12遺跡 15地点が増加したこと

になる 3~。その中でも目につくのは、湧別技法関連資料が増加したことだろう。あらためて具体的にあげておくと、広島県

冠遺跡第4地点、山口県川津遣跡での採集資料と、ここ数年の発掘調査で相次いで発見された島根県杉谷遺跡、正源

寺遺跡、宮ノ前遺跡と面白谷遺跡の資料である。

恩原遺跡群での湧別技法石器群の確認を契機として、湧別技法による石器群をのこした集団が中国地方にまで達し

ていたとの認識が、かなり広く受け入れられるようになった観があるが、ここにあげた資料の増加によって、その認識iはさ

らに補強されることになるだろう。また、比較的早くから存在を知られていた大阪府誉田白鳥遺跡（一瀬編 1990)、兵庫

県南大塚（今里 1980)といった資料もあわせて考えると、湧別技法集団の到達した範囲が本州のかなり広い範囲におよ
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ぶことが明らかである。ただし、恩原の事例を除くと単独出土ばかりで、発掘調査による島根県内の資料も石器群として

のまとまりがない以上、その評価に一定の制約があることも確認しておかねばならないだろう。

これら湧別技法集団がのこした痕跡に、はたしてどのような意義が認められるのだろうか。もちろん筆者の力量を超え

る課題であるが、ここでは、恩原遺跡群で用いられている玉髄・璃瑞、頁岩、黒曜石といった石材を軸に考えをめぐらせ、

今後の課題を整理しておきたいと思う。

恩原では、第1、第2遺跡のいずれにおいても、「古い財産」として珪質頁岩が一定量含まれている。珪質頁岩を使用

する資料のうち、東北地方との間で最も近い位置にあるのが、富山県日の宮遺跡A地区出土資料である（山本 1992)。

地元では濃飛流紋岩と呼ばれる、灰色を基調とした色調を呈する石材を使用しており、質感は恩原で珪質頁岩と呼んで

いるものとよく似ているという印象を受ける 4)。この資料は、断面三角形の削片を転用した細石核と説明されることが多い

が、打面部の全長や幅も、削片と考えるとかなり大型で、これに対置できる細石核もかなりの大型品が考えられる。いず

れにしても細石刃が安定して剥離されたものではなさそうである。

日本海側でも新潟より西の地域では、これ以外に湧別技法関連の資料に恵まれず、福井、京都北部、兵庫北部という

空白地域が残る。また、珪質頁岩についても未知の産地が存在する可能性が皆無ではないだろうから、一足飛びに日

の宮Aと恩原を結びつけることに躊躇するところである。しかし、西へ向かう足取りを考えるとき、富山平野という地域と、

そこで入手できる頁岩質の石材（濃飛流紋岩）は無視できないだろう。ここで良質の石材を入手できたことが、湧別技法

集団をさらに西へ向かわせる大きな契機となった可能性を考えておきたい。

頁岩に次いで、恩原集団が早い段階から所有していたと思われるのは黒曜石の一群である。これに関連して、日本海

沿岸や中国山地地域で知られている細石核を概観すると、その形態によらず黒曜石を用いるものが多く目につくことが

わかる。それらが隠岐産であることは、東船遺跡で細石核が出土したことや、上神の舟底形細石核の産地分析結果が隠

岐産とされていることなどからも強く類推できる。また、蒜山原や早風Aで知られている細石核はすべて黒曜石製であり、

玉髄・璃瑞の使用は認められない。宍道湖周辺で一部の資料に玉髄を用いる以外、黒曜石の使用が一般的と言っても

良い。こうした状況から、日本海沿岸から中国山地にかけて黒曜石を主に使用する在地集団が居住したことを想定する

のも一案だろう。さらに想像をたくましくして、湧別技法保有集団が黒曜石原産地の所在を知るまでの過程において、在

地集団との接触という局面が推定できないだろうか。

このことについて、恩原2遺跡の石器群にともに黒曜石製の、札滑型細石核と角柱形細石核の打面再生剥片が含まれ

ることも傍証となるだろう。ところで、筆者は後者の資料に関連して湧別技法石器群と「在地系石器群との接触は、技術

的な交流を伴うものではなかった」（光石 1996)と考えたことがあるが、それ以後、こうした問題を積極的に考えるだけの

材料は得られていない。後述のように近畿•中国地方に限れば、そもそも在地集団の痕跡が希薄であるから、相互の関

係を積極的に結ぶ機会に乏しいというのが実態だったのかもしれない。一方で、他地域に目を転じても、湧別技法石器

群と「在地」石器群の共存例や、技術的交流の痕跡はさほど顕著ではないように思われるから、湧別技法集団の排他性

や「典型指向」（稲田 1996)の強さが大きな要因かもしれない。いま少し考えていきたいところである。

恩原の集団が最も多く消費した石材は玉髄・璃瑞である。恩原のものと非常によく似た外観の玉髄を用いる石器群が

花仙山北麓の諸遺跡で発見されたことは、湧別技法石器群の資料が増加した中にあってももっとも特筆すべき事項だろ

う。これらの遺跡群では、遺物は古墳時代以降の玉作関連資料に混在するが、その技術的特徴が明確なために抽出す

ることができている。細石核や削片などの湧別技法関連資料に用いられる石材は暗褐色を呈し、玉作に用いられる玉

髄・瑯醤とは明らかに識別できるとのことである。恩原出土の玉髄・璃瑞の産地については出雲地域、それも花仙山周辺

を有力視する見解を稲田孝司氏らが示してきているが、この仮説が一層現実味を帯びてきたといえるだろう。周辺を見

渡すと、玉髄質の石材は恩原以外に川津や誉田白鳥の資料にも用いられている。いずれについても、その石材を花仙

山と直接に結びつける根拠は薄弱だが、川津については、その報文中で宇部周辺には産出しない石材であること、「遠

隔地からの搬入品である可能性が強い」（下瀬•藤野 1994)ことが指摘されている。一方で、南大塚のものや、恩原の一

部が黒曜石製だが、少数に限られる。もっぱら珪質頁岩を好んで用いてきた湧別技法保有集団の嗜好に合致したのは、

玉髄・璃瑞質の石材だったらしい。
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さて、ここまでもっばら湧別技法石器群に関して思いつくままに述べてきたが、最後に「在地」の石器群についてもふ

れておこう。上に述べてきたように湧別技法関連資料が増加する一方で、近畿・中国地方においては、宇部台地周辺な

ど一部を除き、そもそも細石刃文化期の遺跡分布が散漫である。したがって、これら湧別技法関連資料に対置できるよう

な「在地」的様相もいまひとつはっきりしないというのが実感である。遺跡数が少ないということもさることながら、単独出

土が多数を占めることは、関東・中部、あるいは九州と比較しても、ここで「細石刃文化」と呼べるものが実に低調であっ

たと考えざるを得ないのである。

日本海沿岸地域と中国山地では、黒曜石主体で舟底形細石核を含む石器群が優勢であることが明らかになりつつあ

る。一方、宇部台地とその周辺では野岳・休場型細石核と黒曜石が結びついて主体となること、船野型や井島11型など

の細石核型式が非黒曜石石材と結びつく状況が明らかである。とくに宇部台地の資料群は九州との関連を強く示唆して

おり、先に述べてきた湧別技法集団の到達とは対照的に映る。しかし、「在地」資料のいずれについても、石器組成をう

かがうに足りる良好な発掘資料には恵まれておらず、細石核の形態からの推定という域を超えるものではない。依然とし

て不明な点の多い「在地」の細石刃石器群の様相をより明らかにすることも、湧別技法集団の足取りを追求することと同

様に重要な課題だろう。

本稿執筆にあたり多くの方々のご指導、ご助言をいただいた。遺物の実見にあたっては、稲田孝司、小林博昭、白石

純、柳浦俊一、丹羽野裕、勝部智明、池野正男の諸先生・諸氏のご高配を賜った。また、個別の資料についての細々と

した問い合わせや文献の検索について、藤野次史、根鈴輝雄、土井基司、松浦五輪美、多田仁、沖憲明、小南裕一、

大川泰広の諸先生・諸氏を煩わせた。さらに、蒜山教育委員会、西伯町教育委員会からは刊行物のご寄贈をいただい

た。末筆ながらここに記して感謝申し上げます。

註

l) 掲載した実測図は筆者原図による。掲載にあたっては根鈴輝雄氏のご快諾をいただいた。

2) 藤野次史氏の御教示による。なお、集成図版には報告書で「細石核」「細石刃」とされたものすべてを掲載した。

3) 増加分には、前回の集成から漏れていたものを補った5遺跡（高鼻、出雲玉作跡、江崎今津、原条、向川）と 1地点（樽

床N)が含まれ、前回ひとつの遺跡として掲載した幸崎を、今回は3つの地点とした。また、前回掲載したうち、様々な再

検討の成果などを踏まえて 3遣跡（タテチョウ、宮脇、紫野）と 1 地点~を削除した。したがって、こ

の10年問での実質的な新出資料は 10遺跡と 1地点田遺跡群第4地点）である。なお、これらの他に細石核の可能性が指

摘された資料には島根県の雲垣遺跡と布志名大谷遺跡、広島県四日市西遺跡などがある。

4) 資料の実見にあたっては富山県埋蔵文化財センター、池野正男氏のご高配を賜った。
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表 1 中国地方の細石刃文化遺跡一覧表

細 細細 剛掻 彫鯉 Ill! 敲脚ナ 尖有 使加 削彫 土総石

遺跡名
石 石石 器器器 形石 イ頭

,o. 
刃 核核 石 フ器

原 器 形
形 石

）上神 I 

2高鼻 I 

3籠菌 2 I 

4勝木谷 I 

5市場 I 

6杉谷 I 

1面白谷

8宮ノ詞

9正課寺 2 4 3 

10 Ill冥玉作跡 I 

II酋谷 I 

12)1! 船 I 

13早風A地点 I I 

14東 19 2 2 2 I 

IS牧野第4地点 2 2 

16戸谷第2地点

17恩原］ 52 I 4 I 5 

恩原2 59 4 3'  7 

18冠C地点 ， 
冠第4地点 I 

19道上 I 

20樽床C地点 6! I! 

樽床G地点 2? 3? 

樽床N地点 I? 

211I 綾(羅上木ノ郷山台地地区） I? I? 

22船悶 I 

23山口大学医学部構内 2 3 

24 Jil津 3 I 

25常盤池 4 

26西吉沢 2 

27本郷 13 2 

281神楽田 2 

29白土 3 

30上ノ原 II 

31南方 約35( 46 

32長桝第 1地点 約40( 15 

長桝第2地点 32 3 

33岩上 41 1 

“丸皐

゜35江崎今津

” 361向川 I? 

37原条 2? 

38藤尾 18 II 

38幸崎第2地点 00  

幸崎第3地点 00  

幸崎第4地点 00  

.. 長浜 OIU 

41河原

゜42長沢池

゜43 ,1ヽ浜

゜44天田

゜45名ノJliJ 00  

46榮山裏

゜47切畑南 2 I 

48吉田 I 

49高坂A地点 2 3 3 I I 

註 I) すぺて珪質頁岩製で．うち 2点は作業面再生訓片．
2)点数には．発掘資料と表採資輯のうち絡属の明確な器種を加えてある．
3)彫器には膨器の原形と考えられるもの2点を含む．
0 剥片には打面再生剥片 1点を含む
5)剥片は打面再生剥片．作業面再生剥片

舌 ffl 工片 器器 計器
尖窪 痘 削 集

頭剥剥 片 中
1111 片片

I 

I 

21 5 

I 

1 

2 3 

゜I I 

4 13 

I 

I 

I 

？ 

I 6 139 

4 

3 

2 13 3 18 I 304 3 

63 l:i 14 I 435 2 

2 

I 

I 

1 

5 

I 

2 

I 

; 

' 
• 
2 

16 

3 

3 

II 

402 

418 

3; 

54 

2 

I 

2 

30 

3 

I 

I 40 
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布

有

有

有

布

有

有

有

布

有

有

ff 

有

有

有

有

有

有

有

有

標高 地域
年

文献 Ill考
代

170m 
1 浮日.本.悔-沿-

恨鈴1991

20m I-B本海沿 1鳥h 取県,o埋oo巌文化財セン

6Sm 1~ 日本海沿 吾撼編2000

I山B本悔沿 丹羽野1991

22m 1鳥日本海沿 伊藤・丹羽野2003

17~20m 1-日本涵沿 綿田2001

li~20m 1 日~本海沿 伊藤・丹羽野2003

20~40m 1山s本海沿 庫浦ヴ卯月野2002

18~40m 1~ 日本海沿 l柳浦2003

日本梅沿岸 稲1111992

H本悔沿岸 丹羽野1991

20m 隠岐翡島 伊藤2002

530m 中国山地ー・ 平井1979

430m 1中如国・・・山-地- 厖,!0/0l1 1198-4b--, ●^白^石● ・小林

4S5m 

魏酌中中国国II山序山地地甜
1堀..川..1984a、白石・小野

470m 堀川1983 註 I)

130m 稲田・絹川・光石 註 2),3)
1 .. 992__. __ 福田編1996.搾

730m 中国山地 稲田編1996 註 2),4)

780m 中国山地 ii野1982

800m -中国・―山-地- 1竹広1997,藤野1998

230~240m 藤野1997

760m み-国-iii・-地『量贔• 属本・三枝ほか1986

740m -中国-lw・-ll!!- 梅本・ニ枝ほか1986

740m 中-国-山・・地『 梅本・ニ枝ほか1986

8m 響髯沿岸 山口県教育委貝会1986

30m ●●沿岸 小隋2001

I.Sm 字〒釦●郎●台，..地, 疇• 河'"村""1985,1991. 木村

8m I 宇只~締部が川地流 山口県1B石下器瀬文•化藤研野究
1会,.. 19ヽ89b. 

30m 宇部台地 1A山口oo県oo.旧石器文化研免

30m 1を酎咆 1 ... 山口..県..旧石器文化研究

10-1sm 
疇-、~.. ・地- 山Am口県,［日石器文化研究 註 S)

15m 
字沢llll波J台II 地流

山会口県旧石器文化研究 註 S)
1985 

10~15m !~ ,地m 1山...,, 口県..IB石器文化研究

20m 
！炉"地な 山"口"県"1B石器文化研究

30~35m 6"台'"地、 A山口o,県oo旧石器文化研究 註 5)

20m 
字沢心部披台/II地涎 山口県旧石藤器野文・化山研本究 註 5)

会・・-19-85a, 

19-20m 
宇沢波部台/II地流 山口県旧石藤器野文・化山研本究

会...19.85b. 

10~15m 
託・台亡地'" I'!''屯墨1B石1!11文正面免

5~15m 翌 禾oll1988

20m 澤 1山口県1B石器文化研究

!Sm 凜 1山-口-県--旧石器文化研究

20m 澳 1山口-県--18石器文化研究

10-2om字部台地 A山口oo県oo1B石器文化研究 註 5)

10~2om宇部台地 木村1988

10-2om字郎台地 l和 1988

10-2om字郎台地 木村1988

IOm 字部台地 木村1988

20m 1を思担控 禾 1988

20m 字-811~台..・地- 木村1988

s-1om 宇部台地 和 1988

S~IOm 宇部台地 木村1988

15m 主郎台担 木村1988

S~ISm 主郎台担 木村1988

15~17m 饒・ー林・西尾・岩崎

18m 棋野川流域 木村1989

260m 



四国・瀬戸内地域の細石刃文化

多田仁

1 研究の経過

1954年鎌木義昌氏らによる岡山県鷲羽山遺跡の発掘調査が行われる。確認された細石刃石器群は、鷲羽山4とし

て設定された傭休1956)。

1954年鎌木義昌氏らによる香川県井島遺跡の発掘調査が行われる。 1955年には2次調査が行われた。確認された

細石刃石器群は、井島第二 (II)石器群として設定された（鎌木1957)。

1碑川畑迪氏と高橋邦彦氏らが、香川県与島西方遺跡と与島東方遺跡の発掘を行う（高橋1961)。各遣跡で細

石刃が確認される。

1965年鎌木氏による井島II型細石核の提唱と、瀬戸内地域で初の編年試案が提示される傭財こ1965)。

『日本の考古学I』 （杉原荘介編・河出書房、 1965年）の刊行。鎌木氏と高橋護氏は、 「6 瀬戸内海地方

の先土器時代」を執筆~ ・高橋1965)。

1968年 間壁陵子氏によって香川県坂出市櫃石島遣跡採集の細石核が報告される（間壁1968)。

1968年片岡鷹介氏によって高知県高間原古墳群の調査で単独に出土した細石核が報告される侶岡1968)。高知

平野周辺では初めての確認例となった。

1969年 山本慶一氏によって岡山県倉敷市鷲羽山遺跡採集の細石核が報告される（山本1969)。

1976年瀬戸大橋建設に伴う大規模な発掘調査の開始。なお、 1976・1977年には予備調査を実施している。

＜瀬戸大橋関連の調査一覧＞

1978·1979年羽佐島遺跡（秋山・真鍋・渡部1984、大山・小西•藤好1984)

1977• 1978·1980• 1981年西方遺跡けこ山・藤好1985)

1979・1980年花見山遣跡（西村・藤好・真鍋1989) 1979年長崎通り遺跡（林•藤好1983)

1979年ヤケヤマ遺跡（林•藤好1983) 1980年大浦遺跡（秋山・藤好・真鍋1984)

1982年岩黒初田遺跡（林•藤好1983) *すべて香川県内の遺跡

1977年松本敏三氏による櫃石島（花見山地区）における細石核の分類案（松本1977)。氏は、打面調整の状態や

本体形状などからA~D類に4分類。瀬戸大橋関連で初めての分類案提示であった。

1978年十亀幸雄氏によって、祝谷丸山遺跡の細石刃文化関連資料が報告された（十亀1978)。西瀬戸内では初め

ての報告例となったが、後に多田が否定的見解を述べた（多田1992)。

1979年 『駿台史学』 47債好殺吋学編会1979)の発刊。日本全土の細石刃文化に関する特集が組まれた。この誌上

で小野昭氏が、備讃瀬戸地域における細石核を角柱状・板状細石核の I類と、鱗状の石核調整が伴うII類と

に分類し、 I類からII類への変遷を考えた（小野1979)。

19年翻剋賂氏が羽佐島遺跡の細石刃生産について、その工程復元を行った傭野1980)。氏は細石刃生産技

術のん系統とB系統を設定し、それらの工程模式図も提示した。

1982年渡部明夫氏による羽佐島技法の提唱（渡部1982)。備讃瀬戸における細石刃文化研究で、初めて技法名が

使用された。後に多田がこの技法に関する再評価を行い、羽佐島 I·II ・皿型細石核を提唱~ ゜

1983年西村尋文氏が、備讃瀬戸地域の細石核を第I類から第W類までの4分類8細分に分類した（西村1983)第

I類は分割礫素材、第II類は板状剥片素材、第皿類は剥片素材で半舟底～舟底状、第W類は両面加工で楔状

の母型を準備するものとし、第I類細石核を「野岳型細石核」、第II類を野岳遺跡と矢出川遺跡の一部、第
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III・N類を福井洞穴2・3層に対比した。

1985年 鎌木義昌氏と小林博昭氏によって、近畿・中国・四国地方の細石刃文化研究がまとめられた（鎌木 ・小林1

985)。この時初めて、羽佐島遺跡における湧別技法の存在が明示された。

1988年 十亀幸雄氏によって、芸予諸島における細石刃文化関連資料力南茫tされた（十亀1988)。このうち愛媛県

金ヶ崎遺跡では8点の頁岩製細石核が提示され、船野技法との関連が示唆された。芸予諸島地域で細石刃文

化関連の資料が確認されたのは、本遺跡が初めてのことであった。

1990年 山口将仁氏が高知県における旧石器時代の様相を考える中で、細石刃文化段階の遺跡に関してその変遷を

示した（山口1990)。この地域の編年案が提示されたのは初めてのことであった。

1992年 稲田孝司氏、絹川一徳氏、光石鳴巳氏によって、近畿から備讃瀬戸の湧別技法関連資料が再評価された（稲

田・絹川・光石1992)。また、湧別技法の拡散についても試論が提示された。

1995年 森格也氏は備讃瀬戸における細石核の打面形状や共伴したスポールの形状などから、羽佐島遺跡に代表さ

れる一群と、花見山遺跡に代表される一群の2系統の楔形細石刃核が存在することを指摘した。これら 2者

の系統については、羽佐島遺跡系統を湧別技法の直接的な系譜の中で捉え、花見山遺跡のものをその在地化

した様相として評価した（森1995)。

1995年 木村剛朗氏と多田によって西南四国の船野型細石核が報告される（木村1995、多田1995)。愛媛県池ノ岡

遺跡では細石核、同県深泥遺跡ではブランクの発見例である。

1996年 森格也氏が、剥片素材で下縁調整の施されるものを「花見山型細石刃核」、剥片素材で下縁調整の施され

ないものを「瀬戸内型細石刃核」として提唱した（森1996)。

1996年 高知県奥谷南遺跡の発掘調査が行われた（松村・ 山本2001)。

四国と瀬戸内に面した地域における細石刃文化の研究は、古くは鎌木義昌氏による井島II型細石核の提唱に始ま

り（鎌木1957)、井島II文化の評価と周辺地域における当該期文化の比定が中心であった。まず最初の大きな転換

を促した出来事は、 1970年代に開始された瀬戸大橋建設に伴う調査であろう。この調査が開始されるまで、備讃瀬

戸では約叩点程の細石核が確認されていたが、大規模な調査によって最終的に約牡0点の細石核を確認するに至った。

そしてなによりも、この地域で旧石器時代の遺物が増加することに伴って、これを評価するための諸研究が充実し

てきたことも特筆すべき事であろう。ナイフ形石器文化の研究では藤好史郎氏によるナイフ形石器の分類と編年史

案頃蔚1989)、細石刃文化の研究では渡部明夫氏による羽佐島技法の提唱など（渡部1982)、数多くの石器群に

対する解釈や評価が提示された。また、鎌木氏と小林氏は中・四国地方の細石刃文化研究史を触れる中で、瀬戸大

橋関連調査、中国山地の調査、山口県旧石器文化研究会の調査を1980年代の新しい動きとして位置づけており（鎌

木・小林1985)、この調査がいかに重要視されていたかを知ることができる。

そして1990年代に入って、次の転換期を迎えることになる。この時期、細石刃文化関連資料の再評価が相次いで

なされた。特に瀬戸大橋関連で得られた資料の再検討と新見解が相次いで提示されている。一つは湧別技法関連資

料の指摘であり、鎌木氏や稲田孝司氏らによる羽佐島遺跡の再検討は、四国における湧別技法の存在を明確に位置

づけたことになった（鎌木・小林1985、稲田・絹川・光石1992)。さらに森格也氏による湧別技法の在地化論と「瀬

戸内型細石刃核」 ・「花見山型細石刃核」の提唱はほ辻995・1996)、後に細石刃文化の理解を巡る論争にまで発

展した（松浦1998)。この他の動向としては、表面採集による資料が地道に報告されるようになるが（木村1995ほ

か）、高知県奥谷南遺跡の調査が開始され（松村・山本2001)、当該期研究者の視線は南四国に注がれるようにな

った。ここでは約300点の細石刃と約100点の細石核が確認されているが、こうした確認点数や安定した出土状況で

あったことは、四国・瀬戸内において貴重な資料として位置づけられた結果となった。

現在では表面採集による確認例があるのみで、発掘調査によって得られた新資料は、奥谷南遺跡の発見以降は目

立った例がない。しかし、旧石器時代遺跡が密に分布する徳島県吉野川流域、愛媛県肱川流域、芸予諸島周辺など

で細石刃文化段階遺跡の様相を把握することが、今後の課題となるだろう。
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2 遺跡の分布や遺跡群の分布傾向など

四国とその周辺の瀬戸内では、現在45カ所の細石刃文化関連遺跡を数えることができる 001図）。これを細か

な地域別にみると、岡山県児島半島周辺と香川県を含む備讃瀬戸では2咄＇跡、徳島県吉野川流域では 1遺跡、広島

県と愛媛県の芸予諸島周辺では4遺跡、松山平野を含む伊予灘周辺では2遺跡、高知平野では2遺跡、愛媛県南部

と高知県西部の西南四国では7遺跡となる。これら 6カ所の地域区分と各地域の遺跡数からみれば備讃瀬戸に多く

の遺跡が集中し、確認されている遺物数から考えてもその卓越した数に注意できるだろう。前項でも触れているが、

各地域における細石核の点数からみると備讃瀬戸で約紐）点となり、この点でもその卓越性を知ることができる。ま

た、高知平野では2遺跡でありながら約100点の細石核が確認されており、本稿で集成した細石核604点の内、約73%

が備讃瀬戸である一方、高知平野での確認例は約18%を占める。

備讚瀬戸 (29遺跡 1 ~29) 

島嶼部と児島半島周辺で遺跡が密に分布する。標高10~30m前後を測る丘陵に立地する遺跡がほとんどで、脚興

部に立地する遺跡が多くを占める。本地域では細石刃文化段階の遺跡が密集する地域で、特に北の櫃石島から南の

与島にかけては、 1km以内で隣接する遺跡が多い。

吉野川流域 (1遺跡 30) 

吉野川流域では、徳島県佐城遺跡 (II)が知られるのみであるぽ家ほか2001)。遺跡の標高は117mを測り、吉

野川左岸に形成された河岸段丘上に立地している。なお、吉野川流域に形成される河岸段丘地帯は後期旧石器時代

の遺跡が密集する地域として知られており（早渕1992)、その数は約め力所を数えるが、細石刃文化段階の遺跡は

佐城遺跡 (II)の1カ所のみである。

芸予諸島 (4遺跡 31~34) 

ここでは愛媛県平坂11遺跡（作田1991)、同県金ヶ崎遺跡、広島県道上遺跡 CB野1997)、同県情島遺跡（敦賀2

001)とが知られている。平坂11遺跡は平野部に延びる丘陵地、金ヶ崎遺跡と情島遺跡は膨興部の丘陵地に立地する。

確認数が少数であるため確定的な判断はできないが、今後の遺跡増加を見込んだとしても、遣跡の分布・立地状況

は備讃瀬戸のそれに近いものであると考えられよう。

伊予灘周辺 (2遺跡 35・36) 

愛媛県平松遺跡（小林1993)は沖積平野、同県唐崎遺跡（沖野1998)は海岸段丘上に立地している。共に低地ま

たは低地に近接した立地条件であるといえる。

高知平野 (2遺跡 37・38) 

高知県高間ヶ原古墳侶悩11968)は高知平野北部の独立丘陵上に、奥谷南遺跡は山地に囲まれた谷部に面した段

丘上に立地している。沖積低地での確認例はなく、細石刃文化段階以外の旧石器時代遺跡についても、河岸段丘や

丘陵地に遣跡の確認例が多い（松村・山崎2000)。

西南四国 (7遺跡 39~45) 

多くの遺跡が丘陵地や海岸•河岸段丘上に立地しているが、池ノ岡遺跡（木村1995、多田1995) は愛媛県と高知

県との県境付近に展開する盆地内に、そして深泥遺跡（多田1995・加 X)a)は御荘湾に面した丘陵地に立地している。

中でも池ノ岡遺跡は、四国・本州瀬戸内沿岸における細石刃文化段階の遺跡としては、最も標高の高い位置で確認

された遺跡となる。

全体的な傾向としては、比肪荊票高の低い丘陵や河岸段丘、海岸段丘などに多くの遺跡が確認され、さらに言え

ば現在の海岸線に近接した立地であるといえよう。また、徳島県吉野川流域、愛媛県肱川流域、芸予諸島周辺など

では、後期旧石器時代から縄文時代草創期の遺跡が多く存在しているが、これらの地域では細石刃文化段階の遺跡

が皆無に近い状況であり、この点についても注意しておく必要があろう。
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3 細石刃技法と石材

羽佐島技法

剥片を素材とし、これを縦位に用いて細石刃剥離を行う羽佐島技法（多田2001、渡部1982)は、備讃瀬戸で最も

密に確認することができ、この周辺でも少数ながら散見できる。羽佐島技法の中心的分布地である備讃瀬戸では、

香川県坂出市周辺で産出されると考えられるハリ質安山岩が多用されており、他にサヌカイト、黒曜石、流紋岩が

用いられている。備讃瀬戸ではハリ質安山岩が約9割の使用頻度を示しており、これに次いでサヌカイトが使用さ

れ、黒曜石や流紋岩は微量である。また、サヌカイトについては羽佐島I型細石核にその使用頻度が偏ることが指

摘されている（多田2001)。

備讃瀬戸以外の地域で認められる羽佐島技法の使用石材について、近隣である吉野川流域や伊予灘周辺でサヌカ

イトが使用されている例はあるが、より遠隔地となる高知平野ではチャート、西南四国では頁岩などのように、在

地で産出される石材が用いられている。また、芸予諸島の金ヶ崎遺跡では頁岩が使用されているが、産地は不明で

あるものの、周辺の旧石器時代遺跡で同様な石材を確認することができる。これについても在地産出の石材使用で

あると判断してよいだろう。

野岳・休場技法

野岳・休場技法（鈴木1971)は、主に高知平野で確認することができる。ここでは奥谷南遺跡と高間ヶ原古墳の

みの発見例であるが、野岳・休場技法の占める割合は高い。ここではすべてチャートが使用されており、この石材

は在地で産出するものである。野岳・休場技法の比率が低い備讃瀬戸でも在地産出のハリ質安山岩が使用されてい

る。また、西南四国のナシヶ森遺跡A地点（門脇ほか2001)や広見遺跡でも在地産出の頁岩が使用され、さらに伊

予灘周辺の唐崎遺跡でも在地産出の赤色珪質岩が使用されている。

船去

疇四国と高知平野で密に確認できる船野技法（橘1979)は、各地域で在地産出の石材を使用している。つまり、

西南四国では頁岩、高知平野ではチャートの使用頻度が高いことになる。また、僅かな確認例ではあるが、芸予諸

島の情島遺跡ではサヌカイト、備讃瀬戸の羽佐島遣跡などではハリ質安山岩が使用されており、これらについても

在地石材の使用であると判断できよう。

湧別技法

四国・瀬戸内地域における湧別技法の確認例は、山口県川津遺跡（下瀬•藤野1994) と備讃瀬戸の羽佐島遺跡で

ある。本稿では羽佐島郎亦に触れておくが、ここでは2点の細石核と削片17点が確認されている。これらはすべて

サヌカイト製で、本地域の普逼的使用石材であるハリ質安山岩は皆無である。

総じてみれば、細石刃剥離技術による使用石材の差を見出すことはできない。基本的には在地で安定的に産出す

る石材を細石刃生産に使用していると判断できよう。但し注意点として、伊予灘周辺、西南四国、高知平野などの

地域では、先行するナイフ形石器文化の段階とほぼ司じ石材利用であるが、備讃瀬戸については大きく異なってい

ることがある。勿論、備讃瀬戸におけるナイフ形石器にはハリ質安山岩製のものは含まれているが、やはりサヌカ

イト製のものが主体であり、羽佐島I型細石核で約半数のサヌカイト製のものがあることを考え合わせれば、その

使用頻度は逆転しているとみてもよいだろう。とにかく、細石刃文化段階になってからの使用石材の差は備讃瀬戸

で顕著に見て取れるようである。

4 組成の特徴

本地域における細石刃文化段階の遺跡について、未撹乱の状態で検出された例が少ないことは、既に先学の調査・

研究などで既に触れられている。しかし近年、奥谷南遺跡の調査で細石刃・細石核の良好な組成関係が把握され、
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これらに伴うと考えられる石器類も複数器種力鴻認できている。但し、ナイフ形石器と角錐状石器の混在や、スク

レイパー・尖頭器などの時期認定が困難な遺物があり、細石刃以外の器種に関する組成関係は不明に等しい。ここ

では細石刃文化段階の石器組成について示唆を与えると思われる現象を抽出し、その可能性を考えてみる。

まず奥谷南遺跡では、細石刃・細石核に一部の尖頭器やスクレイパー等を伴う可能性が報告されている（松村・

山本2001)。なかでも尖頭器については29点が図示・報告されているが、これらは1~6類に分類され、このうち

1・2類が細石刃文化段階のものとされている（第19図）。また、尖頭器と細石刃・細石核との関連が示唆できる

のは、羽佐島遺跡南丘陵や花見山遺跡の尖頭器類であろう (ffi6図、第10図）。これら遺跡の尖頭器については、

多田が四国の尖頭器を分類する中で、四国2群とした尖頭器石器群を細石刃文化後半期の所産としており、細石刃

石器群との共時性を示唆している（多田2002)。但し、奥谷南遺跡の尖頭器石器群については、四国4群に比定で

きるもので、細石刃石器群との時間的接点を見出すことはできない。さらに尖頭器の様相からばかりでなく、細石

核の型式組成をみても、羽佐島 I・II型細石核が伴いながらも時期的に新相と考えられる羽佐島皿型細石核が存在

しないことから、奥谷南遺跡⑬珊石刃石器群にば峙期的に新しい要素を見出すことはできない。しかし一方では、

船野技法の存在から時期的に新相とする考えも提示されるであろうが、この点は船野技法の時間的位置づけを根本

的に再検討することが問題解決の一助となろう（多田2000b)。

さらに石器組成を検討する上での示唆を得られる現象として、池ノ岡遺跡や深泥遺跡の資料が挙げられるだろう。

池ノ岡遺跡では船野型細石核が採集されているが、ほぼ地点を同じくしてスクレイパーや石斧も採集されている (ffi

20・21図）。これらの資料をみると、スクレイパーは単剥離打面を幅広に残すもので、東九州の大分県上下田遺跡

（橘1981・1983)や同県松山遺跡（橘1990・1991)などでは同形態のものが船野型・上下田型細石核に伴っている。

また、採集された石斧は比較的小形な刃部磨製のもので、大分県市ノ久保遺跡（栗田1988)で伴出するものと同形

態であると判断できる。また、船野技法によるプランクが採集された深泥遺跡でも刃部磨製の石斧が採集されてお

り、各遺跡における共伴の条件には不備が残るものの、西南四国と東九州の様相がほぼ近似したものになることを

想起できよう（多田1997)。

5 編年

四国・瀬戸内地域における細石刃文化の編年作業は、その堆積環境の不安定さから出土層位に基づく論証が困難

であるが、古くは鎌木氏によって「半円錐形細石刃核文化」から「井島11文化」への変遷が提唱され、細石核の形

態・型式分類から積極的に時間差を導き出した試みであった⑥財叩~65) 。この後、細石核における型式・形態分

類は複数提示されているが、それぞれの時期認定は主に西村氏の諸研究で展開されていた（西村1983・1993)。それ

は備讃瀬戸における細石核を野岳・休場型、福井型、船底形の3類型化し、それぞれの組み合わせで時間差がある

ことを志唆したものである（西村1993)。詳細は割愛するが、基本的に福井型を新相に位置づけており、鎌木氏の

示した編年観とほぼ同じものである。

また、岡山県恩原遺跡（稲田1996)の調査開始後に注目された羽佐島遺跡の札骨型細石核に関しては、稲田氏ら

がその時期認定について比較的新しい段階のものであることを示唆している（稲田・絹川・光石1992)。一方で多

田は羽佐島遺跡における細石核の様相から、湧別技法の波及を羽佐島皿型細石核が残される以前の段階に考えてい

る（多田2001、第22図）。羽佐島m型細石核は福井技法の影響下に成立したものと考えられることから、羽佐島遺

跡では少なくとも土器出現以前に湧別技法が残されたと結論づけられるが、この編年観は稲田氏らの示したものと

大きく異なるものではない。

さらに多田は羽佐島技法の再評価を行い、これらに羽佐島 I・II・皿型細石核の3者が存在することを考えたが、

これら 3つのバリエイションに関して、それぞれの出現時期が異なる可能性を述べている（多田2001)。簡単に述

べると、羽佐島I型細石核にはサヌカイトが多用されており、備讃瀬戸地域における伝統的なサヌカイトの利用を

踏襲した姿とも考えられることから古相に位置づけられている。さらに羽佐島m型細石核は打面に残される横打調

整から福井技法による福井・泉福寺型細石核（萩原2001)に類似すると考えられ、備讃瀬戸では比較的新相に位置
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づけることができる。

備讃瀬戸地域以外でまとまった資料増加となった奥谷南遺跡に関して、報告では細石核の様相から縄文時代草創

期にまで新しくは位置づけていないが（松村・山本2001)、一方では尖頭器共伴の可能性から、さらに新相となる

可能性も示唆されている（前田2001)。周辺における類例の希薄さなどから、現状で奥谷南遺跡における細石刃文

化段階の時間的位置づけが困難であることは確かだが、細石核の型式組成をみる限りでは、草創期に位置づけられ

る要素が見出せないことから、報告での指摘に近い編年を考えられるのではないだろうか。ここで問題となるのが、

先述した尖頭器との共時性である。確かに細石刃文化段階で尖頭器の組成を確認できる事例は、羽佐島遺跡南丘陵

や花見山遺跡などでも確認することができ、さらに池ノ岡遺跡でもその可能性を考えることができる。しかし奥谷

南遺跡で確認される尖頭器に関しては、その法量などから縄文時代草創期段階に位置づけることができ（多田2002)、

この点と細石核の型式組成を照合すれば大きな時間的隔たりがある。報告では草創期に位置づけないまでも尖頭器

石器群との共伴を示唆しており、この評価が今後の研究に大きく影響する事は充分に予見できる。この問題解決の

一助として、やはり細石刃石器群と尖頭器石器群における時間的位置づけの再評価が必要であることは言うまでも

ないだろう。

6 様相

本地域における細石刃文化段階の様相は、研究史をみても細石核の諸検討が主な手法であることがわかる。こう

した手法は現状で最も相応しい手段であると考えるが、ここでゆ鉦去の調査事例を簡単に振り返り、既に先学によ

って指摘されていた現象を再評価することもねらいとしたい。

羽佐島遺跡の南北丘陵

羽佐島遺跡は南北2つの丘陵に別れ、各丘陵によって細石核の組成差を見出すことができることを既に述べた事

がある（多田2001、第22図）。細石核の主な現象について述べると、羽佐島北丘陵では湧別技法による札骨型細石

核が含まれるが、羽佐島南丘陵では皆無であること。さらに羽佐島南丘陵では羽佐島皿型細石核、船野技法による

細石核などを含むが、羽佐島北丘陵ではこれらが皆無である。また、これに関連して湧別技法に伴うスポール硝IJ

片）の出土状況についても、羽佐島北丘陵に偏った分布を示すことは既に指摘しているが、報告段階でも「調査区

北部での集中は一層顕著となる」ことば昔摘されていた（秋山・真鍋・渡部1984)。

こうした丘陵単位による細石核の組成差は、時期差によって生じた現象であると考えられ、こうした分析が細石

刃石器群の編年や組成を論証する上での一助となろう，特に羽佐島遺跡では湧別技法の波及時期が推察され、これ

に関連して札骨型細石核と羽佐島1I1型細石核の時期差も確認できたことになる。

大浦遺跡の遺物分布

這暉団勘饂の細石核力確認されているが、これらは2カ所のブロックを形成して残されていた。報告書

段階でも詳細な分布の偏りは指摘されており（秋山・藤好・真鍋1984)、さらに後の鎌木氏らの研究でも石材によ

る分布の偏りが考えられている⑥財く・小林1985)。これら先学の研究成果からはより細かなブロックが考えられ

るが、ここでは目視的に南北2つのプロックを認定した（第23図）。

まず細石核の型式組成についてみると、南北ブロック共に羽佐島 I・II・III型細石核、野岳・休場型細石核を組

成するが、北ブロックでは船野型細石核が認められている。このような型式差は時期的なものに起因すると考えら

れるが、備讃瀬戸における船野型細石核の時間的位置づけを論証する材料にもなろう。

また、使用石材による差も見出すことができる。南北プロック共にハリ質安山岩を主体とすることは共通するが、

北プロックでは黒曜石と水晶、南ブロックではサヌカイトが組成している。比較点数の上で問題は残るが、重視さ

れる点は船野型細石核を含まない南ブロックでサヌカイトが存在することであろう。先述したようにサヌカイトの

利用は古相段階により多く認められる可能性があり、これと関連した現象であるとも考えられる。

花見山遺跡と福井技法

花見山遺跡ではハリ質安山岩製の打面調整剥片などが報告されており、細石刃生産技術の理解に役立つ資料提示
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が整えられている。多田は以前にこれらの関連資料を検討し、泉福寺洞穴における豆粒文土器段階に近似した様相

であると理解した（多田2003)。この成果から導き出される現象面を考えれば、備讃瀬戸における福井技法の影響

は、福井技法が西北九州で成立後に程なくして到達したとすることができる。

また備讃瀬戸における福井技法の影響は、この技法が盛行した西北九州へ羽佐島技法が流入することにもなった

であろう。九州の類例については既に拙稿で触れているが、特に瀬戸内に面した地域により多くの類例が認められ

ている（多田2003)。さらに、近年報告された吉武遺跡群第9次調査では、備讃瀬戸における細石刃文化との関連

を示唆する細石刃石器群が確認されている（小畑・加藤2002)。これらの現象は、福井技法に伴って拡散したであ

ろう羽佐島技法の動態を示すものであろう。

奥谷南遺跡の1・2号岩陰

奥谷南遺跡では2カ所の岩陰から 3カ所のプロックが確認されている。これらのブロック単位で細石核組成を確

認してみたが、特に目立った現象は捉えることができない（第24図）。つまり時期的にも大きな差を持たないこと

になるが、仮に接合作業などによって細かな時間差も見出すことができない結果となれば、一集団の構成単位を示

すものとも考えられないだろうか。

これまでに備讃瀬戸などで丘陵単位やブロック単位での区分を述べてきたが、これらにはすべて時期的隔たりを

想起でき、同時共存と考えられる複数ブロックの存在は確認できない。その意味では、奥谷南遺跡の残存状況は、

当時の集団論を論述する上での好材料となる可能性を持っている。

7 研究の課題

本地域における今後の研究課題には、やはり良好な遺存状況を示す石器群の検出に尽きるが、これには極めて困

難な諸作業がつきまとうことになる。また、これは類例を待つのみ0).6,Jf:究姿勢であって、積極的に細石刃文化段階

の論証には結びつかない結果となろう。これを打開するために、ここで大きく 2つの課題を提起しておく。

まず第1点目には、過去における調査・研究事例の再評価である。先述したように、備讃瀬戸では約20カ所の遺

跡で約1,CXX)点にも及ぶ細石刃文化関連資料がありながらも、これを再評価した研究事例はまだ少ない。備讃瀬戸で

は遺物の埋没過程に問題があり、これを直ちに遺跡の残存状況に結びつけるのは危険が伴うのは確かであるが、平

面的に大きな遺物の移動が考えられないことは評価すべきである。先学の報告を詳細に読めばこの点は明白である

し、新しい視点で論証すれば、新たな事実が確認できることもある。

また、当時の調査資料ぽ子政機関などで保管されており、接合作業や個体別資料の分析など、再検討が可能な手

法も数多くある。奥谷南遺跡の報告でも指摘されたように、時間を費やした接合作業が実現すれば、先述したプロ

ック単位の諸問題にアプローチすることもできよう。さらにば囲石刃生産技法に関する情報も、より詳細に得られ

ることになろう。

第2点目は個別器種の再検討であろう。特に奥谷南遺跡における編年的位置づけでも感じられたように、細石核

組成によるアプローチと尖頭器共伴を仮定した場合では、大きな時間的較差を生じる結果が危惧される。これには

各器種における詳細な検討が必要であり、各器種の評価をクロスチェックすることが有効な手法となろう。

なお、本稿執筆にあたり、文献検索などで以下の方々にご厚意を賜った。記して感謝したい。

沖憲明小嶋善邦白石純員鍋修身光石鳴巳安川豊史

(2003年9月5日）
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表1四国・瀬戸内地域の細石刃文化遺跡一覧表

糾 成
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罹
ナイ
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1116•• 盟 窮ii1敲,{j温密i
削t¥・ I・・謡 総It認 遣構 ..叫 地城 年ft文献 儲与so. 遣蹄名 形 "''里さ 叫 嗅 , ..... ほ麻

地地竹点ノ子島 （第 1
I)  2 2 10儲濶墨P !'Hi 細・小野伸・小野勢1997
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17瀬儲磁~· l'J{i 細・小野紬・小野勢19972地点） I I 

3大入崎 () 

゜
儲讃
瀬;; 安JII豊史1987
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1鐵木義Ml95741.ft旦 12 3 15 有 25瀬F
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1鎌彦木19義70Isl小野・高禍伸 護1965純I111195 畦忠
5 I• 紐 2 ! 4 5瀬戸 • 白ti 99 

1矢出111 2 2 閤 1 .. , .... , 安1970

王子岳東方 lo 

゜
180 儲瀬璽戸 l'lcJII豊史1981

8王子が岳南麓 11 0 I有 1 5 儲瀬,諷., 1饉碩好・-ほか1995

9曽原丙 I I SC 備瀬墨戸 1 藤ば好 :~1992
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12以＊ I I 瀬戸 ... ,.. 明1997
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8 15 有 80 備瀬戸讃 鎌木義i¥1956
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九州北部地域の細石刃文化

杉原敏之

1. 研究の経過

九州北部地域における細石刃文化研究は、 1960 年の福井洞穴の調査によって始まったぽ架~・鎌木 1965) 。 rn

層における細石刃石器群と隆起線文士器の共伴は、縄文文化起源の問題に大きな影響を与えた。さらに 1970年以

降、 10次に亘る長崎県泉福寺洞穴調査では、豆粒文を始め、隆起線文、爪形文、押引文等の土器群と細石刃石器

群が層位的に確認され、九州の草創期土器編年の大枠が確立された（麻生 1984ほか）。

環饂の少ない本脚如？は、層位的凋査事例に乏しく石器組成や細石刃核の型式理解によって編年研究ゆ進

められてきた。 1965年に麻生優が提示した、半円錐（福井N層・宇久島）→円錐（野岳）→半船底状（唐津周辺）

→船底状（佐世保周辺）という、細石刃核の変遷案は 70年代を通して本地域の研究に影響を与え続けた催紐こ

1965)。また、 1963年の佐賀県原遺跡や 1970年の福岡県野黒坂遺跡や峠山遺跡の調査によるナイフ形石器群と細

石刃石器群の「共伴」は、九州細石刃文化の系統・編年観の基底となった（杉原・戸沢 1971、橘 1979、1985)。

その後、 1970~80年代にかけて、本地域を始めとした九州地域の細石刃文化研究が行われた（鈴木 1971、木下

1976、安蒜1979、橘 1979、木崎 1981、小畑 1983ほか）。この 1990年代初頭までの本地域における細石刃核の型

式理解や細石刃石器群の編年観の問題については、綿貫俊ーによって研究史的に総括されている（綿貫 1993)。

大分県市ノ久保遺跡の調査成果に基づく、綿貫俊一の「長者久保・神子柴文化」並行段階の設定は、九州の細

石刃文化研究に新しい方向性を提示した（綿貫 1992)。これは、横田義章の「神子柴型」石斧の研究（横田 1981)

によって問題提起されてきた九州の「神子柴文化」の問題を再度研究の俎上に挙げ、細石刃文化編年研究にも再

考を促すこととなった。栗島義明も神子柴文化研究を深化させ、九州の細石刃文化にその文化要素を見出そうと

した礫島1991)。両者の研究以後、福井洞穴W層石器群など神子柴文化の影響として理解されてきた。この「神

子柴文化」の問題に関して、岡本東三は九州細石刃文化編年研究の問題未解決の先行評価と指摘する（岡本 1997

ほか）。筆者も細石刃核、槍先形尖頭器、石斧など個別要素の検討を行い地域性や型式理解の問題について指摘し

てきた（杉原2000・2003)。川道寛も分布や組成、個別形態の問題を指摘している（川道 1998・2002)

1990年代以降、本地域における細石刃文化研究を大きく進展させることとなったのは、 1997年に行われた茶園

遺跡の調査である UII道 1998)。V層細石刃石器群は野岳型、「茶園」・「位牌塔型」を主体とし、 N層は、楔形細

石刃核・西海技法関連資料で構成される。これは西北九州の開地遺跡において、系譜の異なる両石器群が層位的

に検出された事例である。さらに、 N層細石刃石器群には、槍先形尖頭器、石斧が組成しており、西北九州にお

ける「神子柴文化」も改めて問題となった。また、同年開催された九州旧石器文化研究会による『九州の細石器

文化』では、野岳型、船野型の型式理解や細石刃石器群の編年観の再整理が行われた（九州旧石器文化研究会編

1997)。この中で、本地域における初期細石刃石器群に野岳型を主体とする細石刃核が位置づけられることで、ほ

ぼ共通認識となった。現在、細石刃石器群の編年研究も再整理されつつある。萩原博文は、このような近年の研

究動向を踏まえて九州縄文草創期の細石刃石器群の編年を提示した（萩原2001)。

本地域における細石刃剥離技術の研究は、麻生優の西海技法の設定に始まる (!ff生 1965)。その後、橋本勝雄

による福井洞穴資料の検討や織笠昭による西海技法の研究がある（橋本 1981、織笠 1991)。また、楔形細石刃核

を詳細に検討した小畑弘己の研究も含まれよう（小畑 1989)。さらに近年では、細石刃核の残核形態からではな

く細石刃核の接合や細石刃の頭部調整の検討による技術組織理解を提唱する小畑の研究がある（小畑 2002)。こ

れは、編年や文化系統論が主流であった九州地域の細石刃文化研究では見られなかった研究方法である。
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2. 遺跡分布

九州北部の細石刃文化は、西北九州の五島列島、北松浦～東松浦半島、福岡平野、筑後川流域、阿蘇外輪から
八代海沿岸部付近までが含まれる。以下のように IO地域に設定される。これらの遺跡群は、大きくは西北九州産

黒耀石石材圏に包括され、各時期を通して細石刃核型式に共通性を見出せる。

〔北松浦半島～五島列島〕

佐世保～平戸周辺部、五島列島地域に細分される。佐世｛和司辺地域では、溶岩台地を基層とする丘陵・台地上
や浸蝕された開析谷付近の斜面に立地する。さらに、砂岩壁の浸蝕や風化によって形成された洞穴利用の遺跡が
ある。代表例として相浦川流域の泉福寺洞穴（標高90m)や、福井川流域のサヌカイト原産地の福井洞穴（標高
IOOm)がある。同地域では、星鹿半島、針尾島など周辺の黒耀石原産地も遺跡形成に影響を与えているとみられ
る。五島列島は、最終氷期最寒冷期には、佐世保•平戸地域から南に延びた半島の一部であったが、 11,000 年前
頃の海水面の上昇により島嶼化した。そのため、細石刃文化期の中で石材供給システムなどに変化が生じたと考
えられる。遺跡は、開析谷された小さな谷を持つ溶岩台地上縁辺の尾根部から緩斜面上に立地する。茶園遺跡（標
高IOm)、城ヶ岳平子遺跡 (76m)がある。

〔東彼杵•島原半島〕

多良岳西麓の台地・丘陵を始めとする大村湾周辺、雲仙岳周辺の台地上に分かれる。前者では、野岳型の標式
遺跡である野岳遺跡が標高280~300mの山麓台地緩斜面に立地している。百花台遺跡は、雲仙岳北麓の火山性扇
状地の標高200~300mの台地上に立地している。このほか、長崎半島周辺部で僅かに確認される遺跡も大きくは、

この地域に含まれる。

〔東松浦半島〕

主に、東松浦半島の上場台地から伊万里湾周辺部を中心とする。標高200m前後の上場台地は、平原状の丘陵で
小河川によって開析されている。遺跡は、上場台地内の丘陵平坦部や緩斜面に立地している。いわゆる「半船底
型の楔形細石刃核を主体とする石ヶ元下道遺跡は、開析谷奥の低丘陵上に立地する。なお、多久盆地周辺の楔
形細石刃核を主体とする遺跡群は唐津・伊万里周辺の地峡帯ルートを介しての影響と考えられる。

〔福岡平野・周辺部〕

福岡平野と東の糟屋平野、西の早良平野が含まれる。福岡平野では、那珂川・御笠川中流域の標高 13m前後の
尾根状を成した丘陵上や上流に近く開析谷を持つ標高30mの台地上に立地している。前者には井尻B遺跡、日佐
遺跡が、後者には門田遺跡がある。糟屋平野では、多々良川中流域の標高 10~30mの段丘上や丘陵に立地してい
る。戸原遺跡、乙植木山城戸遺跡などがある。早良平野では、室見川中流城の標高30m付近の段丘、扇状地など
に立地しており、吉武高木遺跡などがある。さらに西方の糸島半島付近には、大原D遺跡、元岡遺跡群がある。
福岡・筑紫平野間の二日市地峡帯の丘陵上には、野黒坂遺跡、峠山遺跡がある。

〔筑卸l流域〕

上流、中・下流域に分かれる。上流域は、大分県日田盆地、天瀬町五馬台地周辺が該当する。五馬台地は、上
流（玖珠川）南の標高 300mを越える東西に長い台地で、周囲は山塊と浸蝕の大きい谷部である。大坪遺跡、平
草遺跡などがあり、主に西北九州の腰岳産黒耀石を使用した野岳型細石刃核主体の石器群が検出されている。近
年では、標高800mを越える同台地上南方の亀石山遺跡で多量の細石刃が出土している。中・下流域は、福岡地域
の筑紫•佐賀平野が含まれる。北の三郡山地より派生する丘陵や河岸段丘、耳納山西麓の丘陵上に遺跡群は立地
している。春園遺跡、金山遺跡などがある。金山遺跡は、独立した城山（標高 130.6m)西の河川に近接した標

高30mの丘陵先端部に立地する。在地産頁岩を主体とした細石刃石器群である。

頃防灘沿岸〕

京都・豊前平野、平尾台周辺を中心とする。遺跡数は少なく詳細不明だが、瀬戸内地域との関係が想定される。
〔菊池川流域〕

上流域を中心とする。沖積地に近接した台地・丘陵の端部付近に遺跡群は立地している。松灘f・小野蔚遺跡は、
菊池川と合志川の合流部付近の台地突端部に立地している。頁岩を主体とした細石刃核が50点以上出土しており、
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拠点的な性格を持つ。伊野A・B遺跡は上流域の阿蘇北外輪西側の高原緩斜面上に立地し、西北九州の黒耀石使

用の野岳型細石刃核が採集されている。遺跡立地から阿蘇外輪周辺遺跡群との関係が考えられる。

〔阿蘇外輪周辺〕

噸訊輪西～南麓の標高400~600m前後を中心とする尾根上に遺跡は立地している。西麓には河原遺跡群、南

麓の緑川上流には大矢野原遺跡群がある。河原第3遺跡は、尾根上から延びる傾斜面が緩やかな平坦地となる谷

鄭寸近に立地する。主に腰岳産黒耀石を使用した野岳型細石刃核と多量の細石刃から成る細石刃石器群が検出さ

れている。

〔熊本平野〕

白川・緑川下流の熊本平野部を中心とする。遺跡群は、河川流域の標高 50m前後の丘陵上に立地する。上流の

阿蘇外輪周辺遺跡群との関係が想定される。

(/"¥代海沿岸〕

宇土半島南、八代海沿岸を中心とする。遺跡群は、丘陵上に立地しているが数は少なく詳細は不明である。宇

土半島北部、天草諸島は島原半島遺跡群との関係も想定される。

3. 細石刃石器群の検討

(1)細石刃核と剥離技術

「細石刃技法」検討の前提として必要な接合資料は、同地域では数える程度である。そのため、残核形態から

の検討となり、細石刃剥離技術の断片的理解に留まっている可能性もある。ここでは、九州北部で確認されてい

る野岳型、船野型、西海技法・楔形細石刃核を中心に検討する。

① 野岳型

長崎県野岳遺跡と静岡県休場遺跡資料を併せて、鈴木忠司により「野岳・休場型」として提唱された（鈴木 1971)。

野岳遺跡資料に幾つかのバラエティーが存在することは既に指摘されていたが、その後漠然と型式理解されたた

め、時間的位置づけも流動的なものとなり編年研究に混乱を招いた（川道2002a)。

川道寛は、長崎県茶園遺跡V層出土の細石刃石核を大きく 2型式に分類している（川道 1998、2002b)。 I類

は扁平「細石核」、 II類は稜柱状の「野岳・休場型」である。 Ia類は背面に自然面を持ちプランク段階で確保さ

れた急傾斜打面を持つ「茶園型」、 lb類は傾斜打面を持ち側面から背面調整が行われる「位牌塔型」である。 II

類は作業面幅と打面の長さ等しい点が1類との分類基準となる。茶園遺跡ではこれらの各型式が共伴し、時間的

前後関係を見出し難い。同様の事例は、福岡県野黒坂遺跡、大分県亀石山遺跡、熊本県河原第3遺跡などでも認

められる。河原第3遺跡では茶園遺跡にみられる扁平な細石刃核のほかに残核形態が稜柱状となるものがある。

打面再生により傾斜打面を確保しながら作業面を展開し、石材を有効に活用して細石刃剥離を行ったことが分か

る。このことは、野岳型を単純に型式理解することの困難さを示している。ここでは、野岳型、「茶園型」、「位牌

塔型」を含む一群を初期細石刃石器群の指標として、「茶園型細石刃剥離技術」と理解しておきたい。

② 船野型

宮崎県船野遺跡を指標とする船野型細石刃核は、ナイフ形石器や角錐状石器との「共伴」により九州島の初期

細石刃石器群の一つとして位置づけられてきた。（橘1979ほか）。近年では、栗島義明、綿貫俊一によって「神子

柴文化」並行段階の細石刃石器群として、時期的、形態的に等質なものとして理解されている償環;1991、綿貫

1992ほか）。この問題に対し筆者は、九州島内では、福井w層、市ノ久保、船野第2地点タイプの3つに形態分

類され、出現・展開に地域性が存在することを指摘した（杉原2000ほか）。

西北九州に分布する福井W層タイプの船野型は、福岡平野の有田遺跡178地点や諸田仮塚遺跡（プランクのみ）、

東松浦半島の上場台地竹木場前田遺跡、北松浦半島の福井洞穴、長崎半島の重篭意遺跡などで出土している。い

ずれも残核形態であり接合資料はない。ブランクの主要剥離面や打面部付近に残る剥離面などから厚手の分割素

材であることが分かる。石核調整は打面側より行われ一部下縁調整が行われる。素材面を打面とし調整はないが

擦痕を持つものがある。
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③ 西海技法・楔形細石刃核

叫公浦半島地域を中心に、九州北部から南部地域に分布している。福井洞穴や北・東松浦半島地域の楔形細石

刃核資料から、麻生優によって“西海技法＂が設定された（麻生 1965)。福井洞穴や泉福寺洞穴の調査成果によ

り、土器出現後に盛行する細石刃核と理解されている。

西海技法は、素材形状に応じて石核調整や削片剥離、打面形成を柔軟に変化させる細石刃剥離技術である僑し

笠 1991)。両面体あるいは素材を活かしたブランクの短軸から側方調整を行い、小口より細石刃剥離を行う。ま

た、製作途上の剥片類が削器などにも転用される。福井洞穴資料を分析した橋本勝雄によれば、打面形成は長軸

方向からの削片剥離だけでなく、短軸からの側方剥離後に長軸方向への削片剥離を行うものもあり多様性がある

という（橋本 1983)。泉福寺洞穴では、各文化層より楔形細石刃核・西海技法関連資料が出士している。 10層で

は石核両端に作業面を持つ 10層類型が、 8c層では面調整された稜柱状のブランク小口より長い細石刃剥離が行

われる 8層類型がある。上層の6・5層では、細石刃核打面は再び長軸傾向となり、削片も縦形のものが多くなる

（萩原 2001)。ブランク形成における平面短冊形化の結果であろう。このような泉福寺洞穴における多様性は、

腰岳、針尾島など黒曜石原産地周辺での豊富な素材利用の結果として理解される。周縁となる福岡地域の門田遺

跡では、側方打面調整による「半船底形」が多い。これは小畑が指摘するように石材有効利用の結果とみられる。

楔形細石刃核を残核形態から整理すると、「船底形」・「半船底形」に分かれる。さらに、削片剥離の有無による

打面形成から二分される。ただし「半船底形」のうち、丁寧にブランク形成され作業面側よりラグビーボールを

半裁したような削片を剥離する、いわゆる「キールド・コア」については、上場台地の石ヶ元下道遺跡、東山 I
遺跡などで形態的にもまとまって出土しており注意を要する。

④ その他

福岡平野周辺部の早良平野の吉武高木遺跡では、個体別資料は20に分けられている（黒曜石 14、サヌカイト 6、

うち 29点が細石刃核）（小畑 2002)。細石刃剥離技術は、大きく 3つに分けられている。それらは、剥片素材で

主要剥離面を側面とし、石核調整もほとんどなく主要剥離面側から数回の側方剥離や作業面からの 1回の加撃に

よる打面形成ののち細石刃剥離を行うもの (Ia類）や、薄手の剥片を使用したもの (Ib類）。さらに、剥片・

分割礫を素材として各柱状の石核整形を行い、打面を 1方向ないし他方向からの剥離で形成し細石刃剥離を行い、

時には作業面が2面以上になるもの (II類）である。これらは、型式を越えて同一の個体別資料となるものがあ

る。小畑は時期差を否定し、「吉武型細石刃剥離技術」を提唱している（小畑2002)。

福井洞穴W層では、船野型以外に剥片素材細石刃核が一定量出士している。かつて、綿貫俊ーによって「岩土

原型」と認識されたものである（綿貫 1992)。基本的には分割礫をそのままブランクとして、素材端部より加撃

し打面形成をおこなう。打面調整は、基本的に作業面あるいは側方からの一撃の剥離によるもので頻繁でない。

類例として福岡平野の峠山遺跡がある。

このほか福岡平野では、井尻B遺跡、隈西小田遺跡などで分割素材に石核調整を加えた細石刃核が出土してい

る。特徴として、剥片素材細石刃核と同じく作業面側からの簡単な打面調整を行っている。

(2)使用石材

九州北部における細石刃石器群は、西北九州の黒曜石石材圏に包括される。ナイフ形石器文化期の段階で開発

された伊万里の腰岳、星鹿半島の牟田、針尾島や淀姫など北・東松浦地域の黒曜石原産地を背景とする。

茶園遺跡V層では、全ての細石刃石器群資料が黒曜石石材を使用している。淀姫針尾系、牟田系黒曜石とされ

依存率は97%以上である。同様の淀姫針尾系を第1石材とする傾向はW層石器群段階も同じである。福岡平野の

野黒坂遺跡、筑後川上流域五馬台地の大坪遺跡、阿蘇外輪の河原第3遺跡では、腰岳系黒曜石が使用されており、

この野岳型細石刃核が含まれる段階では、西北九州産黒耀石の使用傾向は変らない（綿貫他 1989)。西北九州の

福井W層タイプの船野型は、いずれも腰岳・牟田、針尾島系の黒曜石が使用されている。ただし、五馬台地上で

みられる福井W層タイプと異なる船野型については流紋岩が使用される。楔形細石刃核を主体とする泉福寺洞穴

では、淀姫・針尾島産黒曜石が第1石材として使用されている。福岡平野の門田遺跡では、腰岳系、淀姫針尾島
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系が認められる。主に黒曜石が使用されているが、特定原産地石材と細石刃核型式の相関性は見出し難い。

吉武高木遺跡では、使用石材は大きく黒曜石とサヌカイトに分かれる。細石刃石器群に黒曜石が、スクレイパ

ーなどの加工具にサヌカイトが使用されている。ただし、 1点サヌカイト製の細石刃核がある。黒曜石は、青灰

色の淀姫針尾系、腰岳系などが中心となる。また、サヌカイトは、佐賀県小城周辺とみられる。

筑後川流域の金山遺跡では、頁岩、黒曜石が使用されている。黒曜石には、腰岳・牟田、淀姫・針尾、古里の

i劫、阿駆砕流堆積物に含まれるものなどがある。頁岩製の細石刃核8点は、いずれも剥片を素材としている。

作業面あるいは側方からの調整により打面形成を行っている。黒曜石製11点については、打面再生を行い小型化

したもの、分割礫に打面調製を行うサイコロ状、楔形などがある。西北九州産黒耀石使用の細石刃・細石刃核は

いずれも小型である。これに対し、在地産頁岩使用の細石刃核は大型で細石刃剥離の全工程が含まれる。これは、

西北九州産黒曜石枯渇による補完のための在地産石材使用による細石刃剥離技術の多様化と理解される。同様の

事例として、菊池川流域の松島・小野崎遺跡がある。

(3)組成

茶園遺跡V層細石刃石器群には、細石刃、細石刃核、打面再生剥片をはじめ、掻器、削器、彫器、 ドリル、ニ

次加工剥片、楔形石器、礫器などがある。掻器は、厚手幅広不定形剥片の側縁や端部に刃部加工されている。礫

器は玄武岩製である。この野岳型や「茶園型」の細石刃石器群の石器組成は不明な点が多いが、本例をもって概

期石器群の基本的な組成と見ることができよう。上層の茶園遺跡N層は、楔形細石刃核出現以後で爪形文土器段

階に比定される。細石刃、細石刃核、ブランク、スポールのほか、槍先形尖頭器、石鏃、石斧、掻器、削器、ド

リル、楔形石器、二次加工剥片、礫器が出土している。槍先形尖頭器は、淀姫針尾系黒曜石のほか、福井洞穴周

辺や多久地域のサヌカイト製であり製品で搬入されている。掻・削器の素材には縦長剥片が使用されている。

福井洞穴N層では、細石刃、細石刃核、ブランクのほかに、槍先形尖頭器、円形刃部掻器が出土している。細

石刃石器群は黒曜石石材を、槍先形尖頭器群は遺跡周辺のサヌカイト石材をそれぞれ使用している。どちらも製

作の痕跡がある。円形刃部掻器は、厚手の横長剥片を素材としたサヌカイト製である。上層の3・2層では、細石

刃石器群と共に石鏃、掻・削器が出土している。

泉福寺洞穴の 10層豆粒文土器文化層、 9~7層の隆起線文土器文化層では、細石刃、細石刃核、削片、プラン

クに石斧、削器、掻器、彫器、敲石、磨石、礫器が出土している。 6・5層では、これらに槍先形尖頭器が加わる。

5層押引文文化層出土例を「有茎尖頭器」と見る意見もあるが、西北九州における尖頭器群の変遷の中で筆者は

小型槍先形尖頭器とみる。なお、石鏃については、 5層押引文化層段階で確実に組成するが、最近の事例からみ

れば下位の隆起線文土器文化層で出現する可能性もある。

吉武高木遺跡の黒曜石製細石刃石器群には、細石刃、細石刃核、削片、削器、石核などがある。サヌカイト製

石器群では、個体別資料18・20に見られるような比較的整った縦長剥片素材の削器がある。基本的に石材によっ

て器種の作り分けが行われている。

以上確認してきたが、野岳型、「茶園型」を主体とする茶園V層石器群を概期石器組成の代表とみるが、その他

の遺跡では不定形剥片素材のスクレイパーが伴う程度で組成は比較的単純である。この差違については、遺跡の

立地、機能差なども考えられよう。さらに楔形細石刃核以後、土器出現段階で器種は豊富となる。また大きな画

期として、泉福寺洞穴6層・爪形文土器文化層段階における槍先形尖頭器の組成が挙げられる。茶園遣跡N層石

器群では、槍先形尖頭器の他に石斧、石鏃も組成している。ただし、この段階までに、九州南部では独自の形態

を持つ石斧が出現している。槍先形尖頭器についても、北松浦地域の福井洞穴N層でば契形細石刃核以前に出現

している。これらの出現背景については、「神子柴文化」の問題を含めた検討が必要である。

4. 九州北部地域における細石刃文化の様相

(1) 繍石刃石器群の編年

長崎県茶園遺跡V層細石刃石器群は、野岳型、「茶園型」・「位牌塔型」細石刃核を主体とする。幅広の作業面と
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鰤甜涸を有する点において共通し他型式を含むことはない。層位的にも楔形細石刃核以前である。本地域の初

期細石刃文化に位置づけられよう。土層堆積の発達しない九州北部地域でも単純遺跡は確認できる。東松浦半島

の菅牟田黒龍遺跡、東彼杵半島の野岳遺跡、福岡平野の野黒坂遺跡、筑後川流域の大坪遺跡、亀石山遺跡、春園

遺跡、阿蘇外輪周辺の河原第3遺跡などが挙げられる。このほか、沿岸部を中心に鹿児島地域まで分布が認めら

れる（宮田 1996、桑'.l:1111997ほか）。

次に、福井洞穴N層資料が位置づけられる。層位的にも楔形細石刃核出現以前である。船野型細石刃核、剥片

素材細石刃核を主体とする。この福井W層類似の船野型は、黒曜石石材圏の西北九州を中心に分布する。ただし、

福井洞穴W層以外は、いずれも遺跡規模は小さく、極めて散発的である。九州北部地域において普逼性を持つの

かも不明である。剥片素材⑬珊石刃核技術も一定量認められる。この作業面側からの簡単な打面調整をもつ分割

礫素材の細石刃核は、福岡平野まで認められる。また、打面調整に着目すれば、井尻B遺跡や隈西小田遺跡例も

含まれる。

次に楔形細石刃核の段階が位置づけられる。現段階では、土器出現以降の細石刃石器群として理解できる。層

位的出土例として、福井洞穴、泉福寺洞穴が挙げられる。福井洞穴では、 3層は隆起線文土器段階に、 2層は爪形

文土器段階にそれぞれ位囮づけられるが、細石刃石器群の技術的差違は見出せない。泉福寺洞穴では、 ll層から

5層まで細石刃石器群が出土している。 IO層・豆粒文土器 9~7層・隆起線文士器、 6層・爪形文土器、 5層・

押引文土器段階となる。 10層類型、 8層類型など各文化層における西海技法を主体とする細石刃石器群の層位的

傾向は指摘できるが、個別細石刃核からの明確な線引きは困難である。これは、周辺の門田遺跡、戸原遺跡、城

ヶ岳平子遺跡など黒曜石を主要石材とする開地遺跡でも同様である。時期決定の要素として、土器の他に、石器

組成、石材組成などが挙げられる。ここでは、土器を中心に四段階に細分するが、特に、槍先形尖頭器、石斧が

細石刃石器群に組成する爪形文土器段階を大きな画期とする。なお、 5層・押引文段階資料も島原地域の小ヶ倉

A血釈認められるほ田 2002)。また、北松浦地域の平戸市田崎遺跡では、条痕文土器段階と形態が類似する

石鏃石器群と細石刃石器群が共伴しており最終末期的様相と考えられている。

ところで、「唐津タイプ」とされる半船底形の石ヶ元道下遺跡に見られる半円錐形については明確な位置づけが

なされていない。ただ、技術的規則性などをもって漠然と古段階に位置づけられている（岡本2002ほか）。近年、

大原D遺跡出土細石刃核を検討した吉留秀敏は、船底、半船底形の共伴や泉福寺6・5層段階における打面形成や

長軸削片優勢の傾向から門田遺跡以後に位置づけた（吉留 2003)。筆者もこの点について、明確な答えを持ち合

わせていないが、門田遺跡に一定量含まれることから爪形文士器段階前後を考えている。

吉武高木遺跡細石刃石器群の多様な石材利用は、東松浦地域、福岡平野をはじめとする黒曜石石材圏では、「異

質」である。石核調整が簡略された楔形細石刃核出現以後時間の経過した時期の所産と考えられる。また、サヌ

カイトが一定量含まれる石材利用は縄文早期の様相に近い。以上のことから福岡平野周辺部における細石刃文化

終末期段階の石器群と考えられる。在地石材使用しながら黒曜石製細石刃核などに規範性が見られる金山遺跡、

松島・小野崎遺跡などは、この段階以前に考えられる。ところで、福岡平野周辺の大原D遺跡では、包含層であ

るものの、細石刃核と石鏃が出土し、 AMS法により 11,270士60BP(Beta-150225)、11,190士40BP(Beta-151737) 
の数値が得られている。本地域の細石刃文化終末期の年代はこのあたりに比定されよう。

ここでは、茶園遺跡V層細石刃石器群段階を I期前半、楔形細石刃核以前の船野型、剥片素材細石刃核の段階

をI期後半とする。さらに楔形細石刃核、土器出現期以降を11期四段階に細分する。大きく 6段階の編年を提示
する（表1)。

(2)細石刃文化の様相

九州北部地域における初期細石刃石器群は、茶園遺跡V層石器群に代表される。西北九州を中心に分布が認め

られる。この時期は、茶園遺跡などのデータによれば、ほぼ15,000年前頃にあたる (15,450士190Beta-l07730)。
これら初期細石刃石器群は、九州北部地域では、茶園型細石刃剥離技術をはじめとする細石刃核型式や西北九州

産黒曜石の使用、組成などに共通する特徴が挙げられ、大きな時間差を見出し難い。このことは、初期細石刃石
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表1 九州北部地域の細石刃石器群の編年

小ヶ倉A 泉福寺5層 田崎

裏四半島 1福…野•周辺部 1 筑後JU流域1菊漣Jll蓋域 l 阿蘇外輪ドは平野
大原O(m層）

吉武

爪形文 1百花台B-D I泉福寺6層 福井11 茶園IV石ヶ元道下東山 11門田乙植木戸原 1金山

百花台n 泉福寺9-7眉福井m

松島・小野崎河陽F I谷尾崎

重篭

泉福寺10層

泉福寺10c層

泉福寺11層

野岳 鷹野 I茶園V

福井IV

広田

竹木場前田

川原田

菅牟田黒龍

大宰府条坊

有田 峠山

井尻B

野黒坂

大草平

春園大坪

伊野A

河原3

器群は渡来・波及後、在地化・変容することなく、ごく短期間のうちに拡散したと考えられる。また、本地域分

布の周縁となる筑後川上流域や阿蘇外綸周辺部では、遺跡内に残された細石刃核の絶対量を越える細石刃が出土

する。狩猟活動における細石刃機能の利便性の結果と理解される。これも初期細石刃石器群の一過的拡散の様相

と見てとれよう。

楔形細石刃核を主体とする細石刃石器群は、完成された石核調整や削片剥離技術を備えて九州北部地域を中心

に出現する。これら⑬珊石刃石器群も九州島内では、野岳型と同様の分布状況を持っている。現時点で、九州島

における両石器群の内在的発展・形態進化は認め難い。少なくとも 2度、細石刃文化の大きな波及があったと理

解される。この西海技法で代表される楔形細石刃核技術は、福井・泉福寺洞穴の調査成果によれば、比較的長期

に亘って存続し、細石刃剥離技術にも多様性がある。これまでも指摘されてきたように、この細石刃剥離技術は、

翠・針尾、牟田、腰岳などの黒曜石原産地を背景とするものであろう。黒曜石原産地周辺となる福岡平野の門

田遺跡では、プランク調整を行う半船底形に分割礫素材の「簡略化された楔形細石刃核」が共存する。さらに東

雌屋平野の戸原遺跡などでは、報告された細石刃核 46点のうち 60%以上に礫面を残すものがある。また、ブ

ランク調整が簡略化された分割礫素材のままの「野岳型」型も存在する。五島列島の城ヶ岳平子遺跡でも同様の

傾向が認められる。筑後川中・下流域の金山遺跡では、西北九州産黒曜石の不足を在地産頁岩で補完している。

このように周辺部に向かうにつれて細石刃核が小形化、簡略化していることが分かる。このような変異は、黒曜

碑材圏に鉗舌される本地域の楔形細石刃核剥離技術が拡散後、短期間に終焉したのではなく比較的長期に亘り

存続したことの結果と考えられる。

楔形細石刃核が出現する時期、遺跡立地や規模にも大きな変化が見られる（杉原2001)。前段階の野岳型、「茶

園」型に代表される初期細石刃石器群は、開地遺跡では基本的にナイフ形石器群の在り方を踏襲し、遺跡立地・

規模も大差はない。五島列島の茶園遺跡V層、福岡平野の野黒坂遺跡、上場台地の菅牟田黒龍遺跡などがある。

科額りな洞穴利用は、福井洞穴N層段階に始まる。福井・泉福寺洞穴では、長期に亘る洞穴利用と、多量の石器

製作四醗が残されている。大規模な石器製作痕跡として見た場合、開地遺跡の福岡平野部の門田遺跡や戸原遺

跡、筑剃II流域の金山遺跡、菊池川流域の松島・小野崎遺跡なども共通する。吉留秀敏は、このような石器群集

中規模の拡大を継続、断続を含めた居住地利用の長期化やそれに伴う空間利用規制の結果によるものと理解した

（吉留 2003)。さらに洞穴利用については、寒冷・雨水対策などによる安定した覆屋を考えている。また、本地

域における細石刃文化期の遺構としては、茶園遺跡V層、鷹野遺跡、城ヶ岳平子遺跡など北松浦半島を中心に配

石遺構が認められるが、これは礫群不在地域の特徴として認識されている（小畑2000)。
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5. 細石刃文化研究の課題

ここでは、九州北部地域における細石刃文化研究の課題を提示してまとめとしたい。

①九州細石刃石器群の起源

九州北部地域における細石刃石器群の出現は、終末期小型ナイフ形石器群にその技術的起源を求める考えがあ

る（下川・萩原 1997ほか）。ただし、現段階でこの自生説を裏付ける明確な資料は確認されていない。また、ナ

イフ形石器群と細石刃石器群の共伴も、否定的なこととして理解されている（小畑 1989、萩原 1989)。
初期細石刃石器群は、西北九州を中心に分布を示しており、同地域を窓口とする大陸・半島からの細石刃石器

群の波及経路が理解される。楔形細石刃核を主体とする細石刃石器群も同様の分布状況がある。この九州の楔形

細石刃核を東日本の湧別技法の波及と見る意見慄！島 1999、2000)もあるが、大分、宮崎など九州東部の分布が

僅かなことから、やはり西北九州地域が波及の窓口であったと考えられる。

ところで、対馬水道北側の韓半島における細石刃文化を代表する遺跡として、スヤンゲ、海雲台、上舞龍里遺

跡などがある。いずれも楔形細石刃核、船形細石刃核などが主体であり野岳型は認められない。また、これらの

細石刃石器群は、黒曜石、硬質頁岩等の石材を使用し石刃技法を保持する。石刃技法不在の遺跡群は、主に韓半

島の小白・蔵嶺山脈など脊梁山系の西南側に集中しており、細石刃核・石材は多様性を持っている。半島におけ

る細石刃文化の動向を見た場合、石刃技法の不在、組成の単純性など半島西側と九州島の細石刃石器群に幾つか

の共通点が見出せる。これを念頭に置いた場合、九州細石刃文化の波及経路として黄海の海岸沿いを介した大陸・

半島「ルート」も想定される。今後、半島西半の全羅南道の研究動向に注目する必要がある。

② 「神子柴文化」と細石刃石器群

九州における「神子柴文化」の問題は、船野型細石刃核と共に綿貫俊一、栗島義明らによって積極的に位置づ

けられてきた。ただし、川道寛が指摘するように神子柴文化を代表する石器群の本来の組成を持つものはない (JII
道 2002a)。また、西北九州では楔形細石刃核と共伴する。

綿貫は、九州北部地域に多久三年山・茶園原遺跡に代表される槍先形尖頭器石器群だけの「細石刃文化断絶期」

を想定し、その後に泉福寺 10層、福井洞穴m層を位置づけた（綿貫1999)。しかし、福井洞穴N層以後、「断絶」

した槍先形尖頭器の泉福寺洞穴6・5層における「再登場」の説明はない。ここでは、詳述しないが福井洞穴N層

と多久三年山・茶園原遺跡群の槍先形尖頭器が一系統で理解できるかという本質的な問題がある。

栗島義明は、「神子柴文化西進説」をとる。その前提として、西海技法に湧別技法の残影を求め、船野型細石刃

核を一系統に理解し大きな時期差を認めない。また、西北九州の船野型細石刃核の打面擦痕を東日本の湧別技法・

白滝型の影響と理解し、さらには神孔柴文化西進の根拠とする礫島 1999)。本地域における船野型の出現理解

については、近年の中国地方山間部の調査事例から筆者は、東日本あるいは韓半島などの影響を考えている。た

だし、この問題を断片的な要素から拡大評価し、さらには文化論にまで止揚する栗島の意見には賛同しない。少

なくとも個別器種のそれぞれの検討を行い総体として判断すべきである。いずれにせよ、九州各地の「神子柴文

化」資料の詳細な検討によって細石刃文化との関係も理解されよう。

暉源土器と細石刃石器群

九州地域における細石刃石器群と始源士器は不可分の関係にある。九州北部地域では、福井・泉福寺洞穴、城

ヶ岳平子遺跡、茶園遺跡、福岡平野では門田遺跡などに共伴事例がある。泉福寺洞穴では、隆起線文土器文化層

下位の 10c層下部に豆粒文土器単純層が存在する (JII道 2002C)。また、 10c層上部に豆粒文・隆起線併用文土

器が、 9層中に隆起線文、豆粒文土器群がそれぞれ存在し、豆粒文の影響を受けながらの型式推移と時間的連続

性が見られる。また、各文化層における特徴的な細石刃核の組成も一定の時間経過と理解できる。また、福井洞

穴皿層資料も同段階に含めて理解できる。ところで泉福寺洞穴では、隆起線文土器と爪形文土器は層位的に検出

され時間的な前後関係を持つ。ただし、前者は「貼付」、後者は「刺突」施文であり、土器施文法における型式的

連続性はない。爪形文土器段階は、茶園遺跡N層や門田遺跡の調査成果などにより、槍先形尖頭器や石斧が共伴

する石器群における大きな画期にあたる。九州におけるこれら石器群の起源は、爪形文土器系譜の中で理解でき

るかもしれない。たとえ同系統でなくとも石器群と土器群の大きな変化が一致することは草創期の中でも大きな
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画期として捉えられる。

このような視点で、九州最古の土器群と細石刃石器群の関係を捉え直した時、土器不在の泉福寺洞穴 11層細石

刃石器群が問題となる。 11層細石刃石器群は、基本的に長軸削片剥離で統一される。このような細石刃核形態は、

東松浦地域でも一定量認められ時期的設定ができる可能距り塙iい。また泉福寺洞穴では、 10層細石刃石器群との

技術的連続距理潔できる。ここに豆粒文以前の土器の段階を設定することも可能であろう。福井洞穴W層細石

刃石器群にも同様の問題がある。いずれにせよ、九州における細石刃石器群と始源土器の接触が一系統の波及に

より行われたのか、各要素それぞれ異系統の同時共存として理解するのか整理する必要がある。

師駈醗と細石刃石器群

古段階とされる石鏃石器群は、九州南部に事例が多い。宮田栄二は、鹿児島県加栗山遺跡例を最古段階に置き、

細石刃とは異なる石材利用や完成された形態から他地域からの波及とみる（宮田 1996)。これに対し、九州北部

地域における細石刃石器群と石鏃の共伴事例として茶園遺跡N層がある。茶園N層例は、脚部の尖る小型二等辺

三角形、平基などがある。これらは、型式的にも南九州の白鳥平B遺跡例などとも共通する。また泉福寺洞穴 4

層条痕文土器段階例よりも古段階に位置づけられる。現在、九州北部における石鏃の出現と細石刃の終焉が層位

的に捉えられるのは泉福寺洞穴だけである。ただし、茶園遺跡例から、爪形文土器段階以前に九州北部に石鏃が

登場するのは確実である。このことから、石鏃不在⑬珊石刃石器群が存在するのも事実である。狩猟具雌珊石刃

石器群とお即亦内で共伴せずに並行する段階も想定されよう。ただし、その場合石鏃石器群の保持する組成、剥

離技術などに細石刃石器群との共通性を見出せるかが、大きな問題となる。

以上、本論では九州北部地域における細石刃文化について考えてきた。その結果、幾つかの地域的特徴を指摘

することができた。ただし、層位的に課題を残す地域であるため、福井・泉福寺洞穴の成果によるところが大き

いのも事実である。そのため、今後も取り上げた対象資料の個別検討を繰り返し行っていく必要がある。その際、

小畑などによって提唱された細石刃剥離技術組織の理解は、重要な視点となるであろう。

本稿執筆にあったては、以下の方々にお世話になった。記して感謝したい。

岩永雅彦、小畑弘己、川道寛、志賀智史、辻田直人、高橋慎二、中原一成、久村貞男、藤木聡、松本茂、
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※ 分布図中の番号は、本論文末の遺跡一覧表の番号と対応する。遺跡名は一覧表を参照のこと。
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第2表 九州北部地域の細石刃石器群一覧表 （長崎 1)
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第 3表 九州北部地域の細石刃石器群一覧表 （長崎2). 
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第4表 九州北部地域の細石刃石器群一覧表 （佐賀）.. .. 
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第 5表 九州北部地域の細石刃石器群一覧表 （福岡）
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第 6表 九州北部地域の細石刃石器群一覧表 （大分）
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東南部九州地域の細石刃石器群

松本茂

I. 研究の経過

1-1. 調査・研究のあゆみと成果

列島初の細石刃石器群が発見された 1953年からやや時をおいた 1960年，九州では長崎県福井洞穴から細石刃

石器群研究の口火が切られた。60年代は，九州島内において続々と細石刃石器群が発見・調査された時期であり，

東南部九州地域の関連研究史上，重要な遺跡として鹿児島県上場遺跡(1966~74年調査），宮崎県岩土原遺跡(1968

年調査），同県船野遺跡 (1970年調査）などが挙げられる。その後1970~1980年代を通して資料の蓄積が進んで

ゆく過程で，西北部九州において確認された細石刃石器群と草創期土器群との共伴現象の存否が東南部九州にお

いても注視される一方，九州島内における細石刃核の形態・型式レヴェルの地域性も明らかとなった。南部九州

の畦原型（茂山・大野 1977) や加治屋園型（弥栄•長野 1981) といった特異な細石刃核の一群，あるいは土器だ

けでなく石鏃と細石刃石器群との共伴現象（牛ノ濱ほか 1981,出ロ・雨宮1990)などの確認はとりわけ重要な

トピックスといえる。

そうした研究の流れを受けて開催・実行されたのが三カ年にわたる研究会，『九州の細石器文化』であった（九

州旧石器文化研究会 1997,1998, 2000)。この研究会では九州各県の関連資料が集成され，縄文時代草創期ま

でを射程にいれた各種論議がおこなわれた。今回の発表もこの共同の成果に負うところが多い。

そこで明らかにされた九州島雌珊石刃石器群の多様な存在様態からは後期旧石器時代から縄紋時代への複雑

な展開が想定される。こうした様相については様々な解釈・説明が試みられており，細石刃石器群における西北

部九州から東南部九州への影響の評価や（宮田 1988),九州島における神子柴•長者久保文化の評価とも関わる

船野型細石刃核の編年的位置付けの再認識（綿貫1992,栗島 1993)などは特筆すべき見解といえよう。

また，石材利用論頃波田 1998,馬籠2002,宮田 2002)や組成論（杉原 1998,中原 1998),技術論 (!j咤t1998, 

宮田 1998),既存資料の再検討償黒川・桑波田 2000,松本2003)など，各論的にも研究の深化がはかられている。

今回，東南部九州地域の細石刃石器群出土遺跡を集成したところでは，計342遺跡を数えることになった。前

回， 1993年のシンポジウム閥降も，細石刃石器群出土遺跡は大幅に増加しており，その分布の南限も種子島まで

拡がった。以下に，列島南端を占める細石刃石器群の諸様相と研究の動向について触れてゆくことにしたい。

1-2. 研究の現状と諸課題

当該地域における調査・研究のおおまかな流れを確認したが，あらたな問題点も明らかとなっている。細石刃

石器群の出現（課題①）から消滅（課題②）に至る歴史的プロセスを把握する方向性から，具体的課題の抽出を

試みる。

課：東南部九州地域における細石刃石器群の出現

「当該地域における細石刃石器群の出現をいかに理解するか」は，古くかつ新しい問いである。

南部九州地域における出現期の細石刃石器群は，いわゆる野岳・休場型細石刃核単純相であるとの認識がなか

ば定着しつつある（宮田 1993,桑波田 1997,村崎1997)。ただし，大分県域や宮崎県域北半など東部九州地域

においてば野岳・休場型細石刃核の分布は希薄であり，地域差を考慮する必要がある。また，南部九州における

当該型式細石刃核は黒曜石製の資料が卓越するが，東部九州では形態・型式を問わず黒曜石製のもの自体が少な

い傾向にある。かわって東部において主体を占めるのは大野川・五ヶ瀬川流域にみられる流紋岩やホルンフェル
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スを用いた船野型細石刃核である。

このような状況を確認するならば，当然東部九州における細石刃石器群出現期の理解が問題となってくる。

すなわち，九州島における出現期の細石刃石器群が，一律に野岳・休場型によって占められていたとすれば，東

部九州と他地域との間には出現の時間差を想定せねばならなくなる。逆に，両地域の細石刃石器群の出現にさほ

どの時間差を認めない立場からは黒曜石製野岳・休場型細石刃核単純相の石器群以外に，東部九州の細石刃石

器群の初現を求める必要が生じるのである。こうした観点からは中・四国地域の状況との関連も見逃せない。

細石刃石器群に先行する石器群としては，ナイフ形石器群が第一候補に挙がる。ナイフ形石器群との共伴関係

を積極的に認める見解としては，安蒜政雄氏 (1979)や材晰康弘氏 (1981,1993), 橘昌信氏 (1973,1979) 

らの論考が挙げられる。これら頃珊石刃石器群荷担集団とナイフ形石器群荷担集団が同一であれ別個であれ，両

者の石器製作技術が同時期に共存したとする考えである。

対して下川達禰氏と萩原博文氏の見解はナイフ形石器群との連続性を認める点では似ているが，共存する可能

性に言及するのではなく，福井洞穴可層の小石刃石核の技術的様相に細石刃生産技術の祖形を求める考えである

（下川・萩原1997)。

また，当該地域の細石刃石器群が自生なのか（萩原1986,松浦1993),他地域からの伝播なのか（木暗1993,

島立1993)といった切り口からも先行研究の諸見解に異同を認めることができる。

先行研究にみられる諸見解は，今後“先行する石器群との接続”と“発生の契機＂という二つの視点から整理

される必要がある。

課：東南部九州地域における細石刃石器群の終焉

当該地域の細石刃石器群の終焉は，北部九州地域と同じ土俵のうえで‘縄紋草創期の細石刃石器群＇の消長を

説明・解釈する必要がある。

ここではいくつかの先行研究を概観しておく。

宮田栄二氏は南部九州地域の細石刃石器群を次に示す三つの編年段階に大別した（宮田 1993,1996)。

I期：古相の野岳・休場型単純段階

II期：古相・新相の野岳・休場型を主体とし船野型・畦原型・加治屋園型が共伴。この段階の終末期には石鏃が

出現。

皿期：新相の野岳・休場型を主体にし，福井型やブランク形成をおこなう加治屋園型が共伴。石鏃にくわえ土器

も出現。

とりあげるべき重要な論点として，“石鏃の出現”ど南部九州における細石刃石器群と土器との共伴”がある。

また，野岳・休場型細石刃核の時間的変容も見逃せない。この点について宮田氏は新相の野岳・休場型を「南

九州型」と仮称し弁別する必要を説く（宮田 1996)。

萩原氏は，縄紋時代草創期の細石刃石器群を検討する論考中において，東南部九州地域の様相について言及し

た (2001)。西北部九州の細石刃石器群と東南部九州の技術的共通点の指摘や，草創期土器群との編年的関係に

ついて触れている。特に，西北部九州に爪形紋土器が出現した後にも東南部九州や本州・四国に隆起線紋土器や

豆粒紋土器が残存した可能性を指摘した点は検討に値する。

綿貫俊一氏の論点は大きく二つある。第一点は 90年代に至るまで半ば定説となっていた船野型雌福年的位置

付けを新しく神子柴・長者久保文化並行期とした点である凍島 1991,綿貫 1992)。第二点は西北部九州におけ

る細石刃石器群の残存現象に関連した，‘細石刃が欠落した九州の長者久保・神子柴文化並行期"='細石刃断絶

期"(ki讀 1999)の提唱である。とりわけ後者の論点は細石刃石器群の出自や展開する時間軸，石斧や槍先形

尖頭器との関係など検討すべき多くの項目と関連しており，その妥当性について諸側面から検証する必要がある。

雨宮瑞生氏は‘細石刃核および細石刃の幅狭化現象”（雨宮1991,1992a・b, 1996)という論点を示し，最

近では“幅狭化に逆行する幅広化現象”（雨宮2000)についても言及している。雨宮の所説のうち，南部九州に

おける細石刃核・細石刃の“幅狭化現象”を，福井洞穴2・3層に代表される西北部九州の細石刃石器群の影響
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のもとに起こった現象と考え，製作技術の様相にみる異質性とば胡IJに，両地域の共通性と捉えた点は肯定的に評

価できる。ただし，現象面の類似性を指摘したにとどまり，その背景の説明は今後の課題として残されている。

終焉に関わる問題は西北部九州地域の草創期に残存する細石刃石器群を見据え，共伴土器や，細石刃・細石

刃核以外の石器組成などを考慮して検討する必要がある。

1-3. 小結

問題の解明に向けては，基礎的データの整理と同時に，とくに船野型や野岳・休場型細石刃核にかかわる形態・

型式論や石材利用論などについての方法論的整備（課題③）もおそらく必要となる。上述の課題とその解決策を

探るために，次章以降当該地域の細石刃石器群について諸側面からの検討をおこなう。

II . 遺跡の分布について（「小地域区分と細石刃石器群出土遺跡の分布」参照）

11-1. 熊本県域（※ 水俣市域は便宜的に鹿児島県城（上場・石飛高原）に含めた。）

A 球劇l止流域 人吉盆地を中心に球磨川流域の河岸段丘や丘陵上に 15遺跡が分布する。細石刃核の出土数

が最多の城焉場遺跡第2地点においても23点にとどまっており，遺跡の規模は概して小さい。

B 天草諸島 詣典各所に7遺跡が確認されている。いずれも表面採集による確認であり，現時点では小

規模な遺跡が点在する様相が窺える。

11-2. 大分県域

c周防灘沿岸 駅館川下流域を中心に小規模な遺跡が分布する。

D 別府湾岸北部 国東半島の付け根八坂川流域の南岸の台地と別府湾に臨む台地上に遺跡が確認されてい

る。いずれも小規模な遺跡である。

E 別府湾岸南部 大野川・大分川下流域の台地を中心に遺跡が分布し，大分川上流域の湯平高原にも 1遺跡

が確認されている。

F 大野川中・上流域大野川流域の本流・支流沿いに発達した河岸段丘や台地上に28遺跡が分布する。大野郡

域でば即亦が比較的集中して確認されている。

11-3. 宮崎県域（※ えびの市近辺は便宜的に鹿児島県域 011内川上流域）に含めた。）

G 五ヶ淘II淘或 中・下流域の河岸段丘や台地を中心に遺跡は分布し，上流域には少ない。

H 耳川・五十鈴川流域両河川の下流域日向灘沿岸の台地上に遺跡が分布する。上流域に分布ば去がらない。

I宮崎平野部 小丸川，ーツ瀬川，大淀川を中心とする大・小河川が開析する海岸段丘，台地 Gm称“原

（はる）”と呼ばれる地形）上を中心に遺跡が多く分布し， 78遺跡を数える。

J 清武川・加江田川流域両河川に開析されたシラス台地上に遺跡が確認されている。

K 大淀川中・下流域流域沿いの河岸段丘，台地上に遺跡が散見される。

L 大淀川上流域 流域沿いや都城盆地周辺の台地・丘陵上に 10遺跡が確認されている。細石刃石器群包含層

より上位にローカルなテフラの堆積が著しい地域であり，当該時期の遺物の検出事例に乏しい。

潜在的な遺跡密度は低くないと推定される。

11-4. 鹿児島県域（※ 出水郡の島嶼域は熊本県域ぽ：草諸島），福山・財部・末吉町域は宮崎県域は淀川上

流域）に便宜的に含めた。）

M 曲迂嘩 折口川流城に4遺跡力囃認されている。いずれも表面採集資料であり，小規模な遺跡が点

在するものと推定できる。

N 上場•石那即原黒曜石原産地（日東）を控え，丘陵上に比較的集中して遺跡が分布する。

〇川内川下流域 本流・支流沿いの台地上に遺跡が点在する。黒曜石原産地（上牛鼻）が所在する。

P 川内川上流域 大口市の羽月川 011内川支流）の台地上に遺跡が少数確認されるほか，栗野盆地周辺に小

規模遺跡が集中して分布する。宮崎県側えびの市域にも遺跡は点在する。桑ノ木津留，上青木

などの黒曜石原産地が所在する。
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Q 薩摩半島北部 小規模河川に開析されたシラス台地上に遺跡が多く分布し， 42遺跡を数える。大規模な遺

跡も多い。縄紋草創期遺跡も多く分布する。

R 薩摩半島南部 半島全域の台地上に遺跡は散在するが，万之瀬川流域には比較的集中して確認されている。

s姶良台地 天降川の中・上流域に沿った台地上に遺跡が散在する。小規模な遺跡が多い。

T 鹿屋原台地 高須川下流域の台地上に集中して遺跡が分布する。大規模な遺跡の割合も高い。

u志布志湾岸 志布志湾に注ぐ小規模河川沿いの台地上に遺跡は散在する。

v種子島 現在， 5遺跡が確認されており，縄紋草創期遺跡も目立つ。

Ill. 細石刃生産技術と石材について

これまでに確認されている当該地域⑬羅石刃石器群について，詳細な細石刃生産技術の復元が可能な接合資料

はさほど多くない。加治屋園型の細石刃核を含む接合資料や，大分県下の船野型細石刃核を含む接合資料などが

あるが，少数にとどまる。より徹底した接合作業を推進する必要があるが，原石および殉亥の状態から推しても

比較的単純な技術から生産される細石刃の存在も窺える。そこで，ここではさしあたり残核形態，素材供給パタ

ーン，使用石材の三つの観点からの整理を試みる。

111-1. 残核の類型設定

当該地域の細石刃石器群に関連して，これまでに数多くの残核型式の設定がなされてきた（表1)。ここでば既

設定の型式について，いったん形態レベル ~M:ffro に引き戻したうえでの再構成を試みる。

細石刃核残核の形態的特徴から， 13類型を設定する。

1類 … ポジおよびネガを呈する複数の剥離面から構成される分割礫を素材とし，作業面側からの打面調整

を施す。しばしば罪蒔注を伴う。各種石核調整を伴うことも多い。打面転位をおこない，複数の作

業面を有する資料を含む。作業面幅は狭いか石核周囲をめぐるように残存する侶野岳・休場型）

II類… I類とほぼ共通する仕様であるが，打面調整を施さない。侶休場型）

Ill類… I類と共通する素材ないし剥片を素材とし，幅広い作業面を設定し，打面調整を施す。背面は自然

面が残存するか，石核調整を施す。残核形態は概して扁平になる。告位牌塔型茶園型，扁平型）

N類 … 板状を呈する剥片の側面・原礫の平坦な自然面を打面とし，打面調整を伴わない。石核調整はみら

れない。（司南九州型）

V類 … 亜円礫・亜角礫の自然面を打面とし，打面調整・石核調整をおこなわず，細石刃生産を開始する。

VI類 … 円礫を半割した分割礫を素材に用い，分割面を打面とする。ごくまれに作業面側および側方からの

打曲調整・形成が観察される。（与畦原型）

VII類 … 扁平礫を複数個に分割した素材を用い，その分割面を打面とする。縦形スポールの剥離工程や，下

縁調整，背縁調整などを伴うこともある。（号加治屋園型）

圃類 … 厚手の剥片や分割礫を素材とし，その主要剥離面や分割面を打面とする。細石刃剥離にさきだち，

打面から側面調整を施す。底面に素材の礫面や剥離・分割面が位置し，細石刃剥離作業面を正面に据

えたシルエットが逆台形ないしU字形を呈する。打面調整は観察されない。（与船野I型）

l澤．．． 素材や打面からの側面調整を施す点はV類と共通する。異なる点として，底面を持たず，下縁調整

をしばしば伴い，細石刃剥離作業面を正面に据えたシルエットば逆三角形 W字形）を呈する。打面

調整は観察されない。ごく少数のみの確認であるが，打面転位をおこない，複数の作業面を有する資

料を含む。（与船野1I型）

X類 … 素材となる剥片の主要剥離面を側面に設定し，他の分割面や自然面を打面として細石刃剥離をおこ

なう。側面調整や下縁調整を伴うが，省略されるものも多い。（与上下田型）

XI類 … 両面調整体もしくは剥片素材の片面調整体などを細石刃核母体とし，後に作業面となる小口側から
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縦形スポールを剥離し打面作出をおこなう。侶福井型）

XII類 ・・・ 両面調整体・略両面調整体を素材とし，小口からの細石刃剥離の進行方向とほぼ直行する方向から

の打面形成・調整剥離（側方打面形成・調製）を施す。小口側からの打面調整をしばしば伴う。(~泉

福寺型）

XIII類 ・・・ 主に剥片を素材とし，剥片の側縁を切断する格好で打面を確保する。この際，側方打面形成・調整

および下縁調整を伴う。小口側からの打面調整をしばしば伴う。侶岩土原型宇久島型）

類似の試みは小畑弘己氏 (1983)や桑波田武志氏 (1998)によっても既におこなわれており，それとの対応も

示しておく。なお，従来の大勢とはやや方法を違え，必ずしも全ての細石刃核に型式を設定する必要を認めず，

新たに「無型式」というカテゴリーを設けている。

表1 東南部九州地域における既設定の細石刃核型式と残核の類型区分

型式名 残 I設定論文また（＃諒文献 小畑1983 桑波田 1998 備考

野岳・休場型 I 鈴木忠1971
—.-----------------+------rr—---t--~198i·------------------------+------~-~-------+------------: ―----------1-----------------------------------

ニ―[-―
這 1981
ー..一..一..一・
下川・萩原1997

宮田 1996

茂山・大野1977,茂山 1980

BI B
 

m
-
W
-
V
I
 

DI ’
 

II 
A
 

B
-
_
 

加治屋園型 VI, VIl 弥栄•長野 1981 Dl,D11 A-11,A-lll 
；暉.iii/¥扇;・-----+---vi.-・;而―---t賓亘；，屈―-----------------------1—― ·-oi:-·i>-ii—十—A五，．．＼こ面――↓----------------------------------
加治犀園甜B類
"' 

船野型

vn 宮田 1988

I. Vlll, IX I鈴木忠 1973,橘 1973

船野第2地点タイプ
-----------------
福井Nタイプ
-----------------
市ノ久保タイプ

ー・，
上下田型
ー・

岩土原型

Vlll 杉原2000

IX, X I杉原2000

寧

89

暉瓦x
 

II

一c

D
 

A-Ill, D-II 

一C-la・b 

C-Ila・b 

船野I型 VlII 綿貫1992 C C-1 a 
・ー船iffiii・-・—• • 一••一・+ー・・ー・・五・-・・一．●|五如―••ー••一••一••一••一••一ー・・-1-一..一••ー・・c··-—+··一・・ー・・c二ii.. ;・・ 一・・-・・一<・-・・-・一••一・・ー・・—••一··-··一・・-・・一•

c
 打面上擦痕ある例を含む

C
I
I
 

B
 
一

C-Ia 
ー・・-・・ー..一
C-Ib 
．．．．． 
C-Ila 

C-lb 

C-lb 

D-I b', D-II 

~ 1 XI. XII 頭 1979,橘1979,小畑1987 Al D-la ー..ー・•一..一•• ー..一..一・・ー・・ー・・ ・・ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・ ・・ー..一..一..ー..一..ー..一..一..一..一..一..一..一・ー..一..一..一..一•• 一・・----一..一•• 一..一..一..一..一..一..一•一..一..一..一•• 一..一••一•• 一..一..一..一..一・
泉翫型 XI t小畑1987,白石1998 j All t D-1 b 1泉福寺10層（白石1998)

羽 IlI型 XIII 多田2001 D-II 一棗~~-m三·+—．一x五―··t・・函函―••一··-··-··-··一••一··-―1-一• 一••一••一··-··-··-t-·· 一••一··-··o~----一・一··-「元―シーグ面i珍五―••一••一・
白滝型・札滑型 栗島2000 縦形スポール，打面上擦痕

1-一―--------------------------______ ..1, _________—上—-----------·鱈式 ↑ 任意 1 - 「 螂・空間のいずれの表象とも評価できない事例。
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111-2. 素材供給バターンからみた細石刃生産

細石刃生産のために用意される原材のサイズや，細石刃・細石刃核以外のトゥール製作との関係から，大きく

三つの素材供給パターンが認定できる。ただし，接合資料によって検証できる例は少なく，残存する自然面の在

り方や同一母岩を構成する石器組成などの観察からの設定であり，今後の検証を必要とする部分も多い。

バターン 1 … 細石刃核プランクを準備し，細石刃生産を開始するまでの過程において，打面作出剥片，打

面，石核調整剥片など種々の剥片を剥離する。これらの剥片が主に削器の素材として供給され

たり，あるいは二次加工痕ある剥片，微細剥離痕ある剥片などの素材となるものと考えられる。

細石刃核プランク以外のトゥールの素材は，目的的に獲得するというよりは各工程において

その都度生産される剥片から目的に合致したものを選択するといった在り方が想定される。

バターンII … 細石刃核プランクを準備し，細石刃生産を開始するまでの過程が，パターン Iょりも定形的

であり，各工程の独立性の度合いが相対的に高い。打面作出に先立って細石刃核プランクの成

形をおこなうグ）レ—ブであり，打面作出の際に剥出されるスポールを彫器の素材に供給する場

合がある。

バターンIll … 製作される細石刃核のサイズが小さく，その素材となる原材自体も小さい。あるいは一個

の原材から複数個の細石刃核プランクを獲得する場合もあるが，副次的に生産される剥片は他

のトゥールヘの素材とはなっていない。細石刃生産をおこなう母岩と，他のトゥールの生産に

関わる母岩とが独立している可能性が高い。

111-3. 石材原産地と石材利用の動向

当該地域の石材原産地について大局的は世握するならば大分県域•宮崎県域北部の流紋岩（ホルンフェルス）

原産地鹿児島県域・熊本県域南部を主とした黒曜石原産地を二つの核とし，各地にその他のローカルな有用石

材 Cf!岩，チャート，水晶，鉄石英，凝灰岩，ホルンフェルス）が点在するといった様相を示す。ただし，宮崎

県域太平洋沿岸部や鹿児島県域東部および種子島などで使用されている石材について，従来肉眼的に流紋岩と判

断されてきたものが当該地域を構成する四万十層群中に含まれる頁岩であるとの新知見がある。これは石材流通

論にも関わる重要な事柄であり，今後より精緻な石材判定を進める必要がある。

石材流通論に関しては宮崎平野部の細石刃石器群中に針尾産黒曜石や阿蘇象ヶ鼻産ガラス質溶結凝灰岩など

の遠隔地石材が少量ながらも存在することが確認された。西北部九州産の黒曜石については大分県域鹿児島

県域・熊本県域の東シナ海沿岸部では以前から確認されていたが，宮崎平野部での確認はより広域な石材流通圏

の存在を示すものといえる。今後流通）v-トの問題を含めた多角的な検討な必要とされる。

以上みてきたように，今後検討すべき課題は多いが，現在確認されている当該地域の細石刃石器群は使用石材

の在り方において，二つのグ）レープに大別できる。

Aグルーブ

Bグルーブ

黒曜石の,j礫を素材とすることが多く，チャート・鉄石英，水晶なども用いられる原石サイ

ズおよびプランクとなる分割礫・剥片のサイズは小さい。

流紋岩，凝灰岩，頁岩，砂岩などを用い，原石のサイズは拳大前後が多い。

ill-4. 小地域にみる様相差

前節までに，残核形態，素材供給パターン，石材利用の三つの観曲から細石刃生産の様相を整理した。ここで

石器組成も含めて各項目を総合し，小地域毎に代表的な遣跡を概観し，様相をまとめておく。

熊本・鹿児島県域
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球磨川上流域では城罵場第2地点，白鳥平Aなどで，残核 I類が優勢な傾向がみられ，わずかにII・皿類が伴

う。素材供給パターンは皿石材利用はAグ）レープを示す。別府ではII, V111, IX, X Iの残核類型がみられ里

の城ではこれに I.V類が加わる。ただし，いずれも同時期性は保証されない。隆起線紋土器を伴う可能性があ

る狸谷遺跡では残核I.N類がある。

天草諸島・出水丘陵は，表面採集資料からの観察になるが，素材供給パターン皿，石材利用Aグ）1,-プの残核

I, II, ill, N類に加え，素材供給パターン Iの可能性がある残核X皿類もみられる（涼松）。

上場・石飛高原では，日東を中心とする近傍産黒曜石に加え，桑ノ木津留産などのやや良質の黒曜石も素材と

して利用されている。西北部九州産の黒曜石も入っている可能距況笥い。残核I.II類，素材供給パターン皿

石材利用はAグ）レープが優勢であり，上場遺跡などで観察される残核X皿類なども，素材供給パターンとしては

皿である可能性が指摘できる。

川内川上流域には桑ノ木津留，上青木などの黒曜石原産地が確認されており，えびの市内の遺跡ではそれらの

疇石を用いた庫 I,N, X皿類が認められる。迎称では桑ノ心車留産と推定されるやや勲濯石小円礫に下縁

調整の認められる例もある。木場A-2でも，やはり近傍産黒曜石の扁平礫の自然面を打面としながらも，スク

レイパーエッジ状の下縁調整を施す例が認められる。また，矢岳高原第4では上牛鼻産黒曜石を用いた残核X

皿類が1点ある。一方，山崎Bでは小円礫を素材とした残核皿類が2点みられる。他に桑ノ木津留，上牛鼻産黒

曜石素材の残核I類が認められるが，同時期性の保証はない。

注目されるのは新開原における西北部九州産黒曜石の可能陀り塙iい残核XI.X皿類の存在である。素材供給

パターンも， IIの可能性を考慮する必要がある。

川内川下流域では，西ノ平の残核暉類が注目される。他に I類を伴う。成岡ではI, II, ill, N, V, V111, X 
皿と多様な残核類型があるが，同時期性は保証されない。ただし，ほとんどが素材供給パターン皿石材利用A

にあてはまるものと考えられる。床並Bでは残核 I,皿類を中心とした，まとまった資料がある。鹿村ヶ迫では，

上牛鼻産黒曜石を素材とした残核II,V111, 区類があり，三者が連続的な様相を示す点で注目される。いずれもサ

イズは小さく素材供給パターンは皿であろう。未報告ではあるが，大栴では西北部九州産の黒曜石を用いた残核

XII麟あり，注目される。

薩摩半島北部は大規模な遺跡も数多く，士器を伴出する例も多い。横井竹ノ山では石鏃無紋土器とともに，

残核I.II, N類が認められ，他にX皿類のブランクの可能距洞蹄筒される資料の存在が指摘されていたが，隣

接する箇所を発掘した最近の調査でもXI.XII, X皿類の存在が鵬忍されている。また，付近の瀬閂頭では

砂岩やチャートなど在地石材を用いたXII,X皿に類する残核が認められ注目される。とくにチャート製の石ヶ

元型（小畑1987)に類する資料はやや特異な印象を受ける。

加治屋園では素材供給パターン皿の I, II類残核に加え，在地の三船産黒曜石製の珊類のプランクと考えられ

る資料がある。これらの資料群の素材供給パターンとして， mのほかに 1が想定できる。特に留意すべき器種組

成上の特色として掻器・削器類の卓越がある。

加栗山ではユニット毎に様相を違える。たとえば，大形の石皿と石鏃を含む18ユニットは残核I,II類
素材供給パターン皿石材利用A,同じく石鏃を含む29ユニットでは残核区 xm,VI類が中心となり， I, 

II類に類する資料にも下縁調整が認められる例が目立つ。素材供給パターンは皿石材利用はAである。 31ユニ

ットでは残核I類のほか， II,V111, IX類があり，後三者が卓越する。 32ユニットでは残核II,VII, X類があり，

定型的な掻器を伴う。最近おこなわれた再検討作業によって，ユニット間の接合資料の存在も明らかにされてお

り 0011・桑波田2000),今後も多角的な検討が望まれる資料群といえる。

このほか，未報告の仁田尾の膨大な資料群や炉堀や前山の打面上擦痕を有する事例など，今後の検討を待つ事

例が薩摩半島北部には多くある。

薩摩半島南部も資料の増加が進んでいる。登立や帖地志風頭と細石刃核が100点前後にのぼる遺跡も目立つ。

また，水迫では細石刃石器群に伴う可能性のある竪穴住居跡も検出されており，多角的な追求・検証が試みられ
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ている。登立では，残核XIII類のブランクや， XI類に伴う可能距りゞあるスポールなどが注目される。志風頭で

は残核I,II , VIII, IX, XIII類と多様な潤斗が認められるが，素材供給パターンはほとんどがII1であり，一部

Iの可能性り考慮される。土器や石斧，槍先形尖頭器との共伴が報じられた帖地においても多様な細石刃核形

態が観察される。 IA・B区では素材供給パターン皿石材利用Aの残核 I, II , VIII, IX類と，素材供給パタ

ーン I,石材利用Bの残核VIII,IX, X類から構成される二大別群が認められる。黒曜石が多用されるが，大半が

三船次いで上牛鼻と近傍産石材で占められており，わずかに針尾など西北部九州産の黒曜石が入る。 2A区で

は，残核区 X類の豊富な接合潤勃囃認され今後⑬支術論的検討に資するところが大きい。

姶良台地の石峰では残核I.II類素材供給パターン皿，石材利用Aといった様相が認められる。ブロック

外において検出された打製石斧も注目される。星塚では素材供給パターンIII,石材利用Aの残核 I,V類に伴

って，残核W類が1点確認されている。 W類の消長を探るうえで注目される。

鹿屋原台地の西丸尾では，残核 I, II, III類のまとまった資料があり，素材供給パターンIII,石材利用A (JJ< 

晶脚雇石）といった様相を示す。器種組成としてわずかな掻・削器類のほかに磨・敲石と礫器が一定量存在す

る点で着目される。榎崎A, Bにおいても，石斧を加え相似た様相がみられ，当該小地域の特色といえるかも知

れない。榎崎AのCプロックでは残核I類に伴ってW類があり，姶良台地の星塚とともに注目すべき資料といえ

る。

志布志湾岸では，道重倉園B,井手平において，残核I類がI少数確認されている。石材利用はAであり，黒

曜石，タンパク石が用いられている。そのほか，中原から残核W類が2点検出されているが，器種組成などは不

明である。

種子島の細石刃石器群も 5遺跡を数えるまでになった。いずれも石材利用Bグ）レ—プに属する頁岩を用いた残

核VI,VII類であるが，素材供給パターンは今後の解明に待つところが大きい。銭亀遺跡では残核同士の接合資料

もあるらしく，期待される。

大分県域

周防灘沿岸は遺跡数は少ないが，特色ある資料が確認されている。桐ヶ迫では円礫を四分割した素材を用い，

わずかな打面調整を加えるほかは石核調整を施さない残核が1点背面に自然面を残す細石刃が2点確認されて

いる。いずれの資料も西北部九州産黒曜石を用いる。

尾畑では残核区類が2点確認されているが，いずれも姫島産の黒曜石を用いる点で注目される。

別府湾岸北部では西北部九州産黒曜石を用いた残核XI類が複数検出されたエゴノクチが注目される。スポー

ルも確認されている。早水台においてもXIII類と思われる資料があるらしい。また，目久保第1では有舌尖頭器

が2点確認されている。

別府湾岸南部では様相の分かる遺跡が少ないが，丹生の資料からは残核仄類が安定して存仕する様相が窺

える。

大野川中・上流域に含まれる遺跡の多くは素材供給パターン I,石材利用Bであり，残核区類が主体となる

資料群である。市ノ久保松山，上下田，宮地前，牟礼越などが挙げられる。器種組成上の特色として，尖頭状

削器をはじめとする各種削器があり，市ノ久保宮地前では定型的な掻器も含まれる。これら掻・削器類は素材

供給パターンIに包摂される可能距り塙いと考える。別個の素材供給のもとに，市ノ久保，松山，上下田で観察

される石斧，上下田の槍先形尖頭器などが製作されている。少量ではあるが，素材供給形態皿石材利用A(西

北部九州産黒曜石，チャート）の残核 I,III類が伴う。三反田では素材供給形態皿石材利用A (西北部九州産

疇石）の残核 I類が単純に確認されている。一方では表面暉癖4ながら，安面ではやや形膨磯相を違え，

自然面や剥離面で底面が構成される残核珊類が主体となる。

大野川上流部の政所馬渡では西北部九州産黒曜石と在地と思われる瑞瑞を用いたXI類が確認されている。ま

た，田良原B,奥畑からも西北部黒曜石製の残核XI,XII, XIII類が砿認されている。

宮崎県域
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五ヶ瀬川流域では，最近，爪形紋土器が確認された阿蘇原上がある。残核XIII類がまとまっており，これに土

器槍先形尖頭器，掻・削器類が組成に加わる。一見西北部九州的な様相にみえるが，石材はチャートや水晶，

流紋岩，ホルンフェルスといった在地石材をもっぱらとする。素材供給パターンはIの可能性が考えられる。

残核XIII類は，他に岩土原，林でも確認されている。岩土原，慈jj艮寺霊苑，赤木，片田などでは残核IX類が主

体となる。他に残核I類力叩庫源上，岩土原から確認されている。なお，岩土原の隆帯上に爪形紋を施す土器片

については縄紋草創期中葉以降に比定でき，細石刃石器群とば峙期的に分離できるものと考える（松本2003)。

耳川・五十鈴川流域の様相は資料数も少なく明瞭でないが，分布論的に重要な地城である。寺迫では残核VI類

が採集されており，現在のところ畦原型分布圏の最北限となる。また，仲野原第2では残核仄類とともに 1類も

安定して確認されており，五ヶ測II流域と頃策相を違える。 I類は黒曜石を用いており，今後原産地の特定が

望まれる。

宮崎平野部および清武川・加江田川流域では多種多様な細石刃石器群が確認されている。船野第2地点では残

核珊類が組成上の特徴となっている。船野第1点では残核IX類が主体的であるのと対照をなす。残核珊類は，田

上，七野第4からも確認されている。いずれも素材供給パターン I,石材利用Bの様相である。

井野では，残核VI類のみが6点まとまって確認されている。長薗原でも 10点の残核VI類が確認されこれに

残核IX類が2点伴っている。表面採集資料ながら通山においても 7点の残核VI類が確認されている。これらはい

ずれも素材供給パターン皿石材利用Bの様相である。下屋敷では残核II,N, IX類，素材供給パターン皿石

材利用Aの様相を示している。針尾産と思しき石材もあり注目される。

宮崎平野部および清武川・加江田川流域は現在発掘中，整理中の遺跡においても多くの細石刃石器群が確認

されており，諸形態・型式の相互関係について，今後の解明に待つところが多い。

大淀川中・下流域では最近報告された小田元第2が注目される。素材供給パターン I,石材利用Bの残核IX

類と，素材供給パターン皿石材利用Aの残核 I, II, N, V類，素材供給パターン皿石材利用Bの残核VI類

が同一文化層から検出されている。ただし， VI類3点は他とやや離れて分布しており，示唆的である。

大淀川上流域では池増の素材供給パターン I,石材利用B,残核形態VIII,IX類のまとまった資料があり，と

くに珊類が高率に含まれることが注目される。また， W類のヴァリエーションを考慮するうえでも重要な石器群

である。最近，発掘・報告されている城ヶ尾桐木耳取では素材供給パターンIII,石材利用Aの残核形態 I,

II, III, 暉などが層位的に分離できるかたちで検出されており注目される。

IV. 編年について

以上に概観してきた東南部九州地域の細石刃石器群の様相を踏まえ，編年試案を提示しておく。その際示標

となるのは，層位的にも古期であり，九州島内の他地域との形態比較のうえでも出現段階に位置付けられる西丸

尾遺跡の残核皿類である。これに少量のII,IX類が伴い， I類は細石刃生産の工程差として皿類と連続的に理解

することができる。いずれも，素材供給パターン皿石材利用Aであることが重要である。

また，新しい段階の示標として示標として，西北部九州の動向と連動する可能距り塙iい，各種石核調整上の特

徴（側方打面形成・調整下縁調整）および細石刃核体形の扁平度＝作業面幅の狭小性が挙げられる。

上述のとおり，東南部九州地域の範囲内においても細石刃石器群の様相差＝地域差が著しいことが確認された。

そこで，編年を組む際には小地域針究合し，大きく三つのエリアを設定して整理しておく。そして，出現期，

展開期，終末期の三つの編年段階をエリア毎に追うことにする。

エリア① （球磨川上流域上場・石飛高原，天草諸島，出水丘陵川内川流域薩摩半島）

出現期の石器群として，床並Bの1, 5ブロック，成岡のBユニット（一部）などが挙げられる。城焉場第2

地点，白鳥平Aは球磨川上流域では比較的古い様相を示すものと考えられる。素材供給パターンm,石材利用

Aという様相が剋記的である。
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展開期には，加栗山の25,31ユニットなどの様相を想定しておきたい。素材供給パターン皿，石材利用Aと

いう街を前段階から受け継ぐが，残核形態にはII,IX類などのヴァリエーションが加わり，高率を占める場合

もある。廊寸ヶ迫もこの段階に入る可能性がある。また，素材供給パターン I,石材利用Bという様相の開始も

この段階に想定される。小牧3Aなどが相当する。

終末期は九州島内の細石刃石器群が広範囲にわたって連動した変化を遂げる過程であり，各地域毎の様相差を

保ちつつも，共通した技術的特徴を看取することが可能な段階である。土器や石鏃の出現をこの段階中に想定し，

それを境に前半と後半に分ける。

前半は，加栗山29,30, 32ユニット，帖地2A区などがあり，素材供給パターン I,石材利用Bの残核区

X類力喘徴的である。

後半は縄紋草創期の細石刃石器群であり，多くの遺跡が認められる。高度なシステム化は達成していないが素

材供給パターンIIに類する技術的様相を持つ加治屋園大栴，炉堀前山，瀬戸頭，新開原などが代表的であり，

西北部黒曜石製の残核XI,XII, X皿類力潮成する。横井竹ノ山，成岡などもこの段階が想定される。

エリア② （耳川・五十鈴川流域，宮崎平野部，清武川・加江田川流域，大淀川流域，姶良台地，鹿屋原台地，志

布志湾岸，種子島）

出現期として，西丸尾榎崎B,星塚，城ヶ尾II~N文化層，船野第1地点の黒曜石製の残核 I,皿類がある。

他にやや後出する様相として上ノ原と赤木を付け加えておきたい。上ノ原の流紋岩製の残核 I類が同じく流紋岩

製の残核仄類と共存する様相は赤木と共通し，型式名でいえば一見したところ船野型の範疇に入る赤木の細石刃

核の一群は打面調整を省略した野岳・休場型と捉えたほうが理解しやすい。赤木のなかに打面調整を有する例や，

砲弾状の残核が認められる様相は通常の船野型細石刃核を含む石器群の様相とは若干の差がある。流紋岩製の

砲弾状残核は霧島遺跡からも確認されているが，報告後の再検討において打面再生工程が確認されており，これ

も残核I類（野岳・休場型）の範疇で理解できるとすれば，出現期に近い時期に位置付けられる可能性も残す。

展開期としては，小田元第2地点の第W類を除いた様相，船野第2地点，前原西，池増などが考えられる。素

材供給パターン皿，石材利用A,残核 I, II, V類と素材供給パターン I,石材利用B,残核形態Vlll,IX類の様

相が併存する。

終末期前半としては船野第1地点，塚原などが挙げられるほか，表面採集の多くがこの段階に該当する。

終末期後半としては井野など小形の残核VI類がほぼ単純に確認される様相力璃えられる。また，未報告ではあ

るが，唐木戸第3などで残核W類とxm類が紺半しており，この段階に比定できる。確実な残核XI,XII類の

例は未確認であるが，南学原第1, 築地原などにその可能性が残る。下屋敷では肉眼的に針尾産と推定される黒

曜石製の残核仄類と，南部九州産の黒曜石を用いた残核N類が共伴しており，エリア①と共通した終末期の一様

相を示すものと考えられる。

エリア③ 凋防灘沿岸，別府江湾岸，大野川流域，五ヶ瀬川流域）

出現期としては桐ヶ迫，三反田，松山（表面採集された黒曜石製の残核皿類），阿蘇原上の残核I類などが挙

げられるが，エリア②において言及したような在地石材を用いた出現期の石器群は未確認である。

展開期としては，安面，長谷などにその可能性が考えられるが，様相は判然としない。

終末期前半としては上下田，松山，市ノ久保宮地前，牟礼越のほか，多くの遺跡が該当する。展開期から

継続する素材供給パターン I,石材利用Bであるが，別個の素材供給形態として石斧・尖頭器などを組成に含む

ようになり，残核もIX,X類が主体となる。これに少量の素材供給パターン皿石材利用A(チャート，西北部

九州産黒曜石）の残核I類などを含む。

終末期後半としてはエゴノクチ，政所馬渡阿蘇原上などが挙げられるが，在地石材を用いた石器群の様相

ば呵即R上をのぞき不明瞭である。終末期前半の様相が継続している可能性も残る。綿貫氏の‘細石刃断絶期＂

の設定はこのあたりの事情にひとつの説明を与えるものであるが，九州島内にとどまらず，東北日本における同

時期の動向の理解にも抵触する問題でもあり，積極的な議論の余地がある。
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v. 東醐邪九州地域における細石刃石器群の持質について

巨視的にみて，九州島の細石刃石器群に西北部九州と東南部九州という二つの大地域性が認められることは，

これまでにも梱商されてきた。ここではさらに東南部九州地域内の地域性の諸レベルを俎上に挙げ，当該地域の

細石刃石器群の特質について述べたい。

有効な視点の一つとして，西北部九州地域との接触・交流の把握がある。対西北部九州への門戸として，二つ

の地域・）レトが挙げられる。一つは九州島の西岸，東シナ海に面した天草諸島，出水丘陵川内川下流域薩

摩半島北・南部上場石飛高原などの小地域であり，もう一つは筑後川などの河川を通じて大分県域に，あるい

園覗呆山を介して宮崎県域北部，大分県域南部に至る）レート上の小地域である。換言すれば，前者は海上，後者

は内陸の交流）レ—卜といえる。

こうした観点から，さきに設定したエリア①メ欲を位置付けるとすれば，海上の交流の舞台となるのが，エリ

ア①であり，内陸の交流の舞台となるのがエリア③ということになる。エリア②はそうした二つの様相の中間地

帯といえる。すなわちエリア①の九州南部産の黒曜石の流通はいまのところ五ヶ瀬川の北には認められず，残核

VI類の分布もほぼ司様である。一方，素材供給パターン皿石材利用B 頃：岩）の残核Vlll,区類の分布範囲の西

限は大淀川上流域に求められる。あるいは南は種子島から東は四国の高知平野あたりまで含められる可能距が

有るエリア③的な様相に，エリアG酌様相が貫入した状況が宮崎平野部の様相といえるかもしれない。そして，

こうした地勢的環境にあること自体が，独自の地域性を形成する要因として捉えられる可能性がある。エリア②

が残核W類（畦原型）の主要分布域となっていることも示唆的であるが，その成立に関する解釈・説明は今後の

課題としておく。

いずれにせよ，そうした交流の活発化は展開期に開始されたのであり，縄紋草創期のその後の展開にも引き継

がれてったそれぞれの地域的樹質は，終末期の段階に新たに醸成されたものといえる。

VI. 謁噸

今回，私が担当した東南部九州地域は前回 (1993年）のシンポジウムでは，主に宮田栄二氏が担当された範

囲であり，東部九州（概ね大分県域南半部と宮崎県域北半部）については綿貫俊一氏が担当されていた部分を

含んでいる。そこでまず，前回，両氏から提出された課題を確認しておきたい。

宮田氏は課題として， G細石刃石器群が展開した時期の自然環境や気候の変遷の把握②使用石材とりわけ黒

曜石の理化学的原産地同定の推進，③遺物相互の共伴関係の厳密な検討，の三点を挙げている。

綿貫氏は④ナイフ形石器群から細石刃石器群への移行過程の実相把握，⑤いわゆる神子柴•長者久保文化並
行段階における九州島の様相の解明，⑥他地域と比較し突出した九州島の細石刃石器群出土遺跡数の説明・解釈，

謬石刃石器群から縄文文化的石器群への移行過程の実相把握，の四点を挙げた。

その後⑪形芍の進展論点の深化の状況について若干触れておく。

①については杉山真二による自然科学サイドからの言及（杉山 2000)のほか，前述した雨宮氏の論考（雨宮 1996,
1997)などが挙げられる。隣接諸科学も交えて今後も追究されるべき課題である。

②については現在も分析実施状況は多いとはいえないが，分析例は蓄積されつつある。データの増加を待っ

て考古学的成果との突き合わせが期待される。

③・@o)具体的方策として，私は大きく三つのアプローチを考えている。一つはいわずもがなであるが層位的

出土事例の検出，二つ目に型式論的連続性・断絶性の理論的評価，三つ目には豊富な出土事例を持つ九州島の利

点を活かした統計的蓋然性の判定である。

“ナイフ形石器群と細石刃石器群の共伴”については総合的にみて，いまのところ成立し難いと私は考えて

いる。無論，終末期のナイフ形石器群荷担者と最初期の細石刃石器群荷担者が同一者であった可能性あるいは両

者が接触した状況は充分に想定できる。だが，問題はそうした状況が，我々に検知可能な考古学的痕跡を残しう
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るか否かにある。換言打1ば考古学的に問題とすべきなのは，両石器群が文字通りの意味で共存したかどうか

でゆなく，両者が現在，遺物に看取されるような独自性を相互に保ったままで一定期間存続したかどうかである。

すなわち両者⑬刻紐ら共存に至る過程が先史学的に評価可能な時間幅を有しているか否かが焦点となろう。問

題をこのようにシフトさせたうえで，これまでのデータをみると，終末期ナイフ形石器群から細石刃石器群への

節はごくすみやかに進行した（否定論）と考えるのが合理的と考える。地層堆積条件を考慮すると，移行段階

の認定（肯定）には確実な個体別・母岩別接合資料の量的保証が必要条件となろう。いずれにせよ，挙証責任は

肯定論者に移ったといえる。

もう一つの“土器・石鏃と細石刃石器群の共伴＂は接合資料という材料が使えないだけに，難点は多い。た

とえば，士器と細石刃石器群の共伴例は積極的に評価する立場 (:;fiJ崎2002)と，慎重な立場（松本2003)では認

定数に大きな差が出る。今後，土器も含めた遺跡内分布の検討など進める必要がある。

⑤については 1992年の論考以降も重ねられた綿貫氏の積極的な議論傭諄い992,1993, 1999, 2000)とその

評価について本文中に少し触れた。氏の見解を肯定するか否定するかは西北部九州でいえば福井4層と2・3

層との間に連続性か断絶性のいずれを認めるか，エリア③でいえば今回の編年の，終末期前半と後半の様相に

連ヽ断絶性のいずれを認めるかによって意見が分かれる。筆者は連続するとみる立場にあるが，その傍証と

してば呵即員上の様相を挙げておきたい。すなわち，土器吋囲石刃核の技術・形態的様相は西北部九州との共通

性を強く示しながらも，使用石材はもっぱら在地産を用いるという一定程度の在地化が進んだ様相である。だが，

問題の解明には資料数も少なく，綿貫氏の所説を反駁するまでには至っていない。東北日本の様相も含めて，終

末期細石刃石器群について議論を重ねる必要がある。

⑥突出しtdl靭激を示す要因について，綿貫氏は加朴島における細石刃石器群存続期間の長さに理由の一端を

求めた傭蹟1993)。筆者も同様の見解であり，とりわけ縄紋草創期に残存する細石刃石器群の多さがこの現象

の原因であろう。本文に述べたように，西北部九州と東南部九州には共通性とともに明瞭な地域差もあり，編年

網の整備とともに今後その詳細を把握し綿貰氏の考えを検証する必要がある。また，それとf胡IJに，北海道地域

と同様に大陸・韓半島への窓口としての西北部九州という地勢学的要因や，石材原産地との関係およびこれに連

動した移動形態論的観寺からのアプローチも開拓すべき方向性として挙げられる。

⑦については⑥とも関連して本文中にも述べたように後期旧石器時代終末期研究と縄紋時代草創期研究との

すりあわせがいっそう求められる。

他に新しく明らかとなった課題も多くあるが，本文の随所で触れた範囲にとどめる。
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表 1 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表． ． 

: 製石 纏

:}' 

！ 躙鱈！ ● 石--・ I!• Ii 綱縁I!!,_ 
鑽鵬石 鬱" 石

陪I!1: 一且，＇ |綱Jt 1+11 l!!I ＇ー・一
,_ __ , —--- ,. ー・・ ●● 

Jo,,.mn• |貪 』・. •mtt· 一
1 .. , ・ '・-• 1 .... 111. -・- .,'縞.. 

'・- '* '---1 .... 111・-・- ~ ~ —• 一，-
1 .... 編笠9箪お H~ 

,_ ........ ・-・ 
II鯰●1 .. l食 '・・・I慮膚II・-・・ —·-. 一•

'-~・・,11 l 今•
―, ,, __ 

・---・・. 士皐凸疇饂.・-
lill>k,I、Ill ,_ --1攣膚Illい虞I ・--・・ ・-
＇一～

＾ 
, __ 

’ー・・ l霞膚"'い竃鑢 •一·
,_,, 心 ,. l鴫鴫11・・-・ . ---・・ ・-.-= ... - 1!111'1 

．． l貪
, ___ ,_—, ・-- c---. ~~ 釦m•-の

.,1~--・ 
" l如 L. ー，．．← ~ ・-・ I々

,. __ 
1織膚"・--- , ____一，-

--'~- '* 
,_ー，.← .. ,_, , __ 

'---l讀膚"・-- ·~---·-
.,lh~~ 一ヽmへ nln 

, __ 
--―._ __ I . 一・一 ....... 

, ____―・-・ 
・・'----ょ ＇^^ 

Ir ,~ In '* 
,_・・ l ぃ•.~a-- ・- . 一•

-・・ ー..・・-
, __•= 

.. --- '* -- C鼻 oED重一 止一し— ・・-,~ , __ 
---·--云〇重• -~一▲ー・•=

---・---

・-.... .., ， --・-- 1.19. • 霊..-- -・-・  ●●● . 

---・. 

_, 一-~-~ --・--・-
・・'~- -

,_ .'---~ 

_, 傘・-―
, __ ,_ -

4 —... ・-・ 
-1血，四 , __ , __ ---・・-.. ,~--

---・-疇~1 .. , .. 
, __ 

, __一一 ---・-, __ 
l如 '- - . -

・・'--- ,_, __  ...  鴫

__ ,. 竃”

｀ 
'・-, _____ '----,_, 

ー,_・--- ,~ , ___・-噌
~I um.mo I* , ____・-・ 
・・'--- ,_ ,___・-・ 
__ lu~~ . R l玄 IAM-M•-• ,_ '・・---・-・ 

,_・・--・-
__ , __一一 ,_ . ,___・-
噸』エゴ ,.11+ I* i---·••m ,....., 

.,IT- ,~ •----~-

.. I.、--,憾9 , ___・-
● ,J~m- ,_ '-----・・ , ___—·-
,_一--

, __ ,_ , ______ 
,_ー-,匹

ff_.,, 皿 9 |貪
, _____・-

＾^ 
,_ --

・・'--・- ,_ 
＇ー・--'。＇
,. —ー・- '呻

'-~・-・ 一
, __ ,~------- ,_・--'一•, ___ . 一

●● ,_  .~ l云 , ____・-・ 
筐7綸望nJO占

,_ --. 
＇一--- l女 liO l*BIIIISI . ---

, ____・-
-~ . 

•• L、- __ ,_ -

ビ厨"'"" --
, ___・-
•-· ·-•= 

_, ___ M置 - ヒ鬱"'"' -・ 一,ー... . 下t:tu, • . 一•一Ill.Ill:ー・-
__ , ___ 

* .. ヒ闘り..... -- I —---.-●〇,_一・ロ"'

·• =~m 拿．．． 1., ......... 血-

, _____  ,,  直 g ,~, 

●● ,_.  ゎm A A ,~ lnln le le 重 ~ー一 , .. 111 ... --•---·· 一・—• 1~--...... ---•-•IIN I- ---い心に •= 

.. ~ 
玄．．． 1,,., ...... --“~•一--·-

筐ヽ.,., ,__・-・ , ____・-・ 
•. la心

,_ ... I*""'"• C血-
l•am m ,_, 

饂,I百檜小学控
,. ,mn"• , __ , ___・-

.. , __、______, ,, ・』 In I 古＇．．~ ,_一•••一． ~ ー・・ • 一・.. .... 

・-・・-
、------・ , __ , ... 

lte霞"'"'c--, ___―・-
'~-- .. ,_ 

K● "'"・ ・-・- •一・-- --
.. ,~--、曇・這虞" , __'—·- Ir•、,,... ・-~ , ___・-

I●’・＿＿I*● m.,. い纏.. , ___・-
__ , __ 

＾ 
, __  L. 

,I*鬱m,..・--, ___冒-
-, ____ , ー-ヽ '・- に霞"'疇．• 一 ・--・-__ , __ 

, __'—-- lxam拿.・--, ___・-
, __ 

霊 lo に霞"'拿.・-・-, ___・-・ 
.,1, .... .. , ... 色--

, ___ ,u, 

., ,Iヽ牧A •- In , ___・・-
,_' .... 霞^

-409-



表 2 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表
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表3 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表
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表 4 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表
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表 5 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表
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表6 東南部九州地域の細石刃石器群一覧表
麟 .. 

Ii: iし
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iii: - -~ |守1:“ '" IIぽ,_ l'!I'! 患フ石• 躙尖ll 
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... , 抽口~-、心mヽ * ... """ -- -・ ー~. 畳t L―--.. ---... ,., .. 
遭富 .... ＊直II -~~ --

... ,~-= '* """ 1窪"- ... --ふ ,.fl! L--- •ヽ．．．

日、鱈『"*--ヽ ,. I• ••• ... , .. .----・．． ・冒"・ ----,,.n~.nー

,_ m ,~-~ ヽレ編ヽ 9肩 ・・- -・I富 , .. し』

'"島,.・-・・-.. ・-ヽ ....  疇

” ,,,, …― '••• I宮
,_ 虞ヽ心`＇ヤヽし匹ヽ ●罠" ... , —-· '* ... , ...... n le l言＇．墨^ *'""・*贔 l 心~-~...mo>-•'威.

••• Im~ 

＾^ 
,. -, -- - .. =• ---------・・ 一-・--・--
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,~. が●^ 、01・ 'A----• +• ... ―穴__ ,_ 
・三一 ,_ 

匹 I""' I拿＇．^^ ．． , ____・-
u, =伍'" ,. 1-・-.--・・-. -- ........ , __ 

＾^ 
'" ,_ ．． , .. ~ ●● ” ・--.... 

※ 各遣跡の報告・参考文献は、膨大なため印字をおこなわず、付録のデジタルデータ中に収録した。ご了承されたい。

-414-



．
．
 ヽ・

r

-

．‘
 
• 

• 
‘
 ••• 

．` 

り
ダ
9

.

5

.

．．． 

．．
 

．

．
 

令．
 

9
 
.

.
 

，．
 

•
一•

一

．．． ＜
 

．
．
 

．
 
、

R 
心

〇
怨

＾
 

1792 遺跡

日本列島における

細石刃文化遺跡分布図 2003

。息

-415-



， 
八ヶ岳旧石器研究グループのシンボルマーク

旧石器時代の食料といわれるハシバミの葉をデザインしてあり、その下縁は

八ケ岳の稜線を描いている。ハシバミは現在でもたくさん野辺山に自生する。
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